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（１）目的 

調布市道路網計画（以下「道路網計画」という。）は，道路の位置，幅員，優先的に整備する道路等

を決める計画であり，市民の生活に直接的に影響を及ぼす場合があります。このため，計画の検討段階

から，広く市民の皆さんと意見交換を行うため，複数の手法で市民参加を実施しました。 

（２）検討の流れと手法 

道路網計画では，検討の各段階に応じて，複数の手法で市民参加を実施しています。市民参加には様々

な手法がありますが，道路網計画の検討では，職員が対面形式で直接市民の皆さんのご意見を聴く手法

を活用しました。親しみやすい場をイメージして，愛称を「みちの井戸端会議」としています。 

他には，調布市に住民登録をしている方から無作為に選んだ方にお願いする「道路に関するアンケー

ト」等を行っています。 
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（３）取組の内容 

・第１回みちの井戸端会議 

 第１回みちの井戸端会議では，日頃

利用している道路に関して思うこと

（期待，懸念）を把握し，その結果を

道路網計画の目標や道路網構築の視点

を検討するうえで参考にするため，意

見交換を実施しました。 

 駅前や，地域福祉センター及び商業

施設で計２２回行い，ブースを設けて，

職員が対面形式で市民から意見を聴取

しました。 

○開催時期 

 平成２６年１１月～１２月 

○開催場所 

 京王線の各駅前，地域福祉セン

ター，商業施設 計１９箇所 

○開催時間 

 午前９時３０分～午後４時

３０分のうち６時間 

○意見数 

 ８０９件 

○実施手法 

 パネルを展示して,道路網計画

の検討について情報提供 

 職員が，来場した市民や，周辺

を通行している市民に声をか

け意見交換を実施 

○周知手法 

 市報ちょうふ（平成２６年１１

月２０日号，１２月５日号），ホ

ームページに開催日程を掲載 

 京王線の各駅，地域福祉センター，

公民館及び図書館に，開催日程の

チラシ及びポスターを掲示  

表 第１回みちの井戸端会議（平成２６年１１月～１２月） 

  日程と意見数 

 

 

写真 いなげや調布仙川店 

日付 会場 意見（件）
11月24日（月・祝） イトーヨーカドー国領店 37

調布ケ丘地域福祉センター 15
緑ヶ丘地域福祉センター 2
いなげや調布仙川店 39
トップ深大寺店 28

12月1日（月） 仙川駅前 45
国領駅前 47
京王多摩川駅前 50
富士見地域福祉センター 19
深大寺地域福祉センター 14
オザム調布多摩川店 28
仙川駅前 65
入間地域福祉センター 16
西調布駅前 54
調布駅前 34
染地地域福祉センター 22
調布駅前 75
つつじケ丘駅前 60
飛田給駅前 34
つつじケ丘駅前 37
柴崎駅前 65
布田駅前 23

809

12月6日（土）

12月5日（金）

12月3日（水）

11月29日（土）

１１月26日（水）

合計（件）

12月18日（木）

12月16日（火）

12月14日（日）

12月11日（木）

12月8日（月）
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・第２回みちの井戸端会議 

 第２回みちの井戸端会議では，これ

までの検討概要をまとめた「調布市に

おけるこれからのみちづくり」の内容

について意見交換を実施しました。 

駅前広場や，地域福祉センターの計

１５箇所で，ブースを設けて，職員が

対面形式で市民から意見を聴取しまし

た。 

○開催時期 

 平成２７年６月 

○開催場所 

 京王線の各駅前，地域福祉セン

ター 計１５箇所 

○開催時間 

 午前９時～正午または 

午後２時～午後５時 

○意見数 

 ２６３件 

○実施手法 

 パネルを展示して,道路網計画

の検討について情報提供 

 職員が，来場した市民や周辺を

通行している市民に声をかけ

意見交換を実施 

○周知手法 

 市報ちょうふ（平成２７年５月

２０日号，６月５日号），ホー

ムページに開催日程を掲載 

 京王線の各駅，地域福祉センター，

公民館及び図書館に，開催日程の

チラシ及びポスターを掲示 

  

調布市におけるこれからのみちづくり 

～(仮称)調布市道路網計画について～ 

（平成２７年６月） 

日付 会場 意見（件）
6月10日（水） 緑ヶ丘地域福祉センター 4
6月11日（木） 布田駅前 36
6月12日（金） 調布ケ丘地域福祉センター 6
6月14日（日） 調布駅前 30
6月15日（月） 国領駅前 32

富士見地域福祉センター 5
柴崎駅前 31

6月18日（木） 入間地域福祉センター 6
6月19日（金） 京王多摩川駅前 10
6月20日（土） つつじケ丘駅前 25
6月23日（火） 深大寺地域福祉センター 8
6月24日（水） 西調布駅前 20
6月25日（木） 染地地域福祉センター 7
6月26日（金） 仙川駅前 27
6月27日（土） 飛田給駅前 16

263

6月16日（水）

合計（件）

表 第２回みちの井戸端会議(平成２７年６月)の日程と 

意見数 

 

写真 布田駅前 
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・第３回みちの井戸端会議 

 第３回みちの井戸端会議では，前半

で，道路網計画の検討概要や優先的に

整備すべき路線等の選定の考え方につ

いて，調布市から説明し，後半で，優

先的に整備すべき路線等の選定の考え

方について意見交換を実施しました。 

市内４箇所の地域福祉センターと文

化会館たづくりの計５箇所で実施しま

した。 

○開催時期 

 平成２７年１１月 

○開催場所 

 地域福祉センター及び 

文化会館たづくり 計５箇所 

○開催時間 

 地域福祉センター 

午後７時～午後８時３０分 

 文化会館たづくり大会議場 

午後２時～午後３時３０分 

○意見数 

 ６５件 

○実施手法 

 これまでの検討概要や，優先的

に整備すべき路線等の考え方

について，プロジェクターを用

いて調布市から説明 

 調布市から説明を行った後，職

員と市民が個別に意見交換を

実施 

 市民はアンケート形式で意見を記載 

○周知手法 

 市報ちょうふ（平成２７年１０月２０日号），ホームページに開催日程を掲載 

 京王線の各駅，地域福祉センター，公民館及び図書館に開催日程のチラシ及びポスターを掲示 

 自治会，地区協議会，街づくり協議会及び商工会に開催案内を送付 

 無作為に抽出した約１，０００人の市民に開催案内を送付 

 

表 第３回みちの井戸端会議(平成２７年１１月)の日程と 

意見数 

 

写真 富士見地域福祉センター 

日付 会場 意見（件）
11月4日（水） 富士見地域福祉センター 13
11月6日（金） 染地地域福祉センター 9
11月10日(火) 深大寺地域福祉センター 8
11月12日(木) 入間地域福祉センター 8
11月14日(土) 文化会館たづくり 26

- 窓口提出 1
65合計（件）

写真 文化会館たづくり１２階大会議場 
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・道路に関するアンケート調査 

調布市が毎年行っている市民意識調査の結果で，「道路整備」に対する問題意識が非常に高いことから，

その問題点が何かを把握することを目的に実施しました。アンケートでは，第１回みちの井戸端会議と

同様に，日頃利用している道路に関して思うこと（期待，懸念）などを調査し，「道路環境」の観点から

何が問題なのかを把握しました。 

調査結果は，道路網計画の目標や道路網構築の視点を検討するうえで参考にしました。 

○調査対象 

 市民意識調査と同様に，調布市に住民登録をしている満１６歳以上の方から無作為抽出で選んだ 

約３，０００人（性，年齢，居住地域が偏らないように考慮） 

○実施時期 

 平成２６年１２月１２日（金）～平成２７年１月７日（水） 

○方法 

 郵送で配布及び回収 

○設問構成 

 「道路環境」に対する満足度（４段階評価） 

 「道路環境」の問題点や懸念，期待（選択肢） 

 属性（性別，年齢，職業，居住地） 

 行動特性（目的に応じた交通手段，自動車の運転頻度） 

○発送数 

 ３，０６７ 通 

○回収数 

 １，７１４ 通 

○回収率 

 ５５．９％ 
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・道路ユーザーヒアリング 

道路利用者の視点から，ニーズ，道路等の利用特性，個別路線の問題点等を聴き，道路に期待される

機能の漏れはないか，道路網の検討や優先整備路線の選定の参考とすることを目的に実施しました。 

○対象団体 

 道路利用者としての意識が

高く，かつ活動が活発な組

織・団体を選定 

○実施時期 

 平成２７年５月～６月 

○ヒアリングの対象とする組織・団体 

 交通（利便性）：バス，タクシー 

 防災：消防署，警察署 

 地域の活性化：商工会，トラック

協会 

 高齢者や子どもの安全：社会福祉協議会，ＰＴＡ 等 

○主なヒアリング事項 

 利用者ニーズ 

 道路等の利用特性 

 個別路線の問題点  

 

 

  

表 道路ユーザーヒアリングの対象団体 

) 

部門 ヒアリング団体
小田急バス（株）
京王バス（株）
タクシー協議会（京王タクシー（株）
調布消防署
調布警察署
調布市交通安全協会
調布市商工会
調布郵便局
東京都トラック協会（多摩支部）

福祉，高齢 調布市社会福祉協議会
調布市私立幼稚園PTA連合会
調布市公立学校PTA連合会

子ども

物流（産業）

防災

交通
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・調布市道路網計画（案）に関する説明会 

 道路網計画（案）について調布市か

ら説明し，その後，質疑応答を実施し

ました。 

文化会館たづくりで２回実施しまし

た。 

○開催時期 

 平成２８年１月 

○開催場所 

 文化会館たづくり映像シアター 

○開催時間 

 １月１５日（金） 

午後７時～午後８時３０分 

 １月１６日（土） 

午後２時～午後３時３０分 

○来場者数 

 ５１人 

○実施手法 

 道路網計画（案）について，プロジェクターを用いて調布市から説明 

 調布市から説明を行った後，質疑応答を実施 

○周知手法 

 市報ちょうふ（平成２７年１２月２０日号），ホームページに開催日程を掲載 

 京王線の各駅，地域福祉センター，公民館及び図書館に開催日程のチラシ及びポスターを掲示 

 自治会，地区協議会，街づくり協議会及び商工会に開催案内を送付 

 無作為に抽出した約１，０００人の市民に開催案内を送付 

 調布ＦＭにて開催日程を放送 

 

  

表 説明会の日程と意見数 

写真 文化会館たづくり映像シアター 

日付 会場 来場者（人）
1月18日（月） 文化会館たづくり映像シアター 15
1月19日（火） 文化会館たづくり映像シアター 36

51合計（人）
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・第４回みちの井戸端会議  

 第４回みちの井戸端会議では，道路

網計画（案）について来場者へ説明を

実施しました。 

市内４箇所の地域福祉センターと教

育会館の計５箇所で実施しました。 

 

○開催時期 

 平成２８年１月 

○開催場所 

 地域福祉センター及び教育会館

計５箇所 

○開催時間 

 地域福祉センター 

午後３時～午後８時 

 教育会館 

午後１時～午後６時 

○来場者数 

 ３７人 

○実施手法 

 道路網計画（案）に関するパネルを展示 

 職員が，来場した市民への説明及び質疑応答を実施 

○周知手法 

 市報ちょうふ（平成２７年１２月２０日号），ホームページに開催日程を掲載 

 京王線の各駅，地域福祉センター，公民館及び図書館に開催日程のチラシ及びポスターを掲示 

 自治会，地区協議会，街づくり協議会及び商工会に開催案内を送付 

 無作為に抽出した約１，０００人の市民に開催案内を送付 

 調布ＦＭにて開催日程を放送 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 第４回みちの井戸端会議(平成２８年１月)の日程と 

意見数 

 

写真 染地地域福祉センター 

日付 会場 来場者（人）
1月18日（月） 富士見地域福祉センター 1
1月19日（火） 染地地域福祉センター 5
1月21日（木） 深大寺地域福祉センター 5
1月22日（金） 入間地域福祉センター 17
1月24日（日） 教育会館 9

37合計（人）
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・パブリック・コメント手続（意見募集）  

 道路網計画（案）について，調布市パブリック・

コメント手続条例に基づき意見募集を行いました。 

 

○意見の募集期間 

 平成２７年１２月２１日（月） 

～平成２８年２月１０日（水） 

○資料の閲覧場所 

 市役所７階街づくり事業課，公文書資料室，

神代出張所，みんなの広場（たづくり１１階），

市民活動支援センター（市民プラザあくろす

２階），教育会館，各図書館・各公民館・ 

各地域福祉センター（染地を除く） 

○意見の提出方法 

 氏名，住所，意見を記入し，直接または郵送，ＦＡＸ，Ｅメールで市役所街づくり事業課まで

提出 

○意見募集の結果概要 

 意見提出件数 ２００件（７５人，１団体） 

 提出意見の内訳 

・ 全般に対する意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８件 

・ 「はじめに」に対する意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０件 

・ 「１ 道路網計画策定の目的と位置付け」に対する意見・・・・・・２件 

・ 「２ 現状と課題」に対する意見・・・・・・・・・・・・・・・・１件 

・ 「３ これからのみちづくり」に対する意見・・・・・・・・・・・０件 

・ 「４ 道路網計画の目標」に対する意見・・・・・・・・・・・・・０件 

・ 「５ 目指すべき道路網」に対する意見・・・・・・・・・・・・６３件 

・ 「６ 道路整備プログラム」に対する意見・・・・・・・・・・・６３件 

・ 「７ 目指すべき道路網の実現に向けて」に対する意見・・・・・１２件 

・ その他意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１件 

○周知手法 

 市報ちょうふ（平成２７年１２月２０日号，平成２８年１月２０日号，２月５日号）， 

ホームページに実施案内を掲載 

 京王線の各駅，地域福祉センター，公民館及び図書館に実施案内のチラシ及びポスターを掲示 

 自治会，地区協議会，街づくり協議会及び商工会に実施案内を送付 

 無作為に抽出した約１，０００人の市民に実施案内を送付 

 調布ＦＭにて実施案内を放送



１ 取組の概要 
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第1回みちの井戸端会議 第2回みちの井戸端会議
道路に関するアンケート
（市民アンケート）

安全性 定時性 アクセス性
【大分類】

安全性，定時性，アクセス
性など，道路の役割で分類

歩道を安全に，快
適に歩けるように

してほしい

自転車を安全に
利用できるように

してほしい

自転車の駐輪ス
ペースを確保して

ほしい

【中分類】
それぞれの大分類の中で，
意見内容が近いもので分類

ゆとりのある空間
を歩きたい

路面の凹凸などで
つまづいたりしな

いか心配だ

目的地まで切れ目
なく安全に歩けるよ

うにしてほしい。

【小分類】

それぞれの中分類の中で
ニーズが近いもので分類

意見内容から，どのように道路を利用したいか(ニーズ)によって
分類を行った

道路網構築の視点に関する意見
道路整備の

仕組みに関する意見
現計画の策定プロセス

に関する意見

第３回みちの井戸端会議

（４）意見の整理方法 

 いただいた意見のうち，道路に求められる期待やニーズに関する意見を「道路網構築の視点に関する

意見」，これからの道路計画の進め方や効率的な道路整備等に関する意見を「道路整備の仕組みに関する

意見」，現在の道路網計画検討のプロセスに関する意見を「現計画の策定プロセスに関する意見」に分類

しました。また，「道路網構築の視点に関する意見」は，大分類を道路に求められる役割である安全性，

定時性，アクセス性，代替性，防災性，住環境に分類し，どれにもあてはまらない意見は，その他とし

ました。さらに，意見内容が近いものを中分類とし，中分類の中でニーズが近いものを小分類としまし

た。これにより，市民が道路に期待している役割は何か，どのように道路を利用したいのかがわかるよ

うに整理しています。詳細は，参考６ 意見の分類 をご覧ください。 

 なお，それぞれ分類した意見は，回答者の属性ごとに分析をしました（クロス集計）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 意見の整理方法 
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 道路網計画の検討過程で実施した市民参加について，それぞれの結果をまとめました。 

第１回及び第２回みちの井戸端会議並びに道路に関するアンケート調査は，結果を抜粋して掲載して

います。こちらの詳細な結果は，参考１～３をご覧ください。 

（１）第１回みちの井戸端会議 

・単純集計  

 道路で，何か気になること

や困っている点はありません

か，という問いに対して，安全

性を求める声が多く，「歩道を

安全に，快適に歩けるようにし

てほしい」という声や，自転車

や自動車が安全に通行できる

ようにとの意見が多く寄せら

れました。 

 

 

・自転車を安全に利用できるようにしてほしい （クロス集計） 

 右表は「自転車を安全に利用できるよ

うにしてほしい」という意見のクロス集

計結果です。 

 主に自転車を利用する人から，意見が

寄せられました。また，すべての地域で，

３割以上の人から「自転車を安全に利用

できるようにしてほしい」という意見を

いただきました。 

 

  これらから，歩行者，自転車利用者

がそれぞれ安全に安心して利用できる

道路整備が求められていることがわか

ります。調布市では，区部及び多摩部

よりも自転車利用者が多いことからも，

自転車が安全に通行できる環境の整備

が重要であるといえます。 

２ 結果 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

（件） 
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0 20 40 60 80 100 120

歩道を安全に、快適に歩けるようにしてほしい
自転車を安全に利用できるようにしてほしい
自動車を安心して運転できるようにしてほしい(※1)

自転車の駐輪スペースを確保してほしい

安全性に関するその他の意見
遅れることなく目的地に到着したい
バスが時間通りに運行できるようにしてほしい
定時性に関するその他 の意見
市内の拠点（駅やスーパー等）へアクセスしやすくしてほしい
バス路線を利用しやすくしてほしい
区部へアクセスしやすくしてほしい

多摩部へアクセスしやすくしてほしい
アクセス性に関するその他の意見
消防車や救急車が通行できる道路にしてほしい
火災発生時に、燃え広がらないようにしてほしい
防災性に関するその他の意見
自然を残してほしい
居住環境（通風や日照等）の影響も考慮してほしい

住環境に関するその他の意見
道路網整備に対する意見(※2)

にぎわいのある街にしてほしい
検討の進め方に関する意見(※2)

その他

(※1) 前回の「みちの井戸端会議」への意見整理から、文言を修正・した項目

(※2) 今回新たに追加した項目

件

定時性

安全性

アクセス性

防災性

住環境

その他

（２）第２回みちの井戸端会議 

・単純集計 

第１回と同様に「歩

道を安全に快適に歩け

るようにしてほしい」

という意見が多く寄せ

られました。 

  アクセス性では「市内

の拠点（駅やスーパー

等）へアクセスしやす

くしてほしい」や「バ

ス路線を利用しやすく

してほしい」という意

見がありました。 

また，第１回目の集

計結果と比較して，道

路整備に対する意見が

多くなりました。 

 

・バス路線を利用しやすくしてほしい （クロス集計） 

 右表は「バス路線を利用しやすくしてほ

しい」という意見のクロス集計結果です。 

 回答者は，６０歳未満の人が多いことが

わかりました。また，地域別では，東部地

域と，中心市街地以外の南部地域が突出し

て多くなりました。 

調布市では，鉄道駅から比較的離れた地

域は，公共のバス交通が市民生活を支えてい

ます。単純集計結果で「市内の拠点（駅やス

ーパー等）へアクセスしやすくしてほしい」

という意見が多く寄せられていることから，

現在バス路線がない地域を中心に，駅や施設

をつなぐバス路線の充実が求められていま

す。同時に，今あるバス路線をよりわかりや

すく，利用しやすくすることも必要です。 

 

男性 

全体 

女性 

６０歳未満 
６０歳以上 

運転機会なし 
運転機会あり 

主に徒歩 
主に自転車 

東部地域 
北部地域 
南部地域 
(中心市街地) 

西部地域 

南部地域 
(中心市街地以外) 
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（３）道路に関するアンケート調査 

・問２－２ 下の表から特に困っている事項を３つまで選んで順位をつけてください。 

 

  みちの井戸端会議の意見聴取結

果と同様に，安全性に関する意見

が多く寄せられました。特に，「歩

道が少ない，または狭い」，「自動

車や自転車がスピードを出すので

危ない」といった意見が大半を占

めました。また，バス路線の充実

や，防災性に関する意見も寄せら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

・道路が混むため，バスで時間通りに移動できない（クロス集計） 

 右表は「バスで時間通りに移動で

きない」という意見のクロス集計結

果です。 

 地域別では，北部地域で突出して

多くなりました。また，北部地域の

次に南部地域（中心市街地）が多い

ことがわかりました。 

 

この結果から，特に北部地域や南部

地域（中心市街地）では，公共バス

交通が時間どおりに移動できるよう

な道路の整備が求められていること

がわかります。 

 

  

 

 

0 250 500 750 1000 1250

1番目 2番目

3番目

歩道が少ない、または狭い。

自動車や自転車がスピードを出すの
で危ない。

路上に停車している車が通行動線を
妨げている。

道路が混むため、バスで時間通りに
移動できない。

道路が混むため，車での移動に時間
がかかる。

道路が狭く，最寄りの駅に行きにく
い。

道路が狭く，車による移動が不便であ
る。

雨の日などバスを利用したいこともあ
るが，バス路線が充実していない。

目的地までの迂回ルートが十分確保
されていない。

火災が発生すると，燃え広がりそうで
心配である。

道路が狭く，消防車や救急車が通れ
ない。

道路が狭く，居住環境（通風や日照な
ど）が悪い。

緑が少なく，うるおいがない。

住
環
境

安
全
性

定
時
性

ア
ク
セ
ス
性

代
替
性

防
災
性

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1番目 2番目 3番目

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1番目 2番目 3番目

 

 n=1,619

男性 n=634

女性 n=826

60歳未満 n=995

60歳以上 n=610

東部地域 n=361

北部地域 n=362

南部地域
(中心市街地)

n=264

南部地域
(中心市街地以外)

n=302

西部地域 n=292

徒歩 n=933

自転車 n=743

ほとんどない n=765

週1回以上 n=776

全体

性
別

年
齢

地
域

運
転
頻
度

主
な
利
用

交
通
手
段
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・問４－１ これからの道路計画で配慮すべき事項の重要度 

・問４－２ これからの道路計画で配慮すべき事項で，特に重要だと思う事項 

問４－１では，調布市が「これからの道路計画で配慮すべきもの」として重要と考える「高齢社会へ

の対応」，「環境負荷への配慮」，「防災・減災への対応」，「周辺の街づくりとの連携」，「市民参加の機会

の確保」，「選択と集中による効果的な取組」，「その他」の６つについて，どの程度重要だと思うのか回

答をいただきました。 

また問４－２では，調布市が「これからの道路計画で配慮すべきもの」として重要と考える上記の６

つについて，特に重要だと思う事項を１番目～３番目まで回答していただきました。 

 

道路計画で配慮すべき事項として，すべての項目で「重要である」，「やや重要である」の回答が８割

以上となりました。重要度では，「高齢社会への対応」，「防災・減災への対応」，「選択と集中による効果

的な取組」が多く挙げられました。 

 特に重要だと思う事項の１番目に選ばれた項目は「高齢社会への対応」でした。また，２番目に選ば

れた項目は「防災・減災への対応」，３番目に選ばれた項目は「選択と集中による効果的な取組」でした。 

 このことから，これからの道路計画に求められることとして，高齢者が安心して外出できるような安

全な移動空間の確保，災害に強い道路整備，市の財政状況を考慮した効率的かつ効果的な道路整備が求

められているといえます。 

  



２ 結果 

2-5 
 

（４）道路ユーザーヒアリング 

 道路ユーザーヒアリングでは，主に，「利用者ニーズ」，「道路等の利用特性」，「個別路線に対する意見」

について，意見聴取をしました。 

・利用者ニーズ 

道路ユーザーヒアリングによる利用者ニーズを見ると，全ての意見が，当初設定した道路網構築の視

点に該当することが確認できました。 

 

・道路等の利用特性 

道路等の利用特性から道路網計画の検討の参考となる意見を，下表で整理しました。 

 

  

目標区分 道路網構築の視点 利用者ニーズ 意見団体

快適・便利・
安全

道路混雑の解消 ・幹線道路の混雑を解消してほしい。 ・タクシー協議会

安全で快適な移動 ・歩行者・自転車の飛び出しが危険なため，歩道を整備してほしい。 ・タクシー協議会

・通学路は重点的に整備した方が良い。 ・調布警察署

・迂回による集配時のタイムロスが発生してしまうので，一方通行を減らしてほ
しい。

・調布郵便局

・障害者は遠回りになっても安全な道（広幅員の歩道，交通量が少ない等）を
通行する。

・市役所や病院への安全性やアクセス性の向上が重要。
・障害者はバスを頻繁に利用するため，バス待ち環境やバス停から目的地ま
での安全性の確保が重要。

・障害者は市役所や出張所に行く機会が多いため，市役所周辺における良好
な歩行環境の確保が必要。

・社会福祉協議会

・（子どもが安全に通行するため）車道におけるカラー舗装等による自転車の通
行区分を明示してほしい。

・危険な道におけるハンプ等の設置による自動車の減速対策を実施してほしい。
・子どもには左側を通行するよう言っているため，片側歩道は危険。

・私立幼稚園
PTA連合

・片側歩道でもあった方がよく，十分な歩道幅員の確保が必要。
・通学路において歩道がない場合，カラー舗装等の対応を検討してほしい。

・公立学校PTA
連合

目標区分 道路網構築の視点 道路網の抽出条件に関する参考意見 意見団体

防災・減災 火災時の延焼を防ぐ
道路網の構築
（広域道路網）

●消防活動
・災害時は，センターラインが引かれ，ガードレールが設置されている道路を利用する。
・消火活動は，消火栓から直線で220ｍ必要。

調布消防署

快適・便利・
安全

救急搬送を支える道
路網の構築
（広域道路網）

●救急車の主な搬送先
【調布市】調布病院，東山病院，慈恵第三病院（調布市，狛江市）
【府中市】榊原記念病院，府中恵仁会病院，多摩総合医療センター
【三鷹市】杏林大学病院
【武蔵野市】武蔵野赤十字病院
【世田谷区】至誠会第二病院，日産厚生会玉川病院，世田谷下田総合病院
※下線：第三次救急医療機関
●救急車が利用する道路条件
・搬送時は，幹線道路を利用する。
・通行ルートは患者を考慮し，曲がる回数が少なく，碁盤目状に整備さ れた道路を利用する。

調布消防署

鉄道駅へのアクセス
性向上に資する道路
網の構築
（広域道路網）

●バス路線の抽出条件
（小田急バスの場合）
・調布3･4･18号線が整備されたら，三鷹駅から国領駅までバス路線を延長を検討したい。
・仙川駅とバス停「仙川」のアクセス性が悪いため，仙川駅から北方面へのバス路線の設置
を検討したい。
（京王バスの場合）
・都市計画道路が事業化されるまで，新規バス路線の検討はしない。

小田急バス
京王バス

環境・
住環境

都市の低炭素化を促
進する道路網の構築
（広域道路網）

●トラックが利用する主な道路
・市内の東西の動線は，東八道路，甲州街道（南側は川崎街道）がメインとなる。
・調布－八王子間の移動の場合，中央自動車道は利用せず，一般道を利用する。

トラック協会
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・個別路線に対する意見 

個別路線について，優先整備路線の選定の参考となる意見を，下表で整理しました。 

 個別路線に対する意見（路線） 

 

 個別路線に対する意見（交差点） 

 

 

 

  

区 分 名称等 問題点とその状況 意見団体

路 線 都道１１８号線 ・電柱があるため，対向車とのすれ違い時に安全面が不安。
・桐朋学園付近のバス通りは，交通量は多いが，幅員が狭く歩道もなく危険。
・キューピー前が拡幅整備されたため，自転車が猛スピードで通行し危険。

・小田急バス
・調布警察署
・交通安全協会
・社会福祉協議会
・私立幼稚園PTA連
合

甲州街道 ・道路幅員が狭すぎる。歩道も植栽や歩道橋があるため狭くなっている。 ・調布警察署

佐須街道 ・柴崎駅までの道路を整備してほしい。北部地域の運送業社の共通の認識。 ・トラック協会

三鷹通り ・概成区間は歩道が狭いため，歩行者・自転車が危険。
・オリンピア保育園から東南方向斜めに甲州街道へ繋がる道については，拡幅する
と車がスピードを出すため，事故の増加が懸念される。

・タクシー協議会
・調布消防署

品川通り ・国領小学校前は，通学時間帯に車も歩行者も多い。 ・交通安全協会

旧甲州街道 ・調布駅付近は歩道が狭く，歩行者・自転車の安全性が確保されていない。 ・京王バス
・調布警察署

原山通り ・一方通行区間があるため，バス交通が悪い。 ・京王バス

神代植物公園通り ・交通量が多いが道路幅員が狭いため，バス待ち環境が悪い。 ・京王バス

調布３・４・１０号線
（未整備区間）

・当該地域の生活道路が抜け道になって危険なため，頑張って整備してほしい。 ・私立幼稚園PTA連
合

調布３・４・２６号線 ・布田駅から甲州街道の区間は歩道が狭すぎる。 ・社会福祉協議会

調布７・５・１号線 ・京王線から旧甲州街道の区間は，再開発に伴い道路整備を行っているが，両側と
も歩道が狭いので危ない。

・社会福祉協議会

市道南27号線
（区画街路2号）

・歩道はあるものの南側の歩道が狭い。一方通行のため電動車イスが一方通行を逆
走せざるを得ないこともあり危険。

・社会福祉協議会

区 分 名称等 問題点とその状況 意見団体

交差点 バス停「仙川駅入口」付近 ・交差点が鋭角で，電柱もあることから，大型車とのすれ違いができず渋
滞する。

・小田急バス

甲州街道と調布３・４・２６号線交差点 ・調布３・４・２６号線側に右折レーンがないので渋滞する。 ・タクシー協議会

バス停「国領８丁目」付近 ・慢性的に渋滞する。 ・小田急バス
・京王バス

バス停「慈恵第三病院前」付近 ・慢性的に渋滞する。 ・京王バス

武蔵境通りの御塔坂付近 ・渋滞する。 ・トラック協会

下石原交番前（調布３・２・６号線と甲州
街道の交差点）

・渋滞する。 ・トラック協会

武蔵境通りの神代植物公園付近 ・信号が20秒くらいで赤になり短い。 ・トラック協会

三鷹通りの深大寺交差点付近 ・歩道が狭いとの要望が多い。 ・調布警察署
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（５）第３回みちの井戸端会議 

第３回のみちの井戸端会議でいただいた意見は，「優先整備路線の考え方に対する意見」，「道路整備の

仕組みに関する意見」，「現計画の策定プロセスに関する意見」に分類しました。これらの意見について，

調布市道路網計画（案）における考え方や対応を示しました。 

注）いただいた意見は原則として，原文のまま掲載しています。ただし，個人名等プライバシーに関する記述が

ある場合は，該当部分を省略している場合があります。 

優先整備路線の考え方に関する意見(１０４件) 

意見の概要 意見への考え方・対応 

○考え方全般について 

・優先整備路線選定の考え方については今回の内容

でよいと思う。 

 

・地区内道路網の優先整備路線の考え方の例示につ

いて，内容はもっともだと思うが，もう少し深い

検討が必要ではないか。 

 地区内道路網の整備優先度の考え方に基

づき，「優先整備路線」を選定します。 

 また，部分的に課題を解決する必要のある

箇所を「機能確保のための総合的な取組」と

位置付け，道路空間の確保だけでなく，局所

的改良や交通安全の視点を含む取組を検討

します。 

・大気汚染などの負の側面の評価が入っていないの

ではないか。 

 道路網計画の目標の１つに「低炭素なま

ち，生活環境に配慮した住みやすいまちの形

成」を掲げ，道路整備による CO２排出量の

分析に基づき，低炭素なまちの形成を評価し

ています。 

○広域道路網（案）における整備優先度の考え方について 

・武蔵境通りの御塔坂より南が，現在片側一車線で

渋滞しており，そこから流れてくる車が，石原小

学校の前など狭い道でスピードを出し，事故の心

配がある。最優先で拡幅してほしい。 

「円滑な道路ネットワークの構築」に基づ

き，路線を選定します。 

（道路網計画（案）Ｐ２２参照） 

・生活道路に入り込まない道路づくり，歩道の拡幅，

自転車と歩行者との分離した道路づくり，電柱な

どがない道路づくり，バリアフリーを重視した道

路づくり，警察とタイアップした道路づくりなど

をぜひ実践してほしい。今はほとんど考慮されて

いないのではないか。 

・中央道高井戸下り IC，東八 IC，東八道路全開通

などが影響しない場所からやるのが良いのではな

いか。例えば，東八全通で２０号の渋滞はほぼ消

えるのではないか。 

「関連する都市基盤整備事業との連携」に

基づき路線を選定します。 

（道路網計画（案）Ｐ２２参照） 
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意見の概要 意見への考え方・対応 

・災害に強い都市基盤の整備が最優先だと思う。今

年も調布市では大きな地震が少なからず発生して

おり，いつ首都直下など大災害が起きるかは分か

らない。災害時の被害を少しでも小さくするため，

早く取り組むべきだ。 

評価項目３「災害に強い都市基盤の整備」

に基づき，路線を選定します。 

（道路網計画（案）Ｐ２２参照） 

・深大寺北町，元町地域を横断するバス交通網のた

めの道路整備をしてほしい。北町，元町は地域内

の交通がないため，地域内に公共施設があっても

徒歩では遠くて利用できない。 

「快適でより便利なまちの形成」に基づ

き，路線を選定します。 

（道路網計画（案）Ｐ２２参照） 

・道路の段差を出来るだけフラットにして，安心し

て歩けるようにしてほしい。 

 

「交通バリアフリーの推進」に基づき，高

齢者や身体障害者等の移動の円滑化や安全

性の向上を図るため，駅周辺のバリアフリー

化を推進する路線を選定します。 

（道路網計画（案）Ｐ２２参照） 

・２０２０年オリンピックの開催も踏まえて，地域

特性を活かした都市空間の形成を優先すべきだ。

観光客が多く来るので，調布市の魅力を知っても

らえるような道を整備すべきだ。 

「地域特性を活かした都市空間の形成」に

基づき，深大寺地区などの観光拠点へのアク

セス性向上や駅周辺のまちづくりに資する

路線を選定します。 

（道路網計画（案）Ｐ２２参照） 

・神代植物公園通りは，歩道がなくて危ない。安全

に通れるように拡幅してほしい。 

 

広域道路（調布３・４・９，調布３・４・

１４号線）と合わせて今後検討をしていく路

線としています。 

（道路網計画（案）Ｐ２８参照） 

・学校まわりの通学路を，歩行者，人間中心に考え

優先的に整備をしてほしい。弱者（子供，老人）

が歩いていても不安の無いようにしてほしい。 

・市内全域的に道路でスピードが出せないような工

夫ができないか。 

地区内道路網計画で，道路空間の確保だけ

でなく，局所的改良や交通安全の視点を含む

「機能確保のための総合的な取組」として，

小学校の周辺を位置付けています。 

（道路網計画（案）Ｐ２６及び２８参照） 

○その他の意見 

・都道を幹線道路，市道を日常に密着した生活道路

と考えると，これらの連がりも大事ではないか。

ハード整備による車さばきだけになく，人，自転

車にも考慮してほしい。 

みちの井戸端会議や道路に関するアンケ

ートでも「自転車を安全に利用できるように

してほしい」という意見を多くいただいてい

ます。 

今後自転車の日常的な移動の安全性及び

利便性向上を図るため，利用実態に合わせた

市内の安全な自転車利用の環境づくりにつ

いて検討を進めていきます。 

（道路網計画（案）Ｐ３１参照） 

・高齢の歩行者と自転車のトラブルが最近は多いと

感じる。ドライバーは歩行者に対する意識は高い

が，自転車はモラルが低く，あるときは車両，あ

るときは歩行者と，都合の良いように走っている。

歩行者，自転車，自動車が分離して走れる道づく

りを，幹線道路・生活道路双方でしてほしい。 
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道路整備の仕組みに関する意見（１３件） 

意見の概要 意見への考え方・対応 

●計画・整備・維持管理について 

○道路網計画について 

いらない道路の検証をまずやってほしい。その過程

を公表してほしい。整備率ばかり追いかけているの

はおかしいのではないか。 

道路網計画（案）では，目指すべき道路網（案）

を構築し，必要な道路を確認しました。また，

道路網構築の視点に該当しない路線につい

て，広域道路網計画では「廃止候補路線」，

地区内道路網計画では，「計画の位置付けを

廃止する路線」としました。 

（道路網計画（案）Ｐ１２参照） 

時代が変っているので，新たに優先する道路を決め

る事が必要。有効なお金の使い方の為。 

道路網計画（案）では，目指すべき道路網（案）

を構築し，必要な道路を確認した後，整備優

先度の考え方をまとめ，優先整備路線等を定

めました。 

（道路網計画（案）Ｐ２１参照） 

○道路整備について 

拡巾しなくても，ちょっと直しで改良できる道の整

備は地域に多くある。 

地区内道路網計画では，道路の部分的な拡幅

や交通規制の変更，既存道路の有効活用等に

より，地区の課題解決に役立つ生活道路整備

の取組として「機能確保のための総合的な取

組」を位置付けました。 

（道路網計画（案）Ｐ２６参照） 

○市民参加について 

道路の計画策定後の周知をしっかりしてほしい。周

知が十分なされていない。電子での PR を！ 

計画の策定後についても，市民への情報提供

等の周知に努めます。 

根本的な話しの進め方。行政の計画方針の転換を住

民にはっきり示さなければ住民は信用しない。住民

には利害者が居り，情報の無い事が一番の不信とな

る。 

生活拠点によって多様な意見があると思いますが，

普段の市民の考えを吸収する意味でも常設の「協同

安全安心，便利な街ずくり」研究会を市民参加でつ

くって欲しい。１回や２回の集会で意見を述べられ

ることは少ない。市民側での普及上でも必要な制度

と考える。 

 

（注）意見への考え方・対応欄では，今回お示しした「調布市のこれからのみちづくり－調布市道路網計画（案）－」の名称を，

「道路網計画（案）」に省略しています。 
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現計画の策定プロセスに関する意見（１７件） 

意見の概要 意見への考え方・対応 

○計画について 

地域に合わせた形で具体的に道路を示しても

らい今回説明して頂いた機能を示してもらえ

れば分り易った。抽象的にわかりずらかった。 

道路網計画（案）で，目指すべき道路網（案）や，

優先整備路線等を，具体的に定めました。 

○市民意見の把握について  

検討結果についてパブリックコメントを受付

けるような仕組みがよいと思います。 

検討結果を道路網計画（案）として取りまとめま

した。本案についてパブリック・コメント手続を

実施し，皆さんからの意見を募集します。 

今後は地区における具体的な内容についての

懇談会の方が興味を持つ人も多く，多勢の方が

集参するのでは！人の集まりが少ない。意見が

限定されてしまう。 

道路網計画（案）について，下記の日時で説明会

及びみちの井戸端会議を開催しました。道路網計

画（案）の内容について，スライドやパネルを用

いて説明しました。 

【説明会】(注)２回とも同じ内容です。 

日時： 

１回目 平成２８年１月１５日（金） 

午後７：００～８：３０ 

２回目 平成２８年１月１６日（土） 

 午後２：００～３：３０ 

場所：文化会館たづくり８階 

 映像シアター 

【みちの井戸端会議（パネル展示及び個別説明）】 

日程・場所： 

(１) 平成２８年１月１８日（月） 

富士見地域福祉センター（西部） 

 (２) 平成２８年１月１９日（火） 

染地地域福祉センター（南部） 

(３) 平成２８年１月２１日（木） 

深大寺地域福祉センター（北部） 

 (４) 平成２８年１月２２日（金） 

入間地域福祉センター（東部） 

 (５) 平成２８年１月２４日（日） 

教育会館（中心市街地） 

時間：午後３：００～８：００（５日間共通） 

（注）意見への考え方・対応欄では，今回お示しした「調布市のこれからのみちづくり－調布市道路網計画（案）－」の名称を，

「道路網計画（案）」に省略しています。 
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（６）調布市道路網計画（案）に関する説明会 

（７）第 4 回みちの井戸端会議 

（８）パブリック・コメント手続（意見募集） 

パブリック・コメント手続において提出された意見は，全般に対する意見，道路網計画（案）の各章

に対する意見，その他意見に分類し，これらの意見について，市の考え方を示しました。 

 なお，調布市道路網計画（案）に関する説明会及び第４回みちの井戸端会議においてご提出いただい

た意見についても，同様に取り扱っております。 

提出されたすべての意見とそれに対する市の考え方は，調布市パブリック・コメント条例に従い，窓

口やホームページ等で公開しています。 

注）いただいた意見は原則として，原文のまま掲載しています。ただし，個人名等プライバシーに関する記述が

ある場合は，該当部分を省略している場合があります。 

  また，意見の概要及び市の考え方に書かれているページ数は，道路網計画のページを示しています。 
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要
と

意
見

に
対

す
る

市
の

考
え

方
　

別
紙

の
と

お
り

調
布

市
道

路
網

計
画

（案
）に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

・コ
メ

ン
ト

の
実

施
結

果
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【
意

見
の

概
要

と
意

見
に

対
す

る
市

の
考

え
方

】

全
般

項
目

N
o

御
意

見
の

概
要

市
の

考
え

方

全
般

1

　
ご

担
当

が
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
の

意
見

の
概

要
を

作
成

す
る

に
あ

た
っ

て
，

提
出

者
の

意
見

の
趣

旨
を

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

，
無

断
で

要
約

し
な

い
こ

と
。

要
約

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
は

，
必

ず
意

見
提

出
者

の
了

解
を

得
る

こ
と

。
な

お
，

要
約

不
要

に
な

る
よ

う
に

簡
潔

に
記

載
し

た
つ

も
り

で
あ

る
。

　
御

意
見

の
と

お
り

，
全

文
を

掲
載

し
ま

す
。

全
般

2

　
行

政
が

作
成

す
る

こ
の

よ
う

な
計

画
は

，
い

つ
も

，
縦

割
り

感
が

強
く

，
そ

の
た

め
に

コ
ス

ト
パ

ー
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

悪
い

計
画

が
作

成
さ

れ
が

ち
な

の
で

改
善

し
て

ほ
し

い
。

　
「

調
布

市
道

路
網

計
画

」
（

以
下

「
道

路
網

計
画

」
と

い
う

。
）

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
，

公
正

性
及

び
客

観
性

を
確

保
す

る
た

め
，

外
部

の
有

識
者

等
で

構
成

す
る

「
調

布
市

道
路

網
計

画
有

識
者

委
員

会
」

を
設

置
し

，
技

術
的

な
助

言
等

を
い

た
だ

き
な

が
ら

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

，
庁

内
に

お
い

て
も

「
調

布
市

道
路

網
計

画
庁

内
調

整
会

議
」

を
設

置
し

検
討

を
進

め
て

き
ま

し
た

。

全
般

3

　
道

路
に

関
す

る
似

て
い

る
専

門
用

語
が

多
い

た
め

，
イ

メ
ー

ジ
図

を
追

加
し

て
ほ

し
い

で
す

。
　

道
路

に
関

す
る

用
語

（
都

市
計

画
道

路
，

幹
線

道
路

，
生

活
道

路
，

幹
線

街
路

，
区

画
街

路
，

広
域

道
路

網
，

生
活

道
路

網
，

地
区

内
道

路
網

な
ど

）
が

多
く

，
読

ん
で

い
て

混
同

し
ま

す
。

　
都

市
計

画
道

路
等

の
用

語
に

つ
い

て
は

，
「

は
じ

め
に

」
，

「
道

路
網

計
画

の
構

成
（

Ｐ
８

）
」

，
「

道
路

網
計

画
の

検
討

対
象

路
線

（
Ｐ

９
）

」
及

び
「

広
域

道
路

網
と

地
区

内
道

路
網

に
期

待
さ

れ
る

機
能

と
役

割
（

Ｐ
９

）
」

で
説

明
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
，

地
区

内
道

路
に

つ
い

て
は

，
御

意
見

を
踏

ま
え

，
断

面
の

イ
メ

ー
ジ

写
真

を
追

加
し

ま
す

。
（

P
１

８
）

全
般

4

　
京

王
線

の
地

下
化

計
画

は
１

０
年

以
上

前
に

計
画

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

，
そ

の
時

点
で

，
こ

れ
に

伴
う

道
路

計
画

は
検

討
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
調

布
市

の
道

路
計

画
の

ビ
ジ

ョ
ン

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

。
市

民
に

早
急

に
提

示
し

進
め

な
け

れ
ば

前
進

で
き

る
問

題
で

は
無

い
。

　
調

布
市

で
は

，
平

成
２

４
年

８
月

に
京

王
線

連
続

立
体

交
差

事
業

に
よ

り
京

王
線

の
地

下
化

が
実

現
し

，
市

を
取

り
巻

く
交

通
環

境
が

大
き

く
変

化
し

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
踏

ま
え

，
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
将

来
都

市
像

と
し

て
掲

げ
る

「
住

み
続

け
た

い
　

緑
に

つ
つ

ま
れ

る
ま

ち
　

調
布

」
の

実
現

に
向

け
て

，
現

在
の

都
市

計
画

道
路

と
生

活
道

路
の

計
画

を
一

体
的

に
見

直
し

，
調

布
市

を
取

り
巻

く
状

況
等

に
対

応
し

た
「

道
路

網
計

画
」

を
策

定
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
こ

れ
か

ら
の

み
ち

づ
く

り
の

基
本

理
念

と
し

て
，

【
基

本
理

念
１

】
道

路
に

期
待

さ
れ

る
多

様
な

役
割

が
発

揮
さ

れ
る

こ
と

を
重

視
し

た
み

ち
づ

く
り

，
【

基
本

理
念

２
】

選
択

と
集

中
に

よ
り

短
期

間
で

効
果

が
発

現
さ

れ
る

み
ち

づ
く

り
，

【
基

本
理

念
３

】
定

期
的

に
道

路
の

必
要

性
や

優
先

度
を

確
認

す
る

，
柔

軟
か

つ
継

続
的

な
み

ち
づ

く
り

を
定

め
て

い
ま

す
。

全
般

5

　
担

当
課

の
仕

事
と

し
て

，
机

上
で

計
画

す
る

と
一

般
的

に
こ

う
な

る
と

い
う

案
で

，
調

布
の

未
来

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
当

事
者

意
識

が
あ

ま
り

無
い

イ
メ

ー
ジ

の
み

え
な

い
浅

い
ア

イ
デ

ア
で

あ
る

。
道

路
整

備
で

，
生

活
が

豊
か

に
な

る
と

い
う

案
で

は
将

来
展

望
は

希
薄

で
あ

る
。

全
般

6

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
考

え
方

に
つ

い
て

　
全

国
で

過
疎

化
が

進
み

東
京

一
極

集
中

が
進

む
な

か
で

，
調

布
市

で
も

空
き

家
が

目
立

ち
，

人
口

の
増

減
は

凸
凹

状
態

で
す

。
将

来
的

に
は

減
少

に
向

か
う

こ
と

を
前

提
に

す
べ

き
で

す
。

　
都

内
に

お
け

る
ト

ラ
ッ

ク
の

輸
送

ト
ン

・
キ

ロ
は

，
2

0
年

間
に

ほ
ぼ

半
減

し
て

い
ま

す
。

市
内

を
通

過
す

る
車

も
減

少
す

る
こ

と
，

市
民

の
車

保
有

も
減

少
す

る
こ

と
を

踏
ま

え
，

財
政

の
将

来
・

担
税

能
力

の
減

少
・

既
存

イ
ン

フ
ラ

の
維

持
管

理
，

と
い

う
面

か
ら

も
，

新
た

な
道

路
の

「
整

備
」

を
抑

制
す

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。

全
般

7

　
こ

の
た

び
調

布
市

道
路

網
計

画
が

新
た

に
策

定
さ

れ
る

と
の

こ
と

で
す

が
，

こ
の

道
路

に
は

す
で

に
昭

和
の

時
代

か
ら

「
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
が

あ
り

ま
す

。
　

現
在

，
計

画
と

と
も

に
数

十
年

が
過

ぎ
ま

し
た

が
，

実
際

の
道

路
の

状
況

は
と

い
う

と
，

相
変

わ
ら

ず
危

険
な

ま
ま

で
す

。
こ

う
い

っ
た

こ
れ

ま
で

の
経

緯
を

考
え

る
と

，
今

回
の

新
し

い
計

画
が

，
次

の
「

状
況

が
変

わ
ら

な
い

数
十

年
」

の
ス

タ
ー

ト
と

な
り

や
し

な
い

か
と

の
不

安
に

な
り

ま
す

。
　

行
政

と
し

て
，

長
期

的
な

視
点

に
立

っ
た

計
画

を
持

つ
必

要
性

が
あ

る
の

で
理

解
で

き
ま

す
が

，
日

々
の

市
民

の
生

活
に

寄
り

添
う

視
点

か
ら

の
「

現
在

の
状

況
を

少
し

で
も

改
善

し
て

ゆ
く

具
体

的
な

対
応

策
」

も
，

そ
ろ

そ
ろ

実
施

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
重

大
な

事
故

が
起

き
て

か
ら

で
は

遅
い

で
す

し
，

今
後

も
し

，
数

十
年

後
に

計
画

が
完

成
し

た
と

し
て

も
，

い
ま

危
険

を
感

じ
て

い
る

住
民

は
，

そ
こ

に
住

ん
で

る
と

も
生

き
て

い
る

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

道
路

幅
の

拡
幅

計
画

に
解

決
を

求
め

る
だ

け
で

な
く

，
電

柱
の

地
中

化
や

歩
行

者
の

防
護

柵
設

置
，

車
両

の
一

方
通

行
化

，
歩

行
帯

の
カ

ラ
ー

舗
装

と
い

っ
た

改
善

策
を

通
じ

，
歩

行
者

の
安

全
の

早
期

確
保

を
切

に
望

み
ま

す
。

　
道

路
は

，
日

常
の

生
活

に
お

い
て

，
移

動
時

の
安

全
性

・
快

適
性

の
確

保
，

住
宅

地
の

防
災

性
の

向
上

，
ま

た
災

害
時

に
は

迅
速

な
避

難
の

一
助

と
な

る
な

ど
，

市
民

生
活

に
欠

か
せ

な
い

公
共

施
設

の
ひ

と
つ

で
す

。
道

路
利

用
者

や
市

民
の

皆
さ

ん
の

道
路

に
対

す
る

様
々

な
期

待
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
，

道
路

の
多

様
な

役
割

を
確

認
し

，
こ

れ
ら

の
役

割
が

十
分

発
揮

で
き

る
よ

う
な

み
ち

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

」
で

は
，

道
路

空
間

の
確

保
だ

け
で

な
く

，
局

所
的

改
良

や
交

通
安

全
の

視
点

を
含

む
総

合
的

な
取

組
を

行
う

こ
と

が
重

要
と

考
え

，
部

分
的

に
解

決
す

る
必

要
の

あ
る

課
題

と
し

て
，

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
な

っ
て

い
る

箇
所

及
び

小
学

校
の

周
辺

な
ど

で
，

「
機

能
確

保
の

た
め

の
総

合
的

取
組

」
を

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
　

こ
の

取
組

で
は

，
部

分
的

な
拡

幅
や

交
通

規
制

の
変

更
（

速
度

規
制

，
ゾ

ー
ン

３
０

の
設

定
等

）
，

既
存

道
路

の
有

効
活

用
（

交
差

点
改

良
，

物
理

的
デ

バ
イ

ス
の

設
置

等
）

に
よ

り
，

機
能

の
確

保
が

で
き

な
い

か
な

ど
を

検
討

し
ま

す
。

今
後

，
各

地
域

の
状

況
を

適
切

に
把

握
し

，
早

期
の

課
題

解
決

に
向

け
て

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
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全
般

8

計
画

案
の

公
表

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

と
今

か
ら

で
も

で
き

る
こ

と
　

前
項

で
も

触
れ

た
よ

う
に

，
本

計
画

案
が

具
体

的
な

路
線

名
を

明
示

し
て

公
表

さ
れ

た
の

は
1

2
月

末
で

す
。

年
末

年
始

と
い

う
社

会
活

動
に

と
っ

て
特

別
な

時
期

を
挟

ん
で

2
月

1
0

日
を

意
見

募
集

の
締

切
り

と
す

る
の

は
，

案
の

具
体

的
な

内
容

の
周

知
と

市
民

自
身

に
よ

る
そ

の
検

討
に

と
っ

て
，

十
分

な
時

間
と

は
到

底
言

え
な

い
，

暴
挙

で
す

。
　

そ
の

前
段

で
，

「
考

え
方

」
や

「
視

点
」

に
つ

い
て

広
報

し
，

意
見

を
聴

い
て

も
，

い
っ

た
い

ど
れ

ぐ
ら

い
の

市
民

が
応

じ
た

の
か

，
そ

の
人

数
を

含
む

デ
ー

タ
と

意
見

内
容

を
公

表
し

，
し

っ
か

り
振

り
返

る
べ

き
で

す
。

私
が

知
る

限
り

で
も

，
「

視
点

」
に

つ
い

て
の

説
明

を
聞

い
た

住
民

か
ら

，
地

域
の

実
情

を
知

ら
ず

踏
ま

え
な

い
「

上
か

ら
目

線
」

の
議

論
だ

と
の

厳
し

い
意

見
が

出
て

い
ま

し
た

。
　

最
も

身
近

で
住

民
の

関
心

が
高

い
生

活
道

路
網

の
説

明
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

か
ら

始
め

て
，

都
市

計
画

道
路

（
広

域
道

路
網

）
に

つ
い

て
も

具
体

的
な

路
線

計
画

を
示

し
た

う
え

で
の

，
市

民
と

の
対

話
の

場
を

今
か

ら
で

も
遅

く
な

い
か

ら
で

き
る

だ
け

多
く

開
催

し
，

計
画

策
定

に
反

映
さ

せ
る

べ
き

で
す

。
そ

れ
が

で
き

な
い

な
ら

，
計

画
策

定
を

延
期

す
べ

き
で

す
。

全
般

9

「
市

民
参

加
（

市
民

参
画

）
」

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て

　
「

本
業

務
（

引
用

者
注

：
調

布
市

道
路

網
計

画
策

定
調

査
業

務
）

で
行

う
市

民
参

画
は

，
例

え
ば

優
先

的
に

整
備

す
る

道
路

を
市

民
の

声
で

決
め

て
い

た
だ

く
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

，
今

後
策

定
す

る
道

路
網

計
画

全
体

に
つ

い
て

市
民

に
理

解
し

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
が

趣
旨

で
あ

る
。

道
路

網
計

画
を

策
定

す
る

時
点

で
市

民
参

画
を

図
り

，
事

業
化

し
た

際
に

市
民

か
ら

理
解

を
得

た
い

と
考

え
て

い
る

。
」

　
こ

れ
は

，
2

0
1

2
年

5
月

7
日

に
行

わ
れ

た
，

道
路

網
計

画
策

定
の

業
務

委
託

業
者

を
選

定
す

る
た

め
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

審
査

委
員

会
の

議
事

録
の

一
部

で
，

事
務

局
を

務
め

た
街

づ
く

り
事

業
課

員
が

，
「

市
民

参
画

」
の

目
的

に
つ

い
て

説
明

し
た

箇
所

で
す

。
な

お
，

こ
の

文
書

は
私

の
情

報
開

示
請

求
に

よ
っ

て
開

示
さ

れ
た

も
の

で
す

。
　

確
か

に
「

優
先

的
に

整
備

す
る

道
路

を
市

民
の

声
で

決
め

」
る

こ
と

に
は

，
日

本
の

現
状

で
は

ま
だ

ま
だ

そ
の

仕
組

み
な

検
討

・
模

索
す

べ
き

課
題

が
あ

る
と

私
も

考
え

ま
す

が
，

「
市

民
の

声
で

決
め

て
い

た
だ

く
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

」
と

一
刀

両
断

に
否

定
し

た
上

で
，

「
今

後
策

定
す

る
道

路
網

計
画

全
体

に
つ

い
て

市
民

に
理

解
し

て
も

ら
う

」
「

事
業

化
し

た
際

に
市

民
か

ら
理

解
を

得
」

る
の

が
目

的
で

あ
る

と
断

じ
る

の
は

，
「

市
民

参
画

（
参

加
）

」
を

理
解

取
り

付
け

の
た

め
の

手
段

と
し

て
，

非
常

に
狭

く
位

置
付

け
る

考
え

方
で

あ
り

，
市

民
の

意
見

を
計

画
段

階
か

ら
反

映
さ

せ
る

仕
組

み
を

つ
く

っ
て

い
く

と
い

う
，

本
来

の
市

民
参

加
の

考
え

方
，

あ
る

い
は

現
在

，
世

界
的

に
も

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

と
な

り
つ

つ
あ

る
住

民
自

治
の

基
本

理
念

と
は

大
き

な
開

き
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
こ

と
を

ま
ず

自
覚

し
て

い
た

だ
き

，
市

民
参

加
と

は
何

か
を

き
ち

ん
と

学
習

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

こ
で

開
陳

さ
れ

た
「

市
民

参
画

（
参

加
）

」
で

は
，

行
政

に
よ

る
行

政
の

た
め

の
「

市
民

参
加

」
と

言
わ

ざ
る

を
え

な
い

の
で

す
。

全
般

1
0

　
今

回
，

調
布

市
道

路
網

計
画

の
策

定
プ

ロ
セ

ス
で

は
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
と

称
し

て
，

職
員

が
駅

前
な

ど
で

直
接

市
民

の
意

見
を

聴
く

こ
と

が
行

わ
れ

，
そ

れ
を

「
市

民
参

加
」

の
主

要
な

契
機

と
位

置
づ

け
ま

し
た

。
私

は
，

そ
の

具
体

的
な

中
身

に
は

問
題

が
あ

っ
て

も
，

そ
の

姿
勢

と
努

力
は

評
価

す
べ

き
も

の
と

思
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
，

こ
こ

に
至

っ
て

拙
速

に
計

画
案

策
定

に
進

も
う

と
す

る
市

の
在

り
方

は
，

先
ほ

ど
引

用
し

た
，

市
民

参
加

に
よ

っ
て

「
市

民
に

理
解

し
て

も
ら

う
」

「
市

民
か

ら
理

解
を

得
る

」
こ

と
さ

え
も

困
難

に
し

て
い

る
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か

。
　

せ
っ

か
く

市
民

と
向

き
あ

っ
て

，
学

ぶ
と

こ
ろ

も
少

な
か

ら
ず

あ
っ

た
で

あ
ろ

う
若

い
職

員
た

ち
の

労
苦

が
，

こ
の

よ
う

な
市

の
や

り
方

で
は

活
か

さ
れ

な
い

の
で

は
な

い
か

。
私

は
そ

の
こ

と
を

不
憫

に
感

じ
ま

す
。

全
般

1
1

　
拡

幅
計

画
沿

線
住

民
か

ら
も

「
寝

耳
に

水
の

話
」

と
い

う
意

見
が

出
さ

れ
た

が
，

セ
ッ

ト
バ

ッ
ク

の
み

な
ら

ず
家

屋
の

立
退

き
ま

で
も

強
い

ら
れ

る
住

民
が

ど
の

く
ら

い
い

る
の

か
，

そ
の

対
象

住
民

に
対

し
て

，
個

別
に

丁
寧

な
説

明
周

知
が

な
さ

れ
る

こ
と

な
く

，
計

画
あ

り
き

で
進

め
ら

れ
よ

う
と

し
て

い
る

。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

道
路

の
位

置
，

幅
員

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

定
め

る
計

画
で

あ
り

，
市

民
生

活
に

直
接

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

が
あ

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

も
策

定
過

程
の

初
期

段
階

か
ら

，
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
と

意
見

交
換

を
行

う
た

め
，

複
数

の
手

法
で

市
民

参
加

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
，

職
員

が
対

面
方

式
で

直
接

市
民

の
皆

さ
ん

の
御

意
見

を
聴

く
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
や

無
作

為
に

抽
出

し
た

市
民

の
方

々
に

「
道

路
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
道

路
網

計
画

の
目

標
や

道
路

網
構

築
の

視
点

の
検

討
，

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
等

の
選

定
の

考
え

方
な

ど
，

検
討

の
各

段
階

に
お

い
て

，
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

，
「

道
路

網
計

画
」

へ
の

反
映

に
つ

い
て

は
，

参
考

資
料

「
市

民
参

加
レ

ポ
ー

ト
」

で
公

開
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

公
表

に
あ

わ
せ

，
調

布
市

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

手
続

条
例

に
基

づ
き

，
平

成
２

７
年

１
２

月
２

１
日

か
ら

平
成

２
８

年
２

月
１

０
日

ま
で

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
を

募
集

す
る

と
と

も
に

，
市

民
の

皆
様

に
｢
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
内

容
を

説
明

し
，

御
意

見
を

い
た

だ
く

た
め

，
平

成
２

８
年

１
月

１
５

日
及

び
１

６
日

に
説

明
会

を
開

催
し

，
同

月
１

８
日

か
ら

２
４

日
ま

で
の

期
間

に
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
を

５
日

間
開

催
し

て
い

ま
す

。
　

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

の
意

見
提

出
期

間
に

つ
い

て
は

，
調

布
市

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

手
続

条
例

に
お

い
て

政
策

等
の

案
を

公
表

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
３

０
日

以
上

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
「

道
路

網
計

画
」

で
の

意
見

提
出

期
間

は
，

よ
り

多
く

の
市

民
の

皆
さ

ん
に

計
画

を
周

知
し

御
意

見
を

い
た

だ
く

た
め

，
平

成
２

７
年

１
２

月
２

１
日

か
ら

平
成

２
８

年
２

月
１

０
日

ま
で

の
５

２
日

間
を

意
見

募
集

期
間

と
し

，
計

画
内

容
の

周
知

及
び

幅
広

い
意

見
募

集
に

努
め

ま
し

た
。
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全
般

1
2

[総
論

]
●

 こ
の

道
路

網
案

は
全

体
構

造
が

根
本

的
に

間
違

っ
て

い
る

。
ま

た
，

内
容

が
非

科
学

的
で

あ
る

。
　

ま
た

，
策

定
プ

ロ
セ

ス
は

，
情

報
非

開
示

，
市

民
不

参
加

の
密

室
で

策
定

さ
れ

た
，

民
主

主
義

に
反

す
る

も
の

で
あ

り
，

行
政

の
裁

量
権

を
逸

脱
し

て
い

る
。

　
全

面
的

に
撤

回
し

，
以

下
の

方
策

を
実

施
さ

れ
た

い
。

①
 本

道
路

網
案

は
全

面
撤

回
し

，
道

路
政

策
を

転
換

す
る

こ
と

。
②

 都
市

計
画

道
路

を
含

む
道

路
整

備
は

，
路

線
ご

と
に

住
民

協
議

会
を

設
置

す
る

こ
と

。
③

 現
況

交
通

実
態

及
び

将
来

交
通

需
要

及
や

地
域

開
発

計
画

等
の

資
料

を
常

時
公

開
す

る
こ

と
。

　
必

要
な

道
路

は
，

以
下

の
こ

と
を

ま
ず

行
っ

た
う

え
で

を
確

定
す

べ
き

で
あ

る
。

①
 現

状
で

交
通

容
量

が
著

し
く

不
足

し
て

い
る

地
域

，
路

線
を

調
査

す
る

こ
と

。
た

だ
し

，
調

査
に

は
最

新
の

道
路

セ
ン

サ
ス

を
用

い
る

こ
と

。
②

 将
来

交
通

量
の

推
計

と
交

通
容

量
の

過
不

足
地

域
を

定
性

的
，

定
量

的
に

調
査

す
る

こ
と

。
③

 既
存

道
路

で
改

良
，

再
生

す
べ

き
路

線
を

調
査

す
る

こ
と

。
④

 現
状

か
ら

防
災

上
改

善
す

べ
き

地
域

と
都

市
施

設
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。
　

以
下

（
N

O
.１

３
・

１
４

・
１

７
・

１
８

・
３

２
・

１
７

８
）

詳
細

に
述

べ
る

。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

道
路

の
位

置
，

幅
員

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

定
め

る
計

画
で

あ
り

，
市

民
生

活
に

直
接

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

が
あ

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

も
策

定
過

程
の

初
期

段
階

か
ら

，
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
と

意
見

交
換

を
行

う
た

め
，

複
数

の
手

法
で

市
民

参
加

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
，

職
員

が
対

面
方

式
で

直
接

市
民

の
皆

さ
ん

の
御

意
見

を
聴

く
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
や

無
作

為
に

抽
出

し
た

市
民

の
方

々
に

「
道

路
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
道

路
網

計
画

の
目

標
や

道
路

網
構

築
の

視
点

の
検

討
，

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
等

の
選

定
の

考
え

方
な

ど
，

検
討

の
各

段
階

に
お

い
て

，
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

，
「

道
路

網
計

画
」

へ
の

反
映

に
つ

い
て

は
，

参
考

資
料

「
市

民
参

加
レ

ポ
ー

ト
」

で
公

開
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

公
表

に
あ

わ
せ

，
調

布
市

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

手
続

条
例

に
基

づ
き

，
平

成
２

７
年

１
２

月
２

１
日

か
ら

平
成

２
８

年
２

月
１

０
日

ま
で

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
を

募
集

す
る

と
と

も
に

，
市

民
の

皆
様

に
｢
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
内

容
を

説
明

し
，

御
意

見
を

い
た

だ
く

た
め

，
平

成
２

８
年

１
月

１
５

日
及

び
１

６
日

に
説

明
会

を
開

催
し

，
同

月
１

８
日

か
ら

２
４

日
ま

で
の

期
間

に
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
を

５
日

間
開

催
し

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
「

調
布

市
道

路
網

計
画

有
識

者
委

員
会

」
及

び
「

調
布

市
道

路
網

計
画

庁
内

調
整

会
議

」
に

つ
い

て
は

，
審

議
検

討
中

の
情

報
に

つ
い

て
の

助
言

・
意

見
交

換
を

行
っ

て
い

る
た

め
，

調
布

市
情

報
公

開
条

例
に

基
づ

き
，

会
議

自
体

は
非

公
開

と
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
御

意
見

い
た

だ
き

ま
し

た
各

項
目

に
対

す
る

市
の

考
え

方
に

つ
い

て
は

，
個

別
（

N
O

.１
３

・
１

４
・

１
７

・
１

８
・

３
２

・
１

７
７

）
に

お
示

し
し

ま
す

。

全
般

1
3

●
全

体
構

造
が

根
本

的
に

間
違

っ
て

い
る

。
○

公
益

性
に

反
し

て
い

る
。

市
民

の
生

活
者

と
し

て
の

要
望

を
無

視
・

破
壊

す
る

も
の

で
あ

る
。

　
ま

ち
壊

し
の

道
路

計
画

（
都

市
計

画
法

違
反

）
，

関
係

住
民

を
追

い
出

す
財

産
権

侵
害

（
憲

法
２

９
条

）
，

道
路

公
害

や
交

通
安

全
に

反
す

る
人

格
権

侵
害

（
憲

法
１

３
条

）
な

ど
の

評
価

が
正

当
に

な
さ

れ
て

な
い

。
○

現
実

か
ら

遊
離

し
た

不
合

理
な

論
理

や
都

合
の

良
い

デ
ー

タ
を

も
と

に
検

証
項

目
や

選
定

項
目

を
選

定
し

，
全

て
の

路
線

を
　

必
要

と
評

価
し

た
り

，
優

先
整

備
路

線
の

選
定

を
行

っ
て

い
る

。
○

車
優

先
の

道
路

政
策

に
囚

わ
れ

，
少

子
高

齢
化

社
会

の
市

民
要

求
に

こ
た

え
て

な
い

。
　

総
量

規
制

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。
　

自
動

車
優

先
の

道
路

計
画

で
，

自
転

車
や

歩
行

者
優

先
の

要
望

は
理

解
し

て
も

，
道

路
整

備
（

新
設

や
拡

幅
）

以
外

の
施

策
を

具
体

化
で

き
て

な
い

。
○

市
民

，
関

係
住

民
の

チ
ェ

ッ
ク

を
基

本
的

に
拒

絶
し

，
非

現
実

的
な

計
画

に
な

っ
て

い
る

。
○

次
の

よ
う

な
課

題
を

消
化

し
た

計
画

に
な

っ
て

な
い

（
第

３
次

計
画

の
正

当
な

評
価

。
環

境
破

壊
等

の
負

の
要

素
を

見
て

な
い

。
現

況
で

ど
の

程
度

充
足

し
て

い
る

か
み

て
な

い
。

財
源

を
見

て
な

い
。

市
民

の
満

足
度

を
見

て
な

い
）

。

全
般

1
4

●
市

民
要

求
に

応
え

た
内

容
に

な
っ

て
い

な
い

。
　

ア
ン

ケ
ー

ト
や

み
ち

の
井

戸
端

会
議

を
行

っ
た

こ
と

は
評

価
す

る
が

，
そ

れ
を

消
化

で
き

て
な

い
。

 市
民

の
強

い
要

求
が

，
車

優
先

の
道

路
整

備
で

な
く

，
安

全
，

快
適

な
歩

行
者

や
自

転
車

通
行

で
あ

る
こ

と
が

理
解

で
き

た
は

ず
だ

が
，

そ
れ

に
応

え
る

施
策

が
今

後
の

課
題

と
し

て
先

送
り

で
，

時
間

と
費

用
の

浪
費

で
あ

る
。

全
般

1
5

　
我

家
に

接
す

る
生

活
道

路
が

優
先

整
備

路
線

に
指

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
た

の
は

，
人

か
ら

教
わ

っ
て

で
あ

る
。

　
整

備
路

線
に

接
し

て
い

る
，

ま
さ

に
当

事
者

に
は

一
軒

一
軒

直
接

知
ら

せ
て

い
た

だ
き

た
か

っ
た

。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

道
路

の
位

置
，

幅
員

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

定
め

る
計

画
で

あ
り

，
市

民
生

活
に

直
接

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

が
あ

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

も
策

定
過

程
の

初
期

段
階

か
ら

，
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
と

意
見

交
換

を
行

う
た

め
，

複
数

の
手

法
で

市
民

参
加

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
，

職
員

が
対

面
方

式
で

直
接

市
民

の
皆

さ
ん

の
御

意
見

を
聴

く
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
や

無
作

為
に

抽
出

し
た

市
民

の
方

々
に

「
道

路
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
道

路
網

計
画

の
目

標
や

道
路

網
構

築
の

視
点

の
検

討
，

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
等

の
選

定
の

考
え

方
な

ど
，

検
討

の
各

段
階

に
お

い
て

，
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

，
「

道
路

網
計

画
」

へ
の

反
映

に
つ

い
て

は
，

参
考

資
料

「
市

民
参

加
レ

ポ
ー

ト
」

で
公

開
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

公
表

に
あ

わ
せ

，
調

布
市

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

手
続

条
例

に
基

づ
き

，
平

成
２

７
年

１
２

月
２

１
日

か
ら

平
成

２
８

年
２

月
１

０
日

ま
で

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
を

募
集

す
る

と
と

も
に

，
市

民
の

皆
様

に
｢
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
内

容
を

説
明

し
，

御
意

見
を

い
た

だ
く

た
め

，
平

成
２

８
年

１
月

１
５

日
及

び
１

６
日

に
説

明
会

を
開

催
し

，
同

月
１

８
日

か
ら

２
４

日
ま

で
の

期
間

に
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
を

５
日

間
開

催
し

て
い

ま
す

。
　

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

の
意

見
提

出
期

間
に

つ
い

て
は

，
調

布
市

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

手
続

条
例

に
お

い
て

政
策

等
の

案
を

公
表

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
３

０
日

以
上

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
「

道
路

網
計

画
」

で
の

意
見

提
出

期
間

は
，

よ
り

多
く

の
市

民
の

皆
さ

ん
に

計
画

を
周

知
し

御
意

見
を

い
た

だ
く

た
め

，
平

成
２

７
年

１
２

月
２

１
日

か
ら

平
成

２
８

年
２

月
１

０
日

ま
で

の
５

２
日

間
を

意
見

募
集

期
間

と
し

，
計

画
内

容
の

周
知

及
び

幅
広

い
意

見
募

集
に

努
め

ま
し

た
。
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全
般

1
6

生
活

道
路

（
地

区
内

道
路

）
関

係
の

計
画

に
つ

い
て

　
従

来
の

「
調

布
市

生
活

道
路

網
計

画
」

の
路

線
を

絞
り

込
ん

で
，

今
回

の
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

に
拡

幅
対

象
路

線
を

載
せ

，
そ

の
中

か
ら

優
先

路
線

を
選

ん
だ

こ
と

も
，

基
本

的
に

は
適

切
な

措
置

と
考

え
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

，
対

象
路

線
を

明
示

し
た

案
の

公
表

が
1

2
月

末
で

，
年

末
年

始
を

挟
ん

だ
2

月
1

0
日

ま
で

に
意

見
を

出
せ

と
は

，
あ

ま
り

に
大

変
急

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

す
。

　
し

か
も

，
現

状
が

４
ｍ

程
度

の
生

活
道

路
を

2
倍

の
８

ｍ
に

拡
幅

す
る

と
い

う
計

画
で

は
，

大
き

な
影

響
を

受
け

る
住

民
が

多
数

あ
り

，
そ

の
よ

う
な

計
画

が
な

ぜ
必

要
か

，
十

分
な

情
報

提
供

の
も

と
に

住
民

自
身

が
検

討
し

納
得

す
る

プ
ロ

セ
ス

が
不

可
欠

で
す

。
ま

た
，

そ
の

よ
う

な
地

域
住

民
と

も
に

，
必

要
な

機
能

や
そ

れ
に

ふ
さ

わ
し

い
ス

ペ
ッ

ク
を

検
証

す
る

プ
ロ

セ
ス

に
耐

え
ら

れ
な

け
れ

ば
，

そ
の

計
画

に
は

問
題

が
あ

る
と

み
る

べ
き

で
す

。
　

も
と

も
と

従
来

の
生

活
道

路
網

計
画

も
ほ

と
ん

ど
知

ら
れ

て
い

な
い

状
態

で
，

「
そ

れ
を

再
検

討
し

て
絞

り
込

ん
だ

結
果

だ
」

と
今

回
の

案
を

示
し

て
も

，
多

く
の

住
民

が
抱

く
の

は
，

唐
突

感
と

不
安

，
自

分
た

ち
が

無
視

さ
れ

た
と

の
不

満
で

す
。

そ
の

こ
と

は
1

月
3

0
日

に
入

間
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

行
わ

れ
た

集
会

で
も

十
分

認
識

さ
れ

た
は

ず
で

す
。

　
2

0
0

7
年

1
2

月
に

都
市

計
画

道
路

・
調

布
3

・
4

・
1

0
号

線
の

現
況

測
量

説
明

会
が

同
じ

つ
つ

じ
ヶ

丘
・

若
葉

町
・

入
間

町
地

域
で

行
わ

れ
た

時
，

多
く

の
住

民
は

唐
突

感
と

一
種

の
驚

き
に

襲
わ

れ
ま

し
た

。
行

政
と

し
て

は
所

定
の

手
続

き
を

踏
ん

だ
と

説
明

さ
れ

ま
し

た
が

，
そ

れ
が

住
民

に
は

ほ
と

ん
ど

届
い

て
い

な
か

っ
た

こ
と

を
認

識
し

，
反

省
さ

れ
た

言
葉

を
，

そ
の

後
，

市
の

幹
部

か
ら

何
度

も
聞

き
ま

し
た

。
そ

の
轍

を
ま

た
踏

ん
で

は
な

ら
な

い
で

し
ょ

う
。

同
地

域
で

は
そ

の
後

の
住

民
団

体
の

動
き

や
市

の
広

報
，

住
民

団
体

と
市

の
継

続
的

協
議

に
よ

っ
て

，
都

市
計

画
道

路
に

つ
い

て
は

一
定

の
理

解
が

共
有

さ
れ

つ
つ

あ
る

と
思

い
ま

す
が

，
生

活
道

路
に

つ
い

て
は

ま
さ

に
「

寝
耳

に
水

」
で

す
。

　
い

ま
行

う
べ

き
な

の
は

，
市

道
路

網
計

画
の

生
活

道
路

拡
幅

計
画

に
つ

い
て

は
，

一
次

案
と

し
て

提
示

す
る

に
と

ど
め

，
今

後
少

な
く

と
も

数
年

間
を

か
け

て
，

地
域

住
民

が
参

加
す

る
場

で
検

討
す

る
こ

と
を

約
束

す
る

こ
と

で
す

。
同

時
に

，
「

拡
幅

計
画

あ
り

き
」

で
は

な
く

，
今

回
の

計
画

に
盛

り
込

ま
れ

て
い

る
小

学
校

周
辺

な
ど

の
「

機
能

確
保

の
た

め
の

総
合

的
な

取
り

組
み

」
（

p
.2

6
の

検
討

を
先

行
さ

せ
，

道
路

の
拡

幅
以

外
で

も
で

き
る

こ
と

，
緊

急
に

必
要

な
こ

と
を

地
域

住
民

か
ら

出
し

て
も

ら
う

作
業

に
，

ま
ず

取
り

組
む

べ
き

で
す

。
地

域
住

民
は

一
般

的
な

「
考

え
方

」
や

「
視

点
」

を
示

さ
れ

，
意

見
を

求
め

ら
れ

て
も

反
応

し
に

く
い

し
，

も
と

も
と

個
別

具
体

的
に

考
え

な
け

れ
ば

，
よ

い
解

決
策

は
見

い
だ

せ
な

い
課

題
で

す
。

職
員

や
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
現

場
を

十
分

に
知

ら
な

い
ま

ま
計

画
を

た
て

，
「

考
え

方
」

「
視

点
」

に
つ

い
て

住
民

か
ら

意
見

を
聞

い
た

か
ら

良
い

だ
ろ

う
と

い
う

の
は

，
間

違
っ

て
い

ま
す

。

N
o
１

３
・

１
４

・
１

５
と

同
回

答
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全
般

1
7

●
策

定
プ

ロ
セ

ス
が

不
当

，
裁

量
権

の
乱

用
で

あ
る

。
○

徹
底

し
た

秘
密

主
義

の
下

に
，

住
民

不
在

の
密

室
で

，
独

断
と

偏
見

で
策

定
さ

れ
た

。
○

情
報

非
公

開
，

裁
量

権
の

乱
用

。
○

住
民

参
加

や
関

係
住

民
の

要
望

の
反

映
が

ほ
と

ん
ど

さ
れ

て
な

い
。

○
「

ア
リ

バ
イ

作
り

」
の

意
見

募
集

で
，

市
民

，
関

係
住

民
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

が
実

質
的

に
機

能
し

な
い

。

全
般

1
8

●
市

民
と

協
働

の
「

み
ち

づ
く

り
」

を
実

行
す

る
こ

と
　

住
民

参
加

の
な

い
計

画
作

り
は

違
法

で
あ

り
，

こ
の

道
路

網
計

画
も

撤
回

す
べ

き
で

あ
る

。
市

民
と

協
働

の
み

ち
づ

く
り

を
実

行
す

る
こ

と
。

　
み

ち
の

井
戸

端
会

議
な

ど
を

開
催

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

が
，

ほ
と

ん
ど

一
方

的
な

情
報

収
集

に
過

ぎ
ず

，
策

定
プ

ロ
セ

ス
は

，
庁

内
調

整
会

議
や

有
識

者
会

議
と

い
う

，
非

公
開

の
場

で
進

め
ら

れ
，

そ
の

結
果

も
公

表
さ

れ
な

い
。

情
報

公
開

請
求

に
も

黒
塗

り
の

も
の

が
多

い
。

　
そ

の
結

果
，

市
民

要
望

を
反

映
し

て
な

い
計

画
案

，
市

民
の

チ
ェ

ッ
ク

に
耐

え
ら

れ
な

い
代

物
の

計
画

案
が

出
来

上
が

っ
た

。
大

き
な

時
間

と
費

用
の

浪
費

で
あ

る
。

　
東

京
都

は
，

1
9

9
7

年
の

「
新

た
な

東
京

都
道

路
計

画
―

整
備

の
基

本
方

針
」

に
示

し
た

よ
う

に
「

市
民

の
理

解
が

得
ら

れ
る

道
づ

く
り

」
を

目
指

す
べ

き
で

あ
る

。
　

「
市

民
の

理
解

が
得

ら
れ

る
」

と
は

，
市

民
が

決
定

に
参

加
で

き
る

こ
と

で
あ

る
。

よ
り

具
体

的
に

言
え

ば
，

検
討

す
べ

き
情

報
が

常
に

提
供

さ
れ

て
お

り
，

構
想

段
階

か
ら

議
論

に
参

加
し

，
そ

し
て

な
に

よ
り

計
画

の
決

定
に

参
画

で
き

る
こ

と
で

あ
る

。
　

国
土

交
通

省
社

会
資

本
整

備
審

議
会

道
路

分
科

会
は

，
「

道
路

が
変

わ
る

，
道

路
を

変
え

る
」

（
2

0
1

2
年

6
月

に
建

議
）

の
中

で
，

こ
れ

ま
で

の
道

路
建

設
に

ま
い

進
す

る
こ

と
か

ら
，

今
は

以
下

の
よ

う
な

考
え

方
に

移
行

す
べ

き
で

あ
る

と
提

言
し

て
い

る
。

す
べ

き
で

あ
る

。

ト
す

る
仕

組
み

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

　
こ

の
提

言
は

，
道

路
を

賢
く

使
う

こ
と

こ
そ

現
在

の
社

会
情

勢
の

中
で

は
考

慮
す

べ
き

こ
と

と
判

断
し

，
関

係
住

民
と

の
十

分
な

話
し

合
い

に
よ

り
計

画
そ

の
も

の
が

策
定

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

　
こ

う
し

た
視

点
を

，
政

策
立

案
の

基
本

に
据

え
る

こ
と

を
市

民
が

要
望

し
た

が
，

そ
れ

に
応

え
る

こ
と

な
く

，
秘

密
主

義
で

策
定

し
た

こ
と

は
，

行
政

の
裁

量
権

の
濫

用
で

あ
り

，
違

法
で

あ
る

。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

道
路

の
位

置
，

幅
員

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

定
め

る
計

画
で

あ
り

，
市

民
生

活
に

直
接

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

が
あ

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

も
策

定
過

程
の

初
期

段
階

か
ら

，
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
と

意
見

交
換

を
行

う
た

め
，

複
数

の
手

法
で

市
民

参
加

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

　
具

体
的

に
は

，
職

員
が

対
面

方
式

で
直

接
市

民
の

皆
さ

ん
の

御
意

見
を

聴
く

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

や
無

作
為

に
抽

出
し

た
市

民
の

方
々

に
「

道
路

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
　

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

道
路

網
計

画
の

目
標

や
道

路
網

構
築

の
視

点
の

検
討

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
の

選
定

の
考

え
方

な
ど

，
検

討
の

各
段

階
に

お
い

て
，

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
，

「
道

路
網

計
画

」
へ

の
反

映
に

つ
い

て
は

，
参

考
資

料
「

市
民

参
加

レ
ポ

ー
ト

」
で

公
開

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
公

表
に

あ
わ

せ
，

調
布

市
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
条

例
に

基
づ

き
，

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
か

ら
平

成
２

８
年

２
月

１
０

日
ま

で
，

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

を
募

集
す

る
と

と
も

に
，

市
民

の
皆

様
に

｢
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
内

容
を

説
明

し
，

御
意

見
を

い
た

だ
く

た
め

，
平

成
２

８
年

１
月

１
５

日
及

び
１

６
日

に
説

明
会

を
開

催
し

，
同

月
１

８
日

か
ら

２
４

日
ま

で
の

期
間

に
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
を

５
日

間
開

催
し

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
「

調
布

市
道

路
網

計
画

有
識

者
委

員
会

」
及

び
「

調
布

市
道

路
網

計
画

庁
内

調
整

会
議

」
に

つ
い

て
は

，
審

議
検

討
中

の
情

報
に

つ
い

て
の

助
言

・
意

見
交

換
を

行
っ

て
い

る
た

め
，

調
布

市
情

報
公

開
条

例
に

基
づ

き
，

会
議

自
体

は
非

公
開

と
し

て
い

ま
す

。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
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１
　

道
路

網
計

画
策

定
の

目
的

と
位

置
付

け

案
N

o
御

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方

道
路

網
計

画
策

定
の

目
的

と
位

置
付

け
1
9

　
新

「
道

路
網

計
画

」
の

考
え

方
は

良
い

。
　

広
域

道
路

網
と

地
区

内
道

路
網

を
一

体
的

に
捉

え
て

計
画

し
，

公
表

し
て

進
め

る
や

り
方

は
良

い
と

思
い

ま
す

。
　

従
来

は
両

者
バ

ラ
バ

ラ
で

，
か

つ
生

活
道

路
計

画
の

周
知

が
不

徹
底

で
実

効
性

も
弱

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
　

地
区

内
道

路
網

の
整

備
は

時
と

金
が

か
か

っ
て

一
気

に
進

ま
な

い
が

，
全

線
で

な
く

部
分

的
で

も
整

備
が

進
め

ば
，

道
路

の
重

要
な

機
能

が
果

た
せ

ま
す

。
（

1
.5

車
線

の
考

え
方

）
（

毎
年

１
％

ず
つ

整
備

し
て

と
し

て
も

，
６

０
年

経
て

ば
６

０
％

達
成

で
き

ま
す

）

　
都

市
計

画
道

路
は

，
多

様
な

機
能

を
有

す
る

最
も

基
幹

的
な

都
市

施
設

と
し

て
都

市
計

画
法

に
基

づ
い

て
計

画
決

定
さ

れ
た

道
路

で
す

。
ま

た
，

生
活

道
路

は
，

都
市

計
画

道
路

な
ど

の
幹

線
道

路
と

地
区

の
地

先
道

路
（

建
築

敷
地

が
接

す
る

道
路

）
の

中
間

に
位

置
し

，
地

区
の

施
設

を
連

絡
し

，
通

勤
・

通
学

や
買

い
物

な
ど

で
移

動
す

る
際

に
利

用
す

る
日

常
生

活
に

密
接

な
関

わ
り

を
持

つ
道

路
で

す
。

　
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

は
，

こ
れ

ま
で

そ
れ

ぞ
れ

の
計

画
に

基
づ

き
，

個
別

に
整

備
を

進
め

て
き

ま
し

た
が

，
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

を
体

系
的

，
機

能
的

に
連

携
し

た
道

路
網

と
し

て
形

成
し

て
い

く
た

め
に

は
，

双
方

の
道

路
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

整
備

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
，

現
在

の
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

の
計

画
を

一
体

的
に

検
討

し
，

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

対
応

し
た

「
道

路
網

計
画

」
を

策
定

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

目
指

す
べ

き
道

路
網

や
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

と
り

ま
と

め
た

計
画

と
し

て
い

ま
す

。
引

き
続

き
，

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

道
路

網
計

画
策

定
の

目
的

と
位

置
付

け
2
0

 Ｐ
．

１
 策

定
の

目
的

　
道

路
づ

く
り

の
必

要
性

に
「

整
備

率
」

は
関

係
な

い
。

　
都

市
計

画
道

路
を

1
0

0
％

整
備

し
よ

う
と

い
う

理
念

が
間

違
っ

て
い

る
。

国
土

交
通

省
道

路
局

は
平

成
2

0
年

の
新

政
策

で
新

設
道

路
は

最
新

の
道

路
需

要
で

必
要

と
さ

れ
た

場
合

に
限

る
と

し
て

い
る

。
ま

た
，

都
市

局
も

平
成

1
6

年
以

降
の

都
市

計
画

運
用

指
針

で
毎

回
計

画
主

義
の

都
市

計
画

道
路

整
備

は
止

揚
し

，
必

要
性

に
基

づ
く

整
備

を
進

め
る

よ
う

に
指

針
で

指
摘

し
て

い
る

。
　

今
回

の
調

布
市

道
路

網
計

画
で

は
，

東
京

都
も

同
様

だ
が

，
現

況
分

析
に

基
づ

く
必

要
性

を
検

証
せ

ず
に

事
業

化
を

進
め

て
お

り
こ

の
政

策
は

都
市

計
画

法
第

1
条

，
第

2
条

及
び

第
1

3
条

第
1

項
前

文
及

び
1

1
都

市
施

設
等

に
全

面
的

に
違

反
し

て
い

る
。

　
多

摩
地

区
の

都
市

計
画

決
定

は
5

0
数

年
前

の
こ

と
で

あ
り

，
現

在
は

決
定

当
時

と
は

土
地

利
用

を
は

じ
め

社
会

経
済

的
状

況
は

著
し

く
変

化
し

，
決

定
用

地
の

殆
ど

は
住

宅
や

商
店

街
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

そ
し

て
未

着
手

都
市

計
画

道
路

を
整

備
し

な
く

て
も

，
必

要
な

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
整

備
済

み
で

あ
る

。
　

形
式

的
な

整
備

率
を

完
成

す
る

た
め

に
未

着
手

道
路

を
事

業
化

す
る

の
は

都
市

計
画

論
か

ら
も

不
適

切
で

あ
り

，
非

科
学

的
な

政
策

で
あ

る
。

　
調

布
市

内
の

都
市

計
画

道
路

は
，

大
部

分
が

計
画

策
定

か
ら

５
０

年
以

上
が

経
過

し
て

お
り

，
生

活
道

路
も

当
初

の
計

画
策

定
か

ら
３

０
年

以
上

が
経

過
し

て
い

る
状

況
で

す
。

そ
う

し
た

中
，

人
口

減
少

や
本

格
的

な
超

高
齢

社
会

の
到

来
，

大
規

模
な

地
震

を
き

っ
か

け
と

し
た

防
災

意
識

の
高

ま
り

な
ど

，
社

会
経

済
状

況
が

大
き

く
変

化
し

て
い

ま
す

。
ま

た
，

京
王

線
（

西
調

布
～

柴
崎

間
，

調
布

～
京

王
多

摩
川

間
）

の
地

下
化

の
実

現
，

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

の
事

業
化

及
び

周
辺

基
盤

整
備

の
進

捗
な

ど
，

調
布

市
を

取
り

巻
く

交
通

環
境

が
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

　
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
，

「
道

路
網

計
画

」
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
多

様
な

役
割

や
機

能
の

観
点

か
ら

道
路

網
構

築
の

視
点

を
設

定
し

，
道

路
の

必
要

性
を

改
め

て
確

認
し

，
真

に
必

要
の

あ
る

道
路

を
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

道
路

網
構

築
の

視
点

に
よ

り
，

道
路

網
の

必
要

性
を

確
認

し
た

結
果

，
い

ず
れ

の
視

点
に

も
該

当
し

な
か

っ
た

路
線

を
，

広
域

道
路

網
で

は
都

市
計

画
の

廃
止

を
前

提
と

し
た

「
廃

止
候

補
路

線
」

，
地

区
内

道
路

網
で

は
，

「
道

路
網

計
画

」
の

策
定

を
も

っ
て

地
区

内
道

路
網

か
ら

位
置

付
け

を
廃

止
す

る
「

計
画

の
位

置
付

け
を

廃
止

す
る

路
線

」
に

位
置

付
け

て
い

ま
す

。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
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２
　

現
状

と
課

題

案
N

o
御

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方

現
状

と
課

題
2
1

　
最

初
に

道
路

計
画

を
整

備
率

の
視

点
で

見
る

こ
と

は
や

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
こ

れ
が

，
不

必
要

な
整

備
を

進
め

る
元

に
な

り
ま

す
。

　
実

際
の

現
場

を
見

て
，

地
元

の
住

民
が

何
を

必
要

と
し

て
い

る
の

か
を

ま
ず

聴
い

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
「

道
路

網
計

画
」

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
，

道
路

に
期

待
さ

れ
る

多
様

な
役

割
や

機
能

の
観

点
か

ら
道

路
網

構
築

の
視

点
を

設
定

し
，

道
路

の
必

要
性

を
改

め
て

確
認

し
，

真
に

必
要

の
あ

る
道

路
を

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
」

は
，

道
路

の
位

置
，

幅
員

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

定
め

る
計

画
で

あ
り

，
市

民
生

活
に

直
接

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

が
あ

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

も
策

定
過

程
の

初
期

段
階

か
ら

，
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
と

意
見

交
換

を
行

う
た

め
，

複
数

の
手

法
で

市
民

参
加

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
，

職
員

が
対

面
方

式
で

直
接

市
民

の
皆

さ
ん

の
御

意
見

を
聴

く
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
や

無
作

為
に

抽
出

し
た

市
民

の
方

々
に

「
道

路
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
道

路
網

計
画

の
目

標
や

道
路

網
構

築
の

視
点

の
検

討
，

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
等

の
選

定
の

考
え

方
な

ど
，

検
討

の
各

段
階

に
お

い
て

，
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

「
道

路
網

計
画

」
へ

の
反

映
に

つ
い

て
は

，
参

考
資

料
「

市
民

参
加

レ
ポ

ー
ト

」
で

公
開

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

の
公

表
に

あ
わ

せ
，

市
民

の
皆

様
に

そ
の

内
容

を
説

明
し

，
御

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
，

平
成

２
８

年
１

月
１

５
日

及
び

１
６

日
に

説
明

会
を

開
催

し
，

同
月

１
８

日
か

ら
２

４
日

ま
で

の
期

間
に

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

を
５

日
間

開
催

し
て

い
ま

す
。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
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５
　

目
指

す
べ

き
道

路
網

案
N

o
御

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
2

通
学

路
に

お
け

る
安

全
確

保
に

つ
い

て
　

通
学

路
に

お
け

る
児

童
・

学
生

の
安

全
確

保
に

つ
い

て
メ

イ
ン

テ
ー

マ
と

な
さ

れ
て

い
な

い
。

　
通

学
路

に
お

け
る

児
童

・
学

生
の

安
全

確
保

を
重

点
的

に
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
3

通
学

路
に

お
け

る
安

全
確

保
の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

　
通

学
路

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

，
適

切
な

速
度

制
限

や
規

制
が

な
さ

れ
て

い
な

い
た

め
に

子
ど

も
た

ち
が

危
険

に
さ

ら
さ

れ
て

い
る

道
路

が
調

布
市

内
に

数
多

く
存

在
す

る
。

　
た

と
え

ば
，

青
渭

神
社

前
か

ら
深

大
寺

南
町

３
丁

目
へ

抜
け

る
道

路
（

農
業

高
校

の
脇

の
道

）
に

つ
い

て
，

ト
ラ

ッ
ク

や
バ

イ
ク

が
5

0
k
m

/
h

以
上

で
裏

道
と

し
て

走
り

抜
け

る
た

め
非

常
に

危
険

で
あ

る
。

　
3

0
k
m

/
h

制
限

で
は

な
く

2
0

k
m

/
h

制
限

と
す

る
こ

と
や

，
警

邏
の

実
施

を
調

布
警

察
署

へ
申

し
入

れ
た

が
調

布
警

察
署

の
担

当
者

か
ら

は
「

規
制

緩
和

が
自

民
党

の
意

向
だ

か
ら

規
制

を
強

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
」

と
主

張
し

，
何

ら
対

策
を

講
じ

て
い

た
だ

け
な

か
っ

た
。

（
信

じ
ら

れ
な

い
発

言
で

す
が

，
事

実
で

す
）

　
登

校
時

だ
け

で
な

く
下

校
時

の
時

間
帯

も
居

住
者

以
外

の
通

行
を

禁
止

す
る

，
速

度
制

限
を

強
化

す
る

な
ど

，
児

童
・

学
生

を
保

護
す

る
施

策
が

必
要

で
あ

る
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
4

小
さ

な
小

路
を

大
切

に
し

た
い

。
　

道
の

み
ど

り
を

大
切

に
す

る
た

め
に

　
×

道
を

広
げ

る
の

で
は

な
く

っ
て

　
・

道
ば

た
の

緑
の

保
全

に
協

力
し

た
方

が
よ

い
と

思
い

ま
す

。
　

・
み

ん
な

の
道

な
の

だ
か

ら
，

い
き

も
の

を
大

切
に

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

　
　

・
工

事
を

し
な

い
で

ほ
し

い
。

　
道

路
は

，
日

常
の

生
活

に
お

い
て

，
移

動
時

の
安

全
性

・
快

適
性

の
確

保
，

住
宅

地
の

防
災

性
の

向
上

，
ま

た
災

害
時

に
は

迅
速

な
避

難
の

一
助

と
な

る
な

ど
，

市
民

生
活

に
欠

か
せ

な
い

公
共

施
設

の
ひ

と
つ

で
す

。
道

路
利

用
者

や
市

民
の

皆
さ

ん
の

道
路

に
対

す
る

様
々

な
期

待
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
，

道
路

の
多

様
な

役
割

を
確

認
し

，
こ

れ
ら

の
役

割
が

十
分

発
揮

で
き

る
よ

う
な

み
ち

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
5

住
民

の
心

の
亀

裂
を

生
じ

る
　

計
画

案
に

つ
い

て
周

辺
住

民
の

意
見

に
ズ

レ
が

生
じ

不
仲

を
招

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。
　

時
間

を
か

け
て

築
い

て
き

た
良

好
な

人
間

関
係

・
ご

近
所

づ
き

あ
い

を
崩

す
よ

う
な

計
画

案
を

推
し

進
め

る
こ

と
は

正
し

い
市

政
の

あ
り

方
と

は
思

え
ま

せ
ん

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
6

　
交

通
渋

滞
の

解
消

が
主

要
な

目
的

と
さ

れ
て

い
る

が
，

「
道

路
交

通
の

課
題

」
で

示
さ

れ
て

い
る

指
標

や
数

値
が

現
状

を
正

確
に

は
反

映
し

て
い

る
の

か
疑

問
。

都
の

自
動

車
保

有
数

は
，

2
0

0
2

年
の

4
6

2
万

台
を

ピ
ー

ク
に

減
少

し
，

2
0

1
5

年
に

は
3

3
2

万
台

。
自

動
車

交
通

量
も

ビ
ー

ク
時

比
 6

7
.2

%
と

 約
3

分
の

2
に

落
ち

込
ん

で
い

る
。

一
般

道
路

の
渋

滞
に

関
し

て
は

，
自

動
車

走
行

量
の

減
少

を
上

回
っ

て
渋

滞
改

善
が

進
ん

で
い

る
。

超
高

齢
化

社
会

を
迎

え
よ

う
と

し
て

い
る

現
在

に
お

い
て

，
車

社
会

の
視

点
に

基
づ

く
道

路
計

画
は

時
代

錯
誤

と
い

う
べ

き
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
7

計
画

案
に

接
す

る
家

の
立

ち
退

き
，

土
地

の
提

供
は

不
当

　
計

画
案

の
道

路
に

面
し

て
い

る
住

民
の

財
産

・
生

活
の

安
心

感
・

安
全

を
犠

牲
に

し
て

ま
で

道
幅

を
拡

張
す

る
意

味
は

な
い

と
思

い
ま

す
。

　
「

道
路

拡
張

に
伴

い
，

提
供

す
る

土
地

を
買

い
取

る
あ

る
い

は
立

ち
退

き
料

を
支

払
う

な
ど

お
金

で
解

決
す

れ
ば

良
い

」
と

い
う

の
は

あ
ま

り
に

安
易

で
す

。
　

調
布

市
民

は
調

布
を

選
び

住
居

を
定

め
調

布
に

根
差

し
て

生
活

し
て

い
ま

す
。

道
幅

を
広

げ
る

と
い

う
大

義
名

分
の

前
に

，
そ

う
し

た
市

民
の

調
布

へ
の

愛
着

を
奪

い
立

ち
退

か
せ

調
布

か
ら

追
い

出
す

と
い

う
の

は
正

し
い

市
政

の
あ

り
方

と
は

思
え

ま
せ

ん
。

市
政

に
裏

切
ら

れ
た

と
い

う
怒

り
さ

え
感

じ
ま

す
。

　
調

布
市

が
将

来
都

市
像

と
し

て
掲

げ
る

「
住

み
続

け
た

い
 緑

に
つ

つ
ま

れ
る

ま
ち

調
布

」
の

実
現

に
大

き
く

外
れ

ま
す

。
「

住
み

続
け

た
い

 け
れ

ど
住

ま
せ

て
く

れ
な

い
調

布
・

・
・

」
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
と

て
も

悲
し

い
で

す
。

　
道

路
は

，
日

常
の

生
活

に
お

い
て

，
移

動
時

の
安

全
性

・
快

適
性

の
確

保
，

住
宅

地
の

防
災

性
の

向
上

，
ま

た
災

害
時

に
は

迅
速

な
避

難
の

一
助

と
な

る
な

ど
，

市
民

生
活

に
欠

か
せ

な
い

公
共

施
設

の
ひ

と
つ

で
す

。
道

路
利

用
者

や
市

民
の

皆
さ

ん
の

道
路

に
対

す
る

様
々

な
期

待
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
，

道
路

の
多

様
な

役
割

を
確

認
し

，
こ

れ
ら

の
役

割
が

十
分

発
揮

で
き

る
よ

う
な

み
ち

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

　
道

路
の

必
要

性
の

確
認

は
，

広
域

道
路

網
計

画
，

地
区

内
道

路
網

計
画

に
お

い
て

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
多

様
な

役
割

や
機

能
の

観
点

か
ら

道
路

網
構

築
の

視
点

を
設

定
し

，
視

点
ご

と
に

構
築

す
べ

き
道

路
網

を
明

ら
か

に
し

て
，

そ
れ

ら
を

重
ね

合
わ

せ
，

目
指

す
べ

き
広

域
道

路
網

と
地

区
内

道
路

網
を

構
築

し
，

確
認

し
ま

し
た

。

　
「

道
路

網
構

築
の

視
点

（
Ｐ

１
３

）
」

に
お

い
て

，
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
を

設
定

し
て

お
り

，
小

学
校

周
辺

の
道

路
に

つ
い

て
，

子
供

を
危

険
か

ら
守

る
た

め
に

歩
行

者
と

車
両

の
歩

車
分

離
等

を
図

り
，

安
全

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
重

要
と

い
う

考
え

方
を

示
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

機
能

確
保

の
た

め
の

総
合

的
取

組
（

Ｐ
２

６
）

」
で

は
，

小
学

校
の

周
辺

に
つ

い
て

，
早

急
に

児
童

の
安

全
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
短

期
的

に
実

施
可

能
な

方
策

を
，

地
域

の
方

々
と

協
議

し
，

安
全

性
の

向
上

を
図

っ
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
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目
指

す
べ

き
道

路
網

2
8

　
広

域
道

路
網

（
都

市
計

画
道

路
）

の
大

半
の

路
線

に
お

い
て

，
必

要
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

の
は

検
証

し
た

結
果

の
合

格
点

が
高

い
た

め
で

あ
り

，
合

格
点

を
下

げ
て

検
証

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
（

１
）

昭
和

３
７

年
に

都
市

計
画

決
定

さ
れ

て
か

ら
，

時
代

背
景

が
大

き
く

変
貌

し
，

当
初

計
画

決
定

し
た

際
の

必
要

性
と

，
現

代
も

し
く

は
次

世
代

に
求

め
ら

れ
て

い
る

必
要

性
は

大
き

く
異

な
り

ま
す

。
必

要
性

を
検

証
す

る
上

で
，

合
格

点
が

高
す

ぎ
る

の
は

，
次

世
代

に
未

整
備

の
都

市
計

画
道

路
が

先
送

り
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

（
２

）
人

口
の

減
少

や
超

高
齢

化
社

会
に

よ
り

，
将

来
的

に
交

通
量

が
多

く
な

る
こ

と
は

考
え

に
く

く
，

昭
和

３
７

年
当

時
に

必
要

と
さ

れ
た

都
市

計
画

道
路

が
，

現
代

の
時

代
背

景
を

勘
案

し
て

検
討

を
進

め
ら

れ
て

い
る

「
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

中
で

廃
止

候
補

路
線

が
１

路
線

と
い

う
現

状
は

，
必

要
性

の
判

断
が

甘
く

，
本

当
に

厳
選

さ
れ

た
の

か
疑

問
で

す
。

（
３

）
今

回
の

検
討

の
中

で
，

合
格

点
を

下
げ

，
「

廃
止

候
補

路
線

」
を

多
く

抽
出

し
，

関
係

権
利

者
や

地
元

自
治

会
等

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
，

真
の

廃
止

路
線

を
厳

選
し

，
「

調
布

市
道

路
網

計
画

」
の

定
期

更
新

の
仕

組
み

の
中

で
，

廃
止

路
線

を
反

映
し

て
い

く
べ

き
と

考
え

ま
す

。

　
道

路
の

必
要

性
の

確
認

は
，

広
域

道
路

網
計

画
，

地
区

内
道

路
網

計
画

に
お

い
て

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
多

様
な

役
割

や
機

能
の

観
点

か
ら

道
路

網
構

築
の

視
点

を
設

定
し

，
視

点
ご

と
に

構
築

す
べ

き
道

路
網

を
明

ら
か

に
し

て
，

そ
れ

ら
を

重
ね

合
わ

せ
，

目
指

す
べ

き
広

域
道

路
網

と
地

区
内

道
路

網
を

構
築

し
，

確
認

し
ま

し
た

。
　

広
域

道
路

網
と

地
区

内
道

路
網

で
は

，
そ

れ
ぞ

れ
期

待
さ

れ
る

機
能

と
役

割
が

異
な

る
た

め
，

機
能

に
合

っ
た

視
点

を
そ

れ
ぞ

れ
設

定
し

ま
し

た
。

　
道

路
網

構
築

の
視

点
に

つ
い

て
は

，
平

成
２

７
年

６
月

に
公

表
し

た
「

調
布

市
に

お
け

る
こ

れ
か

ら
の

み
ち

づ
く

り
」

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
考

え
方

を
お

示
し

し
，

そ
の

後
，

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

等
で

市
民

の
方

々
か

ら
い

た
だ

い
た

御
意

見
を

参
考

に
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
に

つ
い

て
は

，
交

通
機

能
や

防
災

機
能

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

広
域

道
路

網
）

に
よ

り
道

路
網

の
必

要
性

を
確

認
し

た
結

果
，

い
ず

れ
の

視
点

に
も

該
当

し
な

か
っ

た
１

路
線

（
調

布
３

・
４

・
５

（
調

布
３

・
４

・
２

５
～

調
布

３
・

４
・

２
９

）
を

，
都

市
計

画
の

廃
止

を
前

提
と

し
た

廃
止

候
補

路
線

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

」
は

，
最

新
の

社
会

経
済

状
況

や
調

布
市

を
取

り
巻

く
状

況
等

に
対

応
し

た
計

画
と

な
る

よ
う

，
必

要
に

応
じ

て
定

期
的

に
更

新
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

，
更

新
を

行
う

際
に

は
，

個
別

路
線

（
計

画
検

討
路

線
，

廃
止

候
補

路
線

等
）

の
検

討
結

果
に

つ
い

て
は

，
次

期
「

道
路

網
計

画
」

に
反

映
し

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

2
9

　
原

点
に

戻
り

，
そ

の
路

線
が

都
市

計
画

道
路

と
す

る
べ

き
か

生
活

道
路

と
す

る
べ

き
か

整
理

し
て

か
ら

一
体

的
に

検
討

す
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
（

１
）

都
市

計
画

道
路

と
生

活
道

路
を

一
体

的
に

検
討

す
る

こ
と

は
と

て
も

画
期

的
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

一
体

的
に

検
討

す
る

の
で

あ
れ

ば
，

前
段

で
，

Ｐ
９

に
示

さ
れ

て
い

る
表

の
内

容
に

つ
い

て
，

そ
の

路
線

が
都

市
計

画
道

路
と

し
て

の
役

割
な

の
か

，
生

活
道

路
と

し
て

の
役

割
な

の
か

を
再

度
整

理
し

て
か

ら
検

討
を

始
め

る
べ

き
で

す
。

（
２

）
同

様
に

，
Ｐ

８
に

示
さ

れ
て

い
る

図
「

道
路

網
計

画
の

構
成

」
は

，
道

路
網

計
画

の
目

標
以

降
，

「
広

域
道

路
網

計
画

」
と

「
地

区
内

道
路

網
計

画
」

の
２

つ
の

軸
で

別
々

の
フ

ロ
ー

で
検

討
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
対

象
と

な
る

路
線

が
「

広
域

道
路

網
」

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

の
か

，
「

地
区

内
道

路
」

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

の
か

整
理

さ
れ

な
い

ま
ま

検
討

が
進

め
ら

れ
，

一
体

的
に

検
討

し
て

い
る

と
い

う
よ

り
，

２
つ

の
話

が
並

列
に

進
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
と

い
う

印
象

を
受

け
ま

す
。

（
３

）
一

体
的

に
検

討
す

る
の

で
あ

れ
ば

，
２

つ
の

軸
を

相
互

に
連

動
さ

せ
る

仕
組

み
と

し
て

，
「

広
域

道
路

網
」

か
ら

「
地

区
内

道
路

網
」

に
位

置
付

け
が

変
更

さ
れ

る
路

線
や

，
「

地
区

内
道

路
」

か
ら

「
広

域
道

路
網

」
に

格
上

げ
す

る
路

線
も

考
え

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。

　
広

域
道

路
網

と
地

区
内

道
路

網
で

は
，

そ
れ

ぞ
れ

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

が
異

な
る

た
め

，
機

能
に

合
っ

た
道

路
網

構
築

の
視

点
を

そ
れ

ぞ
れ

設
定

し
ま

し
た

。
　

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
に

つ
い

て
は

，
交

通
機

能
や

防
災

機
能

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

に
つ

い
て

は
，

歩
行

者
の

安
全

性
確

保
や

地
域

の
施

設
間

の
連

絡
等

に
主

眼
を

置
き

，
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

道
路

の
必

要
性

の
確

認
に

よ
り

，
広

域
道

路
網

の
廃

止
候

補
路

線
と

な
っ

た
路

線
（

調
布

３
・

４
・

５
（

調
布

３
・

４
・

２
５

～
調

布
３

・
４

・
２

９
）

）
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

都
市

計
画

の
廃

止
の

妥
当

性
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

た
後

，
必

要
な

都
市

計
画

手
続

に
着

手
し

ま
す

。
な

お
，

「
道

路
網

計
画

」
は

最
新

の
社

会
経

済
状

況
や

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

対
応

し
た

計
画

と
な

る
よ

う
必

要
に

応
じ

定
期

更
新

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

，
個

別
路

線
の

検
討

結
果

に
つ

い
て

は
，

次
期

「
道

路
網

計
画

」
に

反
映

し
ま

す
。

　
ま

た
，

計
画

検
討

路
線

の
選

定
の

考
え

方
（

特
別

な
事

由
）

の
ひ

と
つ

と
し

て
，

「
既

存
道

路
を

活
用

し
，

都
市

計
画

道
路

の
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

の
あ

る
路

線
」

を
位

置
付

け
て

お
り

，
該

当
す

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
，

今
後

検
討

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
0

「
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

」
冊

子
に

つ
い

て
の

意
見

　
Ｐ

９
の

「
広

域
道

路
網

と
地

区
内

道
路

網
に

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

」
の

「
都

市
計

画
道

路
の

主
な

機
能

」
に

は
「

安
全

性
の

確
保

」
を

取
り

上
げ

て
い

ま
せ

ん
が

，
地

域
の

歩
行

者
，

自
転

車
の

安
全

確
保

と
は

，
幹

線
道

路
を

設
け

，
生

活
道

路
と

機
能

分
担

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
は

じ
め

て
可

能
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

す
な

わ
ち

両
輪

が
あ

い
ま

っ
て

安
全

性
が

確
保

さ
れ

る
の

で
あ

っ
て

，
“

都
市

計
画

道
路

の
整

備
は

自
動

車
の

た
め

”
と

い
う

発
想

は
あ

や
ま

り
と

考
え

ま
す

。
　

従
っ

て
Ｐ

１
３

の
表

の
３

行
目

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

及
び

１
１

行
目

「
住

み
や

す
い

ま
ち

を
形

成
す

る
道

路
網

の
構

築
」

の
「

広
域

道
路

網
」

の
つ

い
て

も
●

と
す

べ
き

と
考

え
ま

す
。

　
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

は
，

こ
れ

ま
で

そ
れ

ぞ
れ

の
計

画
に

基
づ

き
，

個
別

に
整

備
を

進
め

て
き

ま
し

た
が

，
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

を
体

系
的

，
機

能
的

に
連

携
し

た
道

路
網

と
し

て
形

成
し

て
い

く
た

め
に

は
，

双
方

の
道

路
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

整
備

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
，

現
在

の
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

の
計

画
を

一
体

的
に

検
討

し
，

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

対
応

し
た

「
道

路
網

計
画

」
を

策
定

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
。

　
御

意
見

い
た

だ
き

ま
し

た
「

道
路

網
構

築
の

視
点

（
Ｐ

１
３

）
」

に
お

け
る

「
 地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

に
つ

い
て

は
，

地
区

内
道

路
網

の
う

ち
，

移
動

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
に

，
小

学
校

の
周

辺
路

線
，

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

を
抽

出
し

て
い

ま
す

。
こ

の
小

学
校

及
び

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
に

つ
い

て
は

，
そ

れ
ぞ

れ
都

市
計

画
道

路
ま

た
は

都
道

と
小

学
校

及
び

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

を
結

ぶ
地

区
内

道
路

を
抽

出
し

て
お

り
，

広
域

道
路

網
と

連
携

し
た

考
え

方
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
「

住
み

や
す

い
ま

ち
を

形
成

す
る

道
路

網
の

構
築

」
に

つ
い

て
は

，
良

好
な

生
活

空
間

を
創

出
す

る
た

め
に

，
市

民
が

普
段

か
ら

頻
繁

に
利

用
し

て
い

る
路

線
と

し
て

，
道

路
愛

称
の

付
い

て
い

る
路

線
の

う
ち

，
市

民
生

活
に

密
接

に
関

連
し

，
日

常
の

交
通

を
支

え
る

路
線

を
抽

出
し

て
お

り
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
み

の
該

当
と

し
て

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
1

　
豊

か
な

自
然

の
多

い
調

布
を

今
あ

る
も

の
を

他
の

方
法

で
活

性
化

す
る

よ
う

総
合

的
な

各
部

署
の

連
携

を
望

む
。

特
に

少
子

化
に

よ
り

大
き

な
税

収
は

の
ぞ

め
な

い
状

況
下

，
視

点
を

変
え

る
必

要
は

ご
存

知
だ

ろ
う

。
　

「
道

路
網

計
画

」
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

，
公

正
性

及
び

客
観

性
を

確
保

す
る

た
め

，
外

部
の

有
識

者
等

で
構

成
す

る
「

調
布

市
道

路
網

計
画

有
識

者
委

員
会

」
を

設
置

し
，

技
術

的
な

助
言

等
を

い
た

だ
き

な
が

ら
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
，

庁
内

に
お

い
て

も
「

調
布

市
道

路
網

計
画

庁
内

調
整

会
議

」
を

設
置

し
検

討
を

進
め

て
き

ま
し

た
。



２ 結果 

2-22 
 

 

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
2

●
内

容
が

非
科

学
的

で
あ

る
。

○
現

場
を

し
っ

か
り

見
な

い
，

非
現

実
的

な
机

上
の

空
論

で
，

説
得

力
が

な
い

。
○

最
初

に
道

路
整

備
あ

り
き

で
，

そ
の

た
め

に
我

田
引

水
の

無
理

な
理

由
づ

け
を

し
て

い
る

。
防

災
対

策
の

ひ
と

つ
と

し
て

の
道

路
整

備
で

な
く

，
道

路
整

備
の

た
め

に
防

災
を

持
っ

て
き

て
い

る
の

で
，

安
く

効
果

的
な

防
災

対
策

を
無

視
し

て
，

市
民

の
生

活
を

破
壊

す
る

。
○

客
観

的
で

公
平

公
正

な
評

価
を

す
る

た
め

の
定

量
的

な
デ

ー
タ

が
示

さ
れ

て
な

い
。

現
況

及
び

将
来

予
測

の
交

通
量

の
デ

ー
タ

な
ど

で
あ

る
。

結
果

だ
け

示
さ

れ
て

も
正

し
い

か
ど

う
か

検
証

し
よ

う
が

な
い

。
○

効
用

，
公

益
性

が
客

観
的

，
公

正
に

評
価

さ
れ

て
な

い
。

　
道

路
の

必
要

性
の

確
認

に
つ

い
て

は
，

広
域

道
路

網
計

画
，

地
区

内
道

路
網

計
画

に
お

い
て

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
多

様
な

役
割

や
機

能
の

観
点

か
ら

道
路

網
構

築
の

視
点

を
設

定
し

，
視

点
ご

と
に

構
築

す
べ

き
道

路
網

を
明

ら
か

に
し

て
，

そ
れ

ら
を

重
ね

合
わ

せ
，

目
指

す
べ

き
広

域
道

路
網

と
地

区
内

道
路

網
を

検
討

し
ま

し
た

。
　

道
路

網
構

築
の

視
点

に
つ

い
て

は
，

平
成

２
７

年
６

月
に

公
表

し
た

「
調

布
市

に
お

け
る

こ
れ

か
ら

の
み

ち
づ

く
り

」
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
で

考
え

方
を

お
示

し
し

，
そ

の
後

，
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
等

で
市

民
の

方
々

か
ら

い
た

だ
い

た
御

意
見

を
参

考
に

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
道

路
網

構
築

の
視

点
の

う
ち

，
「

道
路

混
雑

の
解

消
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

都
市

の
低

炭
素

化
を

促
進

す
る

道
路

網
の

構
築

」
は

，
道

路
整

備
に

よ
る

効
果

を
確

認
す

る
視

点
と

し
て

設
定

し
て

お
り

，
「

現
況

の
道

路
網

」
，

「
フ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

都
市

計
画

道
路

全
線

整
備

）
」

，
「

目
指

す
べ

き
広

域
道

路
網

」
の

ケ
ー

ス
に

お
い

て
，

調
布

市
内

の
平

均
旅

行
速

度
，

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

に
よ

る
C

O
2

の
削

減
効

果
を

算
出

し
て

お
り

，
参

考
資

料
「

技
術

検
討

レ
ポ

ー
ト

」
で

公
開

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

道
路

を
整

備
す

る
時

の
影

響
に

つ
い

て
は

，
路

線
に

よ
っ

て
地

形
条

件
等

が
異

な
る

た
め

，
個

別
路

線
の

事
業

化
段

階
で

調
査

検
討

す
る

の
が

適
切

と
考

え
て

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
3

●
 Ｐ

．
２

５
 消

防
活

動
困

難
区

域
の

解
消

に
資

す
る

路
線

　
調

布
消

防
署

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
た

結
果

，
作

成
し

た
と

の
こ

と
だ

が
，

私
が

調
布

消
防

署
に

入
間

町
１

丁
目

に
限

っ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

た
結

果
と

食
い

違
っ

て
い

る
。

何
が

正
し

い
認

識
か

三
者

（
市

，
消

防
署

，
住

民
）

の
間

で
確

認
す

べ
き

で
あ

る
。

以
下

は
，

私
が

調
布

消
防

署
に

入
間

町
１

丁
目

に
限

っ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

た
結

果
で

あ
る

。
　

「
入

間
町

１
丁

目
の

こ
の

地
域

に
消

防
活

動
困

難
区

域
は

あ
り

ま
せ

ん
。

消
火

栓
や

防
火

水
槽

が
５

０
ｍ

間
隔

程
度

に
あ

る
。

は
し

ご
車

を
除

く
消

防
車

は
車

幅
2

.3
～

2
.5

m
（

小
型

車
は

1
.9

m
）

で
４

ｍ
道

路
を

ど
こ

ま
で

も
入

っ
て

い
け

ま
す

。
駐

車
車

両
や

樹
木

が
通

行
を

阻
害

す
る

が
，

消
防

車
が

い
け

な
く

な
る

と
，

ホ
ー

ス
を

積
ん

だ
台

車
を

お
ろ

し
て

，
ホ

ー
ス

を
伸

ば
し

て
い

く
。

入
間

町
１

丁
目

に
は

，
消

火
栓

が
５

０
～

１
０

０
ｍ

間
隔

で
あ

る
。

ホ
ー

ス
は

，
消

防
車

１
台

に
１

本
２

０
ｍ

の
も

の
を

1
2

~1
3

本
（

そ
の

倍
の

も
の

も
）

積
ん

で
い

る
。

 2
4

0
m

～
2

6
0

m
や

，
4

8
0

m
～

5
2

0
m

に
な

る
（

市
は

，
何

を
根

拠
に

「
消

防
ホ

ー
ス

1
4

0
m

」
と

し
た

の
か

示
す

こ
と

)。
水

圧
を

上
げ

れ
ば

ホ
ー

ス
は

延
長

で
き

ま
す

。
通

常
消

防
車

は
１

０
台

出
動

し
ま

す
。

な
ど

な
ど

で
あ

る
。

」

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
消

防
活

動
を

円
滑

に
行

う
た

め
に

，
消

防
ホ

ー
ス

の
曲

折
を

考
慮

し
，

震
災

時
に

消
防

自
動

車
が

通
れ

る
幅

員
６

ｍ
以

上
の

道
路

か
ら

１
４

０
ｍ

以
遠

を
「

消
防

活
動

困
難

区
域

」
と

し
て

設
定

し
て

い
ま

す
。

な
お

，
「

消
防

化
活

動
困

難
区

域
」

の
設

定
に

つ
い

て
は

，
「

密
集

市
街

地
の

た
め

の
集

団
規

定
の

運
用

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」
（

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
）

な
ど

を
参

考
に

設
定

し
て

い
ま

す
。

調
布

市
内

に
は

，
「

消
防

活
動

困
難

区
域

」
が

点
在

し
て

い
る

状
況

の
た

め
，

「
消

防
活

動
困

難
区

域
」

を
解

消
し

，
防

災
性

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
重

要
と

考
え

て
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
4

災
害

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

直
接

関
係

し
な

い
か

も
し

れ
な

い
が

，
）

　
道

路
網

構
築

の
視

点
に

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

」
「

緊
急

時
の

避
難

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
に

関
し

て
：

震
災

・
竜

巻
等

に
よ

る
電

柱
の

倒
壊

へ
の

配
慮

を
す

る
。

震
災

の
起

こ
る

確
率

も
高

ま
っ

て
い

る
と

言
わ

れ
て

い
る

ほ
か

，
温

暖
化

に
よ

る
た

め
か

，
毎

年
竜

巻
被

害
が

発
生

し
て

い
る

。
倒

れ
た

電
柱

，
電

線
類

は
緊

急
自

動
車

の
通

行
を

妨
げ

る
こ

と
に

な
り

，
消

防
，

救
助

，
避

難
活

動
に

も
支

障
き

た
す

こ
と

に
な

る
。

ま
た

，
倒

れ
た

電
柱

に
よ

る
家

屋
へ

の
二

次
被

害
も

見
ら

れ
る

。
電

線
類

の
地

中
化

は
，

災
害

時
に

起
こ

る
障

害
の

可
能

性
の

一
を

排
除

す
る

こ
と

に
も

な
る

の
で

，
長

期
的

展
望

の
な

か
に

，
実

現
の

方
策

を
考

慮
す

べ
き

と
思

わ
れ

る
。

　
ま

た
，

日
本

は
電

線
類

の
埋

設
が

世
界

的
に

み
て

も
相

当
遅

れ
て

お
り

，
街

並
み

の
景

観
を

損
な

う
も

の
と

し
て

，
昨

今
取

沙
汰

も
さ

れ
て

い
る

。
親

し
み

の
あ

る
道

路
の

構
築

と
の

観
点

か
ら

も
配

慮
が

必
要

で
は

な
い

か
。

　
道

路
網

構
築

の
視

点
の

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

に
つ

い
て

は
，

広
域

道
路

網
に

お
い

て
，

災
害

発
生

直
後

か
ら

道
路

啓
開

等
を

早
急

に
実

施
し

，
人

命
の

安
全

確
保

，
被

害
の

拡
大

防
止

，
活

動
人

員
や

物
資

輸
送

を
円

滑
に

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
と

い
う

考
え

方
の

も
と

，
緊

急
時

に
お

け
る

活
動

人
員

や
物

資
を

円
滑

・
確

実
に

輸
送

す
る

た
め

に
，

東
京

都
が

指
定

す
る

緊
急

輸
送

道
路

や
輸

送
拠

点
と

広
域

避
難

場
所

を
結

ぶ
路

線
等

を
抽

出
し

て
い

ま
す

。
ま

た
，

地
区

内
道

路
網

に
お

い
て

，
震

災
等

の
災

害
発

生
時

の
消

火
活

動
等

を
迅

速
か

つ
円

滑
に

行
う

た
め

に
，

消
防

活
動

困
難

区
域

を
解

消
す

る
こ

と
が

重
要

と
い

う
考

え
方

の
も

と
，

消
防

活
動

困
難

区
域

の
解

消
に

資
す

る
路

線
等

を
抽

出
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

緊
急

時
の

避
難

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
に

つ
い

て
は

，
地

区
内

道
路

網
に

お
い

て
，

大
規

模
火

災
や

ゲ
リ

ラ
豪

雨
に

よ
る

浸
水

等
が

発
生

し
た

際
に

，
市

民
が

避
難

場
所

ま
で

速
や

か
に

避
難

す
る

た
め

に
は

，
安

全
な

避
難

路
を

確
保

す
る

こ
と

が
重

要
と

い
う

考
え

方
の

も
と

，
緊

急
時

の
避

難
を

支
え

る
た

め
，

広
域

道
路

と
広

域
避

難
場

所
・

避
難

所
を

結
ぶ

路
線

を
抽

出
し

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
車

道
と

歩
道

が
分

離
さ

れ
て

お
り

，
あ

る
程

度
の

空
間

が
確

保
さ

れ
て

い
る

都
市

計
画

道
路

で
は

基
本

的
に

は
無

電
柱

化
を

進
め

て
い

く
予

定
で

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
5

狭
い

道
路

の
対

策
に

つ
い

て
　

狭
い

道
路

に
つ

い
て

は
，

一
定

の
エ

リ
ア

の
中

で
迂

回
で

き
る

こ
と

，
地

元
住

民
の

同
意

を
前

提
に

一
方

通
行

に
し

て
，

自
転

車
や

歩
行

者
通

行
部

分
の

拡
張

を
図

る
べ

き
。

　
対

面
通

行
を

縦
横

に
め

ぐ
ら

す
こ

と
は

，
通

過
交

通
の

抜
け

道
と

な
る

恐
れ

が
多

い
。

　
地

元
に

は
わ

か
り

や
す

く
，

住
民

以
外

の
利

用
は

し
に

く
い

道
路

網
を

考
え

て
は

ど
う

か
。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
道

路
空

間
の

確
保

だ
け

で
な

く
，

局
所

的
改

良
や

交
通

安
全

の
視

点
を

含
む

総
合

的
な

取
組

を
行

う
こ

と
が

重
要

と
考

え
，

部
分

的
に

解
決

す
る

必
要

の
あ

る
課

題
と

し
て

，
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
っ

て
い

る
箇

所
及

び
小

学
校

の
周

辺
な

ど
で

，
「

機
能

確
保

の
た

め
の

総
合

的
取

組
」

を
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
こ

の
取

組
で

は
，

部
分

的
な

拡
幅

や
交

通
規

制
の

変
更

（
速

度
規

制
，

ゾ
ー

ン
３

０
の

設
定

等
）

，
既

存
道

路
の

有
効

活
用

（
交

差
点

改
良

，
物

理
的

デ
バ

イ
ス

の
設

置
等

）
に

よ
り

，
機

能
の

確
保

が
で

き
な

い
か

な
ど

を
検

討
し

ま
す

。
今

後
，

各
地

域
の

状
況

を
適

切
に

把
握

し
，

早
期

の
課

題
解

決
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。



２ 結果 

2-23 
 

 

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
6

　
調

布
市

に
お

け
る

こ
れ

か
ら

の
み

ち
づ

く
り

―
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

＜
技

術
検

討
レ

ポ
ー

ト
＞

５
－

１
５

に
提

示
さ

れ
て

い
る

歩
道

1
.0

ｍ
は

車
い

す
使

用
者

に
つ

い
て

の
幅

員
の

設
定

で
す

。
　

近
年

，
調

布
市

に
お

い
て

も
社

会
の

要
せ

い
で

保
育

園
・

所
が

増
加

し
て

い
る

。
そ

の
園

庭
が

あ
っ

て
も

（
無

い
所

も
多

い
）

園
児

の
健

康
・

遊
び

の
た

め
に

外
部

の
公

園
な

ど
に

出
掛

け
る

こ
と

は
，

必
要

不
可

欠
だ

。
毎

日
出

掛
け

る
際

使
う

，
利

用
さ

れ
る

乳
幼

児
用

運
搬

車
（

四
輪

車
）

は
通

行
で

き
る

の
か

疑
問

だ
。

現
に

保
育

園
・

保
育

所
で

使
用

し
て

い
る

乳
幼

児
用

運
搬

車
で

実
踏

し
て

，
幅

員
1

.0
ｍ

の
歩

道
設

定
に

つ
い

て
再

考
ね

が
い

た
い

。
　

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

が
あ

る
現

状
の

歩
道

に
つ

い
て

，
歩

道
と

し
て

１
ｍ

幅
が

設
定

さ
れ

て
い

る
所

で
も

，
電

柱
・

ミ
ラ

ー
が

歩
道

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
所

で
は

，
歩

道
が

狭
く

な
っ

て
い

る
。

　
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
付

け
替

え
の

際
は

，
設

計
図

の
運

用
で

歩
行

者
が

安
心

し
て

通
行

で
き

る
。

留
意

し
て

欲
し

い
。

　
生

活
道

路
は

，
昭

和
６

１
年

に
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

を
設

定
し

，
そ

の
後

，
計

画
の

修
正

等
を

行
っ

て
い

る
も

の
の

，
そ

の
多

く
は

昭
和

６
１

年
に

検
討

さ
れ

た
計

画
幅

員
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

こ
の

た
め

，
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

で
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
ご

と
に

幅
員

の
考

え
方

を
整

理
し

，
改

め
て

幅
員

を
設

定
し

ま
す

。
歩

道
は

，
有

効
幅

員
2

.0
ｍ

を
確

保
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
て

い
ま

す
が

，
歩

道
を

含
む

断
面

構
成

に
つ

い
て

は
，

道
路

整
備

の
具

体
的

な
計

画
・

実
施

段
階

で
道

路
に

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

を
考

慮
し

，
現

地
の

状
況

を
踏

ま
え

て
設

定
し

ま
す

。
な

お
，

Ｐ
１

８
に

記
載

の
断

面
構

成
に

つ
い

て
は

，
想

定
断

面
と

し
て

お
示

し
し

て
い

る
も

の
で

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
7

　
地

区
内

道
路

網
に

お
け

る
幅

員
の

考
え

方
は

，
も

っ
と

安
全

・
安

心
を

反
映

し
て

ほ
し

い
で

す
。

（
１

）
Ｐ

１
８

に
示

さ
れ

て
い

る
断

面
構

成
は

，
市

民
の

意
見

と
し

て
多

い
自

転
車

走
行

空
間

の
安

全
が

十
分

に
反

映
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
幸

せ
に

も
調

布
市

，
武

蔵
野

市
，

三
鷹

市
内

は
他

地
域

に
比

べ
て

，
多

く
の

自
転

車
走

行
空

間
が

確
保

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
断

面
構

成
に

も
自

転
車

走
行

空
間

を
確

保
し

た
構

成
と

な
る

よ
う

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

（
２

）
同

様
に

，
歩

行
者

空
間

の
安

全
・

安
心

を
確

保
す

る
こ

と
が

最
重

要
課

題
に

な
り

ま
す

が
，

Ｐ
１

８
に

示
さ

れ
て

い
る

断
面

構
成

ケ
ー

ス
１

の
②

③
は

，
利

用
者

に
と

っ
て

危
険

な
断

面
構

成
で

す
。

ど
ち

ら
も

歩
道

と
車

道
の

間
に

ブ
ロ

ッ
ク

が
あ

る
状

況
で

，
歩

道
１

ｍ
と

な
る

と
，

歩
行

者
と

自
転

車
(車

道
走

行
が

原
則

で
す

が
)等

が
す

れ
違

う
際

に
ブ

ロ
ッ

ク
が

障
害

物
と

な
り

，
自

転
車

等
が

車
道

側
に

転
倒

す
る

危
険

性
が

増
し

ま
す

。
歩

道
と

車
道

の
高

さ
が

平
坦

な
歩

行
空

間
で

あ
れ

ば
，

ブ
ロ

ッ
ク

が
な

く
な

る
た

め
，

危
険

性
は

軽
減

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

。
（

３
）

さ
ら

に
，

歩
道

に
は

路
上

施
設

の
ほ

か
に

，
電

柱
や

信
号

の
柱

，
標

識
な

ど
思

い
が

け
な

い
も

の
が

多
く

あ
り

，
条

件
に

よ
っ

て
は

通
行

に
支

障
を

き
た

す
こ

と
も

懸
念

さ
れ

ま
す

。
歩

道
が

２
ｍ

確
保

で
き

な
い

場
合

は
，

路
上

施
設

の
ブ

ロ
ッ

ク
や

柵
が

な
い

歩
行

空
間

と
す

る
こ

と
も

視
野

に
入

れ
る

こ
と

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

(危
険

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

，
Ｐ

１
８

に
示

さ
れ

て
い

る
写

真
で

歩
道

１
．

５
ｍ

も
な

い
空

間
に

電
柱

が
あ

り
ま

す
が

，
仮

に
白

線
部

分
付

近
に

路
上

施
設

の
ブ

ロ
ッ

ク
等

が
整

備
さ

れ
て

い
た

と
想

定
す

る
と

，
電

柱
が

あ
る

場
所

で
す

れ
違

う
際

に
，

誰
も

が
危

険
を

感
じ

る
印

象
を

受
け

る
と

思
い

ま
す

。
)

目
指

す
べ

き
道

路
網

3
8

●
 Ｐ

．
１

７
～

１
８

 (
４

)地
区

内
道

路
網

に
お

け
る

幅
員

の
考

え
方

①
 道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
と

想
定

断
面

が
不

整
合

で
，

支
離

滅
裂

で
あ

る
。

徒
歩

・
自

転
車

に
よ

る
ア

ク
セ

ス
路

線
の

想
定

断
面

⑥
の

図
に

自
転

車
走

行
の

図
が

な
い

の
は

な
ぜ

か
？

②
 自

動
車

，
歩

行
者

だ
け

で
な

く
，

自
転

車
を

必
ず

各
想

定
断

面
に

追
加

す
る

こ
と

ま
た

，
必

要
に

応
じ

て
バ

ス
や

大
型

車
な

ど
も

追
加

す
る

こ
と

。
一

つ
の

計
画

幅
員

に
複

数
の

想
定

断
面

を
用

意
す

る
こ

と
。

③
 じ

っ
く

り
と

こ
の

考
え

方
が

適
切

か
関

係
住

民
と

具
体

例
で

話
し

合
っ

て
，

検
証

す
べ

き
で

あ
る

。

　
Ｐ

１
８

に
お

示
し

し
て

い
る

断
面

構
成

に
つ

い
て

は
，

想
定

断
面

と
し

て
お

示
し

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
，

道
路

整
備

の
具

体
的

な
計

画
・

実
施

段
階

で
は

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

を
考

慮
し

，
現

地
の

状
況

を
踏

ま
え

て
断

面
構

成
を

設
定

し
ま

す
。

　
な

お
，

調
布

市
内

の
移

動
は

，
徒

歩
や

自
転

車
が

多
く

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

が
，

安
全

に
利

用
で

き
る

空
間

は
十

分
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
み

ち
の

井
戸

端
会

議
や

道
路

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

歩
道

を
安

全
に

，
快

適
に

歩
け

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
」

や
「

自
転

車
を

安
全

に
利

用
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

」
と

い
う

意
見

を
多

く
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
，

自
転

車
の

走
行

空
間

が
明

確
に

な
っ

て
い

な
い

た
め

に
，

結
果

と
し

て
，

歩
行

者
や

車
と

自
転

車
利

用
者

が
混

在
し

て
い

る
道

路
利

用
の

現
状

を
示

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
道

路
を

利
用

す
る

誰
も

が
安

全
で

快
適

に
通

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
に

は
，

自
転

車
利

用
の

環
境

づ
く

り
が

必
要

で
す

。
す

な
わ

ち
，

自
転

車
が

安
全

に
利

用
で

き
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

に
よ

り
，

歩
行

者
や

車
も

，
道

路
を

安
全

に
利

用
出

来
る

よ
う

に
な

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
　

今
後

，
自

転
車

の
日

常
的

な
移

動
の

安
全

性
及

び
利

便
性

向
上

を
図

る
た

め
，

高
齢

者
や

子
ど

も
な

ど
，

誰
も

が
安

全
か

つ
快

適
に

移
動

で
き

る
よ

う
な

環
境

づ
く

り
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。
　

ま
た

，
以

下
の

点
に

つ
い

て
は

，
今

後
も

引
き

続
き

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

＜
広

域
道

路
網

計
画

＞
•

 広
域

道
路

を
新

規
整

備
す

る
場

合
に

は
，

交
通

管
理

者
と

の
協

議
を

踏
ま

え
，

車
道

通
行

を
原

則
と

し
た

自
転

車
走

行
空

間
の

設
置

を
検

討
す

る
。

•
 既

存
道

路
に

お
い

て
自

転
車

走
行

空
間

を
設

置
す

る
場

合
に

は
，

交
通

管
理

者
と

の
協

議
を

踏
ま

え
，

緊
急

性
な

ど
を

考
慮

し
た

う
え

で
，

順
次

車
道

に
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
な

ど
の

路
面

表
示

を
検

討
す

る
。

ま
た

，
道

路
の

機
能

や
役

割
に

応
じ

て
，

道
路

空
間

の
再

配
分

等
に

よ
り

自
転

車
走

行
空

間
の

確
保

を
検

討
す

る
。

•
 ２

０
２

０
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
向

け
た

自
転

車
推

奨
ル

ー
ト

に
指

定
さ

れ
て

い
る

地
区

で
は

，
車

道
の

利
用

を
基

本
と

し
た

整
備

方
針

に
基

づ
き

，
整

備
を

進
め

て
い

く
。

＜
地

区
内

道
路

網
計

画
＞

•
 地

区
内

道
路

に
つ

い
て

は
，

自
転

車
等

駐
車

場
の

周
辺

や
人

が
集

ま
る

駅
前

な
ど

，
道

路
の

機
能

や
役

割
に

応
じ

て
，

順
次

車
道

の
左

側
端

へ
自

転
車

を
誘

導
す

る
た

め
，

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

な
ど

の
路

面
表

示
の

設
置

を
検

討
し

，
自

転
車

走
行

空
間

の
明

確
化

に
努

め
る

。
•

 鉄
道

敷
地

に
沿

っ
て

計
画

さ
れ

て
い

る
地

区
内

道
路

で
は

，
自

転
車

走
行

空
間

の
明

確
化

と
連

続
性

を
創

出
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
＜

自
転

車
利

用
者

の
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

の
啓

発
＞

•
 自

転
車

の
安

全
な

走
行

に
関

す
る

啓
発

に
つ

い
て

は
，

自
転

車
利

用
者

の
目

に
つ

き
や

す
い

自
転

車
等

駐
車

場
の

看
板

へ
の

ポ
ス

タ
ー

の
掲

示
を

行
う

と
と

も
に

，
年

２
回

の
交

通
安

全
の

つ
ど

い
や

自
転

車
安

全
教

室
な

ど
，

交
通

管
理

者
や

交
通

安
全

協
会

と
連

携
し

て
，

様
々

な
年

代
に

対
応

し
た

形
で

各
種

啓
発

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

，
交

通
管

理
者

等
と

連
携

を
し

，
自

転
車

の
正

し
い

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
の

浸
透

を
図

る
。

＜
今

後
の

検
討

＞
•

 平
成

２
８

年
度

か
ら

の
２

か
年

で
，

利
用

実
態

を
把

握
し

た
う

え
で

，
市

内
の

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

予
定
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目
指

す
べ

き
道

路
網

3
9

●
１

８
ペ

ー
ジ

の
ケ

ー
ス

１
～

４
に

つ
い

て
，

説
明

会
で

歩
道

の
幅

員
を

２
ｍ

と
し

た
の

は
ベ

ビ
ー

カ
ー

や
車

い
す

が
す

れ
違

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

で
あ

る
と

お
聞

き
し

ま
し

た
。

歩
道

の
幅

が
狭

い
場

所
で

，
車

い
す

が
車

道
を

通
行

し
て

い
る

の
を

見
か

け
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

歩
道

の
幅

員
は

，
や

む
を

得
ず

道
路

の
片

側
だ

け
に

な
っ

た
と

し
て

も
，

是
非

２
ｍ

以
上

確
保

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
0

●
１

８
ペ

ー
ジ

の
道

路
の

断
面

構
成

に
関

連
し

て
，

道
路

の
幅

員
を

拡
大

す
る

こ
と

な
く

，
低

コ
ス

ト
で

迅
速

に
狭

い
歩

道
を

解
消

で
き

る
の

で
，

既
設

の
生

活
道

路
は

ケ
ー

ス
２

～
４

の
よ

う
に

片
側

の
歩

道
だ

け
で

も
幅

員
２

ｍ
に

し
て

，
整

備
対

象
道

路
を

増
や

し
た

り
，

整
備

の
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ
プ

を
図

っ
て

ほ
し

い
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
1

歩
行

通
行

帯
の

確
保

　
狭

い
路

側
帯

や
電

柱
食

み
出

し
に

よ
り

，
歩

行
通

行
帯

が
確

保
さ

れ
な

い
狭

隘
道

路
に

対
し

最
低

で
も

車
椅

子
が

通
れ

る
歩

行
通

行
帯

を
確

保
す

べ
き

で
あ

る
。

（
結

果
と

し
て

車
道

幅
員

が
狭

く
な

る
の

で
，

自
動

車
の

速
度

が
セ

ー
ブ

さ
れ

「
ゾ

ー
ン

３
０

」
の

設
定

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

）

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
2

　
ま

た
，

高
齢

者
が

多
く

な
っ

て
き

て
る

の
で

，
歩

道
の

整
備

を
お

願
い

し
ま

す
。

自
転

車
と

衝
突

す
る

場
面

も
見

か
け

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
3

●
 Ｐ

．
１

７
 (

４
)地

区
内

道
路

網
に

お
け

る
幅

員
の

考
え

方
こ

の
考

え
方

の
適

用
の

考
え

方
を

つ
く

る
必

要
が

あ
る

。
新

た
な

道
路

整
備

は
あ

ま
り

問
題

な
い

だ
ろ

う
が

，
既

存
の

住
宅

街
で

拡
幅

を
行

う
場

合
は

，
こ

の
よ

う
な

考
え

方
が

「
理

想
形

」
だ

と
し

て
も

，
そ

れ
を

押
し

付
け

る
の

で
な

く
，

関
係

住
民

の
合

意
の

も
と

に
現

実
的

な
解

を
求

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
4

道
路

断
面

に
つ

い
て

　
6

ｍ
道

路
の

断
面

構
成

が
0

.7
5

ｍ
の

歩
行

者
空

間
（

両
側

）
＋

4
.5

ｍ
車

道
と

な
っ

て
い

る
が

，
0

.7
5

ｍ
の

歩
行

者
空

間
に

は
電

柱
・

側
溝

・
道

路
標

識
・

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

な
ど

の
道

路
施

設
が

あ
っ

て
歩

行
者

に
と

っ
て

の
障

害
物

に
な

っ
て

お
り

，
歩

行
者

は
車

道
部

分
を

歩
か

ざ
る

を
得

な
い

状
況

な
っ

て
い

る
。

ま
た

，
幼

い
子

供
を

連
れ

た
親

子
，

車
椅

子
等

の
移

動
補

助
具

を
使

用
さ

れ
て

い
る

方
に

と
っ

て
も

，
歩

行
者

空
間

は
不

十
分

で
あ

る
。

一
方

，
車

道
は

4
.5

ｍ
の

幅
員

が
あ

り
，

車
両

優
先

の
道

路
形

態
に

な
っ

て
い

る
と

い
わ

ざ
る

を
得

な
い

。
0

.7
5

ｍ
の

巾
の

歩
行

者
空

間
は

，
通

過
車

両
か

ら
の

避
難

ス
ペ

ー
ス

で
し

か
な

い
。

自
動

車
よ

り
，

人
・

自
動

車
へ

の
配

慮
を

優
先

す
べ

き
で

，
車

道
・

歩
行

者
空

間
の

幅
員

は
再

考
す

べ
き

と
思

わ
れ

る
。

（
道

路
網

計
画

の
目

標
の

「
快

適
，

便
利

，
そ

し
て

安
全

な
移

動
空

間
の

確
保

」
に

逆
行

し
て

い
る

。
）

　
ま

た
，

6
ｍ

道
路

で
の

歩
車

分
離

を
成

立
さ

せ
る

の
に

は
困

難
な

場
合

が
あ

り
，

ボ
ン

エ
ル

フ
な

ど
歩

車
共

存
道

路
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

た
断

面
計

画
も

考
慮

す
べ

き
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

も
と

も
と

，
ボ

ン
エ

ル
フ

は
歩

車
分

離
が

困
難

な
幅

員
の

市
街

地
居

住
エ

リ
ア

の
道

路
で

の
歩

車
共

存
道

路
形

態
を

目
指

し
た

も
の

で
，

自
動

車
の

速
度

を
低

速
化

さ
せ

る
工

夫
（

物
理

的
デ

ィ
バ

イ
ス

）
の

ほ
か

，
道

路
の

延
長

方
向

に
そ

っ
て

の
線

的
な

も
の

は
，

歩
車

分
離

し
て

，
車

道
部

分
は

自
動

車
用

の
ゾ

ー
ン

と
の

意
識

を
ド

ラ
イ

バ
ー

に
起

こ
さ

せ
，

ス
ピ

ー
ド

出
し

や
す

く
す

る
こ

と
に

な
る

た
め

，
道

路
延

長
方

向
に

連
続

す
る

線
的

な
も

の
は

で
き

な
い

こ
と

に
な

っ
て

い
る

と
聞

い
て

い
る

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
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「

５
-
（

４
）

地
区

内
道

路
に

お
け

る
幅

員
の

考
え

方
」

の
な

か
で

，
６

つ
の

想
定

断
面

図
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

，
こ

の
ど

れ
を

見
て

も
，

歩
行

者
と

自
転

車
と

自
動

車
の

共
存

を
真

面
目

に
考

え
て

い
た

も
の

と
は

思
え

ま
せ

ん
。

　
例

え
ば

④
の

幅
員

８
メ

ー
ト

ル
の

道
路

は
，

神
代

高
校

前
の

都
道

の
現

状
と

ほ
ぼ

同
じ

構
成

（
た

だ
し

現
状

で
は

歩
道

は
段

差
が

あ
る

）
で

す
が

，
そ

の
利

用
状

況
を

日
々

目
の

当
た

り
に

し
て

い
る

私
に

は
幅

員
８

メ
ー

ト
ル

道
路

で
，

自
動

車
の

対
面

交
通

を
前

提
と

し
て

は
，

歩
行

者
と

自
転

車
と

自
動

車
の

共
存

は
難

し
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
本

当
に

，
こ

の
３

者
の

共
存

を
は

か
る

気
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
，

地
区

内
道

路
網

の
場

合
，

幅
員

８
メ

ー
ト

ル
の

道
路

は
，

自
動

車
を

一
歩

通
行

と
し

，
残

り
の

幅
員

で
歩

行
者

と
自

転
車

の
分

離
を

実
現

す
る

な
ど

の
新

し
い

発
想

が
必

要
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

そ
う

し
た

場
合

に
は

，
地

区
内

の
自

動
車

の
動

き
を

新
た

に
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
も

必
要

で
し

ょ
う

し
，

今
回

の
「

調
布

市
道

路
計

画
（

案
）

」
の

大
幅

な
見

直
し

が
必

要
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
生

活
道

路
は

，
昭

和
６

１
年

に
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

を
設

定
し

，
そ

の
後

，
計

画
の

修
正

等
を

行
っ

て
い

る
も

の
の

，
そ

の
多

く
は

昭
和

６
１

年
に

検
討

さ
れ

た
計

画
幅

員
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

こ
の

た
め

，
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

で
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
ご

と
に

幅
員

の
考

え
方

を
整

理
し

，
改

め
て

幅
員

を
設

定
し

ま
す

。
　

な
お

，
Ｐ

１
８

に
お

示
し

し
て

い
る

断
面

構
成

に
つ

い
て

は
，

想
定

断
面

と
し

て
お

示
し

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
，

道
路

整
備

の
具

体
的

な
計

画
・

実
施

段
階

で
は

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

を
考

慮
し

，
現

地
の

状
況

を
踏

ま
え

て
断

面
構

成
を

設
定

し
ま

す
。

N
o
３

９
・

４
０

と
同

回
答
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●
１

１
ペ

ー
ジ

の
市

民
ニ

ー
ズ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
一

番
多

い
回

答
は

「
歩

道
を

安
全

に
，

快
適

に
歩

け
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

」
で

あ
り

，
特

に
生

活
道

路
は

，
車

よ
り

歩
行

者
の

利
便

性
を

優
先

す
べ

き
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

，
１

８
ペ

ー
ジ

の
断

面
構

成
に

関
連

し
て

，
歩

道
に

電
柱

や
標

識
の

ポ
ー

ル
な

ど
を

設
置

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
，

ベ
ビ

ー
カ

ー
や

車
い

す
の

た
め

に
，

歩
道

の
幅

は
常

に
２

ｍ
以

上
を

確
保

す
る

か
，

確
保

で
き

な
い

の
で

あ
れ

ば
，

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
を

引
か

ず
に

，
電

柱
や

標
識

の
ポ

ー
ル

な
ど

を
車

道
に

設
置

す
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
，

沿
道

の
住

宅
な

ど
か

ら
の

車
が

出
入

り
す

る
箇

所
の

歩
道

上
の

傾
斜

を
な

く
し

て
ほ

し
い

。

　
生

活
道

路
は

，
昭

和
６

１
年

に
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

を
設

定
し

，
そ

の
後

，
計

画
の

修
正

等
を

行
っ

て
い

る
も

の
の

，
そ

の
多

く
は

昭
和

６
１

年
に

検
討

さ
れ

た
計

画
幅

員
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

こ
の

た
め

，
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

で
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
ご

と
に

幅
員

の
考

え
方

を
整

理
し

，
改

め
て

幅
員

を
設

定
し

ま
す

。
　

な
お

，
Ｐ

１
８

に
お

示
し

し
て

い
る

断
面

構
成

に
つ

い
て

は
，

想
定

断
面

と
し

て
お

示
し

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
，

道
路

整
備

の
具

体
的

な
計

画
・

実
施

段
階

で
は

，
道

路
に

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

を
考

慮
し

，
現

地
の

状
況

を
踏

ま
え

て
断

面
構

成
を

設
定

し
ま

す
。

　
ま

た
，

近
年

，
新

規
に

道
路

整
備

を
行

う
場

合
，

歩
道

の
構

造
は

，
基

本
的

に
セ

ミ
フ

ラ
ッ

ト
形

式
を

採
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
セ

ミ
フ

ラ
ッ

ト
形

式
は

，
車

両
乗

り
入

れ
部

に
よ

る
い

わ
ゆ

る
波

打
ち

歩
道

と
な

り
に

く
い

構
造

と
な

っ
て

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
7

●
 Ｐ

．
１

７
 (

４
)地

区
内

道
路

網
に

お
け

る
幅

員
の

考
え

方
 表

 道
路

幅
員

設
定

の
考

え
方

①
 地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
へ

の
ア

ク
セ

ス
路

線
　

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

を
一

律
に

計
画

幅
員

８
ｍ

と
す

る
こ

と
は

過
大

で
あ

る
。

　
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

置
か

れ
た

環
境

が
多

様
な

の
で

，
全

市
の

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
一

律
の

計
画

幅
員

や
想

定
断

面
を

当
て

る
べ

き
で

な
い

。
各

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

毎
に

住
民

協
議

会
を

設
置

し
て

，
そ

れ
ぞ

れ
に

ど
の

よ
う

な
道

路
が

必
要

か
決

め
る

こ
と

で
あ

る
。

　
新

た
に

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

を
建

設
す

る
場

合
も

需
要

調
査

す
べ

き
だ

が
，

少
な

く
と

も
入

間
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

，
現

行
の

４
ｍ

で
満

足
で

は
な

く
，

曲
が

り
角

の
隅

切
り

な
ど

必
要

な
改

良
は

あ
ろ

う
。

し
か

し
，

幅
員

８
ｍ

は
不

要
で

あ
る

。
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
交

通
手

段
は

，
徒

歩
な

い
し

自
転

車
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

り
，

ま
た

，
起

点
は

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
周

囲
３

６
０

度
の

地
域

で
あ

る
。

従
っ

て
，

ア
ク

セ
ス

路
線

も
一

本
に

絞
れ

な
い

。
　

計
画

幅
員

８
ｍ

の
想

定
断

面
④

の
図

も
誤

っ
て

い
る

。
車

両
交

通
量

が
少

な
く

，
譲

り
合

っ
て

通
行

し
て

い
る

現
状

に
大

き
な

不
満

は
な

く
，

歩
道

と
車

両
の

双
方

向
通

行
に

拡
幅

し
て

も
無

駄
あ

る
い

は
，

通
過

車
両

を
呼

び
込

む
だ

け
で

あ
る

。
ま

た
，

自
転

車
通

行
を

想
定

し
た

断
面

図
に

す
る

こ
と

。
交

通
量

は
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
利

用
で

な
く

，
そ

の
位

置
す

る
環

境
に

よ
っ

て
決

ま
る

。
②

 地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

以
外

に
つ

い
て

も
，

そ
の

根
拠

を
明

確
に

す
る

こ
と

。
　

た
と

え
ば

，
消

防
活

動
困

難
区

域
の

解
消

に
資

す
る

路
線

と
し

て
，

「
震

災
時

に
消

防
車

が
通

れ
る

幅
員

を
確

保
す

る
。

」
と

の
こ

と
だ

が
，

ほ
と

ん
ど

全
て

の
４

ｍ
道

路
を

６
ｍ

道
路

に
す

る
こ

と
に

な
ら

な
い

か
？

ま
た

，
駐

車
車

両
が

あ
っ

て
も

通
れ

る
よ

う
に

６
ｍ

と
い

う
こ

と
が

，
説

得
力

の
あ

る
道

路
拡

幅
の

理
由

と
は

思
え

な
い

。

　
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

で
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
ご

と
に

幅
員

の
考

え
方

を
整

理
し

，
幅

員
を

設
定

し
ま

し
た

。
　

こ
の

う
ち

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
の

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
「

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

」
の

道
路

幅
員

に
つ

い
て

は
，

高
齢

者
や

地
域

住
民

な
ど

施
設

利
用

者
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

，
片

側
に

歩
道

を
設

置
す

る
と

い
う

考
え

方
に

よ
り

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

そ
の

他
の

幅
員

設
定

の
考

え
方

に
つ

い
て

は
，

「
地

区
内

道
路

網
に

お
け

る
幅

員
の

考
え

方
」

（
P

１
８

）
に

記
載

の
と

お
り

で
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
消

防
活

動
を

円
滑

に
行

う
た

め
に

，
消

防
ホ

ー
ス

の
曲

折
を

考
慮

し
，

震
災

時
に

消
防

自
動

車
が

通
れ

る
幅

員
６

ｍ
以

上
の

道
路

か
ら

１
４

０
ｍ

以
遠

を
「

消
防

活
動

困
難

区
域

」
と

し
て

設
定

し
て

い
ま

す
。

な
お

，
「

消
防

化
活

動
困

難
区

域
」

の
設

定
に

つ
い

て
は

，
「

密
集

市
街

地
の

た
め

の
集

団
規

定
の

運
用

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」
（

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
）

な
ど

を
参

考
に

設
定

し
て

い
ま

す
。

調
布

市
内

に
は

，
「

消
防

活
動

困
難

区
域

」
が

点
在

し
て

い
る

状
況

の
た

め
，

「
消

防
活

動
困

難
区

域
」

を
解

消
し

，
防

災
性

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
重

要
と

考
え

て
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
8

　
成

城
通

り
ピ

ン
ク

色
は

，
確

か
に

現
状

で
は

歩
道

が
不

十
分

，
バ

ス
の

す
れ

違
い

が
出

来
な

い
場

所
が

多
い

，
ま

た
救

急
車

が
調

布
市

の
住

民
は

元
よ

り
世

田
谷

区
の

患
者

さ
ん

が
多

く
，

救
急

車
も

品
川

ナ
ン

バ
ー

車
が

過
半

数
，

ま
た

パ
ト

カ
ー

も
品

川
ナ

ン
バ

ー
が

過
半

数
を

占
め

て
い

ま
す

。
従

っ
て

早
急

に
検

討
し

整
備

は
事

業
認

定
を

5
年

以
内

に
，

さ
ら

に
5

年
間

リ
ー

ド
タ

イ
ム

を
置

き
着

工
，

整
備

の
事

業
認

定
か

ら
1

0
年

以
内

に
完

成
を

希
望

し
ま

す
。

　
当

該
地

区
は

「
長

・
中

期
計

画
で

何
時

整
備

出
来

る
か

」
云

々
よ

り
，

「
現

状
の

問
題

を
抱

え
て

い
る

道
路

が
い

つ
ま

で
に

整
備

さ
れ

る
か

」
が

問
題

に
し

て
い

ま
す

。

　
当

該
路

線
は

，
昭

和
６

１
年

に
策

定
し

た
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

１
１

ｍ
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
　

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
の

「
鉄

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

緊
急

時
の

物
資

や
活

動
人

員
の

輸
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
い

ま
す

。
こ

の
う

ち
，

「
鉄

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

の
「

路
線

バ
ス

の
走

行
路

線
」

で
抽

出
さ

れ
て

い
る

た
め

，
計

画
幅

員
は

１
１

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

な
お

，
道

路
網

構
築

の
視

点
に

２
つ

以
上

当
て

は
ま

り
，

視
点

ご
と

の
幅

員
が

異
な

る
場

合
は

，
広

い
方

の
幅

員
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

」
で

は
効

率
的

・
効

果
的

に
道

路
の

整
備

を
進

め
る

た
め

に
，

整
備

の
優

先
度

を
明

示
し

た
道

路
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

地
区

内
道

路
網

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

整
備

優
先

度
の

考
え

方
と

し
て

「
消

防
活

動
困

難
区

域
の

解
消

に
資

す
る

路
線

」
及

び
「

都
市

基
盤

整
備

事
業

の
関

連
路

線
」

に
該

当
す

る
路

線
を

「
優

先
整

備
路

線
」

と
し

て
選

定
し

て
い

ま
す

が
，

当
該

路
線

に
つ

い
て

は
，

こ
の

考
え

方
の

も
と

検
討

し
た

結
果

，
優

先
整

備
路

線
に

は
選

定
し

て
い

ま
せ

ん
。



２ 結果 

2-26 
 

 

目
指

す
べ

き
道

路
網

4
9

野
ヶ

谷
通

り
（

主
要

市
道

7
号

線
）

に
つ

い
て

　
上

記
沿

線
に

住
ん

で
い

ま
す

。
ミ

ニ
バ

ス
が

通
行

す
る

よ
う

に
な

り
，

道
路

の
ラ

イ
ン

が
変

え
ら

れ
て

か
ら

，
車

が
ビ

ュ
ン

ビ
ュ

ン
通

る
こ

と
が

多
く

な
り

，
危

険
で

す
。

バ
イ

ク
や

大
型

車
の

音
も

う
る

さ
く

，
小

さ
な

子
供

は
家

に
い

て
も

び
く

っ
と

し
た

り
，

し
が

み
つ

い
て

き
た

り
し

ま
す

。
今

回
，

幅
員

7
.5

ｍ
に

拡
幅

す
る

計
画

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
そ

ん
な

こ
と

を
し

た
ら

，
ま

す
ま

す
車

が
通

り
や

す
く

な
り

，
交

通
量

も
増

え
，

生
活

道
路

な
の

に
危

な
さ

が
増

し
て

し
ま

う
と

思
い

ま
す

。
東

西
方

向
の

道
路

が
少

な
く

抜
け

道
と

さ
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
た

め
，

ま
ず

，
東

西
方

向
の

幹
線

道
路

の
整

備
を

す
る

と
共

に
，

居
住

者
以

外
の

通
行

を
時

間
を

区
切

っ
て

規
制

し
て

欲
し

い
で

す
。

又
，

道
路

に
面

し
て

は
住

宅
が

び
っ

し
り

建
っ

て
い

る
の

で
，

土
地

の
確

保
も

ス
ム

ー
ズ

に
進

ま
な

い
と

思
い

ま
す

。
（

市
内

全
域

に
言

え
ま

す
が

住
環

境
を

良
く

保
つ

に
は

，
住

居
地

域
の

最
低

敷
地

面
積

を
定

め
，

細
分

化
し

て
ぎ

ゅ
う

ぎ
ゅ

う
と

家
が

建
つ

こ
と

を
防

ぐ
の

も
同

時
に

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
狭

い
土

地
の

家
は

道
路

の
た

め
に

土
地

を
切

り
取

る
の

は
難

し
い

で
す

。
）

　
実

際
，

雨
の

日
に

傘
を

さ
す

と
，

車
と

す
れ

ち
が

う
の

も
危

な
か

っ
た

り
す

る
の

で
す

が
，

そ
れ

に
は

ま
ず

，
電

柱
を

地
中

化
し

て
ほ

し
い

で
す

。
か

な
り

じ
ゃ

ま
で

す
。

又
，

ミ
ニ

バ
ス

路
線

の
必

要
車

道
幅

4
.5

ｍ
と

い
う

の
も

一
律

に
当

て
は

め
る

の
で

は
な

く
，

1
時

間
に

1
本

く
ら

い
し

か
走

ら
な

い
ミ

ニ
バ

ス
と

す
れ

ち
が

う
時

の
事

を
考

え
れ

ば
，

車
道

は
4

.5
ｍ

未
満

で
も

，
歩

道
を

広
く

と
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
　

又
，

前
回

白
い

ラ
イ

ン
の

工
事

変
更

が
突

然
行

な
わ

れ
て

び
っ

く
り

し
ま

し
た

。
そ

の
後

，
住

民
の

声
を

聞
い

て
引

き
直

し
さ

れ
ま

し
た

が
，

お
金

が
も

っ
た

い
な

い
で

す
。

最
初

か
ら

住
民

の
声

を
ち

ゃ
ん

と
反

映
し

，
ム

ダ
の

な
い

よ
う

に
進

め
て

ほ
し

い
で

す
。

　
野

ヶ
谷

通
り

は
，

昭
和

６
１

年
に

策
定

し
た

「
調

布
市

生
活

道
路

網
整

備
計

画
」

に
お

い
て

，
計

画
幅

員
８

ｍ
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
　

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
の

「
鉄

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

緊
急

時
の

物
資

や
活

動
人

員
の

輸
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
住

み
や

す
い

ま
ち

を
形

成
す

る
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

こ
の

う
ち

，
「

鉄
道

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
資

す
る

道
路

網
の

構
築

」
の

「
ミ

ニ
バ

ス
の

走
行

路
線

」
で

抽
出

さ
れ

て
い

る
た

め
，

計
画

幅
員

は
7

.5
ｍ

で
設

定
し

て
い

ま
す

。
な

お
，

ミ
ニ

バ
ス

の
走

行
路

線
に

つ
い

て
は

，
計

画
幅

員
を

6
.0

ｍ
～

8
.0

ｍ
と

し
て

い
ま

す
が

，
現

地
の

整
備

状
況

等
を

考
慮

し
，

当
該

路
線

は
7

.5
ｍ

で
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

道
路

網
構

築
の

視
点

に
２

つ
以

上
当

て
は

ま
り

，
視

点
ご

と
の

幅
員

が
異

な
る

場
合

は
，

広
い

方
の

幅
員

で
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
車

道
と

歩
道

が
分

離
さ

れ
て

お
り

，
あ

る
程

度
の

空
間

が
確

保
さ

れ
て

い
る

都
市

計
画

道
路

で
は

基
本

的
に

は
全

て
無

電
柱

化
を

進
め

て
い

く
予

定
で

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
0

　
野

ケ
谷

通
り

の
整

備
に

つ
い

て
意

見
を

の
べ

ま
す

。
　

７
，

５
m

の
拡

幅
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
，

以
前

は
８

ｍ
と

し
て

い
ま

し
た

。
全

体
的

な
見

直
し

と
ミ

ニ
バ

ス
を

通
し

て
い

る
視

点
か

ら
少

し
計

画
内

容
を

変
更

し
た

よ
う

に
聞

い
て

お
り

ま
す

が
，

拡
幅

だ
け

が
防

災
上

絶
対

な
の

か
は

疑
問

で
す

。

　
現

行
の

野
ケ

谷
通

り
は

抜
け

道
化

し
て

お
り

，
地

元
の

住
民

か
ら

す
る

と
危

険
な

通
り

と
の

認
識

が
広

ま
っ

て
い

ま
す

。
更

に
北

野
付

近
で

の
新

た
な

道
路

開
通

に
よ

り
東

八
道

路
は

交
通

量
は

断
然

多
く

な
る

と
予

測
さ

れ
，

そ
の

影
響

は
野

ケ
谷

通
り

に
も

及
ん

で
き

ま
す

。
生

活
道

路
は

地
元

住
民

の
安

全
性

を
第

一
に

考
え

，
安

全
安

心
な

施
策

の
実

行
を

切
望

し
ま

す
。

　
地

域
に

と
っ

て
何

が
安

全
で

利
便

性
の

高
い

公
共

サ
ー

ビ
ス

と
な

る
の

か
，

も
っ

と
住

民
と

行
政

の
話

し
合

い
を

重
要

に
捉

え
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

*
ミ

ニ
バ

ス
の

サ
イ

ズ
が

起
因

し
て

の
道

路
幅

で
あ

る
な

ら
ば

，
そ

の
ミ

ニ
バ

ス
が

地
域

に
ど

の
程

度
必

要
と

し
て

い
て

い
る

の
か

，
他

の
代

替
え

措
置

も
含

め
た

新
た

な
利

便
性

の
確

保
と

の
視

点
は

な
い

の
か

を
考

え
，

評
価

す
る

事
が

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
*
地

域
の

街
づ

く
り

は
交

通
対

策
，

福
祉

の
点

も
含

め
た

連
携

と
総

合
的

な
検

討
が

さ
れ

る
べ

き
と

思
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
1

道
路

拡
幅

に
つ

い
て

　
野

ヶ
谷

通
り

の
一

部
が

7
.5

ｍ
に

拡
幅

す
る

案
に

な
っ

て
い

る
。

野
ヶ

谷
通

り
で

計
画

幅
員

を
7

.5
ｍ

に
す

る
の

は
ミ

ニ
バ

ス
路

線
に

な
っ

て
い

る
た

め
と

思
わ

れ
る

（
該

当
す

る
他

の
道

路
網

構
築

の
視

点
で

は
で

は
6

m
）

。
道

路
の

幅
員

設
定

は
バ

ス
の

走
行

に
伴

う
歩

行
者

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
と

あ
る

が
，

実
際

に
は

，
速

度
を

落
と

し
て

走
る

ミ
ニ

バ
ス

よ
り

，
速

度
を

落
と

さ
な

い
他

の
多

く
の

一
般

車
両

の
方

に
危

険
を

感
じ

る
。

（
ミ

ニ
バ

ス
ダ

イ
ヤ

は
1

時
間

に
1

本
程

度
に

対
し

，
ピ

ー
ク

時
の

交
通

量
の

多
い

部
分

で
は

5
0

0
台

/
時

の
一

般
車

両
の

通
行

が
あ

っ
た

。
：

野
ヶ

谷
通

り
を

考
え

る
会

の
交

通
量

調
査

）
。

通
過

車
両

の
速

度
抑

制
が

求
め

ら
れ

て
い

る
中

，
道

路
を

拡
幅

す
る

こ
と

は
通

過
す

る
自

動
車

が
速

度
を

出
し

や
す

く
な

り
，

致
命

的
な

事
故

に
つ

な
が

り
か

ね
な

い
。

　
ま

た
，

拡
幅

整
備

に
伴

い
，

現
状

で
の

域
外

か
ら

の
通

過
の

た
め

の
流

入
車

両
と

思
わ

れ
る

通
過

台
数

が
さ

ら
に

増
え

る
と

の
危

惧
も

拭
い

さ
れ

な
い

。
　

さ
ら

に
，

成
熟

し
た

低
層

の
住

宅
地

に
お

い
て

，
拡

幅
部

分
の

用
地

を
獲

得
す

る
財

源
，

沿
道

の
住

宅
の

建
替

え
・

改
修

を
行

う
負

担
を

考
え

る
と

，
実

現
の

姿
が

見
え

な
い

。
　

拡
幅

し
て

歩
行

者
空

間
を

確
保

す
る

「
＋

」
と

，
拡

幅
に

伴
う

「
－

」
・

実
現

の
困

難
さ

と
を

考
え

れ
ば

，
あ

え
て

，
道

路
を

広
げ

る
の

で
は

な
く

，
現

状
の

幅
員

で
も

よ
い

の
か

と
思

わ
れ

る
。

　
（

現
状

6
ｍ

で
あ

り
，

案
の

中
で

は
，

6
.0

ｍ
～

1
2

.0
ｍ

が
計

画
幅

員
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

他
ミ

ニ
バ

ス
路

線
で

は
案

の
中

で
も

6
.0

ｍ
と

な
っ

て
い

る
路

線
が

あ
る

。
）

N
o
４

９
と

同
回

答
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目
指

す
べ

き
道

路
網

5
2

●
２

０
ペ

ー
ジ

の
（

６
）

目
指

す
べ

き
地

区
内

道
路

網
（

案
）

で
，

祇
園

寺
通

り
が

幅
員

６
メ

ー
ト

ル
で

表
示

さ
れ

て
い

ま
す

が
，

以
前

に
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

の
中

で
，

整
備

計
画

幅
員

１
０

ｍ
に

な
っ

て
い

る
」

と
聞

い
て

お
り

，
現

状
で

も
幅

員
は

６
メ

ー
ト

ル
以

上
で

，
宅

地
造

成
し

た
箇

所
で

は
そ

う
で

な
い

箇
所

よ
り

も
広

く
な

っ
て

い
ま

す
。

１
８

ペ
ー

ジ
で

は
道

路
幅

６
ｍ

だ
と

歩
道

を
な

く
す

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

が
，

小
学

校
の

通
学

路
で

あ
り

，
ま

た
，

整
備

途
中

の
調

３
・

４
・

１
１

号
線

の
抜

け
道

と
し

て
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

，
日

中
の

車
の

交
通

量
は

比
較

的
多

い
の

で
，

歩
道

は
引

き
続

き
設

置
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
，

２
８

ペ
ー

ジ
の

「
地

区
内

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

案
）

」
で

は
整

備
計

画
の

対
象

か
ら

外
さ

れ
た

よ
う

で
す

が
，

道
幅

を
拡

幅
し

な
く

と
も

，
調

３
・

４
・

１
１

号
線

の
整

備
と

併
せ

て
，

片
側

だ
け

で
も

歩
道

を
２

メ
ー

ト
ル

以
上

確
保

す
る

道
路

と
し

て
整

備
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
3

●
祇

園
寺

通
り

の
整

備
済

み
の

箇
所

に
植

え
込

み
が

作
ら

れ
て

い
る

が
，

雑
草

が
生

い
茂

っ
て

植
え

た
木

が
見

え
ず

，
あ

る
い

は
木

が
な

く
な

っ
た

箇
所

が
あ

る
。

整
備

費
用

に
加

え
維

持
コ

ス
ト

が
嵩

む
割

に
見

栄
え

も
し

な
い

の
で

，
生

活
道

路
の

歩
道

に
は

植
え

込
み

を
作

る
べ

き
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

。

　
祇

園
寺

通
り

は
，

昭
和

６
１

年
に

策
定

し
た

「
調

布
市

生
活

道
路

網
整

備
計

画
」

に
お

い
て

，
計

画
幅

員
１

０
ｍ

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

緊
急

時
の

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

住
み

や
す

い
ま

ち
を

形
成

す
る

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
お

り
，

計
画

幅
員

は
６

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

既
に

６
ｍ

以
上

で
整

備
さ

れ
て

い
る

区
間

な
ど

，
現

道
が

あ
る

場
所

に
つ

い
て

は
，

新
規

に
道

路
の

拡
幅

整
備

は
行

い
ま

せ
ん

が
，

現
道

は
そ

の
ま

ま
残

る
こ

と
と

な
り

ま
す

。
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目
指

す
べ

き
道

路
網

5
4

・
昭

和
6

1
年

に
き

ま
っ

て
い

る
と

は
ビ

ッ
ク

リ
・

住
宅

地
に

8
m

道
路

は
必

要
な

い
・

N
T

T
に

あ
い

て
い

る
場

所
が

あ
る

の
で

考
え

て
ほ

し
い

で
す

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
5

　
こ

の
計

画
が

以
前

か
ら

あ
っ

た
と

急
に

知
ら

さ
れ

た
の

で
お

ど
ろ

き
ま

し
た

　
生

活
道

路
な

の
で

良
く

調
査

を
し

な
が

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
6

　
入

間
町

1
丁

目
に

計
画

さ
れ

て
い

る
8

m
道

路
の

計
画

を
知

り
ま

し
た

が
，

や
め

て
頂

き
た

い
。

　
渋

滞
が

減
っ

て
い

る
現

在
新

し
い

道
路

は
作

ら
な

い
で

ほ
し

い
。

　
先

日
あ

っ
た

火
事

で
は

問
題

な
く

消
火

で
き

ま
し

た
。

　
手

押
し

ポ
ン

プ
で

初
期

消
火

で
き

て
い

ま
す

。
　

ぜ
ひ

と
も

，
計

画
を

中
止

し
て

頂
き

た
い

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
7

　
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

（
案

）
に

お
い

て
幅

員
8

m
に

拡
張

す
る

計
画

地
上

に
入

間
町

一
丁

目
が

入
っ

て
い

る
。

・
道

路
拡

幅
は

や
め

て
ほ

し
い

。
・

消
防

，
防

災
の

見
地

か
ら

拡
幅

計
画

な
の

か
も

し
れ

な
い

が
，

他
の

や
り

方
は

な
い

の
か

。
消

防
車

の
巾

が
な

い
も

の
を

考
え

る
な

り
，

他
に

検
討

し
て

欲
し

い
。

・
道

路
と

し
て

こ
の

道
が

で
き

る
と

，
成

城
方

面
へ

の
抜

け
道

と
し

て
使

わ
れ

る
の

は
目

に
見

え
て

い
る

。
学

校
の

通
学

路
と

し
て

使
う

道
だ

っ
た

が
，

そ
れ

で
良

い
の

か
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
8

　
早

速
申

し
上

げ
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

　
本

計
画

と
な

る
道

路
境

界
に

つ
い

て
，

以
前

，
市

の
職

員
の

立
合

で
N

T
T

や
私

な
ど

の
境

界
の

立
合

を
実

施
し

ま
し

た
。

　
道

路
が

広
く

な
る

こ
と

（
あ

る
程

度
）

に
つ

い
て

は
誰

も
反

対
し

な
い

と
存

じ
ま

す
。

　
立

合
が

済
ん

で
私

は
所

要
の

用
地

を
市

に
寄

付
を

し
ま

し
た

。
　

し
か

し
，

N
T

T
は

立
合

済
の

境
界

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
を

施
工

し
て

，
そ

の
内

側
に

境
界

植
樹

を
し

て
現

在
に

致
っ

て
い

ま
す

。
　

私
は

市
の

要
請

ど
お

り
用

地
を

提
供

し
ま

し
た

が
，

N
T

T
に

は
市

か
ら

の
要

請
が

な
か

っ
た

の
だ

ろ
う

か
不

信
感

が
募

る
ば

か
り

で
す

。
図

面
で

見
る

限
り

小
住

宅
の

並
ぶ

と
こ

ろ
を

8
M

巾
員

の
道

路
を

通
す

こ
と

は
大

変
な

こ
と

と
思

い
ま

す
。

　
境

界
が

N
T

T
と

接
し

て
い

る
箇

所
は

N
T

T
に

ご
協

力
を

頂
い

て
の

進
捗

を
期

待
し

て
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

5
9

　
家

の
前

の
道

路
が

８
ｍ

に
拡

張
さ

れ
る

の
は

反
対

で
す

！
私

は
「

ぜ
ん

そ
く

患
者

」
で

す
。

家
の

前
の

道
路

の
交

通
量

が
増

え
る

と
ぜ

ん
そ

く
が

悪
化

し
ま

す
！

家
の

土
地

も
減

っ
て

生
活

が
や

り
に

く
く

な
り

ま
す

。
入

間
町

地
域

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

に
便

利
と

い
う

名
目

な
ら

皆
様

は
今

で
も

普
通

に
う

ち
の

前
を

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
緑

が
多

く
，

静
か

な
地

域
を

皆
様

が
散

歩
や

ジ
ョ

ギ
ン

グ
を

楽
し

ん
で

い
ま

す
。

　
絶

対
反

対
！

や
め

て
下

さ
い

！
絶

対
反

対
！

や
め

て
下

さ
い

！

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
0

　
当

地
区

の
Ｎ

Ｔ
Ｔ

研
修

セ
ン

タ
ー

グ
ラ

ン
ド

に
，

中
高

一
環

学
校

が
開

校
す

る
事

が
決

ま
り

，
平

成
2

8
年

着
工

，
同

開
校

が
が

平
成

3
0

年
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
お

隣
に

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
が

設
立

予
定

，
そ

の
他

福
祉

関
係

施
設

も
予

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
当

然
当

該
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
が

必
要

で
す

，
今

回
の

「
調

布
市

道
路

網
計

画
」

か
ら

見
る

と
６

ｍ
～

８
ｍ

の
幅

員
が

必
要

で
す

，
ま

た
本

件
は

数
年

以
内

に
確

保
し

な
け

れ
ば

と
考

え
て

い
ま

す
，

当
然

市
側

も
お

考
え

の
事

と
思

い
ま

す
。

従
っ

て
本

件
に

合
わ

せ
，

今
回

の
調

布
市

道
路

網
計

画
を

検
討

し
た

ら
と

考
え

ま
す

。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

　
こ

の
う

ち
，

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
「

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

」
に

該
当

す
る

た
め

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
で

は
，

計
画

幅
員

は
８

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

し
た

が
，

「
道

路
網

計
画

」
で

は
，

現
在

の
土

地
利

用
状

況
等

を
考

慮
し

，
選

定
路

線
及

び
幅

員
を

一
部

変
更

し
ま

し
た

。
　

「
道

路
網

計
画

」
で

は
，

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

と
同

様
に

，
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
か

ら
入

間
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
へ

の
ア

ク
セ

ス
路

を
幅

員
８

ｍ
で

位
置

付
け

ま
す

が
，

入
間

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

か
ら

南
側

の
路

線
に

つ
い

て
は

，
選

定
す

る
路

線
を

変
更

す
る

と
と

も
に

道
路

網
構

築
の

視
点

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
み

の
該

当
と

し
，

幅
員

６
ｍ

で
位

置
付

け
ま

す
。

　
な

お
，

上
記

路
線

に
つ

い
て

は
，

昭
和

６
１

年
に

策
定

し
た

「
調

布
市

生
活

道
路

網
整

備
計

画
」

に
お

い
て

，
計

画
幅

員
６

ｍ
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
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目
指

す
べ

き
道

路
網

6
1

　
小

生
の

考
え

方
は

　
ま

ず
第

一
段

階
と

し
て

，
調

３
・

４
・

１
７

号
道

路
の

途
中

か
ら

Ｎ
Ｔ

Ｔ
研

修
セ

ン
タ

ー
裏

門
ま

で
間

を
整

備
す

る
。

　
第

２
段

階
で

Ｎ
Ｔ

Ｔ
研

修
セ

ン
タ

ー
東

側
道

路
を

拡
幅

，
曲

線
は

直
線

に
し

，
大

規
模

災
害

の
時

「
は

し
ご

車
」

等
が

Ｎ
Ｔ

Ｔ
の

災
害

対
策

に
も

活
用

出
来

る
よ

う
に

す
る

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
2

　
す

で
に

４
ｍ

道
路

が
あ

る
静

か
な

住
宅

街
の

中
に

，
こ

の
よ

う
な

８
ｍ

道
路

計
画

は
全

く
不

要
と

考
え

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
3

　
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

（
案

）
の

入
間

町
８

ｍ
道

路
（

調
３

・
４

・
１

０
と

成
城

富
士

見
橋

通
り

の
間

）
の

拡
幅

を
や

め
る

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
4

＜
入

間
町

１
丁

目
の

自
宅

前
の

生
活

道
路

を
４

ｍ
→

８
ｍ

に
す

る
計

画
案

に
対

し
て

＞

　
以

下
の

理
由

で
道

路
拡

張
案

に
反

対
す

る
。

・
現

行
道

路
で

消
防

車
は

通
行

可
能

で
あ

り
，

入
間

原
公

園
と

公
園

付
近

の
道

路
に

あ
る

散
水

栓
，

消
火

栓
を

使
い

，
消

火
活

動
に

支
障

は
な

い
と

考
え

る
。

ま
た

大
型

の
消

防
車

が
必

要
な

ほ
ど

大
き

い
建

物
は

付
近

に
な

い
。

・
（

計
画

理
由

に
「

地
域

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
考

え
て

・
・

・
」

と
あ

る
が

）
普

段
入

間
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

利
用

す
る

人
は

，
極

め
て

限
ら

れ
て

い
る

の
で

道
路

が
必

要
な

理
由

に
あ

た
ら

な
い

。
緊

急
時

も
現

在
の

道
路

で
充

分
機

能
す

る
と

考
え

る
。

・
道

路
が

広
く

な
る

こ
と

に
よ

り
，

車
の

通
行

量
が

増
え

，
現

在
の

静
か

な
環

境
が

破
壊

さ
れ

，
安

全
な

暮
ら

し
が

お
び

や
か

さ
れ

る
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
5

　
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

の
う

ち
，

調
布

市
入

間
町

１
丁

目
２

５
番

付
近

の
生

活
道

路
を

道
幅

８
ｍ

に
拡

幅
す

る
計

画
に

対
し

て
，

以
下

の
と

お
り

意
見

を
提

出
し

ま
す

の
で

，
検

討
方

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

　
な

お
，

本
計

画
に

つ
い

て
は

，
平

成
２

８
年

１
月

２
２

日
（

金
）

に
，

入
間

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
開

催
さ

れ
た

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
（

個
別

説
明

）
」

に
お

い
て

，
調

布
市

都
市

整
備

部
街

づ
く

り
事

業
課

よ
り

，
説

明
を

う
け

た
も

の
。

[意
見

]
１

．
現

行
の

道
路

幅
で

も
，

火
災

時
等

に
お

け
る

消
防

車
の

通
行

は
十

分
可

能
で

あ
り

，
入

間
原

公
園

内
の

散
水

栓
，

及
び

入
間

原
公

園
隣

接
の

道
路

下
の

消
火

栓
を

用
い

て
，

消
火

活
動

を
行

う
こ

と
に

全
く

支
障

が
な

い
た

め
，

本
計

画
案

は
必

要
な

い
と

考
え

ま
す

。
２

．
道

路
幅

が
現

状
よ

り
も

拡
幅

さ
れ

る
と

，
車

両
通

行
量

の
増

加
が

予
想

さ
れ

，
静

か
な

生
活

環
境

が
破

壊
さ

れ
る

と
と

も
に

，
交

通
事

故
の

発
生

可
能

性
が

高
ま

る
こ

と
で

，
安

全
安

心
か

つ
平

穏
な

日
々

の
暮

ら
し

が
脅

か
さ

れ
る

恐
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
，

本
計

画
案

は
廃

案
が

妥
当

と
考

え
ま

す
。

上
記

２
点

に
よ

り
，

本
計

画
に

つ
い

て
反

対
の

意
見

を
提

出
い

た
し

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網
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6

　
キ

チ
ン

と
し

た
計

画
で

も
，

な
ん

じ
ゅ

う
年

も
時

間
が

た
つ

と
，

無
計

画
と

同
じ

で
す

。

　
田

畑
だ

っ
た

場
所

も
道

が
で

き
，

家
が

建
ち

，
人

々
の

生
活

が
で

き
ま

す
。

家
は

少
な

か
ら

ず
，

人
々

の
財

産
で

す
。

そ
の

財
産

を
ど

ん
な

権
力

も
奪

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

　
充

分
に

道
路

と
し

て
機

能
を

は
た

し
，

消
防

車
も

通
る

道
を

な
ぜ

わ
ざ

わ
ざ

８
ｍ

道
路

に
拡

長
し

て
個

人
の

財
産

を
う

ば
い

と
る

の
か

，
そ

ん
な

こ
と

を
し

て
良

い
は

ず
が

な
い

。
　

道
が

４
ｍ

で
せ

ま
い

な
ら

，
一

方
通

行
道

路
に

す
れ

ば
良

い
。

調
布

市
入

間
町

１
－

２
５

地
区

の
道

路
拡

張
は

で
き

る
こ

と
な

ら
止

り
や

め
て

ほ
し

い
。

　
必

要
な

ら
，

Ｎ
Ｔ

Ｔ
の

草
む

ら
を

道
路

拡
張

の
為

に
買

収
す

れ
ば

，
一

般
の

人
々

の
財

産
を

う
ば

わ
な

い
と

思
い

ま
す

。
　

畑
と

し
て

ま
っ

た
く

機
能

し
て

い
な

い
土

地
を

道
路

と
し

て
一

番
の

候
補

地
に

す
べ

き
で

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
7

●
 入

間
町

１
丁

目
内

の
地

区
内

道
路

（
幅

員
８

ｍ
）

を
削

除
す

る
こ

と

目
指

す
べ

き
道

路
網

6
8

●
 Ｐ

．
２

０
 入

間
町

１
丁

目
内

の
地

区
内

道
路

（
幅

員
８

ｍ
）

を
削

除
す

る
こ

と
　

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

及
び

消
防

活
動

困
難

区
域

の
解

消
に

資
す

る
路

線
と

の
こ

と
だ

が
，

全
く

不
要

で
あ

る
。

机
上

の
空

論
を

も
と

に
導

き
出

し
た

結
果

で
，

地
域

住
民

か
ら

す
れ

ば
非

常
識

以
外

の
何

物
で

も
な

い
。

必
要

性
が

な
い

ば
か

り
か

，
多

く
の

住
宅

が
立

退
き

や
セ

ッ
ト

バ
ッ

ク
を

強
い

ら
れ

，
街

こ
わ

し
，

道
路

公
害

，
抜

け
道

に
な

る
。

　
調

布
消

防
署

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
た

結
果

は
，

「
入

間
町

１
丁

目
の

こ
の

地
域

に
消

防
活

動
困

難
区

域
は

あ
り

ま
せ

ん
。

」
で

あ
る

。

N
o
５

４
・

５
５

・
５

６
・

５
７

・
５

８
・

５
９

・
６

０
と

同
回

答
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目
指

す
べ

き
道

路
網
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9

【
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
背

景
】

　
私

ど
も

の
家

の
前

の
道

路
が

，
東

京
都

の
道

路
と

し
て

８
ｍ

に
拡

幅
さ

れ
る

対
象

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
「

国
分

寺
崖

線
の

緑
を

守
り

，
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
を

考
え

る
会

」
の

自
宅

へ
の

投
げ

込
み

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
初

め
て

知
り

ま
し

た
。

２
０

１
６

年
１

月
３

０
日

（
土

）
に

入
間

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
調

布
市

様
と

の
協

議
の

場
が

あ
る

事
を

知
り

家
内

と
共

に
参

加
い

た
し

ま
し

た
。

　
調

布
市

様
は

質
問

に
対

し
逃

げ
る

こ
と

な
く

，
答

え
ら

れ
る

部
分

は
し

っ
か

り
回

答
を

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

，
現

段
階

で
は

不
明

な
点

も
多

く
，

特
に

私
ど

も
の

前
の

道
路

は
都

道
に

な
る

と
い

う
こ

と
な

の
で

必
ず

し
も

我
々

が
満

足
す

る
回

答
は

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
た

。
○

ど
の

よ
う

に
拡

幅
さ

れ
る

の
か

（
自

分
た

ち
の

所
有

地
の

ど
こ

が
収

用
の

対
象

に
な

る
の

か
等

）
○

こ
れ

に
よ

り
ど

の
よ

う
な

環
境

変
化

が
発

生
す

る
の

か
○

自
分

の
所

有
地

が
収

用
の

対
象

に
な

っ
た

と
き

の
補

償
額

，
も

し
も

自
宅

を
売

却
す

る
時

に
ど

の
よ

う
な

注
意

点
が

必
要

な
の

か
等

分
か

ら
な

い
こ

と
も

多
く

あ
り

ま
し

た
。

　
拡

幅
さ

れ
る

道
路

際
に

住
む

，
我

々
に

と
っ

て
は

寝
耳

に
水

の
感

覚
で

あ
り

，
こ

れ
が

本
当

に
現

実
か

と
も

疑
い

ま
し

た
。

曖
昧

な
点

が
多

い
中

，
２

月
１

０
日

が
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
期

日
で

あ
る

の
も

少
し

戸
惑

っ
て

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
0

○
自

宅
周

辺
は

緑
も

多
く

，
と

て
も

静
か

な
住

環
境

で
し

た
。

道
路

拡
幅

で
ど

の
程

度
環

境
が

乱
さ

れ
る

の
か

，
や

は
り

知
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

引
き

続
き

静
か

な
環

境
を

望
み

ま
す

。
○

ま
た

何
ら

か
の

開
発

計
画

が
周

辺
で

あ
る

の
か

も
知

り
た

い
と

思
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
1

　
さ

て
，

若
葉

町
地

区
「

実
篤

記
念

館
か

ら
入

間
歩

道
橋

ま
で

」
の

間
の

道
路

を
8

m
に

拡
張

す
る

件
に

つ
い

て
，

現
在

6
m

道
路

に
な

っ
て

い
る

箇
所

に
居

住
し

て
お

り
ま

す
が

，
8

m
へ

の
拡

張
は

不
要

と
考

え
ま

す
。

若
葉

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

か
ら

の
危

険
で

あ
る

か
ら

，
道

路
の

整
備

を
し

て
欲

し
い

と
い

う
要

望
に

基
づ

き
行

う
と

の
話

を
伺

っ
て

お
り

ま
す

が
，

極
端

に
狭

く
な

っ
て

い
る

箇
所

や
，

歩
道

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
箇

所
は

危
険

箇
所

と
言

え
ま

す
が

保
護

者
の

立
場

か
ら

言
わ

せ
て

い
た

だ
け

れ
ば

，
8

m
道

路
に

し
て

車
の

通
行

量
が

増
え

る
こ

と
の

方
が

危
険

で
あ

る
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

。

　
従

っ
て

，
若

葉
町

地
区

「
実

篤
記

念
館

か
ら

入
間

歩
道

橋
ま

で
」

の
間

の
道

路
を

8
m

に
拡

幅
す

る
件

は
反

対
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
2

　
特

に
若

葉
小

と
四

中
の

間
の

道
路

拡
幅

に
よ

る
交

通
量

の
増

加
，

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ

プ
は

児
童

生
徒

の
往

来
と

学
習

環
境

に
と

っ
て

，
危

険
要

因
と

な
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
3

●
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

（
案

）
の

若
葉

町
８

ｍ
道

路
（

調
３

・
４

・
１

０
と

調
３

・
４

・
１

７
の

間
）

の
拡

幅
を

や
め

る
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
4

　
拡

幅
さ

れ
る

理
由

が
通

学
路

の
た

め
と

聞
き

ま
し

た
が

，
そ

れ
は

本
当

で
す

か
！

？
そ

れ
な

ら
，

全
く

無
意

味
な

計
画

だ
と

お
も

い
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

，
通

学
路

と
し

て
使

っ
て

い
る

児
童

が
ご

く
僅

か
で

し
か

な
い

か
ら

で
す

。
若

葉
小

学
校

に
通

う
生

徒
は

実
篤

公
園

か
ら

南
側

は
数

件
で

実
篤

公
園

か
ら

北
側

は
滝

坂
小

学
校

に
通

う
た

め
で

す
。

中
学

生
に

関
し

て
も

，
同

様
で

す
。

滝
坂

小
学

校
か

ら
第

四
中

学
校

に
通

う
に

は
，

こ
の

道
路

は
あ

ま
り

使
わ

れ
ず

，
多

く
は

，
ド

ン
グ

リ
坂

と
呼

ば
れ

て
い

る
坂

に
繋

が
る

道
を

多
く

通
り

ま
す

。
こ

の
計

画
実

施
さ

れ
た

と
し

て
も

，
そ

の
頃

に
は

何
人

が
こ

こ
を

通
学

す
る

で
し

ょ
う

か
。

　
調

布
市

は
，

な
に

を
持

っ
て

こ
の

計
画

を
発

案
し

た
の

か
教

え
て

く
だ

さ
い

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
5

「
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

」
へ

の
意

見
　

こ
の

度
は

「
調

布
道

路
網

計
画

（
案

）
※

」
に

つ
い

て
意

見
を

述
べ

る
機

会
を

作
っ

て
く

だ
さ

り
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

※
以

下
「

計
画

案
」

と
記

す
　

計
画

案
に

掲
げ

ら
れ

た
道

路
に

面
し

て
自

宅
が

あ
り

ま
す

。
　

早
速

で
す

が
，

計
画

案
に

反
対

で
す

。
　

反
対

理
由

は
以

下
の

通
り

で
す

（
他

N
O

.２
５

・
２

７
・

７
６

・
７

７
・

１
７

３
・

１
７

９
）

。
必

要
の

な
い

拡
幅

整
備

　
自

宅
前

の
道

路
は

既
に

十
分

な
道

幅
が

あ
り

，
緊

急
車

両
も

十
分

通
行

で
き

何
の

不
自

由
も

感
じ

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
道

路
を

税
金

を
か

け
て

ま
で

拡
幅

す
る

必
要

は
な

い
で

す
。

ま
っ

先
に

手
を

つ
け

る
道

路
で

は
な

く
，

ま
っ

先
に

候
補

か
ら

は
ず

す
べ

き
道

で
す

。
　

計
画

道
路

の
整

備
完

了
後

 道
幅

６
ｍ

の
箇

所
が

一
箇

所
で

も
あ

る
の

な
ら

ば
そ

れ
に

つ
な

が
る

道
路

の
道

幅
も

６
ｍ

あ
れ

ば
十

分
で

す
。

　
品

川
道

路
の

完
成

後
計

画
案

を
推

進
す

る
の

で
あ

れ
ば

ま
だ

理
解

で
き

ま
す

が
品

川
道

路
の

完
成

前
に

推
進

す
る

の
は

順
不

同
で

す
。

N
o
５

４
・

５
５

・
５

６
・

５
７

・
５

８
・

５
９

・
６

０
と

同
回

答

　
当

該
路

線
は

，
昭

和
６

１
年

に
策

定
し

た
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

６
～

７
ｍ

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
避

難
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

こ
の

う
ち

，
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
の

「
小

学
校

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

」
で

抽
出

さ
れ

て
い

る
た

め
，

計
画

幅
員

は
８

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

な
お

，
道

路
網

構
築

の
視

点
に

２
つ

以
上

当
て

は
ま

り
，

視
点

ご
と

の
幅

員
が

異
な

る
場

合
は

，
広

い
方

の
幅

員
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
当

該
路

線
に

つ
い

て
は

，
小

学
校

の
通

学
路

に
お

い
て

，
子

ど
も

を
危

険
か

ら
守

る
た

め
，

歩
行

者
と

車
両

の
歩

車
分

離
等

を
図

り
，

歩
行

者
空

間
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
，

安
全

な
歩

行
者

空
間

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

，
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
道

路
空

間
の

確
保

だ
け

で
な

く
，

局
所

的
改

良
や

交
通

安
全

の
視

点
を

含
む

総
合

的
な

取
組

を
行

う
こ

と
が

重
要

と
考

え
，

部
分

的
に

解
決

す
る

必
要

の
あ

る
課

題
と

し
て

，
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
っ

て
い

る
箇

所
及

び
小

学
校

の
周

辺
な

ど
で

，
「

機
能

確
保

の
た

め
の

総
合

的
取

組
」

を
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

小
学

校
の

周
辺

に
つ

い
て

は
，

合
計

５
箇

所
を

選
定

し
て

お
り

，
そ

の
１

箇
所

と
し

て
若

葉
小

周
辺

を
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
こ

の
取

組
で

は
，

部
分

的
な

拡
幅

や
交

通
規

制
の

変
更

（
速

度
規

制
，

ゾ
ー

ン
３

０
の

設
定

等
）

，
既

存
道

路
の

有
効

活
用

（
交

差
点

改
良

，
物

理
的

デ
バ

イ
ス

の
設

置
等

）
に

よ
り

，
機

能
の

確
保

が
で

き
な

い
か

な
ど

を
検

討
し

ま
す

。
今

後
，

各
地

域
の

状
況

を
適

切
に

把
握

し
，

早
期

の
課

題
解

決
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。
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目
指

す
べ

き
道

路
網

7
6

町
並

み
を

壊
す

計
画

案
　

自
宅

前
の

道
路

の
両

側
に

建
て

ら
れ

た
家

は
同

じ
施

行
会

社
で

長
い

年
月

を
か

け
よ

く
考

え
た

開
放

的
な

雰
囲

気
の

き
れ

い
な

町
並

み
で

す
。

そ
れ

を
敢

え
て

壊
す

必
要

は
な

い
で

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
7

歩
行

者
の

安
全

が
確

保
さ

れ
な

い
。

　
自

宅
前

の
道

路
は

近
く

の
高

齢
者

用
施

設
の

利
用

者
・

近
く

の
保

育
園

の
園

児
・

周
辺

住
民

の
お

散
歩

ル
ー

ト
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

諸
外

国
に

比
べ

日
本

は
車

の
ド

ラ
イ

バ
ー

さ
ん

の
歩

行
者

優
先

意
識

が
低

く
，

道
路

が
広

い
と

ス
ピ

ー
ド

を
上

げ
る

可
能

性
が

高
い

で
す

。
　

上
記

の
方

々
の

交
通

事
故

発
生

の
確

立
が

高
く

な
り

ま
す

。
　

ま
た

道
幅

を
広

げ
る

と
か

え
っ

て
危

険
で

す
。

　
広

げ
た

と
し

て
も

そ
の

道
路

に
つ

な
が

る
道

の
幅

は
狭

い
ま

ま
な

の
で

急
に

ス
ピ

ー
ド

上
げ

た
り

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
さ

な
か

っ
た

り
と

危
険

が
増

大
し

ま
す

。
　

計
画

案
に

記
さ

れ
て

い
る

”
生

活
道

路
の

定
義

”
（

歩
行

者
な

ど
の

交
通

を
重

視
・

歩
行

者
な

ど
の

安
全

性
の

確
保

）
か

ら
外

れ
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
8

　
調

布
若

葉
小

学
校

第
四

中
学

か
ら

品
川

通
り

の
延

伸
部

分
に

つ
な

が
る

生
活

道
路

の
幅

を
８

ｍ
に

す
る

計
画

に
つ

い
て

の
意

見
で

す
。

　
若

葉
町

１
－

７
あ

た
り

の
道

は
，

昔
狭

い
道

で
し

た
が

沢
山

の
住

宅
が

出
来

綺
麗

に
整

備
さ

れ
今

で
は

歩
道

を
入

れ
る

と
７

ｍ
強

の
幅

の
道

に
な

っ
て

い
ま

す
。

救
急

車
や

消
防

車
に

も
十

分
な

道
幅

で
す

。
こ

ん
な

所
に

私
達

の
無

駄
な

税
金

を
使

う
の

で
は

な
く

，
今

あ
る

こ
の

道
を

上
手

に
使

う
こ

と
を

考
え

て
下

さ
い

。
　

こ
の

あ
た

り
の

住
民

は
，

３
・

４
・

１
０

号
線

，
入

間
川

洪
水

の
恐

れ
，

ゲ
リ

ラ
豪

雨
に

よ
る

地
下

水
の

問
題

等
沢

山
問

題
を

抱
え

て
い

ま
す

。
そ

れ
に

今
度

は
，

皆
さ

ん
が

知
ら

な
い

間
に

8
m

の
線

を
引

き
ま

し
た

。
今

度
は

，
セ

ッ
ト

バ
ッ

ク
の

問
題

を
突

き
つ

け
て

来
ま

し
た

。
　

も
う

少
し

住
民

に
寄

り
添

っ
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

地
図

の
上

だ
け

で
線

を
引

か
れ

て
も

，
そ

こ
で

生
活

を
し

て
生

き
て

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

7
9

　
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

に
つ

い
て

は
，

近
所

の
方

か
ら

う
か

が
う

ま
で

こ
の

よ
う

な
話

が
出

て
い

た
事

を
知

ら
ず

，
驚

い
て

い
ま

す
。

　
計

画
が

実
行

さ
れ

れ
ば

，
我

が
家

も
含

め
て

ご
近

所
の

方
々

の
玄

関
と

駐
車

場
が

１
メ

ー
ト

ル
以

上
セ

ッ
ト

バ
ッ

ク
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
　

車
を

持
っ

て
維

持
す

る
た

め
に

現
在

の
家

を
購

入
し

た
の

で
す

が
，

駐
車

場
が

削
ら

れ
れ

ば
，

車
が

置
け

な
く

な
っ

て
し

ま
い

，
土

地
の

価
値

も
下

が
り

ま
す

。
　

ま
た

我
が

家
の

前
は

小
学

校
と

中
学

校
の

通
学

路
で

す
。

　
今

で
も

ス
ピ

ー
ド

を
出

し
て

飛
ば

す
車

が
い

て
危

な
い

の
で

す
が

，
道

路
が

広
く

な
れ

ば
さ

ら
に

飛
ば

す
車

が
増

え
る

こ
と

も
心

配
し

て
い

ま
す

。
　

一
番

影
響

の
あ

る
住

民
が

こ
の

計
画

に
つ

い
て

説
明

が
な

い
ま

ま
計

画
が

進
む

こ
と

に
は

賛
成

で
き

か
ね

ま
す

。

N
o
７

１
・

７
２

・
７

３
・

７
４

・
７

５
と

同
回

答
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目
指

す
べ

き
道

路
網

8
0

　
標

記
の

「
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

へ
の

意
見

」
に

つ
い

て
意

見
を

述
べ

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

　
第

４
中

学
校

と
若

葉
小

学
校

の
間

を
通

っ
て

い
る

４
ｍ

程
度

の
道

路
幅

を
８

ｍ
道

路
幅

に
す

る
計

画
を

策
定

さ
れ

て
い

る
様

で
す

が
，

声
を

大
に

し
て

反
対

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

　
私

の
家

は
道

路
幅

拡
張

の
対

象
と

な
る

道
路

に
面

し
て

お
り

，
当

然
な

が
ら

賛
成

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

こ
の

拡
張

に
よ

っ
て

，
閑

静
な

住
宅

街
が

騒
音

，
振

動
，

大
気

汚
染

な
ど

の
悪

影
響

が
出

る
だ

け
で

な
く

，
交

通
事

故
が

増
加

す
る

事
も

懸
念

さ
れ

，
住

環
境

や
資

産
価

値
ま

で
大

き
く

下
が

る
も

の
と

予
想

さ
れ

ま
す

。
従

い
ま

し
て

，
こ

の
道

路
の

拡
張

計
画

に
つ

い
て

中
止

を
強

く
要

請
し

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

8
1

・
例

え
ば

，
若

葉
小

学
校

横
の

道
路

の
幅

員
を

広
げ

る
と

，
車

の
流

入
が

増
え

尚
且

つ
，

車
の

ス
ピ

ー
ド

が
上

が
る

。
生

活
道

路
で

の
環

境
，

安
全

を
道

路
計

画
の

み
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

こ
と

は
反

対
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

8
2

＜
生

活
道

路
　

入
間

町
・

若
葉

町
の

拡
幅

等
の

計
画

に
つ

い
て

＞
1

）
 市

の
説

明
で

は
，

4
ｍ

か
ら

8
ｍ

へ
の

拡
幅

は
主

に
歩

道
の

確
保

の
た

め
で

あ
り

，
車

道
の

幅
は

そ
れ

ほ
ど

変
わ

ら
な

い
と

い
う

こ
と

だ
が

，
車

道
の

み
で

4
.5

ｍ
幅

を
確

保
す

る
と

い
う

こ
と

は
，

結
局

そ
の

分
，

車
は

歩
行

者
を

気
に

す
る

こ
と

な
く

ス
ピ

ー
ド

を
上

げ
て

走
行

で
き

る
こ

と
に

な
る

。
沿

線
住

民
の

住
環

境
は

著
し

く
損

な
わ

れ
る

恐
れ

が
あ

り
，

騒
音

，
大

気
汚

染
，

振
動

な
ど

が
憂

慮
さ

れ
る

。

　
入

間
町

の
地

区
内

道
路

は
，

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

　
こ

の
う

ち
，

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
「

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

」
に

該
当

す
る

た
め

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
で

は
，

計
画

幅
員

は
８

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

し
た

が
，

「
道

路
網

計
画

」
で

は
，

現
在

の
土

地
利

用
状

況
等

を
考

慮
し

，
選

定
路

線
及

び
幅

員
を

一
部

変
更

し
ま

し
た

。
　

「
道

路
網

計
画

」
で

は
，

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

と
同

様
に

，
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
か

ら
入

間
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
へ

の
ア

ク
セ

ス
路

を
幅

員
８

ｍ
で

位
置

付
け

ま
す

が
，

入
間

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

か
ら

南
側

の
路

線
に

つ
い

て
は

，
選

定
す

る
路

線
を

変
更

す
る

と
と

も
に

道
路

網
構

築
の

視
点

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
み

の
該

当
と

し
，

幅
員

６
ｍ

で
位

置
付

け
ま

す
。

　
な

お
，

上
記

路
線

に
つ

い
て

は
，

昭
和

６
１

年
に

策
定

し
た

「
調

布
市

生
活

道
路

網
整

備
計

画
」

に
お

い
て

，
計

画
幅

員
６

ｍ
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。

　
若

葉
町

の
地

区
内

道
路

は
，

昭
和

６
１

年
に

策
定

し
た

「
調

布
市

生
活

道
路

網
整

備
計

画
」

に
お

い
て

，
計

画
幅

員
６

～
７

ｍ
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
　

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
は

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
の

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

緊
急

時
の

避
難

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
い

ま
す

。
こ

の
う

ち
，

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
「

小
学

校
へ

の
ア

ク
セ

ス
路

線
」

に
該

当
す

る
た

め
，

計
画

幅
員

は
８

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

な
お

，
道

路
網

構
築

の
視

点
に

２
つ

以
上

当
て

は
ま

り
，

視
点

ご
と

の
幅

員
が

異
な

る
場

合
は

，
広

い
方

の
幅

員
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

道
路

を
整

備
す

る
時

の
影

響
に

つ
い

て
は

，
路

線
に

よ
っ

て
地

形
条

件
等

が
異

な
る

た
め

，
個

別
路

線
の

事
業

化
段

階
で

調
査

検
討

す
る

の
が

適
切

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

8
3

●
目

指
す

べ
き

地
区

内
道

路
網

（
案

）
の

若
葉

町
６

ｍ
道

路
（

調
３

・
４

・
１

０
と

都
道

１
１

８
）

の
拡

幅
を

や
め

る
。

　
当

該
路

線
は

，
昭

和
６

１
年

に
策

定
し

た
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

６
ｍ

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

緊
急

時
の

物
資

や
活

動
人

員
の

輸
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
い

ま
す

。
こ

の
う

ち
，

「
消

防
活

動
困

難
区

域
を

解
消

す
る

路
線

」
に

該
当

す
る

た
め

，
計

画
幅

員
６

ｍ
の

路
線

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

8
4

　
市

は
，

先
月

の
協

議
は

若
葉

町
の

住
民

に
周

知
さ

れ
て

い
な

か
っ

こ
と

を
踏

ま
え

て
，

再
度

協
議

を
す

べ
き

だ
と

考
え

ま
す

。
　

平
成

２
８

年
１

月
３

０
日

（
土

）
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
，

「
国

分
寺

崖
線

の
緑

を
守

り
，

調
布

3
・

4
・

1
0

号
線

を
考

え
る

会
」

と
の

協
議

に
つ

い
て

は
，

同
会

が
主

催
し

，
調

布
市

が
説

明
に

伺
っ

た
会

で
あ

る
た

め
，

市
か

ら
住

民
の

皆
さ

ん
に

周
知

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

　
当

該
路

線
は

，
昭

和
６

１
年

に
策

定
し

た
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

６
～

７
ｍ

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
避

難
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

こ
の

う
ち

，
「

地
域

の
拠

点
や

主
要

施
設

へ
の

安
全

で
快

適
な

移
動

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
の

「
小

学
校

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
線

」
で

抽
出

さ
れ

て
い

る
た

め
，

計
画

幅
員

は
８

ｍ
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

な
お

，
道

路
網

構
築

の
視

点
に

２
つ

以
上

当
て

は
ま

り
，

視
点

ご
と

の
幅

員
が

異
な

る
場

合
は

，
広

い
方

の
幅

員
で

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

道
路

を
整

備
す

る
時

の
影

響
に

つ
い

て
は

，
路

線
に

よ
っ

て
地

形
条

件
等

が
異

な
る

た
め

，
個

別
路

線
の

事
業

化
段

階
で

調
査

検
討

す
る

の
が

適
切

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム

案
N

o
御

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
8
5

　
計

画
検

討
路

線
は

，
検

討
結

果
に

よ
っ

て
，

廃
止

も
含

め
た

内
容

に
す

べ
き

と
考

え
ま

す
。

　
計

画
検

討
路

線
に

つ
い

て
は

，
検

討
し

た
結

果
，

他
の

生
活

道
路

に
代

替
で

き
る

場
合

等
，

都
市

計
画

道
路

と
し

て
廃

止
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
Ｐ

８
や

Ｐ
２

９
に

示
さ

れ
て

い
る

図
に

も
廃

止
を

含
め

た
内

容
に

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
等

な
ど

を
選

定
し

，
今

後
，

地
域

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

個
別

路
線

ご
と

に
道

路
整

備
の

実
現

に
向

け
て

検
討

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
8
6

計
画

検
討

路
線

に
つ

い
て

　
計

画
検

討
路

線
と

な
っ

た
路

線
（

区
間

）
に

つ
い

て
の

「
検

討
」

は
，

そ
の

路
線

の
必

要
性

に
つ

い
て

も
検

討
の

対
象

と
し

，
そ

の
路

線
の

環
境

負
荷

な
ど

マ
イ

ナ
ス

面
に

つ
い

て
も

具
体

的
に

検
討

し
，

計
画

廃
止

の
可

能
性

を
排

除
せ

ず
，

こ
れ

ら
の

検
討

を
形

式
的

で
は

な
い

市
民

参
加

の
も

と
で

，
十

分
に

時
間

を
か

け
て

行
う

こ
と

が
不

可
欠

で
す

。
　

よ
り

具
体

的
に

は
，

調
布

市
道

路
網

計
画

（
案

）
に

次
（

N
O

.８
７

）
の

よ
う

に
記

載
す

る
こ

と
を

求
め

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
8
7

（
p

.2
4

の
記

述
の

改
訂

案
）

　
広

域
道

路
網

と
し

て
必

要
性

が
確

認
さ

れ
た

路
線

の
う

ち
，

特
別

な
事

由
に

よ
り

，
道

路
の

線
形

，
幅

員
，

位
置

，
構

造
の

変
更

な
ど

都
市

計
画

の
内

容
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

路
線

を
計

画
検

討
路

線
と

し
て

位
置

付
け

ま
す

。
計

画
検

討
路

線
に

は
，

事
業

化
を

見
据

え
て

構
造

・
幅

員
等

を
検

討
す

る
路

線
や

，
【

必
要

性
を

含
め

て
改

め
て

検
証

し
】

既
存

道
路

【
や

他
の

都
市

計
画

道
路

】
へ

の
振

り
替

え
を

検
討

す
る

路
線

等
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

【
地

域
の

状
況

・
課

題
に

即
し

た
具

体
的

な
】

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

【
こ

の
検

討
に

は
，

地
域

住
民

を
は

じ
め

市
民

が
参

加
し

て
，

検
討

結
果

に
つ

い
て

合
意

が
得

ら
れ

な
け

れ
ば

，
事

業
化

に
は

進
ま

な
い

こ
と

と
し

ま
す

。
住

民
・

市
民

の
参

加
の

仕
組

み
に

つ
い

て
は

，
初

年
度

に
市

民
の

意
見

を
踏

ま
え

て
検

討
し

ま
す

。
計

画
検

討
路

線
に

つ
い

て
は

，
検

討
結

果
に

よ
っ

て
，

他
路

線
へ

の
振

り
替

え
や

計
画

の
廃

止
も

あ
り

得
ま

す
。

】
　

注
：

原
案

で
も

「
既

存
道

路
へ

の
振

り
替

え
を

検
討

す
る

」
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

の
だ

か
ら

，
必

要
性

の
再

検
証

や
検

討
結

果
に

よ
る

都
市

計
画

廃
止

が
あ

り
う

る
こ

と
は

，
論

理
的

に
推

論
で

き
る

，
そ

の
点

を
よ

り
明

瞭
に

す
る

た
め

に
上

記
の

加
筆

を
求

め
て

い
る

の
で

あ
り

，
案

以
上

の
こ

と
を

要
求

し
て

い
る

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
　

た
だ

し
，

市
民

参
加

に
つ

い
て

案
で

全
く

触
れ

て
い

な
い

の
は

，
ま

こ
と

に
不

当
で

す
。

調
布

市
道

路
網

計
画

策
定

過
程

で
「

市
民

参
加

」
を

標
榜

し
て

き
た

の
で

す
か

ら
，

こ
れ

か
ら

の
「

検
討

」
プ

ロ
セ

ス
に

こ
そ

市
民

の
存

在
が

よ
り

重
要

で
す

。
　

ま
た

，
住

民
と

の
合

意
形

成
に

つ
い

て
は

，
第

3
次

事
業

化
計

画
で

優
先

整
備

路
線

で
あ

っ
た

調
布

3
・

4
・

1
0

号
線

に
関

す
る

住
民

と
の

協
議

に
お

い
て

，
市

幹
部

が
「

合
意

が
な

け
れ

ば
事

業
化

し
な

い
」

と
の

主
旨

の
発

言
を

な
さ

っ
て

き
た

経
緯

が
あ

り
，

そ
れ

を
踏

ま
え

れ
ば

，
ま

た
今

回
設

定
す

る
「

計
画

検
討

路
線

」
で

は
尚

更
の

こ
と

，
合

意
形

成
を

事
業

化
へ

進
む

前
に

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

と
し

て
設

定
す

る
の

は
当

然
で

す
。

（
p

.2
9

の
記

述
の

改
定

案
）

　
「

計
画

検
討

路
線

」
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

地
域

の
【

具
体

的
な

】
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

計
画

検
討

，
都

市
計

画
手

続
等

，
事

業
化

検
討

の
３

段
階

に
分

け
，

概
ね

１
０

年
後

の
平

成
３

７
年

度
を

目
標

と
し

，
【

市
民

参
加

の
も

と
で

地
域

の
合

意
を

得
る

べ
く

】
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

【
計

画
検

討
の

結
果

，
事

業
化

検
討

に
進

む
路

線
が

あ
る

一
方

で
，

他
路

線
へ

の
振

り
替

え
や

計
画

の
廃

止
に

い
た

る
路

線
が

で
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
】

　
注

：
案

の
「

実
現

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

」
は

「
計

画
検

討
路

線
」

の
検

討
を

あ
く

ま
で

地
域

の
実

情
と

課
題

を
踏

ま
え

て
予

断
な

く
進

め
る

上
で

，
不

適
切

な
表

現
と

思
い

ま
す

。
な

お
，

p
.2

4
に

は
「

事
業

化
を

見
据

え
て

構
造

・
幅

員
等

を
検

討
す

る
路

線
」

と
の

記
述

が
案

に
あ

り
，

「
事

業
化

を
見

据
え

て
」

は
予

断
を

含
ん

で
い

ま
す

が
，

こ
れ

は
次

の
文

の
「

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
」

と
並

記
し

た
も

の
で

す
か

ら
，

論
理

的
に

許
容

さ
れ

る
と

判
断

し
ま

し
た

。
　

注
：

取
消

線
部

分
は

削
除

す
べ

き
箇

所
　

【
　

】
内

は
加

筆
す

べ
き

箇
所

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

こ
の

た
め

，
「

必
要

性
を

含
め

て
改

め
て

検
証

し
」

と
い

う
文

章
は

「
計

画
検

討
路

線
」

の
説

明
に

記
述

す
る

内
容

で
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

　
ま

た
，

「
計

画
検

討
路

線
」

選
定

に
当

た
っ

て
は

，
「

既
存

道
路

を
活

用
し

，
都

市
計

画
道

路
の

機
能

を
代

替
で

き
る

可
能

性
の

あ
る

路
線

」
を

検
討

の
考

え
方

の
ひ

と
つ

と
し

て
い

ま
す

が
，

当
項

目
は

都
市

計
画

道
路

と
並

行
す

る
既

存
道

路
の

機
能

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
当

該
道

路
が

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
路

線
を

選
定

す
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

す
。

　
ま

た
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
つ

い
て

は
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
計

画
検

討
，

都
市

計
画

手
続

等
，

事
業

化
検

討
の

３
段

階
に

分
け

，
概

ね
１

０
年

後
の

平
成

３
７

年
度

を
目

標
と

し
，

実
現

に
向

け
た

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
　

第
一

段
階

の
「

計
画

検
討

」
で

は
，

計
画

の
変

更
等

に
つ

い
て

検
討

し
，

第
二

段
階

の
「

都
市

計
画

手
続

等
」

で
は

，
計

画
の

変
更

等
の

妥
当

性
が

確
認

さ
れ

た
場

合
，

都
市

計
画

手
続

等
を

実
施

し
，

第
三

段
階

の
「

事
業

化
検

討
」

で
は

，
都

市
計

画
手

続
等

（
変

更
等

が
必

要
な

場
合

）
を

実
施

後
，

事
業

化
に

向
け

た
検

討
を

す
る

予
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

市
民

参
加

の
や

り
方

等
に

つ
い

て
は

，
第

一
段

階
の

「
計

画
検

討
」

の
中

で
検

討
す

る
予

定
で

す
。



２ 結果 
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目
指

す
べ

き
道

路
網

8
8

　
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

が
公

表
さ

れ
ま

し
た

。
　

私
は

つ
つ

じ
ヶ

丘
駅

北
側

に
住

ん
で

お
り

ま
す

。
　

現
在

つ
つ

じ
ヶ

丘
駅

北
口

は
，

甲
州

街
道

で
途

切
れ

，
ク

ラ
ン

ク
状

で
神

代
植

物
園

通
り

に
入

り
ま

す
。

車
，

バ
ス

，
ト

ラ
ッ

ク
が

，
こ

の
ク

ラ
ン

ク
を

走
行

す
れ

ば
，

渋
滞

を
招

い
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
渋

滞
な

ら
回

避
も

有
り

ま
す

が
，

人
や

自
転

車
な

ど
は

，
危

険
こ

の
上

な
い

状
態

で
す

。
　

特
に

子
供

に
と

っ
て

は
，

い
つ

事
故

が
起

き
て

も
お

か
し

く
な

い
状

態
で

す
。

　
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
北

口
か

ら
甲

州
街

道
を

横
切

る
道

路
は

出
来

な
い

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
？

　
突

き
当

た
り

に
は

，
曹

洞
宗

　
金

龍
寺

が
あ

り
ま

す
。

　
簡

単
な

問
題

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

，
計

画
（

案
）

と
し

て
取

り
上

げ
て

い
た

だ
け

る
と

有
難

い
で

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
8
9

　
居

住
地

に
隣

接
す

る
計

画
道

路
に

つ
い

て
　

駅
へ

の
主

要
な

通
り

道
に

な
っ

て
お

り
，

人
通

り
も

け
っ

こ
う

あ
り

ま
す

が
，

バ
ス

路
線

に
も

な
っ

て
お

り
バ

ス
の

往
来

が
あ

っ
た

り
，

大
き

な
ミ

キ
サ

ー
車

が
通

る
な

ど
も

し
ま

す
。

　
し

か
し

，
道

路
が

狭
く

，
歩

道
を

す
れ

違
う

際
に

も
止

ま
っ

て
車

を
や

り
過

ご
す

な
ど

が
必

要
で

す
。

　
ベ

ビ
ー

カ
ー

を
押

し
て

駅
に

向
か

う
際

な
ど

は
，

電
柱

が
邪

魔
に

な
り

，
歩

道
側

を
す

り
抜

け
る

こ
と

が
難

し
く

，
車

が
す

べ
て

信
号

で
停

止
す

る
ま

で
待

た
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

所
も

あ
り

ま
す

。
　

保
育

園
に

通
わ

せ
て

い
ま

す
が

，
他

の
お

母
さ

ん
方

か
ら

も
「

通
る

の
に

危
な

い
し

，
時

間
に

遅
れ

る
」

と
の

声
が

多
く

聞
か

れ
ま

す
。

　
今

は
大

人
が

配
慮

す
る

と
し

て
も

，
今

後
，

子
ど

も
を

学
区

の
滝

坂
小

学
校

へ
通

わ
せ

る
に

は
こ

の
道

路
を

使
わ

ざ
る

え
な

く
，

大
き

な
ト

ラ
ッ

ク
な

ど
が

通
る

道
を

，
小

さ
い

子
ど

も
が

１
人

で
安

全
に

歩
け

る
か

今
か

ら
心

配
で

す
。

　
夫

婦
で

は
，

大
回

り
さ

せ
る

こ
と

も
検

討
し

て
い

ま
す

。
　

つ
い

て
は

，
早

期
に

こ
の

計
画

道
路

の
整

備
を

行
っ

て
欲

し
い

と
希

望
し

ま
す

。
　

道
路

の
拡

張
は

難
し

い
と

し
て

も
，

電
柱

を
地

下
化

す
る

，
歩

道
に

柵
を

つ
け

る
，

横
に

抜
け

道
を

作
る

な
ど

，
小

さ
い

子
ど

も
が

安
全

快
適

に
歩

け
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

　
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
0

　
計

画
検

討
路

線
で

あ
る

調
布

３
・

４
・

１
５

号
線

は
，

地
区

内
道

路
と

し
て

位
置

づ
け

を
見

直
し

，
児

童
の

安
全

を
十

分
に

配
慮

し
た

生
活

道
路

と
な

る
こ

と
を

視
野

に
入

れ
，

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

（
１

）
当

該
路

線
は

，
Ｐ

１
４

に
示

さ
れ

て
い

る
，

「
地

域
の

拠
点

や
主

要
施

設
へ

の
安

全
で

快
適

な
移

動
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

の
〈

地
区

内
道

路
〉

の
内

容
に

完
全

合
致

し
て

お
り

，
か

つ
，

Ｐ
２

６
に

示
す

小
学

校
周

辺
で

は
，

早
急

に
児

童
の

安
全

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
が

明
確

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
も

，
小

学
校

に
面

し
て

広
域

道
路

網
（

都
市

計
画

道
路

）
を

整
備

す
る

こ
と

は
，

児
童

へ
の

危
険

性
が

増
す

こ
と

に
も

つ
な

が
る

た
め

，
地

区
内

道
路

や
生

活
道

路
と

し
て

の
位

置
づ

け
と

し
て

整
備

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

と
判

断
で

き
ま

す
。

（
２

）
当

該
路

線
は

，
北

ノ
台

小
学

校
と

深
大

寺
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

か
か

る
よ

う
に

都
市

計
画

決
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
も

し
，

計
画

検
討

す
る

中
で

，
都

市
計

画
道

路
と

し
て

必
要

性
が

明
確

に
な

る
の

で
あ

れ
ば

，
子

供
の

学
習

の
場

と
地

域
の

憩
い

の
場

が
都

市
計

画
道

路
に

よ
っ

て
縮

小
す

る
こ

と
は

回
避

し
て

い
た

だ
き

，
都

市
計

画
変

更
の

中
で

道
路

線
形

を
南

側
に

寄
せ

，
広

大
な

都
市

計
画

公
園

と
重

ね
る

（
も

し
く

は
，

都
市

計
画

公
園

を
縮

小
す

る
）

こ
と

も
視

野
に

入
れ

，
安

全
対

策
を

十
分

に
施

し
た

整
備

と
な

る
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

（
３

）
当

該
路

線
の

代
替

え
と

し
て

，
並

走
し

て
い

る
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
は

，
現

状
で

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

十
分

に
備

え
て

い
る

路
線

だ
と

想
定

で
き

ま
す

。
今

後
，

計
画

検
討

路
線

と
し

て
検

討
す

る
中

で
，

並
走

し
て

い
る

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

で
十

分
に

満
足

で
き

る
の

で
あ

れ
ば

，
都

市
計

画
道

路
と

地
区

内
道

路
の

位
置

づ
け

（
役

割
）

が
逆

転
し

，
当

該
路

線
が

都
市

計
画

道
路

と
し

て
の

必
要

性
も

な
く

な
る

と
考

え
ま

す
。

以
上

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
1

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

の
1

2
ｍ

拡
幅

に
は

絶
対

に
反

対
で

す
。

　
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
は

ラ
ッ

シ
ュ

時
は

開
か

な
い

京
王

電
鉄

の
一

方
通

行
の

踏
切

に
通

じ
「

品
川

通
り

」
ま

で
通

じ
て

お
り

ま
せ

ん
。

「
調

布
3

・
4

・
9

号
線

」
は

京
王

電
鉄

ガ
ー

ド
下

を
通

り
，

「
品

川
通

り
」

ま
で

通
じ

て
お

り
，

大
変

に
便

利
で

す
。

　
し

た
が

っ
て

当
初

よ
り

，
良

く
考

え
て

計
画

さ
れ

た
甲

州
街

道
北

側
の

「
調

布
3

・
4

・
9

号
線

」
（

都
市

計
画

道
路

）
の

整
備

を
早

期
実

現
す

る
こ

と
が

，
一

番
の

解
決

方
法

で
あ

り
ま

す
。

　
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
を

拡
幅

し
て

も
甲

州
街

道
か

ら
北

側
３

０
０

ｍ
の

交
通

渋
滞

は
解

消
さ

れ
ず

，
拡

幅
に

よ
っ

て
車

輌
が

殺
到

し
，

ま
す

ま
す

渋
滞

が
激

し
く

な
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

り
ま

す
。

　
神

代
植

物
公

園
通

り
は

，
昭

和
６

１
年

に
策

定
し

た
「

調
布

市
生

活
道

路
網

整
備

計
画

」
に

お
い

て
，

計
画

幅
員

１
０

～
１

１
ｍ

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

の
「

鉄
道

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
資

す
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

（
一

部
区

間
）

，
「

緊
急

時
の

避
難

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
（

一
部

区
間

）
，

「
住

み
や

す
い

ま
ち

を
形

成
す

る
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

こ
の

う
ち

，
「

鉄
道

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
資

す
る

道
路

網
の

構
築

」
の

「
路

線
バ

ス
の

走
行

路
線

」
で

抽
出

さ
れ

て
い

る
た

め
，

計
画

幅
員

は
１

２
ｍ

で
設

定
し

て
い

ま
す

。
な

お
，

道
路

網
構

築
の

視
点

に
２

つ
以

上
当

て
は

ま
り

，
視

点
ご

と
の

幅
員

が
異

な
る

場
合

は
，

広
い

方
の

幅
員

で
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
神

代
植

物
公

園
通

り
に

つ
い

て
は

，
市

の
東

部
地

域
と

北
部

地
域

を
結

ぶ
主

要
な

生
活

道
路

と
な

っ
て

い
る

と
と

も
に

，
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
か

ら
深

大
寺

方
面

へ
の

バ
ス

路
線

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
歩

道
が

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

，
歩

行
者

等
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

状
況

で
す

。
　

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
，

神
代

植
物

公
園

通
り

と
並

行
す

る
都

市
計

画
道

路
（

３
路

線
：

調
布

３
・

４
・

９
号

線
，

調
布

３
・

４
・

１
４

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
）

を
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

位
置

付
け

る
と

と
も

に
，

神
代

植
物

公
園

通
り

に
つ

い
て

も
，

「
計

画
検

討
路

線
」

と
合

わ
せ

て
今

後
検

討
す

る
路

線
と

し
，

当
該

路
線

の
機

能
の

向
上

を
図

る
こ

と
に

よ
り

，
並

行
す

る
都

市
計

画
道

路
の

機
能

代
替

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
，

そ
の

方
法

に
つ

い
て

決
定

し
た

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
な

お
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
つ

い
て

は
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
計

画
検

討
，

都
市

計
画

手
続

等
，

事
業

化
検

討
の

３
段

階
に

分
け

，
概

ね
１

０
年

後
の

平
成

３
７

年
度

を
目

標
と

し
，

実
現

に
向

け
た

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
　

第
一

段
階

の
「

計
画

検
討

」
で

は
，

計
画

の
変

更
等

に
つ

い
て

検
討

し
，

第
二

段
階

の
「

都
市

計
画

手
続

等
」

で
は

，
計

画
の

変
更

等
の

妥
当

性
が

確
認

さ
れ

た
場

合
，

都
市

計
画

手
続

等
を

実
施

し
，

第
三

段
階

の
「

事
業

化
検

討
」

で
は

，
都

市
計

画
手

続
等

（
変

更
等

が
必

要
な

場
合

）
を

実
施

後
，

事
業

化
に

向
け

た
検

討
を

す
る

予
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
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☆
神

代
植

物
公

園
通

り
の

１
２

ｍ
拡

幅
に

反
対

致
し

ま
す

。
　

当
初

か
ら

計
画

さ
れ

て
い

る
品

川
通

り
か

ら
ガ

ー
ド

下
（

京
王

線
）

を
越

え
て

，
神

代
植

物
公

園
に

通
じ

る
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

に
よ

り
　

地
域

の
移

動
を

ス
ム

ー
ズ

に
す

る
計

画
を

途
中

ま
で

作
っ

て
　

中
途

半
端

な
形

で
や

め
て

，
他

の
道

を
作

る
の

は
，

将
来

形
と

し
て

残
り

，
道

路
行

政
の

汚
点

と
し

て
，

永
く

残
っ

て
い

く
と

思
い

ま
す

。
　

神
代

植
物

公
園

通
り

を
１

２
ｍ

幅
に

拡
幅

し
て

，
京

王
線

か
ら

品
川

通
り

に
抜

け
る

道
を

作
ら

な
い

の
で

あ
れ

ば
甲

州
街

道
入

口
の

交
通

渋
滞

は
更

に
悪

化
し

，
問

題
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
3

　
調

布
道

路
網

計
画

，
神

代
植

物
園

通
り

１
２

ｍ
拡

幅
に

は
，

絶
対

に
反

対
で

す
。

１
，

以
前

よ
り

進
め

ら
れ

て
い

た
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

は
，

甲
州

街
道

か
ら

京
王

線
高

架
下

を
通

り
，

す
で

に
品

川
通

り
ま

で
通

じ
て

い
ま

す
。

　
こ

の
ま

ま
進

め
て

直
進

に
し

て
，

深
大

寺
ま

で
ス

ム
ー

ズ
に

通
じ

る
利

便
性

の
高

い
有

意
義

な
道

路
と

な
り

ま
す

。
　

２
０

２
０

年
の

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
際

に
は

，
味

の
素

ス
タ

ジ
ア

ム
を

中
心

に
市

内
を

廻
る

道
路

と
し

て
も

活
用

さ
れ

る
事

と
な

り
ま

す
。

よ
っ

て
現

在
工

事
の

進
ん

で
い

る
調

布
３

・
４

・
９

号
線

を
完

成
さ

せ
る

事
が

理
に

適
っ

て
い

る
こ

と
で

あ
り

ま
す

。
２

，
神

代
植

物
園

通
り

は
，

甲
州

街
道

ま
で

，
そ

の
先

は
一

方
通

行
で

京
王

線
の

踏
切

は
，

開
か

ず
の

踏
切

，
そ

し
て

そ
の

先
品

川
通

り
ま

で
繋

げ
る

計
画

さ
え

あ
り

ま
せ

ん
。

　
あ

ま
り

に
も

現
実

的
で

な
く

，
意

味
の

無
い

事
は

，
明

ら
か

で
あ

り
ま

す
。

又
，

植
物

園
通

り
に

は
，

保
育

所
や

老
人

ホ
ー

ム
も

あ
り

，
そ

の
よ

う
な

施
設

が
移

転
や

廃
業

と
な

れ
ば

，
利

用
客

も
大

変
困

る
と

事
と

な
り

ま
す

。
　

依
っ

て
，

植
物

園
通

り
の

拡
幅

計
画

は
絶

対
に

反
対

で
す

。
　

今
迄

進
め

ら
れ

て
い

た
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

の
完

成
を

希
望

し
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
4

調
布

道
路

網
計

画
　

神
代

植
物

園
通

り
の

拡
幅

工
事

に
は

，
絶

対
反

対
で

す
。

　
以

前
よ

り
進

め
ら

れ
着

工
し

て
い

る
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

は
，

甲
州

街
道

よ
り

京
王

線
高

架
下

を
通

り
，

直
進

に
品

川
通

り
ま

で
通

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

ま
ま

深
大

寺
ま

で
計

画
通

り
に

拡
幅

工
事

が
進

ん
だ

ら
，

市
内

の
導

線
と

し
て

有
意

義
な

道
路

と
な

る
と

思
い

ま
す

。
　

一
方

，
神

代
植

物
公

園
通

り
は

甲
州

街
道

ま
で

の
道

路
で

あ
り

，
京

王
線

ま
で

は
時

間
帯

に
よ

り
進

入
禁

止
，

踏
切

は
開

か
ず

の
踏

切
，

そ
の

先
は

道
幅

も
狭

い
住

宅
街

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
甲

州
街

道
と

深
大

寺
ま

で
を

繋
ぐ

の
み

の
道

路
の

拡
幅

は
上

記
の

「
調

布
３

・
４

・
９

号
線

」
と

比
べ

て
利

便
性

も
低

く
意

味
の

薄
い

も
の

と
思

え
ま

す
。

よ
っ

て
計

画
の

進
め

ら
れ

て
い

た
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

を
完

成
さ

せ
て

頂
き

た
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
5

　
現

在
，

道
路

沿
い

に
住

ん
で

い
ま

す
が

，
バ

ス
通

り
が

拡
張

さ
れ

る
と

，
車

両
な

ど
が

ス
ピ

ー
ド

を
出

し
や

す
く

な
り

，
急

カ
ー

ブ
の

と
こ

ろ
で

，
曲

が
り

き
れ

な
か

っ
た

り
な

ど
し

て
，

事
故

が
多

発
す

る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
そ

れ
と

も
歩

道
を

作
る

た
め

に
拡

張
さ

れ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
　

拡
張

を
検

討
さ

れ
た

際
の

目
的

を
教

え
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
6

　
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
の

１
２

メ
ー

ト
ル

拡
幅

計
画

に
は

絶
対

に
反

対
で

す
。

こ
の

計
画

を
即

時
，

廃
止

し
，

「
調

布
市

道
路

網
計

画
」

か
ら

外
し

て
く

だ
さ

い
。

「
甲

州
街

道
」

以
南

に
は

，
京

王
線

の
踏

切
が

あ
る

た
め

，
「

品
川

通
り

」
や

「
松

原
通

り
」

へ
と

抜
け

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

１
２

メ
ー

ト
ル

拡
幅

の
場

合
，

「
甲

州
街

道
」

と
「

甲
州

街
道

」
以

北
の

「
神

大
植

物
公

園
通

り
」

の
渋

滞
を

悪
化

さ
せ

ま
す

し
，

ま
わ

り
の

細
い

生
活

道
路

へ
と

迂
回

す
る

車
が

増
え

ま
す

の
で

，
迷

惑
で

す
。

　
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

を
一

刻
も

早
く

完
成

す
る

の
が

，
「

調
布

市
道

路
網

計
画

」
と

し
て

，
ふ

さ
わ

し
い

で
す

。
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

は
京

王
線

の
高

架
下

を
通

る
た

め
，

「
三

鷹
通

り
」

，
「

原
山

通
り

」
か

ら
，

「
品

川
通

り
」

，
「

松
原

通
り

」
へ

と
直

線
に

抜
け

ら
れ

ま
す

。
ま

た
，

「
甲

州
街

道
」

や
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
な

ど
周

辺
の

生
活

道
路

へ
の

負
担

が
減

り
，

良
い

計
画

で
す

。
現

行
の

「
調

布
３

・
４

・
９

号
線

」
の

計
画

を
推

進
し

，
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
の

１
２

メ
ー

ト
ル

拡
幅

計
画

は
廃

止
し

て
く

だ
さ

い
。

　
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
１

２
メ

ー
ト

ル
拡

幅
計

画
は

，
新

た
な

問
題

を
増

や
し

こ
そ

す
れ

，
今

あ
る

問
題

の
解

決
に

は
な

り
ま

せ
ん

。
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
，

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

の
１

２
メ

ー
ト

ル
拡

幅
計

画
は

「
調

布
市

道
路

網
計

画
」

か
ら

絶
対

に
外

し
て

下
さ

い
。

N
o
８

８
・

８
９

・
９

０
・

９
１

と
同

回
答
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今

回
「

※
広

域
道

路
と

合
わ

せ
て

，
今

後
検

討
す

る
路

線
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
」

と
さ

れ
た

対
象

地
域

の
道

路
沿

い
の

マ
ン

シ
ョ

ン
の

理
事

長
を

務
め

て
い

ま
す

。
　

今
回

の
対

象
決

定
が

「
急

き
ょ

・
強

引
に

」
さ

れ
た

こ
と

に
驚

き
，

憤
っ

て
お

り
ま

す
。

１
．

対
象

に
決

定
さ

れ
た

理
由

が
知

り
た

い
。

２
．

何
年

度
に

施
行

さ
れ

る
計

画
な

の
か

知
り

た
い

（
明

確
に

言
え

な
い

場
合

，
１

０
年

単
位

で
も

良
い

）
３

．
優

先
整

備
路

線
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

と
の

相
関

す
る

計
画

な
の

か
知

り
た

い
。

　
と

い
う

の
が

質
問

で
す

。
そ

の
返

答
内

容
に

よ
っ

て
は

，
マ

ン
シ

ョ
ン

住
民

だ
け

で
な

く
，

地
域

住
民

，
地

域
団

体
を

巻
き

込
ん

だ
大

掛
か

り
な

反
対

運
動

に
発

展
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

宣
言

し
て

お
き

ま
す

。
　

こ
の

意
見

を
無

視
す

る
形

で
，

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を

集
め

る
だ

け
集

め
既

住
す

る
市

民
を

無
視

す
る

進
捗

を
か

け
た

場
合

，
調

布
市

民
と

し
て

す
べ

き
行

動
を

と
る

つ
も

り
で

す
。

必
ず

，
文

書
に

よ
る

説
明

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
住

民
を

無
視

し
た

市
政

運
営

は
許

さ
れ

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
8

こ
れ

か
ら

の
み

ち
づ

く
り

の
２

０
P

　
※

印
の

所
は

い
つ

ご
ろ

の
計

画
か

？
　

小
学

生
の

通
学

路
に

車
台

数
ふ

え
る

？

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
9
9

　
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
の

１
２

ｍ
拡

幅
に

は
絶

対
に

反
対

で
す

。
　

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

は
ラ

ッ
シ

ュ
時

は
開

か
な

い
京

王
電

鉄
の

一
方

通
行

の
踏

切
り

に
通

じ
「

品
川

通
り

」
ま

で
通

じ
て

お
り

ま
せ

ん
。

「
調

布
３

・
４

・
９

号
線

」
は

京
王

電
鉄

ガ
ー

ド
下

を
通

り
「

品
川

通
り

」
ま

で
通

じ
て

お
り

，
大

変
に

便
利

で
す

。
　

し
た

が
っ

て
当

初
よ

り
，

良
く

考
え

て
計

画
さ

れ
た

甲
州

街
道

北
側

の
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

（
都

市
計

画
道

路
）

の
整

備
を

早
期

実
現

す
る

こ
と

が
，

一
番

の
解

決
方

法
で

あ
り

ま
す

。
　

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

を
拡

幅
し

て
も

甲
州

街
道

か
ら

北
側

３
０

０
ｍ

の
交

通
渋

滞
は

解
決

さ
れ

ず
，

拡
幅

に
よ

っ
て

車
輌

が
殺

到
し

，
ま

す
ま

す
渋

滞
が

激
し

く
な

る
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
り

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
0

調
布

市
道

路
網

計
画

（
案

）
Ｐ

２
８

※
広

域
道

路
網

と
合

わ
せ

て
今

後
検

討
す

る
路

線
に

つ
い

て
　

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

を
都

市
計

画
道

路
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

の
機

能
代

替
と

し
て

１
２

ｍ
拡

幅
す

る
計

画
案

が
発

議
さ

れ
て

い
ま

す
が

，
こ

の
よ

う
な

無
謀

な
案

は
絶

対
反

対
で

す
。

　
近

隣
住

民
の

１
０

０
％

が
発

耳
で

全
員

驚
き

ま
し

た
。

　
説

明
す

る
ま

で
も

な
く

，
公

園
通

り
は

甲
州

街
道

以
南

に
は

踏
み

切
り

が
あ

り
，

品
川

通
に

は
通

じ
て

い
ま

せ
ん

。
拡

幅
す

れ
ば

，
交

通
量

が
増

え
，

渋
滞

が
一

層
ひ

ど
く

な
る

こ
と

は
自

明
で

す
。

　
更

に
交

差
点

は
，

甲
州

街
道

の
渋

滞
ネ

ッ
ク

に
も

な
っ

て
い

ま
す

。
現

状
解

決
に

な
ら

な
い

ば
か

り
か

時
代

に
逆

行
す

る
無

意
味

な
計

画
に

税
金

を
投

入
す

る
理

由
が

分
か

り
ま

せ
ん

。
　

現
在

の
劣

悪
な

状
況

を
招

い
た

原
因

は
，

都
市

計
画

道
路

「
調

布
３

・
４

・
９

号
線

」
の

整
備

を
何

十
年

と
放

置
し

て
き

た
事

に
あ

り
ま

す
。

５
４

年
前

に
調

布
市

計
画

道
路

に
決

定
さ

れ
，

２
０

年
前

に
は

，
今

日
を

想
定

し
，

バ
ス

を
生

活
道

路
か

ら
幹

線
道

路
に

移
す

と
い

う
本

来
あ

る
べ

き
計

画
で

あ
っ

た
と

聞
い

て
い

ま
す

。
近

隣
住

民
の

１
０

０
％

が
計

画
道

路
と

認
知

し
て

き
た

「
３

・
４

・
９

号
線

」
の

整
備

を
今

こ
そ

機
を

と
ら

え
て

実
現

す
べ

き
で

す
。

　
既

に
甲

州
街

道
以

南
は

整
備

済
み

で
す

（
ガ

ー
ド

下
除

く
）

周
辺

地
域

も
着

々
と

整
備

が
進

み
，

松
原

通
り

に
も

つ
な

が
り

，
よ

う
や

く
始

ま
る

も
の

と
誰

も
が

思
っ

て
い

ま
す

。
　

一
段

と
利

便
性

が
良

く
な

り
，

都
市

計
画

と
の

一
体

性
，

整
合

性
を

考
え

れ
ば

将
来

最
も

必
要

と
さ

れ
る

道
路

で
す

。
　

再
び

問
題

を
先

送
り

す
る

よ
う

な
，

ま
や

か
し

道
路

を
作

る
こ

と
が

，
調

布
市

の
目

指
す

べ
き

都
市

計
画

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
な

り
得

る
の

で
し

ょ
う

か
。

他
地

域
と

の
差

は
広

が
る

一
方

で
す

。
こ

の
案

を
廃

案
と

し
，

将
来

を
見

据
え

て
，

早
急

に
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

の
整

備
を

優
先

的
に

進
め

る
こ

と
が

最
善

の
道

で
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
1

　
神

代
植

物
公

園
通

り
の

１
２

ｍ
拡

幅
に

は
，

絶
対

反
対

で
す

。
　

「
調

布
市

道
路

網
計

画
」

か
ら

外
し

こ
の

計
画

を
即

廃
止

し
て

下
さ

い
。

な
ん

の
為

に
拡

幅
す

る
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

甲
州

街
道

の
信

号
先

は
，

商
店

街
，

踏
切

が
あ

り
，

拡
幅

し
て

も
基

本
的

に
は

，
現

状
は

変
わ

り
ま

せ
ん

。
ま

す
ま

す
迂

回
す

る
車

が
多

く
な

り
，

危
険

な
道

路
が

増
え

る
だ

け
で

す
。

カ
ー

ブ
の

多
い

道
路

を
拡

幅
す

る
よ

り
，

市
民

の
事

を
考

え
た

ら
，

当
初

計
画

の
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

を
中

途
半

端
な

道
路

に
し

な
い

で
，

「
市

の
道

路
網

計
画

」
の

「
基

本
理

念
２

」
「

目
標

の
活

性
化

」
を

実
現

し
，

周
辺

の
生

活
道

路
へ

の
負

担
を

減
ら

す
為

に
も

，
最

優
先

で
，

早
急

に
完

成
さ

せ
て

下
さ

い
。

N
o
８

８
・

８
９

・
９

０
・

９
１

と
同

回
答
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
2

計
画

案
に

つ
い

て
１

）
宮

の
上

交
差

点
か

ら
，

エ
ス

ト
ハ

イ
ム

の
前

を
通

り
つ

つ
じ

が
丘

交
差

点
に

通
じ

る
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
の

１
２

メ
ー

ト
ル

の
拡

幅
工

事
に

は
絶

対
反

対
で

す
。

こ
の

通
り

は
狭

く
，

交
通

安
全

上
問

題
の

あ
る

こ
と

は
確

か
で

す
。

し
か

し
こ

れ
は

今
ま

で
何

も
手

を
打

っ
て

来
な

か
っ

た
市

政
に

も
一

因
が

あ
り

ま
す

。
７

年
ほ

ど
前

，
調

布
市

第
１

１
消

防
分

団
前

の
土

地
（

現
  
陽

光
出

版
保

有
）

１
３

メ
ー

ト
ル

を
市

が
買

い
上

げ
て

，
「

西
つ

つ
じ

が
丘

１
丁

目
」

と
「

西
つ

つ
じ

ケ
丘

２
丁

目
」

を
東

西
に

繋
ぐ

道
路

を
作

り
，

安
全

と
便

宜
向

上
を

図
る

べ
き

だ
と

私
は

市
に

提
案

し
ま

し
た

が
，

予
算

が
な

い
と

の
理

由
で

一
蹴

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の

植
物

公
園

通
り

は
次

の
案

の
実

施
と

共
に

，
ミ

キ
サ

ー
車

の
乗

り
入

れ
制

限
，

一
方

通
行

化
で

安
全

を
図

る
べ

き
で

す
。

２
）

現
実

的
な

案
と

し
て

は
①

「
宮

の
上

交
差

点
」

か
ら

南
下

し
「

柴
崎

２
丁

目
交

差
点

」
（

「
業

務
ス

ー
パ

ー
」

角
）

，
「

柴
崎

１
丁

目
交

差
点

」
を

通
り

「
菊

野
台

交
番

」
（

西
つ

つ
じ

ヶ
丘

３
丁

目
交

差
点

）
に

通
じ

る
道

路
を

拡
幅

す
べ

き
で

す
。

こ
の

通
り

に
沿

っ
た

堅
固

な
建

物
は

少
な

く
費

用
・

手
続

き
的

に
も

優
位

で
す

。
ミ

キ
サ

ー
車

は
こ

こ
を

通
る

よ
う

す
べ

き
で

す
。

②
同

時
に

，
「

宮
の

上
交

差
点

」
か

ら
「

柴
崎

２
丁

目
交

差
点

」
，

厳
島

神
社

の
北

側
を

通
り

，
「

小
林

園
芸

」
の

用
地

を
横

切
っ

て
「

く
ら

寿
司

」
と

「
東

京
ト

ヨ
タ

調
布

店
」

の
間

に
出

る
道

路
の

整
備

を
考

え
る

べ
き

で
す

。
こ

の
案

で
は

収
用

す
べ

き
土

地
に

は
建

築
物

が
余

り
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

の
先

は
京

王
線

の
軌

道
を

潜
っ

て
品

川
道

に
繋

げ
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
3

調
布

市
に

お
け

る
こ

れ
か

ら
の

み
ち

づ
く

り
（

案
）

の
中

　
「

神
代

植
物

公
園

通
り

」
の

１
２

ｍ
拡

幅
の

案
が

あ
る

こ
と

を
突

然
耳

に
し

驚
い

て
お

り
ま

す
。

確
か

に
こ

の
道

路
は

大
型

ミ
キ

サ
ー

車
や

バ
ス

路
線

で
あ

る
為

に
歩

行
者

は
危

険
に

さ
ら

さ
れ

て
い

ま
す

。
公

園
通

り
と

は
名

ば
か

り
で

す
。

一
番

の
問

題
は

ミ
キ

サ
ー

車
で

す
。

　
こ

の
道

路
を

拡
幅

す
る

前
に

す
べ

き
こ

と
は

，
以

前
よ

り
都

市
計

画
道

路
と

し
て

「
調

布
３

・
４

・
９

号
線

」
を

通
す

こ
と

を
優

先
す

べ
き

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
調

布
市

の
力

で
東

京
都

都
市

整
備

局
へ

の
協

力
を

申
し

出
る

位
の

こ
と

を
す

べ
き

で
す

。
予

算
が

な
い

予
算

が
な

い
の

挿
替

に
こ

の
公

園
通

り
の

一
時

的
拡

幅
を

し
た

と
こ

ろ
で

問
題

は
解

決
し

ま
せ

ん
。

　
こ

の
土

地
に

住
ん

で
６

０
年

余
。

こ
の

様
な

話
し

を
耳

に
し

た
こ

と
は

一
度

も
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

道
路

周
辺

の
土

地
所

有
者

の
一

部
と

市
で

の
案

づ
く

り
に

断
固

と
し

て
反

対
い

た
し

ま
す

。
誰

も
知

ら
な

い
と

こ
ろ

で
進

め
ら

れ
る

と
い

う
汚

い
や

り
方

で
す

。
市

道
よ

り
都

道
計

画
の

方
を

優
先

順
位

に
す

べ
き

で
す

。
品

川
道

ま
で

抜
け

る
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

が
計

画
優

先
道

路
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

広
い

目
で

道
路

は
作

る
べ

き
で

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
4

（
１

）
３

・
４

・
９

号
線

の
代

替
路

線
と

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
。

　
現

在
，

代
替

路
線

と
し

て
充

分
の

目
的

を
果

た
し

て
い

る
。

　
道

路
拡

巾
す

る
と

，
住

民
の

移
転

，
マ

ン
シ

ョ
ン

の
た

て
直

し
，

電
柱

の
地

下
化

等
々

，
多

額
の

費
用

が
市

側
に

発
生

す
る

。
む

し
ろ

，
３

・
４

・
９

路
線

を
拡

巾
す

る
方

が
，

現
道

路
の

巾
も

広
い

し
，

拡
巾

す
る

地
点

も
少

な
く

て
済

む
。

即
ち

費
用

も
押

さ
え

ら
れ

る
と

予
想

す
る

。
（

２
）

本
格

的
な

代
替

工
事

と
な

れ
ば

，
住

民
は

生
活

居
住

環
境

の
大

巾
な

変
化

に
対

応
し

な
け

れ
ば

な
ら

ず
，

以
下

の
点

を
解

決
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
○

肉
体

的
，

精
神

的
負

担
増

大
へ

の
対

応
○

マ
ン

シ
ョ

ン
の

た
て

直
し

資
金

の
念

出
（

全
て

市
が

負
担

す
る

の
が

原
則

だ
が

，
住

民
サ

イ
ド

側
に

経
費

が
必

ら
ず

発
生

す
る

）
○

資
産

価
値

の
変

化
へ

の
対

応
（

特
に

移
転

す
る

住
民

）
○

マ
ン

シ
ョ

ン
の

買
換

時
期

や
職

場
の

転
勤

，
転

校
が

重
な

る
住

民
は

大
変

。
（

３
）

住
民

に
必

要
な

情
報

の
タ

イ
ム

リ
ー

で
す

み
や

か
な

開
示

が
求

め
ら

れ
る

。
　

現
計

画
で

は
平

成
３

２
年

こ
ろ

ま
で

に
計

画
の

骨
子

が
固

ま
る

と
理

解
し

て
い

る
が

，
（

２
）

項
は

主
に

住
民

側
が

判
断

，
行

動
し

て
い

く
の

で
，

住
民

か
ら

の
質

問
，

要
求

に
タ

イ
ム

リ
ー

，
す

み
や

か
に

対
応

し
て

ほ
し

い
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
5

　
こ

の
様

な
話

が
急

に
出

て
き

た
の

で
，

び
っ

く
り

し
て

い
ま

す
。

①
そ

も
そ

も
計

画
検

討
道

路
，

調
布

３
・

４
・

９
の

設
置

目
的

，
ね

ら
い

は
何

か
。

②
当

初
計

画
の

調
布

３
・

４
・

９
の

代
替

と
し

て
，

現
道

バ
ス

通
り

を
検

討
す

る
こ

と
に

な
っ

た
理

由
，

経
緯

は
何

か
に

つ
い

て
説

明
い

た
だ

き
た

い
。

　
当

初
の

理
念

が
良

い
の

で
あ

る
な

ら
，

理
念

通
り

進
め

る
べ

き
で

は
な

い
か

？

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
6

　
現

在
の

植
物

公
園

道
り

を
都

市
計

画
通

り
と

す
る

案
は

一
つ

の
妥

当
な

案
で

あ
る

が
，

今
で

も
，

車
，

自
転

車
，

人
の

往
来

が
激

し
く

大
変

危
険

な
状

態
で

あ
る

。
道

路
の

幅
員

を
５

ｍ
は

拡
幅

す
る

必
要

が
あ

る
。

用
地

確
保

の
た

め
に

，
早

く
具

体
化

し
て

も
ら

い
た

い
。

N
o
８

８
・

８
９

・
９

０
・

９
１

と
同

回
答
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
7

　
調

布
３

・
４

・
９

案
も

次
の

有
力

案
と

考
え

る
。

こ
れ

に
よ

り
，

植
物

公
園

通
り

の
危

険
性

は
か

な
り

軽
減

さ
れ

る
と

思
う

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
8

　
神

代
公

園
通

り
を

産
業

道
路

化
す

る
市

民
の

必
要

性
よ

り
も

，
当

該
地

区
に

あ
る

生
コ

ン
工

場
等

の
移

転
促

進
，

跡
地

の
生

活
施

設
開

発
の

方
が

地
域

の
幼

児
，

小
学

生
，

中
学

生
等

（
保

育
園

多
数

，
上

ノ
原

小
学

校
，

滝
坂

小
学

校
，

神
代

中
学

校
，

晃
華

学
園

）
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

住
民

の
通

学
，

生
活

上
の

安
全

性
向

上
に

多
大

の
貢

献
す

る
市

政
施

策
と

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
0
9

　
神

代
植

物
公

園
通

り
（

甲
州

街
道

「
つ

つ
じ

ケ
丘

」
交

差
点

を
起

点
と

し
て

北
方

向
に

約
１

５
０

メ
ー

ト
ル

程
の

区
間

）
を

日
常

的
に

徒
歩

で
利

用
し

て
い

る
者

で
す

が
，

以
下

の
よ

う
な

道
路

の
状

況
に

，
日

々
危

険
を

感
じ

て
い

ま
す

。
・

歩
道

の
幅

が
狭

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

防
護

柵
が

無
く

，
歩

く
人

の
体

の
す

ぐ
横

を
車

体
が

通
過

し
て

ゆ
き

ま
す

。
・

路
線

バ
ス

や
生

コ
ン

車
等

の
大

型
車

が
頻

繁
に

通
行

し
ま

す
。

・
信

号
待

ち
の

車
列

と
歩

道
上

に
設

置
さ

れ
た

電
柱

に
阻

ま
れ

る
と

，
車

列
を

縫
う

よ
う

に
車

道
上

を
歩

行
（

横
断

）
し

な
け

れ
ば

前
に

進
め

ま
せ

ん
。

・
で

き
れ

ば
他

の
安

全
な

道
を

使
い

た
い

の
で

す
が

，
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
に

向
か

う
他

の
道

が
無

く
，

こ
の

危
険

な
道

を
利

用
せ

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
0

調
布

市
道

路
網

計
画

（
案

）
へ

の
意

見
　

平
成

２
７

年
１

２
月

に
公

表
さ

れ
た

調
布

市
道

路
網

計
画

（
案

）
に

記
載

さ
れ

て
い

る
「

都
市

計
画

道
路

（
調

布
３

・
４

・
９

）
の

機
能

代
替

と
し

て
の

神
代

植
物

公
園

通
り

の
機

能
改

善
検

討
」

に
つ

い
て

，
意

見
を

述
べ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
本

件
は

，
都

市
計

画
道

路
（

調
３

・
４

・
９

）
の

機
能

代
替

と
し

て
並

行
す

る
生

活
道

路
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
の

機
能

改
善

を
図

る
，

と
さ

れ
て

あ
り

ま
す

が
，

甲
州

街
道

以
南

は
商

店
街

，
京

王
線

の
踏

切
等

が
あ

り
，

広
域

道
路

と
し

て
の

目
的

（
広

域
移

動
）

に
は

効
果

的
と

は
思

え
ま

せ
ん

。
　

調
３

・
４

・
９

の
京

王
線

高
架

下
お

よ
び

品
川

通
り

方
面

へ
抜

け
る

た
め

に
は

，
一

時
的

に
甲

州
街

道
に

流
入

す
る

事
に

な
り

，
む

し
ろ

甲
州

街
道

と
植

物
公

園
通

り
の

交
差

点
一

体
の

渋
滞

を
助

長
す

る
可

能
性

も
あ

り
え

ま
す

。
　

代
替

を
検

討
す

る
よ

り
，

都
市

計
画

道
路

（
調

３
・

４
・

９
）

の
早

期
実

現
を

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
三

鷹
方

面
か

ら
一

直
線

に
京

王
線

を
越

え
ら

れ
る

こ
と

で
，

つ
つ

じ
ヶ

丘
駅

方
面

と
品

川
通

り
方

面
へ

向
か

う
交

通
の

分
散

も
図

ら
れ

，
渋

滞
緩

和
，

生
活

道
路

の
安

全
性

の
向

上
に

も
寄

与
す

る
と

思
わ

れ
ま

す
の

で
，

調
布

３
・

４
・

９
の

積
極

的
な

推
進

を
ぜ

ひ
と

も
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
1

　
計

画
検

討
路

線
　

調
布

３
・

４
・

９
が

設
定

さ
れ

た
理

由
？

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
９

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

４
号

線
及

び
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
の

３
路

線
に

つ
い

て
は

，
並

行
す

る
既

存
道

路
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
の

機
能

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
，

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

に
つ

い
て

，
検

討
が

必
要

な
た

め
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
2

　
№

１
８

調
布

３
・

４
・

９
，

№
２

０
調

布
３

・
４

・
１

４
が

計
画

検
討

路
線

と
な

っ
た

時
期

は
い

つ
で

し
ょ

う
か

。
公

表
さ

れ
た

の
は

い
つ

で
し

ょ
う

か
。

　
平

成
２

７
年

１
２

月
に

公
表

し
た

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

で
提

示
し

，
案

に
関

す
る

「
説

明
会

」
，

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

及
び

「
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
」

を
行

っ
て

い
ま

す
。

N
o
８

８
・

８
９

・
９

０
・

９
１

と
同

回
答
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
3

　
№

１
８

及
び

№
２

０
が

計
画

検
討

路
線

と
な

っ
た

背
景

は
何

で
し

ょ
う

か
。

計
画

内
容

は
ど

う
い

う
も

の
で

し
ょ

う
か

（
拡

幅
，

新
設

，
そ

れ
以

外
の

道
路

整
備

か
）

　
地

域
居

住
民

か
ら

の
要

望
か

，
居

住
民

以
外

の
通

過
市

民
か

ら
の

要
望

か
，

市
民

以
外

か
ら

の
要

望
か

，
或

い
は

産
業

利
便

か
ら

の
要

望
か

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
９

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

４
号

線
及

び
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
の

３
路

線
に

つ
い

て
は

，
並

行
す

る
既

存
道

路
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
の

機
能

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
，

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

に
つ

い
て

，
検

討
が

必
要

な
た

め
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
神

代
植

物
公

園
通

り
に

つ
い

て
は

，
市

の
東

部
地

域
と

北
部

地
域

を
結

ぶ
主

要
な

生
活

道
路

と
な

っ
て

い
る

と
と

も
に

，
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
か

ら
深

大
寺

方
面

へ
の

バ
ス

路
線

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
歩

道
が

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

，
歩

行
者

等
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

状
況

で
す

。
　

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
，

神
代

植
物

公
園

通
り

と
並

行
す

る
都

市
計

画
道

路
（

３
路

線
：

調
布

３
・

４
・

９
号

線
，

調
布

３
・

４
・

１
４

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
）

を
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

位
置

付
け

，
今

後
，

検
討

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
4

　
№

１
８

及
び

№
２

０
は

計
画

が
進

ま
な

い
と

伺
い

ま
し

た
が

，
そ

の
事

情
は

何
で

し
ょ

う
か

。
進

ま
な

い
と

廃
案

に
な

る
よ

う
で

す
が

，
そ

の
場

合
の

責
任

は
だ

れ
が

取
る

の
で

し
ょ

う
か

。
　

N
o
1

8
「

調
布

３
・

４
・

９
号

線
」

及
び

N
o
2

0
「

調
布

３
・

４
・

1
4

号
線

」
に

つ
い

て
は

，
市

の
財

政
状

況
な

ど
を

考
慮

し
，

現
状

で
は

，
事

業
化

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

段
階

に
は

至
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
　

な
お

，
調

布
３

・
４

・
９

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

４
号

線
及

び
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
の

３
路

線
に

つ
い

て
は

，
並

行
す

る
生

活
道

路
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
の

機
能

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
，

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
な

た
め

，
「

計
画

検
討

路
線

」
に

位
置

付
け

て
お

り
，

今
後

，
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
5

　
№

１
８

及
び

№
２

０
は

計
画

が
進

ま
な

い
代

替
と

し
て

「
神

代
植

物
公

園
通

り
」

を
今

後
検

討
す

る
，

と
す

る
路

線
に

と
の

案
の

検
討

は
い

つ
か

ら
始

ま
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
つ

い
て

は
，

平
成

２
６

年
１

１
月

に
検

討
に

着
手

し
，

平
成

２
６

年
度

と
平

成
２

７
年

度
の

２
か

年
で

検
討

を
進

め
て

き
ま

し
た

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
6

　
神

代
植

物
公

園
通

り
を

今
後

検
討

す
る

路
線

と
す

る
，

と
の

公
表

は
い

つ
，

ど
の

よ
う

な
形

で
，

行
わ

れ
，

ど
の

程
度

の
具

体
的

内
容

を
盛

り
込

ま
れ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

　
平

成
２

７
年

１
２

月
に

公
表

し
た

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

で
提

示
し

，
案

に
関

す
る

「
説

明
会

」
，

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

及
び

「
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
」

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
具

体
的

な
内

容
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

地
域

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

計
画

検
討

，
都

市
計

画
手

続
等

，
事

業
化

検
討

の
３

段
階

に
分

け
，

概
ね

１
０

年
後

の
平

成
３

７
年

度
を

目
標

と
し

，
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

　
第

一
段

階
の

「
計

画
検

討
」

で
は

，
計

画
の

変
更

等
に

つ
い

て
検

討
し

，
第

二
段

階
の

「
都

市
計

画
手

続
等

」
で

は
，

計
画

の
変

更
等

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

場
合

，
都

市
計

画
手

続
等

を
実

施
し

，
第

三
段

階
の

「
事

業
化

検
討

」
で

は
，

都
市

計
画

手
続

等
（

変
更

等
が

必
要

な
場

合
）

を
実

施
後

，
事

業
化

に
向

け
た

検
討

を
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
7

　
神

代
植

物
公

園
通

り
の

機
能

改
善

の
要

望
は

道
路

沿
い

地
区

住
民

か
ら

な
さ

れ
て

い
た

の
で

し
ょ

う
か

。
具

体
的

に
は

ど
の

よ
う

な
機

能
改

善
を

想
定

さ
れ

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

具
体

的
内

容
が

示
さ

れ
て

い
な

い
と

検
討

の
し

よ
う

が
な

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

　
地

域
社

会
生

活
，

経
済

活
動

に
お

い
て

は
少

数
大

量
生

産
，

大
量

消
費

政
策

（
大

型
車

両
で

，
大

量
輸

送
政

策
）

は
３

０
年

前
に

は
破

綻
し

，
社

会
は

必
要

に
応

じ
た

個
別

適
時

に
，

多
数

必
要

量
清

算
，

消
費

に
転

換
，

進
展

し
て

き
て

い
る

。
深

大
寺

・
神

代
植

物
園

観
光

振
興

と
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
，

一
年

中
毎

日
，

又
一

日
中

絶
え

間
な

く
乗

車
需

要
が

あ
る

訳
で

は
な

い
。

今
は

，
中

型
或

い
は

シ
テ

ィ
バ

ス
ク

ラ
ス

を
適

時
，

適
量

の
弾

力
的

運
行

が
効

率
的

で
あ

り
，

空
席

が
目

立
つ

大
型

車
の

運
行

の
社

会
的

必
要

性
は

低
い

。
又

大
型

車
よ

り
も

歩
行

者
，

自
転

車
の

安
全

に
も

有
効

で
あ

る
。

更
に

当
該

道
路

の
産

業
道

路
化

を
進

め
る

必
要

性
が

あ
る

と
は

考
え

ら
れ

な
い

。
　

東
西

方
向

の
産

業
道

路
の

観
点

で
言

え
ば

既
に

着
工

し
た

旧
甲

州
街

道
の

布
田

駅
入

口
か

ら
現

甲
州

街
道

間
の

拡
幅

工
事

に
合

わ
せ

，
三

鷹
通

り
の

機
能

改
善

を
進

捗
さ

せ
る

方
が

現
実

的
で

，
効

果
的

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

　
深

大
寺

・
神

代
植

物
公

園
へ

の
足

向
上

な
ら

ば
，

広
が

っ
た

国
領

駅
，

布
田

駅
前

か
ら

も
運

行
し

，
分

散
か

つ
選

択
肢

の
多

様
化

を
図

っ
た

方
が

効
果

的
で

は
な

い
か

。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
９

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

４
号

線
及

び
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
の

３
路

線
に

つ
い

て
は

，
並

行
す

る
既

存
道

路
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
の

機
能

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
，

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
な

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
神

代
植

物
公

園
通

り
に

つ
い

て
は

，
市

の
東

部
地

域
と

北
部

地
域

を
結

ぶ
主

要
な

生
活

道
路

と
な

っ
て

い
る

と
と

も
に

，
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
か

ら
深

大
寺

方
面

へ
の

バ
ス

路
線

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
歩

道
が

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

，
歩

行
者

等
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

状
況

で
す

。
　

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
，

神
代

植
物

公
園

通
り

と
並

行
す

る
都

市
計

画
道

路
（

３
路

線
：

調
布

３
・

４
・

９
号

線
，

調
布

３
・

４
・

１
４

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
）

を
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

位
置

付
け

，
今

後
，

検
討

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
，

そ
の

方
法

に
つ

い
て

決
定

し
た

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
な

お
，

三
鷹

通
り

（
調

布
３

・
４

・
２

６
号

線
）

に
つ

い
て

は
，

機
能

改
善

の
た

め
数

か
所

で
局

所
対

策
を

東
京

都
が

行
っ

て
お

り
ま

す
。



２ 結果 
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神

代
植

物
公

園
通

り
は

歩
行

者
・

自
転

車
の

危
険

度
の

高
さ

，
市

内
№

１
で

あ
り

，
し

か
も

三
鷹

市
民

の
利

用
者

の
多

い
こ

と
を

ご
存

知
で

し
ょ

う
か

。
危

険
の

原
因

を
検

証
考

察
さ

れ
た

こ
と

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

通
り

を
拡

幅
す

る
前

に
，

つ
つ

じ
ヶ

丘
駅

北
口

ロ
ー

タ
リ

ー
拡

幅
整

備
が

先
行

優
先

さ
れ

る
べ

き
，

最
も

喫
緊

の
市

民
的

課
題

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

北
口

側
の

放
置

自
転

車
市

内
№

１
の

解
消

と
と

も
に

。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
９

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

４
号

線
及

び
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
の

３
路

線
に

つ
い

て
は

，
並

行
す

る
既

存
道

路
（

神
代

植
物

公
園

通
り

）
の

機
能

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
，

都
市

計
画

道
路

の
持

つ
機

能
を

代
替

で
き

る
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
な

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
神

代
植

物
公

園
通

り
に

つ
い

て
は

，
市

の
東

部
地

域
と

北
部

地
域

を
結

ぶ
主

要
な

生
活

道
路

と
な

っ
て

い
る

と
と

も
に

，
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
か

ら
深

大
寺

方
面

へ
の

バ
ス

路
線

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
歩

道
が

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

，
歩

行
者

等
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

状
況

で
す

。
　

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
，

当
該

路
線

と
並

行
す

る
都

市
計

画
道

路
（

３
路

線
：

調
布

３
・

４
・

９
号

線
，

調
布

３
・

４
・

１
４

号
線

，
調

布
３

・
４

・
１

５
号

線
）

を
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

位
置

付
け

，
今

後
，

検
討

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
，

そ
の

方
法

に
つ

い
て

決
定

し
た

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
な

お
，

つ
つ

じ
ヶ

丘
駅

北
口

の
都

市
計

画
道

路
「

調
布

３
・

4
・

2
2

号
線

」
に

つ
い

て
は

，
広

域
道

路
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

，
平

成
２

８
年

度
か

ら
平

成
３

７
年

度
ま

で
の

今
後

１
０

年
間

で
整

備
ま

た
は

着
手

す
る

「
優

先
整

備
路

線
」

の
次

に
整

備
ま

た
は

着
手

す
る

「
準

優
先

整
備

路
線

」
に

位
置

付
け

て
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
1
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●
２

７
ペ

ー
ジ

の
「

広
域

道
路

網
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
案

）
，

２
８

ペ
ー

ジ
の

「
地

区
内

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

案
）

」
に

つ
い

て
，

調
３

・
４

・
１

１
号

線
（

佐
須

街
道

）
は

，
佐

須
町

５
丁

目
よ

り
東

側
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

た
め

，
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
に

な
っ

て
お

り
，

佐
須

町
３

丁
目

と
４

丁
目

，
八

雲
台

１
丁

目
と

２
丁

目
の

生
活

道
路

が
甲

州
街

道
や

狛
江

通
り

へ
の

通
過

車
両

の
抜

け
道

と
し

て
使

わ
れ

，
迷

惑
し

て
い

る
。

優
先

道
路

と
し

て
，

外
環

道
の

開
通

よ
り

早
い

時
期

に
調

３
・

４
・

１
８

号
線

を
狛

江
通

り
ま

で
整

備
す

る
よ

う
東

京
都

に
働

き
か

け
る

と
と

も
に

，
柴

崎
駅

入
口

か
菊

野
台

交
番

前
で

甲
州

街
道

に
接

続
す

る
道

路
を

整
備

す
る

計
画

に
し

て
ほ

し
い

。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
の

「
鉄

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

救
急

搬
送

を
支

え
る

道
路

網
」

，
「

緊
急

時
の

物
資

や
活

動
人

員
の

輸
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
い

ま
す

。
　

現
状

で
は

，
市

の
財

政
状

況
を

考
慮

し
，

事
業

化
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
段

階
に

は
至

っ
て

お
り

ま
せ

ん
が

，
広

域
道

路
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

整
備

優
先

度
の

考
え

方
」

の
う

ち
，

「
円

滑
な

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
」

，
「

関
連

す
る

都
市

基
盤

整
備

事
業

と
の

連
携

」
，

「
快

適
で

よ
り

便
利

な
ま

ち
の

形
成

」
に

該
当

す
る

た
め

，
平

成
２

８
年

度
か

ら
平

成
３

７
年

度
ま

で
の

今
後

１
０

年
間

で
整

備
ま

た
は

着
手

す
る

「
優

先
整

備
路

線
」

の
次

に
整

備
ま

た
は

着
手

す
る

「
準

優
先

整
備

路
線

」
に

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
調

布
３

・
４

・
１

８
号

線
の

調
布

３
・

４
・

１
号

線
か

ら
調

布
３

・
４

・
１

１
号

線
ま

で
の

区
間

に
つ

い
て

は
，

平
成

２
８

年
２

月
に

東
京

都
が

事
業

主
体

と
な

り
，

事
業

化
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
１

１
号

線
か

ら
調

布
３

・
４

・
１

４
号

線
付

近
ま

で
の

区
間

に
つ

い
て

は
，

「
東

京
に

お
け

る
都

市
計

画
道

路
の

整
備

方
針

（
第

四
次

事
業

化
計

画
）

」
に

お
い

て
，

東
京

都
施

行
の

「
優

先
整

備
路

線
」

に
位

置
付

け
ら

れ
て

お
り

，
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

も
，

整
合

を
図

り
，

東
京

都
施

行
の

「
優

先
整

備
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
0

優
先

整
備

路
線

　
№

６
　

調
布

３
・

４
・

９
号

線
（

調
布

３
・

４
・

１
７

～
西

つ
つ

じ
ヶ

丘
4

丁
目

：
2

4
0

ｍ
）

が
優

先
整

備
さ

れ
る

の
は

良
い

。
（

下
記

８
項

（
N

O
.1

3
4

）
関

連
）

）

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

け
る

広
域

道
路

網
計

画
の

「
優

先
整

備
路

線
」

の
選

定
に

つ
い

て
は

，
「

整
備

優
先

度
の

考
え

方
」

及
び

「
優

先
整

備
路

線
と

準
優

先
整

備
路

線
」

の
分

類
の

考
え

方
に

基
づ

き
選

定
し

て
い

ま
す

。
　

調
布

３
・

４
・

９
号

線
に

つ
い

て
は

，
「

整
備

優
先

度
の

考
え

方
」

の
う

ち
，

「
円

滑
な

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
」

，
「

関
連

す
る

都
市

基
盤

整
備

事
業

と
の

連
携

」
，

「
災

害
に

強
い

都
市

基
盤

の
整

備
」

に
該

当
す

る
た

め
，

優
先

整
備

路
線

と
し

て
選

定
し

て
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
1

計
画

検
討

路
線

（
検

討
主

体
：

都
）

　
№

１
６

　
調

布
３

・
２

・
６

号
線

（
主

地
1

9
～

中
央

自
動

車
道

：
9

8
0

ｍ
）

の
検

討
主

体
が

都
と

な
っ

て
い

る
が

，
同

路
線

調
布

区
間

の
整

備
を

行
っ

た
時

の
課

題
と

し
て

，
地

元
調

布
の

意
向

が
問

わ
れ

て
い

た
。

同
路

線
三

鷹
区

間
が

開
通

し
て

，
全

線
開

通
後

の
交

通
状

況
を

見
て

，
調

布
市

の
意

向
を

都
へ

伝
え

る
必

要
が

あ
る

。

　
N

o
1

6
「

調
布

３
・

２
・

６
号

線
」

（
都

道
１

１
９

～
中

央
自

動
車

道
）

に
つ

い
て

は
，

将
来

，
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
「

東
京

に
お

け
る

都
市

計
画

道
路

の
整

備
方

針
（

第
四

次
事

業
化

計
画

）
」

に
お

い
て

，
「

計
画

内
容

再
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
，

今
後

，
東

京
都

が
主

体
と

な
っ

て
，

路
線

と
し

て
車

線
数

の
整

合
を

図
る

必
要

が
あ

る
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
市

と
し

て
も

，
当

該
区

間
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

解
消

は
現

時
点

で
も

課
題

と
認

識
し

て
お

り
，

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
も

，
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

位
置

付
け

て
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
2

　
深

大
寺

入
口

・
神

代
植

物
公

園
正

門
前

を
通

る
武

蔵
境

通
り

は
，

甲
州

街
道

に
比

す
と

年
間

，
一

日
の

通
行

量
は

１
割

に
も

満
た

ず
，

公
園

道
路

の
見

本
の

よ
う

な
存

在
。

税
金

無
駄

遣
い

の
典

型
で

大
き

い
（

広
い

）
こ

と
は

良
い

こ
と

だ
と

な
る

の
は

何
十

年
先

に
な

る
こ

と
か

（
市

民
，

都
民

，
国

民
の

利
益

と
負

担
が

見
合

っ
て

い
な

い
）

。

　
武

蔵
境

通
り

は
，

多
摩

の
南

北
幹

線
道

路
の

ひ
と

つ
で

，
稲

城
・

調
布

・
三

鷹
・

武
蔵

野
・

西
東

京
の

５
市

を
経

由
す

る
都

市
計

画
道

路
で

す
。

　
当

該
路

線
の

整
備

に
よ

り
，

多
摩

地
域

の
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

や
都

市
間

相
互

の
連

携
強

化
が

図
ら

れ
る

と
と

も
に

，
甲

州
街

道
や

東
八

道
路

な
ど

の
東

西
方

向
の

幹
線

道
路

と
接

続
す

る
こ

と
に

よ
り

，
南

北
方

向
の

交
通

利
便

性
が

向
上

し
ま

す
。
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
3

　
通

称
保

健
所

通
り

に
面

し
た

所
に

住
む

住
民

で
す

。
　

こ
の

度
近

所
の

畑
が

分
譲

さ
れ

る
広

告
が

入
り

ま
し

た
。

　
保

健
所

通
り

は
，

都
市

計
画

道
路

と
し

て
１

６
米

に
拡

幅
と

聞
い

て
お

り
ま

し
た

。
　

こ
の

道
路

は
歩

行
者

が
多

い
上

，
保

健
所

の
催

し
に

参
加

さ
れ

る
方

も
多

く
道

路
が

狭
い

為
に

，
車

の
す

れ
違

い
が

出
来

な
い

所
が

多
い

。
歩

行
者

と
し

て
危

険
を

感
じ

ま
す

。
　

こ
こ

数
年

新
築

さ
れ

る
お

宅
は

道
路

よ
り

さ
が

っ
て

建
築

さ
れ

て
い

る
お

宅
が

多
い

。
現

状
を

ご
覧

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
一

日
も

早
く

道
路

の
拡

幅
を

お
願

い
致

し
度

く
，

一
筆

書
き

ま
し

た
。

　
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

　
保

健
所

通
り

沿
道

に
計

画
さ

れ
て

い
る

都
市

計
画

道
路

（
調

布
３

・
４

・
２

９
号

線
）

は
，

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
の

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

観
光

振
興

に
寄

与
す

る
道

路
網

の
構

築
」

の
観

点
か

ら
必

要
な

路
線

と
認

識
し

て
い

ま
す

が
，

整
備

優
先

度
の

考
え

方
に

基
づ

き
検

討
し

た
結

果
，

「
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

」
と

し
て

選
定

は
さ

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
4

○
「

調
布

市
道

路
網

計
画

（
案

）
へ

の
意

見
」

○
調

布
3

・
4

・
3

0
号

線
に

つ
い

て
・

計
画

決
定

後
4

5
年

以
上

経
過

し
て

い
る

が
，

今
回

の
計

画
案

に
よ

る
と

こ
れ

ま
で

の
「

優
先

整
備

路
線

」
か

ら
「

準
優

先
整

備
路

線
」

に
変

わ
っ

て
お

り
，

整
備

又
は

着
手

す
る

時
期

が
さ

ら
に

伸
び

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

・
こ

の
状

態
で

は
，

本
学

と
し

て
長

期
に

わ
た

り
貴

重
な

土
地

資
産

を
有

効
か

つ
計

画
的

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

，
本

計
画

に
つ

い
て

は
中

止
を

含
め

た
見

直
し

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
な

お
，

建
築

制
限

の
緩

和
に

つ
い

て
，

本
学

施
設

は
国

費
で

建
設

す
る

校
舎

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

容
易

に
移

転
・

除
去

す
る

こ
と

が
難

し
く

，
か

つ
建

物
規

模
も

緩
和

条
件

に
は

該
当

し
な

い
た

め
，

本
学

に
と

っ
て

メ
リ

ッ
ト

は
な

い
。

　
調

布
３

・
４

・
３

０
号

線
は

，
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

広
域

道
路

網
）

の
「

鉄
道

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
資

す
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
観

光
振

興
に

寄
与

す
る

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
調

布
３

・
４

・
３

０
号

線
は

広
域

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
，

整
備

優
先

度
の

考
え

方
の

う
ち

，
「

円
滑

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

」
，

「
快

適
で

よ
り

便
利

な
ま

ち
の

形
成

」
，

「
地

域
特

性
を

活
か

し
た

都
市

空
間

の
形

成
」

に
該

当
す

る
た

め
，

平
成

２
８

年
度

か
ら

平
成

３
７

年
度

ま
で

の
今

後
１

０
年

間
で

整
備

ま
た

は
着

手
す

る
「

優
先

整
備

路
線

」
の

次
に

整
備

ま
た

は
着

手
す

る
「

準
優

先
整

備
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
5

　
調

布
市

は
「

調
布

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
に

お
い

て
，

将
来

都
市

像
「

住
み

続
け

た
い

緑
に

つ
つ

ま
れ

る
ま

ち
調

布
」

の
実

現
に

向
け

て
，

み
ち

づ
く

り
の

基
本

理
念

を
定

め
て

い
る

と
し

て
い

ま
す

。
　

し
か

し
，

調
布

3
・

4
・

1
0

号
線

の
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
か

ら
東

側
へ

の
延

伸
上

に
は

，
国

分
寺

崖
線

（
若

葉
の

森
）

と
い

う
貴

重
な

自
然

が
保

存
さ

れ
て

い
る

地
域

が
あ

り
ま

す
。

我
が

家
が

1
5

年
前

に
都

心
か

ら
調

布
市

東
つ

つ
じ

ヶ
丘

に
居

を
構

え
よ

う
と

決
め

た
理

由
は

，
ま

さ
に

こ
の

国
分

寺
崖

線
の

豊
か

な
緑

に
囲

ま
れ

た
地

域
だ

っ
た

か
ら

で
す

。
こ

の
「

若
葉

の
森

」
を

調
布

の
大

切
な

魅
力

の
一

つ
と

思
う

市
民

は
少

な
く

な
い

と
思

い
ま

す
。

1
月

3
0

日
に

入
間

地
域

セ
ン

タ
ー

で
行

わ
れ

た
市

と
の

協
議

に
出

席
し

た
感

想
を

踏
ま

え
，

以
下

に
調

布
3

・
4

.・
1

0
号

線
の

延
伸

計
画

と
生

活
道

路
（

入
間

町
と

若
葉

町
の

拡
幅

等
）

の
計

画
に

つ
い

て
反

対
意

見
を

述
べ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

＜
都

市
計

画
道

路
　

調
布

3
・

4
・

1
0

号
線

延
伸

に
つ

い
て

＞
1

）
調

布
3

・
4

・
1

0
号

線
延

伸
計

画
ル

ー
ト

を
，

都
道

1
1

4
号

線
と

の
交

差
点

を
境

に
し

て
，

東
側

を
東

京
都

担
当

の
「

優
先

整
備

路
線

」
に

，
西

側
を

調
布

市
担

当
の

「
計

画
検

討
路

線
」

の
2

つ
に

分
け

た
理

由
に

つ
い

て
，

「
広

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

捉
え

，
都

が
施

工
す

る
こ

と
と

し
た

」
と

の
説

明
が

あ
っ

た
。

し
か

し
計

画
当

初
か

ら
こ

の
道

路
が

広
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
あ

る
こ

と
は

周
知

の
事

実
で

あ
り

，
な

ぜ
今

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
急

に
二

つ
に

分
け

ら
れ

た
の

か
納

得
で

き
る

説
明

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
。

住
民

に
対

す
る

担
当

窓
口

を
事

業
主

体
ご

と
に

分
け

る
こ

と
で

，
住

民
と

の
協

議
が

複
雑

化
す

る
の

で
は

な
い

か
，

都
の

「
優

先
整

備
路

線
」

部
分

だ
け

を
先

に
完

成
さ

せ
既

成
事

実
化

し
て

，
「

計
画

検
討

路
線

」
部

分
に

着
工

し
た

い
と

い
う

思
惑

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
等

，
市

民
に

疑
念

を
抱

か
せ

る
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
6

調
布

市
の

説
明

責
任

に
つ

い
て

　
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

と
4

次
事

業
化

計
画

に
お

い
て

，
調

布
3

・
4

・
1

0
号

線
の

よ
う

に
，

一
部

区
間

の
施

行
主

体
が

都
に

な
っ

た
路

線
が

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
変

更
は

市
と

都
で

調
整

し
た

結
果

な
の

で
，

今
後

も
市

が
都

と
連

帯
し

て
説

明
責

任
を

果
た

す
べ

き
で

す
。

ま
た

，
市

民
・

住
民

の
声

を
新

た
な

施
行

主
体

で
あ

る
都

に
積

極
的

に
伝

え
，

市
民

・
住

民
の

要
求

を
実

現
さ

せ
る

役
割

を
果

た
す

べ
き

で
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
7

[個
別

路
線

に
つ

い
て

]
●

 調
布

３
・

４
・

１
０

号
線

を
優

先
整

備
路

線
か

ら
削

除
す

る
こ

と

　
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
は

，
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

，
道

路
網

構
築

の
視

点
（

広
域

道
路

網
）

の
「

鉄
道

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
資

す
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
救

急
搬

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

緊
急

時
の

物
資

や
活

動
人

員
の

輸
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
火

災
時

の
延

焼
を

防
ぐ

道
路

網
の

構
築

」
に

該
当

す
る

た
め

，
必

要
な

路
線

と
し

て
抽

出
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
（

調
布

３
・

４
・

１
７

～
東

つ
つ

じ
ケ

丘
２

丁
目

）
に

つ
い

て
は

，
周

辺
に

国
分

寺
崖

線
が

位
置

し
，

地
形

に
高

低
差

が
生

じ
る

と
と

も
に

，
計

画
線

の
一

部
が

国
分

寺
崖

線
緑

地
保

全
地

域
（

東
京

都
指

定
）

と
重

複
す

る
な

ど
，

道
路

と
緑

の
共

存
や

国
分

寺
崖

線
の

保
全

に
配

慮
し

た
検

討
が

必
要

な
こ

と
か

ら
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
（

世
田

谷
区

境
～

調
布

３
・

４
・

１
７

の
区

間
）

に
つ

い
て

は
，

地
域

の
安

全
性

向
上

等
に

寄
与

し
，

ま
た

，
多

摩
地

域
と

区
部

を
結

ぶ
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

広
域

的
な

路
線

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

「
東

京
に

お
け

る
都

市
計

画
道

路
の

整
備

方
針

（
第

四
次

事
業

化
計

画
）

」
に

お
い

て
，

東
京

都
施

行
の

「
優

先
整

備
路

線
」

に
選

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

「
道

路
網

計
画

」
に

お
い

て
も

，
整

合
を

図
り

東
京

都
施

行
の

「
優

先
整

備
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
8

●
 Ｐ

．
２

７
 調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
 ３

４
０

ｍ
①

 延
長

約
１

２
５

０
ｍ

の
東

側
の

こ
の

区
間

だ
け

を
，

第
３

次
で

の
市

施
行

か
ら

都
施

行
に

し
た

理
由

を
公

表
す

る
こ

と
。

②
 選

定
理

由
の

詳
細

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
③

 現
況

及
び

将
来

予
測

の
交

通
量

（
大

型
車

混
入

率
を

含
む

）
を

，
周

辺
道

路
を

含
め

て
公

表
す

る
こ

と
④

 こ
の

道
路

を
南

北
に

横
断

す
る

，
通

勤
・

通
学

・
買

い
物

等
の

歩
行

者
，

自
転

車
利

用
者

の
交

通
量

を
公

表
す

る
こ

と
⑤

 こ
の

道
路

整
備

に
伴

う
，

沿
道

の
環

境
（

大
気

汚
染

：
N

o
2

, 
P

M
2

.5
,粉

じ
ん

，
騒

音
，

振
動

）
を

，
現

況
及

び
将

来
予

測
の

値
を

公
表

す
る

こ
と

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
2
9

●
 Ｐ

．
２

７
 調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
 ３

４
０

ｍ
 を

優
先

整
備

路
線

か
ら

削
除

す
る

こ
と

理
由

：
①

 通
過

交
通

が
交

通
量

の
多

く
を

占
め

て
い

る
が

，
基

本
は

地
域

の
生

活
道

路
で

あ
り

，
こ

れ
を

幹
線

道
路

に
し

て
，

環
境

悪
化

を
招

き
，

交
通

安
全

を
脅

か
す

べ
き

で
な

い
。

現
状

は
，

東
向

き
の

一
方

通
行

で
現

況
の

交
通

量
は

３
０

０
０

台
以

下
で

あ
る

。
こ

れ
を

幅
員

１
５

ｍ
の

双
方

向
の

道
路

に
す

る
こ

と
で

，
交

通
量

が
２

倍
の

６
千

台
か

ら
３

倍
超

え
の

１
万

台
に

増
加

す
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

。
ま

た
，

大
型

車
も

走
行

可
能

と
な

り
，

沿
道

の
環

境
（

大
気

汚
染

：
N

o
2

, 
P

M
2

.5
,粉

じ
ん

，
騒

音
，

振
動

）
は

大
き

く
悪

化
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

②
 交

通
安

全
が

脅
か

さ
れ

る
。

こ
こ

で
の

主
要

な
交

通
は

，
こ

の
道

路
を

横
断

す
る

歩
行

者
・

自
転

車
で

あ
る

。
主

な
選

定
理

由
が

安
全

の
よ

う
だ

が
，

ど
の

よ
う

に
安

全
に

な
る

の
か

大
変

疑
問

で
あ

る
。

整
備

に
よ

っ
て

交
通

量
が

２
倍

増
以

上
に

増
加

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
，

約
２

０
秒

に
１

台
の

交
通

量
が

，
１

０
秒

以
下

に
１

台
と

な
り

，
こ

の
道

路
を

横
断

す
る

，
多

く
の

通
勤

・
通

学
・

買
い

物
等

の
歩

行
者

，
自

転
車

利
用

者
の

安
全

が
脅

か
さ

れ
る

。
③

 関
係

住
民

へ
の

説
明

責
任

が
果

た
さ

れ
て

い
な

い
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
0

結
論

：
こ

の
都

市
計

画
道

路
延

伸
・

生
活

道
路

拡
幅

の
い

ず
れ

の
計

画
も

，
近

隣
で

暮
ら

し
て

い
る

住
民

の
生

活
の

視
点

が
置

き
去

り
に

さ
れ

て
お

り
，

地
図

上
に

描
か

れ
る

「
美

し
い

」
道

路
網

を
整

備
す

る
こ

と
の

み
が

行
政

の
使

命
と

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。

調
布

の
財

産
と

も
い

え
る

若
葉

の
森

は
，

一
度

破
壊

さ
れ

て
し

ま
っ

た
ら

，
二

度
と

再
生

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
車

社
会

に
と

っ
て

の
利

便
性

を
追

求
し

た
街

づ
く

り
は

も
は

や
時

代
遅

れ
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
小

さ
な

路
地

も
含

め
て

，
地

域
住

民
が

築
い

て
き

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

道
路

建
設

に
よ

っ
て

分
断

す
る

の
で

は
な

く
，

活
性

化
し

て
い

く
た

め
の

ソ
フ

ト
な

発
想

こ
そ

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

地
域

住
民

の
合

意
な

し
に

行
政

主
導

で
こ

の
計

画
が

進
め

ら
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

，
今

後
，

住
民

参
加

の
協

議
が

継
続

さ
れ

，
計

画
が

変
更

さ
れ

る
こ

と
を

強
く

望
み

ま
す

。

　
「

計
画

検
討

路
線

」
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

地
域

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

計
画

検
討

，
都

市
計

画
手

続
等

，
事

業
化

検
討

の
３

段
階

に
分

け
，

概
ね

１
０

年
後

の
平

成
３

７
年

度
を

目
標

と
し

，
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

　
第

一
段

階
の

「
計

画
検

討
」

で
は

，
計

画
の

変
更

等
に

つ
い

て
検

討
し

，
第

二
段

階
の

「
都

市
計

画
手

続
等

」
で

は
，

計
画

の
変

更
等

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

場
合

，
都

市
計

画
手

続
等

を
実

施
し

，
第

三
段

階
の

「
事

業
化

検
討

」
で

は
，

都
市

計
画

手
続

等
（

変
更

等
が

必
要

な
場

合
）

を
実

施
後

，
事

業
化

に
向

け
た

検
討

を
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。

　
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
は

，
昭

和
３

７
年

に
計

画
決

定
し

た
都

市
計

画
道

路
で

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
の

「
鉄

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

救
急

搬
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

火
災

時
の

延
焼

を
防

ぐ
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

」
で

は
，

目
指

す
べ

き
広

域
道

路
網

と
し

て
必

要
性

が
確

認
さ

れ
た

路
線

の
う

ち
，

特
別

な
事

由
に

よ
り

，
道

路
の

線
形

，
幅

員
，

位
置

，
構

造
の

変
更

な
ど

都
市

計
画

の
内

容
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

路
線

を
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
「

計
画

検
討

路
線

」
に

は
，

事
業

化
を

見
据

え
て

構
造

・
幅

員
等

を
検

討
す

る
路

線
や

，
既

存
道

路
へ

の
振

り
替

え
を

検
討

す
る

路
線

な
ど

を
選

定
し

，
今

後
，

地
域

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

個
別

路
線

ご
と

に
道

路
整

備
の

実
現

に
向

け
て

検
討

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
　

調
布

３
・

４
・

１
０

号
線

（
調

布
３

・
４

・
１

７
～

東
つ

つ
じ

ケ
丘

２
丁

目
）

に
つ

い
て

は
，

周
辺

に
国

分
寺

崖
線

が
位

置
し

，
地

形
に

高
低

差
が

生
じ

る
と

と
も

に
，

計
画

線
の

一
部

が
国

分
寺

崖
線

緑
地

保
全

地
域

（
東

京
都

指
定

）
と

重
複

す
る

な
ど

，
道

路
と

緑
の

共
存

や
国

分
寺

崖
線

の
保

全
に

配
慮

し
た

検
討

が
必

要
な

こ
と

か
ら

，
「

計
画

検
討

路
線

」
に

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
　

調
布

３
・

４
・

１
０

号
線

（
世

田
谷

区
境

～
調

布
３

・
４

・
１

７
の

区
間

）
に

つ
い

て
は

，
地

域
の

安
全

性
向

上
等

に
寄

与
し

，
ま

た
，

多
摩

地
域

と
区

部
を

結
ぶ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
す

る
広

域
的

な
路

線
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
「

東
京

に
お

け
る

都
市

計
画

道
路

の
整

備
方

針
（

第
四

次
事

業
化

計
画

）
」

に
お

い
て

，
東

京
都

施
行

の
「

優
先

整
備

路
線

」
に

選
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

も
，

整
合

を
図

り
東

京
都

施
行

の
「

優
先

整
備

路
線

」
に

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
1

◇
環

境
・

防
災

の
要

素
・

調
布

市
に

残
さ

れ
た

緑
地

は
ご

く
わ

ず
か

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

国
分

寺
崖

線
の

残
さ

れ
た

緑
地

を
壊

す
の

は
や

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
・

東
つ

つ
じ

ヶ
丘

か
ら

若
葉

町
は

入
間

川
を

挟
ん

だ
す

り
鉢

状
の

地
形

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
こ

に
大

き
な

道
路

を
通

す
こ

と
は

入
間

川
の

氾
濫

の
み

な
ら

ず
，

内
水

氾
濫

の
危

険
を

増
大

さ
せ

ま
す

。
防

災
上

の
観

点
か

ら
も

問
題

で
す

。
・

す
り

鉢
状

の
地

形
に

幹
線

道
路

を
通

す
こ

と
は

児
童

の
ぜ

ん
息

の
発

症
を

呼
び

込
み

ま
す

。
排

気
ガ

ス
が

若
葉

小
学

校
を

直
撃

し
ま

す
。

・
生

活
道

路
を

必
要

以
上

に
拡

げ
る

こ
と

は
か

え
っ

て
通

過
交

通
を

増
や

し
，

安
全

を
損

な
い

ま
す

。
・

火
災

に
備

え
て

は
大

き
な

消
防

車
を

入
れ

な
く

て
も

他
に

方
法

が
あ

る
は

ず
で

す
。

道
路

の
拡

幅
だ

け
を

防
災

の
手

段
と

考
え

る
や

り
方

は
改

め
て

く
だ

さ
い

。
◇

財
政

の
要

素
・

高
度

成
長

期
に

整
備

さ
れ

た
イ

ン
フ

ラ
は

修
繕

の
時

期
を

迎
え

て
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
少

子
高

齢
化

が
加

速
さ

れ
る

中
で

，
財

政
的

に
は

こ
の

修
繕

の
費

用
だ

け
で

い
っ

ぱ
い

の
は

ず
で

す
。

道
路

の
陥

没
，

橋
の

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

莫
大

な
費

用
が

必
要

に
な

っ
て

く
る

と
想

定
さ

れ
ま

す
。

以
上

（
上

記
及

び
N

O
.２

１
）

の
観

点
か

ら
，

以
下

（
上

記
及

び
N

O
.６

３
・

７
３

・
８

３
）

を
希

望
し

ま
す

。
●

（
４

）
広

域
道

路
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
案

）
の

計
画

検
討

路
線

１
９

の
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
を

廃
止

路
線

に
す

る
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
2

　
1

月
3

0
日

（
土

）
の

調
布

市
と

の
第

1
0

回
協

議
に

は
都

合
に

よ
り

欠
席

し
ま

し
た

。
そ

れ
で

「
国

分
寺

崖
線

の
緑

を
守

り
，

調
布

市
３

・
４

・
１

０
号

線
を

考
え

る
会

」
の

世
話

人
の

方
に

そ
の

時
の

様
子

を
き

き
ま

し
た

。
私

個
人

と
し

て
は

，
今

あ
る

道
路

で
十

分
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

（
土

地
の

西
側

に
６

ｍ
の

生
活

道
路

が
あ

り
ま

す
。

）
必

要
性

と
し

て
は

・
そ

れ
ら

の
道

の
下

に
あ

る
水

道
，

ガ
ス

，
の

安
全

性
で

す
。

・
静

か
な

環
境

を
保

つ
道

で
あ

る
こ

と
で

す
。

（
春

に
に

は
ウ

グ
イ

ス
の

さ
え

ず
り

が
す

る
，

今
の

自
然

を
守

れ
る

道
づ

く
り

が
大

切
）

＜
道

路
の

幅
を

広
げ

な
い

，
交

通
量

を
ふ

や
さ

な
い

，
大

型
車

を
入

れ
な

い
他

…
＞

　
路

上
で

会
話

が
出

来
る

道
を

考
え

て
ほ

し
い

（
出

来
る

だ
け

散
歩

の
出

来
る

道
を

希
望

し
ま

す
）

こ
こ

は
ム

シ
ャ

ノ
コ

ウ
ジ

サ
ネ

ア
ツ

先
生

が
居

所
を

決
め

ら
れ

た
所

で
す

。
　

道
路

は
多

く
の

お
金

（
税

金
）

が
必

要
で

す
。

又
そ

の
維

持
費

の
こ

と
も

十
分

に
考

え
て

案
は

作
ら

れ
る

べ
き

で
し

ょ
う

。
＜

3
0

年
～

5
0

年
先

を
見

す
え

る
の

も
当

然
で

す
。

＞

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
3

　
調

布
市

の
道

路
計

画
に

つ
い

て
の

意
見

で
す

。
　

４
０

年
近

く
，

国
分

寺
崖

線
近

く
で

あ
る

こ
の

付
近

に
住

ん
で

い
ま

す
。

　
ぜ

ひ
こ

れ
か

ら
も

，
国

分
寺

崖
線

の
緑

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
4

計
画

検
討

路
線

（
検

討
主

体
：

市
）

　
№

１
９

　
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
（

調
布

３
・

４
・

１
７

～
東

つ
つ

じ
ヶ

丘
2

丁
目

：
9

2
0

ｍ
）

は
貴

重
な

国
分

寺
崖

線
の

緑
地

を
斜

め
横

断
す

る
計

画
に

な
っ

て
い

る
。

崖
線

地
で

は
道

路
沿

い
の

住
い

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

が
必

要
と

な
り

，
道

路
の

上
下

両
側

の
広

大
な

崖
線

が
潰

さ
れ

る
。

（
調

布
３

・
２

・
６

号
線

の
調

布
区

間
・

御
塔

坂
橋

北
部

の
拡

幅
工

事
で

実
証

さ
れ

て
い

る
）

　
ま

た
「

調
布

市
環

境
基

本
計

画
（

案
）

」
で

は
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
１

　
市

民
の

心
の

安
ら

ぎ
緑

と
水

を
守

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

，
崖

線
樹

林
等

の
公

有
化

・
保

全
管

理
を

謳
っ

て
い

る
。

依
っ

て
こ

の
計

画
は

廃
止

す
べ

き
で

あ
る

。
代

替
え

交
通

路
線

と
し

て
，

上
記

６
項

（
N

O
.1

２
０

）
に

よ
り

達
成

で
き

る
。

以
上

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
5

　
品

川
道

り
延

伸
に

つ
い

て
断

固
反

対
で

す
。

　
若

葉
の

森
，

周
辺

の
環

境
を

御
存

知
で

す
か

？
　

都
心

か
ら

近
い

場
所

で
，

あ
の

様
な

自
然

が
あ

る
事

は
，

調
布

市
が

誇
る

事
で

す
。

自
然

を
壊

し
て

ま
で

も
品

川
通

り
を

拡
張

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
程

車
は

混
雑

し
て

い
ま

せ
ん

。
　

又
，

道
路

を
拡

張
す

る
事

に
よ

っ
て

，
近

隣
の

小
学

校
児

童
や

お
年

寄
り

の
交

通
事

故
も

想
定

さ
れ

ま
す

。
そ

の
様

な
所

に
税

金
を

投
入

す
る

事
が

今
や

る
べ

き
事

で
し

ょ
う

か
？

　
こ

れ
ま

で
大

事
に

し
て

き
た

若
葉

の
森

を
守

る
事

，
調

布
市

が
誇

る
森

を
市

外
の

人
達

に
ア

ピ
ー

ル
す

べ
き

で
す

。
再

度
，

検
討

し
て

頂
け

る
様

に
願

い
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
6

　
友

人
よ

り
聞

い
て

し
り

ま
し

た
。

若
葉

の
も

り
は

守
っ

て
い

き
た

い
。

　
あ

の
自

然
が

な
く

な
っ

た
ら

こ
の

地
域

の
良

さ
が

な
く

な
り

ま
す

。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
お

い
て

は
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
の

「
鉄

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

資
す

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

救
急

搬
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
，

「
緊

急
時

の
物

資
や

活
動

人
員

の
輸

送
を

支
え

る
道

路
網

の
構

築
」

，
「

火
災

時
の

延
焼

を
防

ぐ
道

路
網

の
構

築
」

に
該

当
す

る
た

め
，

必
要

な
路

線
と

し
て

抽
出

し
て

い
ま

す
。

　
目

指
す

べ
き

広
域

道
路

網
と

し
て

必
要

性
が

確
認

さ
れ

た
路

線
の

う
ち

，
特

別
な

事
由

に
よ

り
，

道
路

の
線

形
，

幅
員

，
位

置
，

構
造

の
変

更
な

ど
都

市
計

画
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
路

線
を

「
計

画
検

討
路

線
」

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

「
計

画
検

討
路

線
」

に
は

，
事

業
化

を
見

据
え

て
構

造
・

幅
員

等
を

検
討

す
る

路
線

や
，

既
存

道
路

へ
の

振
り

替
え

を
検

討
す

る
路

線
な

ど
を

選
定

し
，

今
後

，
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

，
個

別
路

線
ご

と
に

道
路

整
備

の
実

現
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
（

調
布

３
・

４
・

１
７

～
東

つ
つ

じ
ケ

丘
２

丁
目

）
に

つ
い

て
は

，
周

辺
に

国
分

寺
崖

線
が

位
置

し
，

地
形

に
高

低
差

が
生

じ
る

と
と

も
に

，
計

画
線

の
一

部
が

国
分

寺
崖

線
緑

地
保

全
地

域
（

東
京

都
指

定
）

と
重

複
す

る
な

ど
，

道
路

と
緑

の
共

存
や

国
分

寺
崖

線
の

保
全

に
配

慮
し

た
検

討
が

必
要

な
こ

と
か

ら
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

　
「

計
画

検
討

路
線

」
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

地
域

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

計
画

検
討

，
都

市
計

画
手

続
等

，
事

業
化

検
討

の
３

段
階

に
分

け
，

概
ね

１
０

年
後

の
平

成
３

７
年

度
を

目
標

と
し

，
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

　
第

一
段

階
の

「
計

画
検

討
」

で
は

，
計

画
の

変
更

等
に

つ
い

て
検

討
し

，
第

二
段

階
の

「
都

市
計

画
手

続
等

」
で

は
，

計
画

の
変

更
等

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

場
合

，
都

市
計

画
手

続
等

を
実

施
し

，
第

三
段

階
の

「
事

業
化

検
討

」
で

は
，

都
市

計
画

手
続

等
（

変
更

等
が

必
要

な
場

合
）

を
実

施
後

，
事

業
化

に
向

け
た

検
討

を
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
市

民
参

加
の

や
り

方
等

に
つ

い
て

は
，

第
一

段
階

の
「

計
画

検
討

」
の

中
で

検
討

す
る

予
定

で
す

。
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
7

・
1

月
3

0
日

 入
間

地
域

セ
ン

タ
ー

の
会

に
出

席
し

ま
し

た
。

　
１

６
年

程
前

に
国

分
寺

崖
線

の
近

く
，

入
間

町
に

住
ん

で
い

た
こ

と
も

あ
り

「
若

葉
の

森
」

は
近

隣
の

皆
様

や
，

緑
豊

か
な

調
布

に
と

っ
て

も
子

ど
も

た
ち

に
手

渡
し

て
ゆ

き
た

い
財

産
で

す
。

・
こ

の
計

画
が

実
行

に
移

さ
れ

る
と

，
私

の
現

在
の

住
居

の
す

ぐ
そ

ば
を

沢
山

の
車

が
通

行
す

る
よ

う
に

な
り

排
気

ガ
ス

に
よ

る
被

害
も

出
て

く
る

こ
と

も
懸

念
さ

れ
ま

す
。

・
東

つ
つ

じ
ヶ

丘
の

交
差

点
か

ら
実

篤
公

園
資

料
館

ま
で

は
，

か
な

り
の

高
低

差
が

あ
り

，
ど

の
よ

う
な

施
行

方
法

を
と

ら
れ

る
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

，
又

，
幅

を
広

げ
る

に
し

て
も

そ
こ

に
住

む
人

々
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

し
ま

す
の

で
，

こ
の

よ
う

な
計

画
が

あ
る

こ
と

を
直

接
１

軒
１

軒
に

知
ら

せ
る

べ
き

だ
と

考
え

ま
す

。
・

市
報

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

で
知

ら
さ

れ
て

も
，

な
か

な
か

自
分

の
身

近
な

こ
と

で
あ

る
と

気
付

か
な

い
で

す
。

特
に

ご
高

令
の

方
は

転
居

な
ど

に
な

る
と

健
康

を
害

さ
れ

た
り

経
済

的
な

負
担

も
大

き
い

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。
・

車
社

会
優

先
で

は
な

く
，

緑
の

自
然

を
大

事
に

し
，

人
の

く
ら

し
を

大
切

に
す

る
よ

う
に

，
こ

の
計

画
は

中
止

に
し

て
い

た
だ

き
た

く
，

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
3
8

「
調

・
３

・
４

・
１

０
号

線
（

計
画

検
討

路
線

）
」

と
「

周
辺

地
域

」
整

備
の

一
括

検
討

に
つ

い
て

１
．

「
調

３
・

４
・

１
０

号
線

（
計

画
検

討
路

線
）

」
の

検
討

に
は

，
「

防
災

」
，

「
安

心
・

安
全

な
移

動
」

，
「

災
害

時
緊

急
対

応
」

な
ど

本
来

の
狙

い
目

以
外

に
，

や
や

も
す

れ
ば

周
辺

地
域

で
危

惧
さ

れ
る

負
の

側
面

，
即

ち
「

大
気

・
粉

塵
」

，
「

振
動

」
，

「
騒

音
」

，
「

み
ど

り
の

安
全

」
，

「
防

水
」

さ
ら

に
は

「
学

童
減

少
対

策
」

な
ど

の
諸

問
題

を
一

括
か

つ
総

合
的

に
解

決
す

る
-
折

り
合

い
を

つ
け

る
-
こ

と
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

２
．

こ
の

た
め

に
は

，
調

・
３

・
４

・
１

０
号

線
の

実
行

を
前

提
に

，
市

の
街

づ
く

り
部

門
，

道
路

部
門

，
環

境
部

門
，

上
下

水
道

部
門

，
教

育
部

門
，

警
察

，
消

防
，

都
の

河
川

部
門

な
ど

が
個

別
，

縦
割

り
で

検
討

す
る

の
で

は
な

く
，

こ
の

際
や

っ
て

ほ
し

い
事

項
を

す
べ

て
持

ち
寄

り
一

同
に

会
し

て
一

括
解

決
す

る
よ

う
な

進
め

方
が

肝
要

と
考

え
ま

す
。

３
．

具
体

的
に

は
，

「
東

つ
つ

じ
ヶ

丘
２

丁
目

，
３

丁
目

，
若

葉
町

１
丁

目
，

３
丁

目
」

（
東

西
の

丘
陵

と
間

の
谷

を
占

め
る

一
帯

）
を

統
一

地
域

と
し

て
捉

え
，

例
え

ば
次

な
る

案
は

い
か

が
で

あ
ろ

う
か

。
　

①
調

・
３

・
４

・
１

０
号

線
を

幹
線

道
路

と
し

て
，

「
国

分
寺

崖
線

部
分

を
ト

ン
ネ

ル
化

」
し

て
整

備
し

，
そ

の
う

え
で

　
②

そ
れ

を
覆

う
部

分
を

含
め

，
広

く
「

国
分

寺
崖

線
里

山
公

園
」

を
整

備
し

，
　

③
「

こ
の

地
域

全
体

の
生

活
道

路
を

面
と

し
て

と
ら

え
制

限
速

度
２

０
キ

ロ
」

（
さ

ら
に

，
で

き
れ

ば
，

車
両

重
量

２
ト

ン
制

限
，

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
方

式
を

参
考

に
し

た
「

低
公

害
車

」
の

採
用

な
ど

）
を

実
施

し
，

　
④

若
葉

小
学

校
お

よ
び

調
布

第
四

中
学

校
の

学
童

減
少

に
伴

い
思

い
切

っ
て

「
小

中
学

併
設

校
」

と
す

る
と

と
も

に
，

同
時

に
通

学
道

路
の

直
線

化
，

シ
ン

プ
ル

化
等

を
図

る
。

（
ま

た
，

水
害

対
策

と
し

て
「

現
四

中
グ

ラ
ン

ド
の

地
下

を
水

害
防

止
貯

水
場

」
と

す
る

）
　

⑤
以

上
の

よ
う

に
国

分
寺

崖
線

保
護

論
者

た
ち

も
び

っ
く

り
す

る
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
街

を
つ

く
り

，
こ

の
地

域
を

「
調

布
市

住
み

た
い

ま
ち

特
区

」
に

指
定

す
る

。
４

．
上

記
の

よ
う

な
一

括
解

決
案

を
提

案
し

，
住

民
に

一
括

提
示

し
了

解
を

取
り

付
け

た
う

え
で

，
実

行
に

あ
た

っ
て

は
，

調
・

３
・

４
・

１
０

号
線

は
災

害
時

緊
急

道
路

と
し

て
「

東
つ

つ
じ

ヶ
丘

２
丁

目
交

差
点

か
ら

実
篤

公
園

ま
で

」
を

先
行

整
備

す
る

こ
と

も
可

と
す

る
。

N
o
１

３
１

・
１

３
２

・
１

３
３

・
１

３
４

・
１

３
５

・
１

３
６

と
同

回
答
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整
備

プ
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ラ
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1
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調
・

３
・

４
・

１
０

号
電

を
中

心
と

し
た

今
後

の
進

め
方

１
．

調
・

３
・

４
・

１
０

号
線

の
こ

の
１

０
年

間
は

「
優

先
整

備
路

線
」

と
し

て
お

き
な

が
ら

，
市

当
局

は
一

部
住

民
の

顔
色

を
う

か
が

い
，

い
た

ず
ら

に
右

顧
左

眄
し

，
結

果
的

に
（

あ
え

て
意

図
的

！
と

は
言

わ
な

い
が

）
何

も
決

め
ま

せ
ん

で
し

た
。

一
部

住
民

は
こ

れ
を

も
っ

て
「

凍
結

状
態

」
と

喧
伝

し
ま

し
た

。
し

か
る

に
，

最
近

東
京

都
が

東
側

を
優

先
整

備
す

る
と

決
め

た
こ

と
か

ら
，

調
布

市
と

し
て

も
凍

結
す

る
わ

け
に

も
い

か
ず

，
「

計
画

検
討

路
線

」
と

し
て

残
さ

ざ
る

を
得

な
く

な
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
。

１
０

年
と

い
う

こ
の

長
い

時
期

は
一

体
何

だ
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

２
．

こ
の

路
線

は
昭

和
３

７
年

か
ら

計
画

さ
れ

て
お

り
，

既
に

５
０

年
以

上
た

っ
て

い
ま

す
。

「
外

環
」

の
例

を
見

る
ま

で
も

な
く

，
東

京
都

全
体

の
広

域
道

路
網

整
備

と
し

て
の

ニ
ー

ズ
が

消
滅

し
な

い
限

り
，

大
き

な
方

向
性

は
く

つ
が

え
し

難
い

も
の

で
す

。
言

い
換

え
れ

ば
，

そ
れ

だ
け

計
画

は
先

見
性

が
あ

っ
た

と
も

い
え

ま
す

。
今

，
当

該
道

路
が

東
西

か
ら

徐
々

に
進

捗
し

て
き

て
い

る
限

り
，

ニ
ー

ズ
が

な
く

な
る

こ
と

は
ま

ず
あ

り
え

ま
せ

ん
。

計
画

を
遅

ら
せ

る
こ

と
は

，
土

地
収

用
，

工
事

工
法

等
の

コ
ス

ト
が

膨
ら

む
だ

け
に

す
ぎ

ま
せ

ん
。

こ
れ

も
「

外
環

」
が

証
明

し
て

い
ま

す
。

３
．

以
上

よ
り

，
「

調
・

３
・

４
・

１
０

号
線

」
に

つ
い

て
は

，
市

当
局

と
し

て
，

「
実

現
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

」
と

の
強

い
意

志
を

持
つ

こ
と

が
何

よ
り

大
切

で
あ

り
ま

す
。

そ
の

上
で

，
東

京
郊

外
地

域
で

最
も

素
晴

ら
し

い
，

モ
デ

ル
的

な
プ

ラ
ン

を
策

定
し

，
ま

た
実

行
い

た
だ

く
こ

と
を

望
ん

で
や

み
ま

せ
ん

。
以

上
＜

参
考

＞
東

京
都

都
市

整
備

局
都

市
整

備
基

盤
部

街
路

計
画

課
あ

て
，

パ
ブ

コ
メ

　
と

し
て

下
記

を
送

付
し

て
お

り
ま

す
。

（
平

成
２

８
年

２
月

８
日

）
　

東
京

都
に

お
け

る
都

市
計

画
道

路
の

整
備

方
針

（
第

四
次

事
業

化
計

画
）

（
案

）
[概

要
版

]を
見

て
，

次
の

事
を

要
望

し
ま

す
。

　
「

計
画

検
討

路
線

」
の

検
討

期
間

，
着

手
時

期
に

つ
い

て
，

特
に

明
記

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

，
Ｐ

２
の

「
優

先
整

備
路

線
」

で
は

“
今

後
１

０
年

間
（

平
成

２
８

年
度

か
ら

平
成

３
７

年
度

ま
で

）
で

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
”

と
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

類
推

す
る

と
，

「
計

画
検

討
路

線
」

に
つ

い
て

は
，

検
討

が
早

期
に

終
了

し
事

業
化

す
べ

き
と

い
う

結
論

を
得

ら
れ

た
場

合
で

も
，

着
手

は
平

成
３

７
年

以
降

と
解

釈
さ

れ
ま

す
。

　
た

と
え

ば
｢
計

ー
２

５
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
」

の
よ

う
に

東
京

都
広

域
道

路
網

を
整

備
す

る
う

え
で

重
要

な
路

線
も

あ
る

こ
と

か
ら

，
「

計
画

検
討

路
線

」
に

つ
い

て
，

検
討

が
早

期
に

終
了

し
事

業
化

す
べ

き
と

い
う

結
論

が
得

ら
れ

た
場

合
は

，
今

後
１

０
年

以
内

（
平

成
３

７
年

度
ま

で
）

で
あ

っ
て

も
着

手
す

る
こ

と
が

あ
る

。
　

と
の

文
言

を
Ｐ

1
1

に
追

加
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
0

　
国

分
寺

崖
線

の
森

を
壊

し
品

川
通

り
を

延
長

す
る

こ
と

，
周

辺
道

路
を

拡
張

す
る

こ
と

に
強

く
反

対
し

ま
す

。
　

森
を

壊
し

て
道

路
を

作
れ

ば
，

調
布

市
の

貴
重

な
自

然
を

破
壊

し
野

生
の

生
き

物
た

ち
の

住
み

か
が

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
生

物
多

様
性

が
叫

ば
れ

て
る

今
，

森
を

壊
し

生
態

系
を

破
壊

す
る

こ
と

は
断

じ
て

許
し

ま
せ

ん
。

　
ま

た
，

森
は

人
工

的
な

公
園

と
は

違
い

，
子

ど
も

た
ち

や
大

人
に

と
っ

て
も

心
を

豊
か

に
し

て
く

れ
る

癒
し

の
場

所
で

す
。

地
域

住
民

に
と

っ
て

も
大

切
な

森
な

の
で

す
。

　
そ

し
て

，
道

路
を

作
り

車
の

通
行

量
が

増
え

る
と

，
若

葉
小

学
校

や
周

辺
地

域
に

排
気

ガ
ス

や
騒

音
も

増
え

ま
す

。
健

康
被

害
も

予
測

さ
れ

ま
す

し
，

通
学

路
の

安
全

面
も

と
て

も
心

配
で

す
。

　
若

葉
と

入
間

の
自

然
豊

か
な

環
境

を
ど

う
か

壊
さ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

　
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
1

　
こ

れ
か

ら
子

育
て

世
代

で
す

。
　

交
通

量
が

増
え

る
こ

と
で

事
故

の
可

能
性

が
上

が
る

こ
と

。
　

何
よ

り
森

の
緑

。
自

然
が

な
く

な
る

こ
と

で
環

境
が

悪
く

な
り

反
対

で
す

。
　

子
供

も
若

葉
の

森
を

見
て

ト
ト

ロ
の

森
。

と
喜

ん
で

い
ま

す
。

　
何

が
こ

れ
か

ら
の

未
来

に
必

要
に

な
る

か
，

本
当

に
大

切
な

こ
と

も
の

は
何

か
。

是
非

考
え

て
み

て
ほ

し
い

で
す

。
　

便
利

は
い

い
こ

と
で

す
か

？
　

私
は

こ
わ

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

　
先

を
み

て
市

に
は

冷
静

に
考

え
て

ほ
し

い
で

す
。

の
ど

か
な

緑
を

守
り

た
い

。
　

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
2

　
多

様
で

希
少

な
動

植
物

を
育

む
国

分
寺

崖
線

樹
林

（
若

葉
の

森
）

の
破

壊
，

若
葉

小
学

校
・

第
四

中
学

校
と

そ
の

周
辺

環
境

へ
の

悪
影

響
，

児
童

・
生

徒
の

健
康

と
学

習
環

境
へ

の
影

響
，

若
葉

の
森

の
保

水
力

変
化

と
入

間
川

氾
濫

の
危

険
性

等
に

関
す

る
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

十
分

に
示

さ
れ

て
い

な
い

。

N
o
１

３
１

・
１

３
２

・
１

３
３

・
１

３
４

・
１

３
５

・
１

３
６

と
同

回
答
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
3

「
公

害
拡

散
論

」
と

で
も

呼
ぶ

べ
き

「
妄

説
」

に
つ

い
て

　
1

月
3

0
日

に
入

間
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

行
わ

れ
た

，
本

計
画

を
め

ぐ
る

住
民

団
体

と
の

話
し

合
い

の
場

で
，

住
民

団
体

が
あ

ら
か

じ
め

提
出

し
た

道
路

の
公

害
に

関
す

る
質

問
に

答
え

る
か

た
ち

で
，

若
い

職
員

が
次

の
よ

う
に

述
べ

ま
し

た
。

　
「

市
で

は
個

別
路

線
を

整
備

す
る

際
の

影
響

に
つ

い
て

は
事

業
化

段
階

で
調

査
・

検
討

す
る

も
の

と
認

識
し

て
い

る
。

現
在

あ
る

道
路

が
拡

幅
さ

れ
れ

ば
，

交
通

量
が

増
え

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

，
沿

道
で

は
騒

音
・

振
動

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

が
，

そ
の

ほ
か

の
地

域
を

通
行

し
て

き
た

車
両

が
分

散
・

平
準

化
す

る
と

捉
え

る
と

，
広

域
的

に
は

渋
滞

の
解

消
や

平
均

的
な

車
両

の
速

度
が

向
上

し
て

排
気

ガ
ス

等
の

相
対

的
な

抑
制

に
も

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

，
全

体
的

に
見

る
と

影
響

は
軽

減
す

る
と

考
え

て
い

る
。

」
（

引
用

者
注

：
文

体
を

「
で

あ
る

」
体

に
統

一
し

て
い

ま
す

）
　

こ
の

主
張

に
は

，
い

く
つ

も
の

誤
り

が
あ

り
ま

す
。

「
他

の
車

両
が

分
散

・
平

準
化

す
る

」
と

の
認

識
は

，
新

し
い

道
路

の
供

用
に

よ
っ

て
誘

発
交

通
が

発
生

し
，

広
い

エ
リ

ア
で

交
通

量
が

増
え

る
こ

と
が

多
い

と
の

定
説

化
し

て
い

る
研

究
を

無
視

し
て

い
ま

す
。

ま
た

新
た

な
道

路
に

よ
る

大
気

汚
染

の
悪

化
は

そ
の

道
路

の
直

近
だ

け
で

な
く

，
広

く
面

的
に

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

も
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
そ

し
て

，
何

よ
り

も
私

た
ち

が
理

解
す

べ
き

は
，

現
在

の
こ

の
国

の
政

策
に

な
っ

て
い

る
の

は
，

汚
染

物
質

等
の

総
量

を
減

ら
す

こ
と

で
あ

り
（

濃
度

規
制

と
総

量
規

制
の

区
別

９
，

そ
れ

に
伴

っ
て

，
汚

染
源

で
あ

る
車

両
の

通
行

量
も

減
ら

す
交

通
政

策
も

求
め

ら
れ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
す

。
公

務
員

の
皆

さ
ん

に
対

し
て

こ
う

い
う

こ
と

は
言

い
た

く
な

い
け

れ
ど

，
大

気
汚

染
防

止
法

を
し

っ
か

り
勉

強
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

，
東

京
大

気
汚

染
訴

訟
の

和
解

条
項

を
読

み
直

し
て

く
だ

さ
い

。
そ

う
す

れ
ば

，
上

記
の

よ
う

な
説

明
は

で
き

な
く

な
る

は
ず

で
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
4

p
.1

0
「

４
　

道
路

網
計

画
の

目
標

」
に

つ
い

て

「
・

市
民

ニ
ー

ズ
」

の
項

目
に

は
，

「
現

状
を

変
え

て
欲

し
い

」
と

い
う

願
望

が
並

ん
で

い
ま

す
。

み
ち

の
井

戸
端

会
議

・
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

け
る

質
問

か
ら

は
，

「
現

在
の

暮
ら

し
を

続
け

た
い

」
「

現
状

を
変

え
な

い
で

欲
し

い
」

と
い

う
声

は
出

に
く

い
の

だ
と

思
い

ま
す

。

　
現

実
に

は
，

p
.2

7
「

№
1

9
　

調
布

3
・

4
・

1
0

号
」

，
p

.2
8

「
№

2
5

　
若

葉
小

学
校

周
辺

」
は

，
静

か
な

住
宅

地
で

交
通

事
故

が
少

な
く

，
国

分
寺

崖
線

（
武

者
小

路
実

篤
公

園
か

ら
若

葉
の

森
）

の
緑

豊
か

で
空

気
が

良
く

，
小

鳥
の

さ
え

ず
り

が
聞

か
れ

る
地

域
で

す
。

若
葉

小
・

市
立

四
中

の
児

童
・

生
徒

た
ち

に
と

っ
て

極
め

て
良

好
な

環
境

で
す

。
都

市
化

・
宅

地
化

の
流

れ
に

あ
っ

て
，

僅
か

に
残

さ
れ

て
き

た
，

そ
し

て
現

在
は

調
布

市
と

住
民

ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

の
保

全
活

動
に

よ
り

保
た

れ
て

い
る

「
み

ど
り

豊
か

な
都

市
空

間
」

で
す

。
こ

こ
に

都
市

計
画

道
路

を
整

備
し

た
後

に
緑

化
を

図
る

の
は

，
現

在
あ

る
樹

林
を

破
壊

し
て

人
工

物
に

置
き

換
え

れ
ば

よ
し

と
す

る
も

の
で

，
現

存
す

る
環

境
と

同
レ

ベ
ル

の
環

境
の

創
出

は
不

可
能

で
す

。

　
つ

つ
じ

ヶ
丘

駅
・

仙
川

駅
と

そ
の

周
辺

商
店

街
に

も
徒

歩
・

自
転

車
で

行
か

れ
ま

す
。

崖
線

の
坂

道
が

辛
い

人
は

バ
ス

利
用

が
可

能
で

す
。

曲
が

り
く

ね
っ

た
現

状
道

路
に

わ
ざ

わ
ざ

入
り

込
む

通
過

交
通

は
な

い
し

，
宅

配
便

や
高

齢
者

送
迎

車
な

ど
を

抑
制

排
除

す
る

生
活

道
路

は
あ

り
え

ま
せ

ん
。

　
こ

の
環

境
を

選
び

，
住

み
続

け
て

い
る

住
民

に
と

っ
て

は
，

「
現

状
を

変
え

な
い

で
欲

し
い

」
「

環
境

を
破

壊
す

る
道

路
を

作
ら

な
い

で
欲

し
い

」
と

い
う

の
が

ニ
ー

ズ
で

す
。

　
そ

の
上

で
，

「
よ

り
良

く
」

暮
ら

し
続

け
る

た
め

に
は

，
歩

道
の

凸
凹

を
な

く
し

て
ほ

し
い

，
通

学
時

の
車

を
規

制
し

て
ほ

し
い

，
と

い
う

声
が

あ
り

ま
す

。
単

に
拡

幅
や

直
線

化
で

は
，

か
え

っ
て

車
の

通
行

量
が

増
え

，
ス

ピ
ー

ド
が

出
て

，
危

険
が

増
し

て
し

ま
い

ま
す

。

　
高

齢
社

会
に

お
け

る
移

動
手

段
と

し
て

は
，

幹
線

を
走

る
大

型
バ

ス
で

は
な

く
，

小
回

り
の

き
く

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ

バ
ス

の
き

め
細

か
な

運
行

が
望

ま
れ

ま
す

。

　
行

政
担

当
者

の
知

恵
と

工
夫

を
望

む
と

こ
ろ

で
す

。

N
o
１

３
１

・
１

３
２

・
１

３
３

・
１

３
４

・
１

３
５

・
１

３
６

と
同

回
答
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道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
5

p
.2

8
「

機
能

確
保

の
た

め
の

総
合

的
な

取
組

（
小

学
校

周
辺

）
」

に
つ

い
て

　
都

の
（

第
4

次
整

備
計

画
案

）
（

案
）

「
第

2
章

　
検

証
項

目
７

　
避

難
場

所
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
」

に
，

　
「

一
時

的
に

避
難

す
る

避
難

場
所

（
一

定
の

空
地

を
有

す
る

場
）

に
ア

ク
セ

ス
す

る
都

市
計

画
道

路
は

今
後

も
必

要
で

あ
る

と
評

価
し

ま
し

た
。

」
と

あ
り

ま
す

が
，

地
震

時
な

ど
，

一
時

的
避

難
場

所
へ

は
徒

歩
で

行
く

こ
と

が
現

実
で

す
。

ク
ル

マ
を

使
う

こ
と

を
前

提
と

す
る

の
は

空
論

で
す

。

　
現

実
に

，
「

№
2

5
　

若
葉

小
学

校
周

辺
」

で
は

，
学

区
の

う
ち

で
，

東
側

の
台

地
上

と
，

西
側

の
低

地
と

の
間

に
国

分
寺

崖
線

の
坂

道
が

あ
り

，
歩

行
困

難
者

な
ど

の
移

動
が

難
し

い
と

い
う

課
題

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

は
避

難
場

所
の

設
定

と
い

う
，

道
路

整
備

で
は

解
決

で
き

な
い

課
題

だ
と

思
い

ま
す

。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
6

　
都

の
（

第
4

次
整

備
計

画
案

）
（

案
）

「
第

2
章

　
検

証
項

目
1

1
　

良
好

な
都

市
空

間
の

創
出

」
に

お
い

て
「

計
画

検
討

路
線

」
と

さ
れ

た
，

p
.2

7
「

№
1

9
　

調
布

3
・

4
・

1
0

号
」

予
定

地
は

，
上

述
の

よ
う

に
国

分
寺

崖
線

・
地

元
で

は
「

若
葉

の
森

」
と

呼
ば

れ
て

親
し

ま
れ

て
い

る
樹

林
で

す
。

　
「

調
布

3
・

4
・

1
0

号
」

を
「

計
画

検
討

路
線

」
か

ら
は

ず
し

て
「

廃
止

候
補

路
線

」
と

し
，

計
画

廃
止

す
る

こ
と

を
求

め
ま

す
。

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
4
7

　
今

回
の

「
調

布
市

道
路

網
計

画
」

は
，

「
緑

の
環

境
を

守
る

」
と

あ
る

調
布

市
の

憲
章

を
無

視
し

て
い

る
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
道

路
整

備
は

あ
る

程
度

必
要

で
す

が
，

通
学

児
童

の
生

命
の

安
全

と
車

両
通

行
量

増
大

に
伴

う
排

気
ガ

ス
問

題
や

，
住

民
が

宝
と

も
し

て
き

た
，

こ
の

緑
の

環
境

を
市

が
自

ら
無

視
す

る
こ

と
は

許
さ

れ
ま

せ
ん

。
5

0
年

，
1

0
0

年
先

を
見

据
え

た
「

計
画

断
念

」
の

勇
断

を
期

待
し

ま
す

。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

N
o
１

３
１

・
１

３
２

・
１

３
３

・
１

３
４

・
１

３
５

・
１

３
６

と
同

回
答
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７
　

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て

案
N

o
御

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
4
8

　
Ｐ

２
９

の
「

計
画

検
討

路
線

」
は

「
概

ね
１

０
年

後
の

平
成

３
７

年
を

目
標

と
し

，
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

」
と

あ
り

ま
す

が
，

検
討

の
た

め
に

だ
け

１
０

年
間

を
か

け
る

と
い

う
の

は
，

事
実

上
検

討
を

次
世

代
に

譲
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

か
ね

ま
せ

ん
。

現
在

の
当

事
者

は
全

力
で

ス
ピ

ー
ド

を
上

げ
て

検
討

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
せ

め
て

５
年

以
降

で
あ

れ
ば

検
討

段
階

か
ら

実
行

段
階

へ
移

行
可

能
な

余
地

を
明

記
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
4
9

　
計

画
道

路
に

決
定

す
る

ま
で

に
１

０
年

か
か

る
と

の
こ

と
だ

が
，

こ
れ

で
は

い
つ

実
現

で
き

る
の

か
全

く
わ

か
ら

な
い

。
強

い
行

政
指

導
力

を
も

っ
て

対
応

し
な

け
れ

ば
絵

に
描

い
た

餅
で

あ
る

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
0

計
画

の
定

期
更

新
に

つ
い

て
　

本
計

画
案

で
は

「
定

期
的

更
新

の
仕

組
み

」
（

p
.3

0
）

を
う

た
っ

て
い

ま
す

が
，

何
年

後
を

メ
ド

と
し

て
見

直
す

の
か

，
な

ど
具

体
性

を
持

た
せ

る
べ

き
で

す
。

都
の

第
4

次
事

業
化

計
画

と
の

改
訂

と
整

合
を

図
る

旨
が

書
か

れ
て

い
る

が
，

な
ら

ば
1

0
年

後
が

見
直

し
の

機
会

に
な

る
の

で
し

ょ
う

か
。

前
記

し
た

生
活

道
路

の
計

画
を

案
に

留
め

る
こ

と
を

含
め

て
，

柔
軟

性
の

あ
る

計
画

の
運

用
が

必
要

で
す

。
「

一
度

決
め

て
し

ま
え

ば
，

1
0

年
は

こ
れ

で
行

く
」

は
不

可
で

す
。

　
ま

た
「

最
新

の
社

会
経

済
状

態
や

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

対
応

し
た

計
画

」
に

す
る

こ
と

は
正

し
い

が
，

そ
う

し
た

い
の

な
ら

，
本

計
画

案
の

冒
頭

（
ｐ

.３
）

の
よ

う
に

，
半

世
紀

前
に

立
て

た
計

画
の

達
成

率
（

整
備

率
）

が
低

い
こ

と
に

こ
と

さ
ら

言
及

す
る

の
は

，
も

う
止

め
た

方
が

い
い

で
し

ょ
う

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
1

●
 Ｐ

．
２

９
～

３
０

 ７
，

（
１

）
（

２
）

　
事

業
の

推
進

や
，

見
直

し
（

定
期

更
新

）
に

お
い

て
も

，
こ

の
計

画
案

策
定

同
様

，
エ

セ
市

民
参

加
の

や
り

方
を

行
う

こ
と

は
，

行
政

の
裁

量
権

の
濫

用
で

あ
り

，
改

め
る

こ
と

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
2

意
見

（
１

）
高

齢
社

会
へ

の
対

応
　

本
格

的
な

超
高

齢
社

会
の

到
来

を
，

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

の
第

一
に

あ
げ

て
い

ま
す

が
，

超
高

齢
社

会
の

到
来

に
よ

っ
て

，
道

路
に

対
す

る
需

要
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

て
行

く
と

想
定

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
高

齢
化

に
よ

り
，

自
動

車
交

通
へ

の
需

要
は

増
え

る
の

か
減

る
の

か
，

ま
た

そ
の

中
身

は
ど

う
変

化
す

る
の

か
，

自
動

車
保

有
台

数
に

し
て

も
，

大
幅

に
減

少
す

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

そ
う

し
た

社
会

動
向

の
変

化
に

よ
っ

て
自

動
車

交
通

量
の

推
計

が
過

大
と

な
れ

ば
，

そ
れ

に
基

づ
く

計
画

で
の

道
路

へ
の

投
資

が
過

大
と

な
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
計

画
と

な
っ

て
い

る
の

か
疑

問
を

い
だ

き
ま

す
。

　
道

路
は

，
日

常
の

生
活

に
お

い
て

，
移

動
時

の
安

全
性

・
快

適
性

の
確

保
，

住
宅

地
の

防
災

性
の

向
上

，
ま

た
災

害
時

に
は

迅
速

な
避

難
の

一
助

と
な

る
な

ど
，

市
民

生
活

に
欠

か
せ

な
い

公
共

施
設

の
ひ

と
つ

で
す

。
道

路
利

用
者

や
市

民
の

皆
さ

ん
の

道
路

に
対

す
る

様
々

な
期

待
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
，

道
路

の
多

様
な

役
割

を
確

認
し

，
こ

れ
ら

の
役

割
が

十
分

発
揮

で
き

る
よ

う
な

み
ち

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

　
な

お
，

「
道

路
網

計
画

」
は

，
最

新
の

社
会

経
済

状
況

や
調

布
市

を
取

り
巻

く
状

況
等

に
対

応
し

た
計

画
と

な
る

よ
う

，
必

要
に

応
じ

て
定

期
的

に
更

新
し

ま
す

。

　
「

計
画

検
討

路
線

」
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

地
域

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

計
画

検
討

，
都

市
計

画
手

続
等

，
事

業
化

検
討

の
３

段
階

に
分

け
，

平
成

２
８

年
度

か
ら

概
ね

１
０

年
後

の
平

成
３

７
年

度
を

目
標

と
し

，
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

　
第

一
段

階
の

「
計

画
検

討
」

で
は

，
計

画
の

変
更

等
に

つ
い

て
検

討
し

，
第

二
段

階
の

「
都

市
計

画
手

続
等

」
で

は
，

計
画

の
変

更
等

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

場
合

，
都

市
計

画
手

続
等

を
実

施
し

，
第

三
段

階
の

「
事

業
化

検
討

」
で

は
，

都
市

計
画

手
続

等
（

変
更

等
が

必
要

な
場

合
）

を
実

施
後

，
事

業
化

に
向

け
た

検
討

を
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

今
後

，
市

民
参

加
の

や
り

方
等

に
つ

い
て

は
，

第
一

段
階

の
「

計
画

検
討

」
の

中
で

検
討

す
る

予
定

で
す

。

　
「

道
路

網
計

画
」

の
具

体
的

な
更

新
期

間
は

定
め

て
い

ま
せ

ん
が

，
最

新
の

社
会

経
済

状
況

や
調

布
市

を
取

り
巻

く
状

況
に

対
応

し
た

計
画

と
な

る
よ

う
，

必
要

に
応

じ
定

期
的

に
更

新
す

る
予

定
で

す
。

　
な

お
，

「
東

京
に

お
け

る
都

市
計

画
道

路
の

整
備

方
針

（
第

四
次

事
業

化
計

画
）

」
の

改
定

時
に

は
整

合
を

図
る

た
め

，
少

な
く

と
も

，
第

四
次

事
業

化
計

画
の

計
画

期
間

の
平

成
３

７
年

度
に

は
，

更
新

す
る

予
定

で
す

。



２ 結果 
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目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
3

自
転

車
の

通
行

に
つ

い
て

　
三

鷹
通

り
ほ

か
，

調
布

市
内

は
車

道
・

歩
道

の
幅

が
狭

く
，

自
転

車
に

よ
る

通
行

が
し

づ
ら

い
。

　
逆

に
自

動
車

で
通

行
中

，
自

転
車

に
よ

り
阻

ま
れ

渋
滞

の
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

　
自

動
車

の
妨

げ
に

な
ら

ず
か

つ
安

全
が

確
保

さ
れ

る
よ

う
自

転
車

の
走

行
帯

も
確

保
い

た
だ

き
た

い
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
4

　
道

路
の

事
（

要
す

る
に

車
）

も
大

切
で

す
が

，
車

の
事

ば
か

り
が

中
心

で
，

人
間

の
生

命
を

考
え

て
い

な
い

所
が

気
に

な
り

ま
す

。
未

だ
に

自
転

車
は

法
令

を
守

ら
な

い
し

，
人

間
は

な
か

な
か

自
由

に
歩

く
事

が
で

き
ま

せ
ん

。
警

察
の

方
で

も
，

も
っ

と
自

転
車

を
厳

し
く

取
り

締
ま

っ
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

？
何

度
も

何
度

も
自

転
車

や
車

に
お

び
や

か
さ

れ
た

事
が

あ
り

ま
す

!!地
震

等
の

対
策

に
道

路
も

必
要

な
の

で
し

ょ
う

が
，

守
る

べ
き

は
人

間
の

命
だ

と
思

い
ま

す
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
5

　
1

日
調

布
市

内
を

自
転

車
で

移
動

す
る

時
，

さ
な

が
ら

≪
U

rw
a
ld

≫
（

P
ri
m

e
v
a
l　

F
o
re

s
t）

原
生

林
の

中
の

≪
ケ

モ
ノ

道
≫

を
「

ホ
ソ

ウ
」

し
た

だ
け

の
通

路
と

い
う

印
象

し
か

持
て

な
い

の
は

，
≪

住
民

の
公

共
の

福
祉

≫
を

考
え

な
い

で
道

路
行

政
が

進
行

し
た

感
が

あ
り

ま
す

。
　

せ
ま

い
道

幅
の

と
こ

ろ
を

≪
自

動
車

≫
が

「
ワ

ガ
モ

ノ
顔

」
で

進
行

し
て

い
る

の
に

接
す

る
と

，
恐

怖
を

感
じ

ま
す

。
　

「
道

路
上

の
進

行
」

を
ゆ

づ
っ

て
も

，
≪

能
面

≫
の

よ
う

な
不

快
な

顔
で

通
り

す
ぎ

て
行

く
こ

と
は

，
民

度
の

低
さ

を
表

現
し

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

道
路

信
号

無
視

が
，

自
転

車
乗

者
に

多
い

。
　

教
育

指
導

が
必

要
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
6

自
転

車
通

行
帯

の
明

確
化

　
道

路
構

造
・

幅
員

に
応

じ
，

自
転

車
通

行
帯

を
路

面
標

示
や

カ
ラ

ー
舗

装
で

明
確

に
す

る
。

　
早

急
に

路
面

標
示

や
舗

装
色

の
全

国
統

一
を

図
る

よ
う

提
言

し
て

も
ら

い
た

い
。

（
青

・
緑

・
茶

色
な

ど
バ

ラ
バ

ラ
な

の
で

，
例

：
都

・
北

南
建

が
定

め
た

標
示

の
全

国
展

開
）

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
7

　
Ｐ

３
１

の
「

自
転

車
利

用
の

環
境

づ
く

り
」

に
つ

い
て

，
自

転
車

愛
好

者
の

一
人

と
し

て
意

見
を

述
べ

ま
す

。
道

路
交

通
法

上
，

本
来

自
転

車
は

車
道

を
走

行
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す

が
，

実
際

に
車

道
で

運
転

し
て

み
る

と
，

意
外

に
も

歩
道

よ
り

快
適

で
安

全
な

も
の

で
す

。
そ

こ
で

，
現

行
の

「
調

布
３

・
４

・
１

０
号

線
」

の
「

東
つ

つ
じ

が
丘

２
丁

目
か

ら
狛

江
通

り
前

の
間

」
を

，
（

比
較

的
車

両
が

少
な

い
こ

と
も

あ
り

）
車

道
に

青
塗

り
を

行
い

，
自

転
車

側
道

化
を

進
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
8

●
 Ｐ

．
３

１
 今

後
の

課
題

 自
転

車
利

用
の

環
境

づ
く

り
　

自
転

車
走

行
の

安
全

性
向

上
（

歩
行

者
に

も
自

動
車

運
転

者
に

も
）

が
，

大
き

な
市

民
要

求
に

も
か

か
わ

ら
ず

，
今

後
の

課
題

と
し

て
先

送
り

し
た

こ
と

は
，

こ
の

案
は

失
格

で
あ

る
こ

と
を

作
成

者
が

自
ら

認
め

て
い

る
こ

と
に

な
る

。
つ

ま
り

，
相

変
わ

ら
ず

車
優

先
の

道
路

網
計

画
案

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

目
指

す
べ

き
道

路
網

の
実

現
に

向
け

て
1
5
9

「
自

転
車

利
用

の
環

境
づ

く
り

」
の

具
体

像
が

明
ら

か
で

な
い

　
環

境
負

荷
の

少
な

い
交

通
手

段
と

し
て

，
ま

た
身

体
を

動
か

す
心

地
よ

さ
を

味
わ

え
る

手
段

と
し

て
自

転
車

利
用

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
，

市
民

の
ニ

ー
ズ

の
な

か
で

は
「

自
転

車
を

安
全

に
利

用
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

」
と

い
う

声
が

多
く

寄
せ

ら
れ

お
り

，
自

転
車

が
安

全
に

利
用

で
き

る
環

境
の

整
備

は
，

歩
道

の
安

全
性

・
快

適
性

や
，

自
動

車
を

安
心

し
て

運
転

で
き

る
環

境
整

備
に

も
資

す
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

し
か

る
に

，
今

回
の

「
調

布
市

道
路

計
画

(案
）

」
に

お
い

て
は

，
そ

の
末

尾
に

お
い

て
「

自
転

車
利

用
の

環
境

づ
く

り
」

が
，

ま
る

で
付

け
足

し
の

よ
う

に
抽

象
的

に
記

さ
れ

て
い

る
に

す
ぎ

ず
，

具
体

的
に

何
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

の
か

，
何

を
検

討
し

た
の

か
が

ま
る

で
わ

か
り

ま
せ

ん
。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

　
調

布
市

内
の

移
動

は
，

徒
歩

や
自

転
車

が
多

く
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
が

，
安

全
に

利
用

で
き

る
空

間
は

十
分

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

み
ち

の
井

戸
端

会
議

や
道

路
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

「
歩

道
を

安
全

に
，

快
適

に
歩

け
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

」
や

「
自

転
車

を
安

全
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
」

と
い

う
意

見
を

多
く

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

，
自

転
車

の
走

行
空

間
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
た

め
に

，
結

果
と

し
て

，
歩

行
者

や
車

と
自

転
車

利
用

者
が

混
在

し
て

い
る

道
路

利
用

の
現

状
を

示
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
　

道
路

を
利

用
す

る
誰

も
が

安
全

で
快

適
に

通
行

で
き

る
よ

う
に

す
る

に
は

，
自

転
車

利
用

の
環

境
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

す
な

わ
ち

，
自

転
車

が
安

全
に

利
用

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
に

よ
り

，
歩

行
者

や
車

も
，

道
路

を
安

全
に

利
用

出
来

る
よ

う
に

な
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
今

後
，

自
転

車
の

日
常

的
な

移
動

の
安

全
性

及
び

利
便

性
向

上
を

図
る

た
め

，
高

齢
者

や
子

ど
も

な
ど

，
誰

も
が

安
全

か
つ

快
適

に
移

動
で

き
る

よ
う

な
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

　
ま

た
，

以
下

の
点

に
つ

い
て

は
，

今
後

も
引

き
続

き
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

＜
広

域
道

路
網

計
画

＞
•

 広
域

道
路

を
新

規
整

備
す

る
場

合
に

は
，

交
通

管
理

者
と

の
協

議
を

踏
ま

え
，

車
道

通
行

を
原

則
と

し
た

自
転

車
走

行
空

間
の

設
置

を
検

討
す

る
。

•
 既

存
道

路
に

お
い

て
自

転
車

走
行

空
間

を
設

置
す

る
場

合
に

は
，

交
通

管
理

者
と

の
協

議
を

踏
ま

え
，

緊
急

性
な

ど
を

考
慮

し
た

う
え

で
，

順
次

車
道

に
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
な

ど
の

路
面

表
示

を
検

討
す

る
。

ま
た

，
道

路
の

機
能

や
役

割
に

応
じ

て
，

道
路

空
間

の
再

配
分

等
に

よ
り

自
転

車
走

行
空

間
の

確
保

を
検

討
す

る
。

•
 ２

０
２

０
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
向

け
た

自
転

車
推

奨
ル

ー
ト

に
指

定
さ

れ
て

い
る

地
区

で
は

，
車

道
の

利
用

を
基

本
と

し
た

整
備

方
針

に
基

づ
き

，
整

備
を

進
め

て
い

く
。

＜
地

区
内

道
路

網
計

画
＞

•
 地

区
内

道
路

に
つ

い
て

は
，

自
転

車
等

駐
車

場
の

周
辺

や
人

が
集

ま
る

駅
前

な
ど

，
道

路
の

機
能

や
役

割
に

応
じ

て
，

順
次

車
道

の
左

側
端

へ
自

転
車

を
誘

導
す

る
た

め
，

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

な
ど

の
路

面
表

示
の

設
置

を
検

討
し

，
自

転
車

走
行

空
間

の
明

確
化

に
努

め
る

。
•

 鉄
道

敷
地

に
沿

っ
て

計
画

さ
れ

て
い

る
地

区
内

道
路

で
は

，
自

転
車

走
行

空
間

の
明

確
化

と
連

続
性

を
創

出
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
＜

自
転

車
利

用
者

の
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

の
啓

発
＞

•
 自

転
車

の
安

全
な

走
行

に
関

す
る

啓
発

に
つ

い
て

は
，

自
転

車
利

用
者

の
目

に
つ

き
や

す
い

自
転

車
等

駐
車

場
の

看
板

へ
の

ポ
ス

タ
ー

の
掲

示
を

行
う

と
と

も
に

，
年

２
回

の
交

通
安

全
の

つ
ど

い
や

自
転

車
安

全
教

室
な

ど
，

交
通

管
理

者
や

交
通

安
全

協
会

と
連

携
し

て
，

様
々

な
年

代
に

対
応

し
た

形
で

各
種

啓
発

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

，
交

通
管

理
者

等
と

連
携

を
し

，
自

転
車

の
正

し
い

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
の

浸
透

を
図

る
。

＜
今

後
の

検
討

＞
•

 平
成

２
８

年
度

か
ら

の
２

か
年

で
，

利
用

実
態

を
把

握
し

た
う

え
で

，
市

内
の

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

予
定
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そ
の

他
意

見

案
N

o
御

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方

そ
の

他
意

見
1
6
0

災
害

に
対

す
る

対
策

　
都

市
型

水
害

へ
の

対
応

と
し

て
，

道
路

地
下

に
貯

留
槽

（
散

水
用

に
も

使
用

）
を

設
置

す
る

。

そ
の

他
意

見
1
6
1

○
拡

幅
に

当
た

っ
て

は
，

防
災

・
防

犯
に

も
配

慮
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
○

こ
れ

か
ら

も
こ

と
あ

る
ご

と
に

情
報

発
信

は
し

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

そ
う

で
な

い
と

疎
外

感
を

感
じ

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
6
2

　
計

画
内

容
へ

の
希

望
と

し
て

は
，

美
し

い
街

づ
く

り
と

防
災

対
策

の
充

実
を

お
願

い
し

た
い

。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
街

の
よ

う
な

石
畳

，
お

し
ゃ

れ
な

街
燈

，
植

栽
，

果
樹

，
菜

園
ス

ペ
ー

ス
，

井
戸

，
被

災
時

に
地

下
水

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
，

そ
れ

は
消

火
活

動
に

も
使

え
る

な
ど

。

そ
の

他
意

見
1
6
3

温
暖

化
に

対
す

る
対

策
に

つ
い

て
　

計
画

に
は

具
体

的
な

施
策

が
乏

し
い

。
整

備
し

て
渋

滞
を

な
く

す
こ

と
し

か
対

策
が

な
い

。
　

温
暖

化
に

対
し

て
は

，
以

下
の

施
策

の
検

討
を

願
い

た
い

。
１

．
夏

の
道

路
高

温
化

へ
の

対
策

（
貯

留
雨

水
を

利
用

し
た

高
温

時
の

自
動

散
水

）
２

．
道

路
の

整
備

よ
り

，
車

両
の

エ
コ

推
進

（
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
活

用
し

た
安

価
な

充
電

ポ
ス

ト
設

置
）

３
．

自
家

用
車

よ
り

公
共

交
通

の
充

実
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

乗
合

自
動

車
の

導
入

）
４

．
中

央
分

離
帯

に
配

置
す

る
落

葉
樹

の
街

路
樹

に
よ

る
道

路
の

高
温

化
防

止
（

夏
は

日
陰

に
よ

り
高

温
化

防
止

に
な

る
）

５
．

幅
が

広
く

，
調

布
駅

に
接

続
す

る
道

路
に

は
路

面
電

車
な

ど
を

導
入

し
，

車
の

抑
制

を
図

る
こ

と
で

温
暖

化
の

防
止

に
貢

献
す

る
。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
「

低
炭

素
な

ま
ち

，
生

活
環

境
に

配
慮

し
た

住
み

や
す

い
ま

ち
の

形
成

」
を

目
標

の
ひ

と
つ

と
し

て
設

定
し

て
い

ま
す

。
　

調
布

市
で

は
，

平
成

２
２

年
に

調
布

市
地

球
温

暖
化

対
策

実
行

計
画

(区
域

施
策

編
)を

策
定

し
，

温
室

効
果

ガ
ス

の
総

排
出

量
の

削
減

を
目

指
し

，
地

球
温

暖
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

し
か

し
，

今
後

，
何

も
対

策
を

講
じ

な
い

と
，

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

は
増

加
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

ま
す

。
そ

こ
で

，
低

炭
素

で
生

活
環

境
や

沿
道

環
境

に
配

慮
し

た
住

み
や

す
い

ま
ち

を
形

成
す

る
み

ち
づ

く
り

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
　

ま
た

，
道

路
を

整
備

す
る

時
の

影
響

に
つ

い
て

は
，

路
線

に
よ

っ
て

地
形

条
件

等
が

異
な

る
た

め
，

個
別

路
線

の
事

業
化

段
階

で
調

査
検

討
す

る
の

が
適

切
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
検

討
時

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
6
4

道
路

の
活

用
　

道
路

の
地

下
を

有
効

活
用

し
，

一
時

的
に

は
コ

ス
ト

が
か

か
っ

て
も

，
長

期
間

で
見

て
コ

ス
ト

削
減

が
期

待
で

き
る

こ
と

を
検

討
す

べ
き

。
貯

留
槽

，
電

気
，

ガ
ス

，
通

信
，

下
水

道
な

ど
の

イ
ン

フ
ラ

の
共

同
溝

は
将

来
的

に
有

効
で

は
な

い
か

そ
の

他
意

見
1
6
5

景
観

対
策

　
電

柱
な

ど
の

地
下

化
を

実
現

し
，

景
観

の
向

上
を

目
指

し
て

ほ
し

い
。

地
下

化
に

当
た

っ
て

は
，

他
の

施
設

も
地

下
に

共
同

で
敷

設
す

る
な

ど
，

コ
ス

ト
面

の
対

策
も

取
っ

て
ほ

し
い

。

そ
の

他
意

見
1
6
6

調
布

市
道

路
網

計
画

(案
)に

対
す

る
コ

メ
ン

ト
　

説
明

会
を

行
う

場
合

　
市

全
体

の
地

図
だ

け
で

な
く

　
説

明
会

の
当

該
地

区
図

の
切

り
図

を
ご

提
示

く
だ

さ
い

，
特

に
今

回
は

理
解

し
難

い
図

面
で

し
た

の
で

。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
市

域
全

体
に

関
わ

る
計

画
の

た
め

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
に

関
す

る
「

説
明

会
」

及
び

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

で
は

，
市

全
体

の
図

面
を

作
成

し
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

御
意

見
を

踏
ま

え
，

今
後

は
，

個
別

に
図

面
等

を
準

備
す

る
な

ど
，

わ
か

り
や

す
い

説
明

に
努

め
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
6
7

　
今

回
の

説
明

会
の

位
置

付
け

（
全

体
工

程
の

中
で

の
）

が
分

か
り

に
く

か
っ

た
。

（
質

疑
に

て
お

お
よ

そ
分

か
っ

た
）

　
平

成
２

８
年

１
月

１
５

日
，

１
６

日
に

開
催

し
た

説
明

会
は

，
平

成
２

７
年

１
２

月
に

「
道

路
網

計
画

（
案

）
」

を
公

表
し

，
そ

の
内

容
に

つ
い

て
周

知
し

，
市

民
の

方
々

に
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
た

め
に

開
催

し
た

も
の

で
す

。

そ
の

他
意

見
1
6
8

・
過

去
に

も
数

回
，

駅
等

で
開

催
さ

れ
た

と
い

う
事

だ
っ

た
が

，
そ

の
際

に
出

た
意

見
等

が
ど

の
よ

う
に

反
映

さ
れ

た
か

等
に

つ
い

て
の

説
明

が
な

か
っ

た
。

実
際

に
反

映
さ

れ
た

の
か

は
？

・
「

こ
う

い
っ

た
地

元
の

方
の

意
見

か
ら

，
こ

こ
の

整
備

計
画

が
発

生
し

た
」

な
ど

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

見
が

持
ち

上
が

っ
た

ん
だ

と
い

う
気

持
ち

に
な

る
と

思
う

。
・

個
別

説
明

会
で

は
，

地
権

者
の

方
が

「
こ

ん
な

会
議

が
実

施
さ

れ
て

意
見

を
述

べ
て

も
反

映
さ

れ
ず

，
こ

の
ま

ま
計

画
が

実
施

さ
れ

る
ん

だ
ろ

う
」

と
言

わ
れ

て
い

た
の

が
印

象
的

だ
っ

た
。

上
記

に
も

書
い

た
よ

う
な

手
順

を
行

っ
て

い
れ

ば
，

そ
ん

な
意

見
も

少
し

は
減

る
の

で
は

な
い

か
。

形
だ

け
の

説
明

会
に

終
わ

っ
て

欲
し

く
な

い
。

そ
の

他
意

見
1
6
9

　
現

地
の

実
情

を
足

で
調

査
し

，
そ

の
上

で
住

民
と

擦
り

合
わ

せ
を

実
施

し
た

ら
と

考
え

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
7
0

　
道

路
に

隣
接

す
る

住
民

へ
の

直
接

説
明

は
？

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

目
指

す
べ

き
道

路
網

や
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

と
り

ま
と

め
た

計
画

で
あ

り
，

具
体

的
な

道
路

整
備

の
内

容
を

定
め

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
　

こ
の

た
め

，
道

路
付

属
物

や
舗

装
構

造
な

ど
，

道
路

を
整

備
す

る
時

の
形

態
に

つ
い

て
は

，
個

別
路

線
の

事
業

化
段

階
で

調
査

検
討

す
る

の
が

適
切

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

道
路

整
備

を
行

う
際

に
は

，
説

明
会

等
を

開
催

し
地

域
の

皆
様

へ
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

　
車

道
と

歩
道

が
分

離
さ

れ
て

お
り

，
あ

る
程

度
の

空
間

が
確

保
さ

れ
て

い
る

都
市

計
画

道
路

で
は

基
本

的
に

は
全

て
無

電
柱

化
を

進
め

て
い

く
予

定
で

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

は
，

道
路

の
位

置
，

幅
員

，
優

先
的

に
整

備
す

べ
き

路
線

等
を

定
め

る
計

画
で

あ
り

，
市

民
生

活
に

直
接

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

が
あ

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

も
策

定
過

程
の

初
期

段
階

か
ら

，
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
と

意
見

交
換

を
行

う
た

め
，

複
数

の
手

法
で

市
民

参
加

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

　
具

体
的

に
は

，
職

員
が

対
面

方
式

で
直

接
市

民
の

皆
さ

ん
の

御
意

見
を

聴
く

「
み

ち
の

井
戸

端
会

議
」

や
無

作
為

に
抽

出
し

た
市

民
の

方
々

に
「

道
路

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
　

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

検
討

の
各

段
階

に
お

い
て

，
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

道
路

網
計

画
へ

の
反

映
に

つ
い

て
は

，
「

道
路

網
計

画
」

の
参

考
資

料
「

市
民

参
加

レ
ポ

ー
ト

」
で

公
開

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

広
域

道
路

網
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

「
計

画
検

討
路

線
」

や
「

廃
止

候
補

路
線

」
に

つ
い

て
は

，
今

後
，

各
路

線
の

課
題

を
踏

ま
え

市
民

参
加

の
方

策
を

検
討

し
，

検
討

の
各

段
階

に
応

じ
て

適
切

な
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

，
地

域
の

皆
さ

ん
の

意
見

把
握

に
努

め
な

が
ら

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
　

地
区

内
道

路
網

に
お

け
る

「
機

能
確

保
の

た
め

の
総

合
的

な
取

組
」

は
，

各
地

域
の

状
況

を
適

切
に

把
握

し
，

地
域

の
皆

さ
ん

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
，

早
期

の
課

題
解

決
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。



２ 結果 
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そ
の

他
意

見
1
7
1

　
こ

の
度

，
急

に
調

布
市

道
路

網
計

画
な

る
も

の
を

出
さ

れ
て

い
る

よ
う

で
す

が
，

こ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

突
然

出
さ

れ
た

事
に

ま
ず

疑
問

を
持

ち
ま

し
た

。
　

住
民

へ
の

説
明

に
対

し
て

も
，

案
内

が
周

知
徹

底
さ

れ
て

い
な

い
状

況
で

開
催

し
て

も
無

意
味

で
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
7
2

　
２

月
１

０
日

が
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
受

付
け

締
切

日
と

判
明

し
た

が
，

あ
ま

り
の

唐
突

な
こ

と
で

あ
る

。
「

今
後

検
討

す
る

路
線

」
と

の
決

定
（

？
）

は
市

報
に

掲
載

さ
れ

た
（

締
切

日
も

か
）

と
の

こ
と

で
あ

る
が

，
当

該
地

区
住

民
で

気
が

付
い

た
人

は
１

％
と

に
も

満
た

な
い

の
で

は
な

い
か

。
　

気
が

つ
か

な
い

方
が

悪
い

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
，

知
ら

し
め

る
こ

と
が

肝
要

。
こ

の
よ

う
な

問
題

は
関

係
地

区
住

民
宛

に
，

市
報

と
は

別
に

個
別

に
案

内
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
，

決
定

の
前

に
地

区
住

民
へ

の
オ

ー
プ

ン
懇

切
な

説
明

会
等

の
開

催
も

必
要

で
あ

る
と

考
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

　
上

か
ら

目
線

の
市

政
，

姿
勢

で
は

，
理

解
を

得
る

の
が

難
し

く
し

，
ト

ラ
ブ

ル
の

発
生

を
招

き
，

計
画

進
捗

の
長

期
化

，
つ

い
に

は
頓

挫
を

招
く

事
が

多
く

，
税

金
の

無
駄

使
い

と
も

な
り

か
ね

な
い

。
主

権
住

民
の

開
か

れ
た

市
政

の
進

め
方

の
方

が
，

言
っ

て
み

れ
ば

急
が

ば
回

れ
で

，
結

果
的

に
は

理
解

を
得

る
の

も
早

い
の

で
は

な
い

か
，

と
考

え
ら

れ
る

が
如

何
お

考
え

で
し

ょ
う

か
。

そ
の

他
意

見
1
7
3

　
計

画
案

の
告

知
，

通
知

の
方

法
に

誠
意

が
感

じ
ら

れ
な

い
。

　
特

に
計

画
案

に
掲

げ
ら

れ
た

道
路

に
面

し
た

住
民

に
は

個
別

に
連

絡
通

知
す

る
く

ら
い

で
な

い
と

住
民

の
理

解
は

得
に

く
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
説

明
会

や
井

戸
端

会
議

の
日

程
連

絡
は

町
会

の
回

覧
版

で
回

っ
た

よ
う

で
す

が
町

会
に

入
っ

て
い

な
け

れ
ば

，
回

覧
版

は
回

っ
て

来
ず

日
程

な
ど

は
知

ら
さ

れ
な

い
ま

ま
で

す
。

　
我

が
家

に
は

井
戸

端
会

議
日

程
の

前
日

に
回

覧
版

が
回

っ
て

来
ま

し
た

。
　

前
日

で
は

予
定

の
た

て
よ

う
が

あ
り

ま
せ

ん
。

既
に

説
明

会
が

終
わ

っ
て

い
ま

し
た

。
「

市
報

に
一

文
掲

載
し

た
か

ら
」

「
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

載
せ

た
か

ら
」

と
そ

れ
で

済
ま

せ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

日
々

の
忙

し
い

中
で

市
報

を
す

み
ず

み
ま

で
目

を
通

す
の

は
不

可
能

で
す

。
ま

た
パ

ソ
コ

ン
を

使
い

こ
な

す
こ

と
が

で
き

な
い

方
，

パ
ソ

コ
ン

を
持

っ
て

い
な

い
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

　
ひ

と
り

よ
が

り
に

な
ら

な
い

伝
達

方
法

を
よ

く
お

考
え

く
だ

さ
い

。

そ
の

他
意

見
1
7
4

質
問

 前
述

反
対

理
由

（
N

O
.１

７
３

）
に

記
し

た
よ

う
に

説
明

会
に

出
席

で
き

な
か

っ
た

た
め

１
 計

画
案

は
ど

こ
か

ら
声

が
上

が
り

検
討

が
始

ま
っ

た
の

か
？

２
 最

終
的

に
は

ど
こ

か
ら

ど
こ

ま
で

道
路

を
拡

張
す

る
の

か
？

３
 道

路
拡

張
が

終
了

す
る

の
は

い
つ

か
？

４
 計

画
案

に
掲

げ
ら

れ
た

道
路

に
面

す
る

住
民

の
同

意
・

用
地

買
収

・
道

路
の

設
計

な
ど

が
全

て
終

了
し

て
か

ら
の

工
事

着
工

か
？

　
一

部
の

み
工

事
を

し
て

も
意

味
が

な
く

，
税

金
の

無
駄

使
い

で
す

。

　
調

布
市

で
は

長
い

年
月

を
か

け
て

道
路

整
備

を
進

め
て

き
ま

し
た

が
，

都
市

計
画

道
路

の
整

備
率

は
多

摩
地

域
の

平
均

と
比

べ
低

い
水

準
と

な
っ

て
お

り
，

生
活

道
路

に
つ

い
て

も
，

約
７

割
が

未
整

備
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
，

現
行

の
「

多
摩

地
域

に
お

け
る

都
市

計
画

道
路

の
整

備
方

針
（

第
三

次
事

業
化

計
画

）
」

の
計

画
期

間
が

平
成

２
７

年
度

で
終

了
す

る
こ

と
や

，
生

活
道

路
の

計
画

的
な

整
備

・
事

業
効

果
の

早
期

発
現

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

，
昨

今
の

社
会

経
済

状
況

の
変

化
や

周
辺

基
盤

整
備

の
進

捗
に

よ
り

，
時

代
に

応
じ

た
道

路
計

画
を

構
築

す
る

必
要

が
生

じ
て

き
ま

し
た

。
　

ま
た

，
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

は
，

こ
れ

ま
で

そ
れ

ぞ
れ

の
計

画
に

基
づ

き
，

個
別

に
整

備
を

進
め

て
き

ま
し

た
が

，
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

を
体

系
的

，
機

能
的

に
連

携
し

た
道

路
網

と
し

て
形

成
し

て
い

く
た

め
に

は
，

双
方

の
道

路
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

整
備

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
，

現
在

の
都

市
計

画
道

路
と

生
活

道
路

の
計

画
を

一
体

的
に

検
討

し
，

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

対
応

し
た

「
道

路
網

計
画

」
を

策
定

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
。

策
定

に
当

た
っ

て
は

，
平

成
２

７
年

度
・

平
成

２
８

年
度

の
２

カ
年

で
検

討
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

　
ま

た
，

「
道

路
網

計
画

」
に

つ
い

て
は

，
計

画
期

間
を

定
め

て
お

り
ま

せ
ん

が
，

最
新

の
社

会
経

済
状

況
や

調
布

市
を

取
り

巻
く

状
況

に
対

応
し

た
計

画
と

な
る

よ
う

，
必

要
に

応
じ

定
期

的
に

更
新

す
る

予
定

で
す

。
な

お
，

「
道

路
網

計
画

」
は

，
目

指
す

べ
き

道
路

網
や

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
等

を
と

り
ま

と
め

た
計

画
で

あ
り

，
具

体
的

な
道

路
整

備
の

進
め

方
を

定
め

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

そ
の

他
意

見
1
7
5

　
都

道
１

１
４

号
線

か
ら

武
者

小
路

実
篤

公
園

へ
の

生
活

用
道

路
が

拡
幅

計
画

が
あ

る
こ

と
を

，
つ

い
先

日
知

り
ま

し
た

。
わ

た
く

し
の

自
宅

は
，

ま
さ

に
そ

の
計

画
対

象
に

は
い

り
ま

す
。

　
で

す
が

，
そ

の
計

画
の

公
表

が
１

２
月

２
１

日
で

，
意

見
の

募
集

が
２

月
１

０
日

と
い

う
の

は
ど

う
い

う
こ

と
で

す
か

。
ま

た
，

市
と

の
協

議
が

１
月

３
０

日
に

入
間

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
あ

っ
た

そ
う

で
す

が
，

そ
の

対
象

地
域

へ
の

協
議

日
程

の
周

知
が

さ
れ

て
な

い
こ

と
に

憤
り

を
感

じ
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

公
表

に
当

た
っ

て
は

，
市

報
１

２
月

２
０

日
号

に
て

，
案

に
関

す
る

説
明

会
及

び
み

ち
の

井
戸

端
会

議
の

開
催

の
案

内
と

と
も

に
周

知
し

て
い

ま
す

。
ま

た
，

案
の

公
表

と
合

わ
せ

て
，

同
日

に
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
周

知
し

て
い

ま
す

。
　

そ
の

他
に

案
に

関
す

る
説

明
会

の
周

知
等

に
つ

い
て

は
，

市
内

の
京

王
線

各
駅

及
び

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

，
図

書
館

，
公

民
館

等
の

施
設

に
も

案
内

チ
ラ

シ
を

配
架

す
る

と
と

も
に

ポ
ス

タ
ー

を
掲

示
し

，
周

知
し

て
い

ま
す

。
合

わ
せ

て
，

地
区

協
議

会
，

自
治

会
及

び
街

づ
く

り
協

議
会

へ
開

催
案

内
を

送
付

す
る

と
と

も
に

，
無

作
為

抽
出

し
た

市
民

約
１

，
０

０
０

人
に

開
催

案
内

を
送

付
し

，
周

知
を

図
っ

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
の

意
見

提
出

期
間

に
つ

い
て

は
，

調
布

市
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
条

例
に

お
い

て
政

策
等

の
案

を
公

表
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
０

日
以

上
と

な
っ

て
い

ま
す

が
，

「
道

路
網

計
画

」
で

の
意

見
提

出
期

間
は

，
よ

り
多

く
の

市
民

の
皆

さ
ん

に
計

画
を

周
知

し
御

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
，

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
か

ら
平

成
２

８
年

２
月

１
０

日
ま

で
の

５
２

日
間

と
し

ま
し

た
。

　
ま

た
，

平
成

２
８

年
１

月
３

０
日

（
土

）
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
，

「
国

分
寺

崖
線

の
緑

を
守

り
，

調
布

3
・

4
・

1
0

号
線

を
考

え
る

会
」

と
の

協
議

に
つ

い
て

は
，

同
会

が
主

催
し

，
調

布
市

が
説

明
に

伺
っ

た
会

で
あ

る
た

め
，

市
か

ら
住

民
の

皆
さ

ん
に

周
知

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

　
「

道
路

網
計

画
」

に
つ

い
て

は
，

平
成

２
６

年
１

１
月

に
検

討
着

手
を

発
議

し
，

平
成

２
６

年
度

と
平

成
２

７
年

度
の

２
か

年
で

検
討

を
進

め
て

き
ま

し
た

。
　

「
道

路
網

計
画

」
は

，
道

路
の

位
置

，
幅

員
，

優
先

的
に

整
備

す
べ

き
路

線
等

を
定

め
る

計
画

で
あ

り
，

市
民

生
活

に
直

接
影

響
を

及
ぼ

す
場

合
が

あ
る

た
め

，
こ

れ
ま

で
も

策
定

過
程

の
初

期
段

階
か

ら
，

広
く

市
民

の
皆

さ
ん

と
意

見
交

換
を

行
う

た
め

，
複

数
の

手
法

で
市

民
参

加
を

実
施

し
て

き
ま

し
た

。
　

具
体

的
に

は
，

職
員

が
対

面
方

式
で

直
接

市
民

の
皆

さ
ん

の
御

意
見

を
聴

く
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
や

無
作

為
に

抽
出

し
た

市
民

の
方

々
に

「
道

路
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
検

討
の

各
段

階
に

お
い

て
，

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
道

路
網

計
画

へ
の

反
映

に
つ

い
て

は
，

「
道

路
網

計
画

」
の

参
考

資
料

「
市

民
参

加
レ

ポ
ー

ト
」

で
公

開
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

，
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

公
表

に
当

た
っ

て
は

，
市

報
１

２
月

２
０

日
号

に
て

，
案

に
関

す
る

説
明

会
及

び
み

ち
の

井
戸

端
会

議
の

開
催

の
案

内
と

と
も

に
周

知
し

て
い

ま
す

。
ま

た
，

案
の

公
表

と
合

わ
せ

て
，

同
日

に
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
周

知
し

て
い

ま
す

。
　

他
に

案
に

関
す

る
説

明
会

の
周

知
等

に
つ

い
て

は
，

市
内

の
京

王
線

各
駅

及
び

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

，
図

書
館

，
公

民
館

等
の

施
設

に
も

案
内

チ
ラ

シ
を

配
架

す
る

と
と

も
に

ポ
ス

タ
ー

を
掲

示
し

，
周

知
し

て
い

ま
す

。
合

わ
せ

て
，

地
区

協
議

会
，

自
治

会
及

び
街

づ
く

り
協

議
会

へ
開

催
案

内
を

送
付

す
る

と
と

も
に

，
無

作
為

抽
出

し
た

市
民

約
１

，
０

０
０

人
に

開
催

案
内

を
送

付
し

，
周

知
を

図
っ

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
の

意
見

提
出

期
間

に
つ

い
て

は
，

調
布

市
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
条

例
に

お
い

て
政

策
等

の
案

を
公

表
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
０

日
以

上
と

な
っ

て
い

ま
す

が
，

「
道

路
網

計
画

」
で

の
意

見
提

出
期

間
は

，
よ

り
多

く
の

市
民

の
皆

さ
ん

に
計

画
を

周
知

し
御

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
，

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
か

ら
平

成
２

８
年

２
月

１
０

日
ま

で
の

５
２

日
間

を
意

見
募

集
期

間
と

し
，

計
画

内
容

の
周

知
及

び
幅

広
い

意
見

募
集

に
努

め
ま

し
た

。
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そ
の

他
意

見
1
7
6

　
道

路
が

拡
幅

さ
れ

る
と

交
通

量
は

？
安

全
性

は
？

そ
の

他
意

見
1
7
7

　
大

き
い

道
が

で
き

て
便

利
に

な
る

反
面

，
交

通
量

が
増

え
て

空
気

汚
染

，
騒

音
な

ど
の

心
配

が
あ

る
。

ま
た

，
敷

地
を

削
ら

れ
不

便
な

生
活

を
強

い
ら

れ
る

心
配

も
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
事

か
ら

，
移

転
を

希
望

す
る

場
合

，
土

地
と

家
を

買
い

取
っ

て
も

ら
え

る
の

で
す

か
？

そ
の

他
意

見
1
7
8

●
負

の
側

面
を

考
え

て
な

い
　

幹
線

道
路

沿
道

の
大

気
汚

染
や

騒
音

，
振

動
等

の
道

路
公

害
は

，
沿

道
の

住
民

の
受

忍
の

限
度

を
こ

え
る

公
害

を
発

生
さ

せ
ま

す
。

東
京

を
始

め
全

国
の

公
害

裁
判

が
そ

の
実

態
を

明
ら

か
に

し
，

す
べ

て
の

訴
訟

で
行

政
が

敗
訴

し
て

い
る

現
実

を
直

視
す

べ
き

で
す

。
長

期
に

わ
た

っ
て

喘
息

等
で

苦
し

ん
で

い
る

人
が

い
る

こ
と

は
，

大
気

汚
染

医
療

費
助

成
認

定
患

者
数

が
平

成
２

６
年

度
末

で
9

6
7

5
4

人
，

そ
の

う
ち

調
布

市
で

は
約

２
０

０
０

人
い

る
こ

と
を

銘
記

す
べ

き
で

す
。

ま
た

，
Ｐ

Ｍ
２

．
５

は
環

境
基

準
を

満
た

し
て

い
ま

せ
ん

。
大

き
な

道
路

を
つ

く
れ

ば
，

大
型

車
が

増
え

，
Ｐ

Ｍ
２

．
５

が
増

大
す

る
こ

と
は

明
ら

か
で

す
。

こ
れ

ら
の

こ
と

を
意

図
的

に
無

視
し

た
，

こ
の

項
目

は
撤

回
す

べ
き

で
す

。
総

量
規

制
は

都
の

環
境

政
策

の
は

ず
で

す
。

そ
の

他
意

見
1
7
9

　
車

ば
か

り
が

優
先

さ
れ

る
　

計
画

案
は

全
て

に
お

い
て

車
の

利
便

性
が

優
先

さ
れ

て
い

る
と

し
か

思
え

ま
せ

ん
。

ま
た

，
車

の
利

便
性

が
優

先
さ

れ
る

の
は

お
か

し
い

と
思

い
ま

す
。

　
車

の
た

め
の

道
幅

の
広

い
道

路
ば

か
り

で
そ

の
隙

間
に

家
が

建
つ

と
い

う
感

じ
を

受
け

ま
す

。

　
以

上
（

N
O

.２
５

・
２

７
・

７
５

・
７

６
・

７
７

・
１

７
３

）
の

理
由

に
よ

り
計

画
案

に
反

対
し

ま
す

。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
道

路
網

計
画

の
目

標
を

踏
ま

え
，

道
路

に
期

待
さ

れ
る

機
能

と
役

割
の

観
点

か
ら

，
道

路
網

構
築

の
視

点
を

設
定

し
ま

し
た

。
広

域
道

路
網

と
地

区
内

道
路

網
で

は
，

そ
れ

ぞ
れ

期
待

さ
れ

る
機

能
と

役
割

が
異

な
る

た
め

，
機

能
に

合
っ

た
視

点
を

そ
れ

ぞ
れ

設
定

し
ま

し
た

。
　

道
路

網
構

築
の

視
点

（
広

域
道

路
網

）
に

つ
い

て
は

，
交

通
機

能
や

防
災

機
能

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
設

定
し

た
の

に
対

し
，

道
路

網
構

築
の

視
点

（
地

区
内

道
路

網
）

に
つ

い
て

は
，

歩
行

者
の

安
全

性
確

保
や

地
域

の
施

設
間

の
連

絡
等

に
主

眼
を

置
き

，
設

定
し

ま
し

た
。

そ
の

他
意

見
1
8
0

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
手

続
き

に
つ

い
て

　
今

回
た

ま
た

ま
こ

う
い

う
道

路
拡

幅
案

が
あ

る
こ

と
を

知
り

ま
し

た
が

，
近

所
の

人
た

ち
に

聞
い

て
も

誰
も

こ
れ

を
知

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

１
月

２
０

日
の

市
報

に
載

っ
て

い
る

と
聞

き
チ

ェ
ッ

ク
し

ま
し

た
が

，
あ

の
表

現
で

市
民

に
具

体
的

に
こ

の
地

域
が

対
象

に
な

っ
て

い
る

と
分

か
ら

せ
る

こ
と

は
全

く
不

可
能

で
す

。
し

か
し

，
地

主
等

の
一

部
は

こ
れ

を
知

っ
て

い
ま

し
た

。
こ

れ
を

以
っ

て
市

民
の

意
見

を
聴

取
し

た
と

す
る

な
ら

，
中

国
共

産
党

の
土

地
収

奪
方

法
と

似
た

り
寄

っ
た

り
で

す
。

貴
方

か
ら

こ
の

手
紙

の
妥

当
性

に
つ

い
て

来
る

２
月

１
７

日
ま

で
に

私
宛

に
納

得
行

く
説

明
が

な
さ

れ
な

い
場

合
は

，
「

調
布

市
政

の
横

暴
」

と
し

て
私

は
「

週
刊

文
春

」
「

週
刊

新
潮

」
に

取
り

上
げ

て
貰

う
よ

う
動

く
つ

も
り

で
お

り
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
（

案
）

」
に

つ
い

て
は

，
平

成
２

７
年

１
２

月
２

１
日

に
公

表
し

，
平

成
２

８
年

２
月

１
０

日
ま

で
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
に

よ
る

意
見

募
集

を
行

っ
て

い
た

も
の

で
す

。
　

ま
た

，
案

の
公

表
に

あ
わ

せ
，

市
民

の
皆

様
に

そ
の

内
容

を
説

明
し

，
御

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
，

平
成

２
８

年
１

月
１

５
日

及
び

１
６

日
に

説
明

会
を

開
催

し
，

同
月

１
８

日
か

ら
２

４
日

ま
で

の
期

間
に

，
市

民
の

皆
様

と
の

意
見

交
換

の
場

で
あ

る
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
を

５
日

間
開

催
い

た
し

ま
し

た
。

　
案

の
公

表
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
の

実
施

な
ど

に
つ

い
て

は
，

市
報

ち
ょ

う
ふ

１
２

月
２

０
日

号
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
で

お
知

ら
せ

を
行

っ
て

お
り

ま
す

が
，

市
域

全
体

の
道

路
計

画
と

な
り

，
紙

面
の

都
合

上
，

詳
細

な
情

報
を

掲
載

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
よ

り
多

く
の

方
に

市
の

取
組

に
つ

い
て

お
知

ら
せ

す
る

た
め

，
市

内
の

各
自

治
会

へ
説

明
会

な
ど

の
御

案
内

を
す

る
な

ど
周

知
に

努
め

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。
　

ま
た

，
本

計
画

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
，

市
民

の
皆

様
の

生
活

に
直

接
的

な
関

わ
り

が
あ

る
こ

と
か

ら
，

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

実
施

や
検

討
の

各
段

階
に

お
い

て
「

み
ち

の
井

戸
端

会
議

」
を

こ
れ

ま
で

延
べ

４
２

回
開

催
し

，
１

，
０

０
０

人
を

越
え

る
方

と
の

意
見

交
換

を
行

う
な

ど
，

市
民

参
加

に
努

め
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
調

布
市

と
し

て
は

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
手

続
に

限
ら

ず
，

様
々

な
手

法
に

よ
り

市
民

の
皆

様
か

ら
御

意
見

を
伺

い
な

が
ら

，
本

計
画

の
検

討
を

進
め

て
き

て
い

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
8
1

　
道

路
拡

張
が

決
定

し
た

時
の

補
償

は
？

　
現

在
お

住
ま

い
の

建
物

移
転

に
伴

う
想

定
の

補
償

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
8
2

【
意

見
】

○
現

実
の

収
用

の
対

象
に

な
る

個
人

に
対

し
て

は
，

今
後

も
よ

り
詳

細
に

説
明

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

○
都

が
ど

の
よ

う
に

収
用

す
る

の
か

，
そ

の
影

響
，

収
用

ま
で

に
土

地
建

物
を

売
却

せ
ざ

る
を

得
な

く
な

っ
た

時
の

注
意

点
等

を
調

布
市

の
法

律
相

談
な

り
で

し
っ

か
り

フ
ォ

ロ
ー

す
る

体
制

を
と

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

収
用

は
こ

こ
だ

け
で

は
な

く
，

東
京

都
の

あ
ら

ゆ
る

と
こ

ろ
で

起
き

て
い

る
訳

で
す

か
ら

我
々

の
悩

み
の

多
く

は
回

答
で

き
る

も
の

が
多

い
と

思
い

ま
す

。

　
事

業
が

始
ま

る
と

用
地

説
明

会
を

開
催

し
，

移
転

対
象

と
な

る
方

に
補

償
に

関
す

る
説

明
を

行
い

ま
す

。
ま

た
，

ご
不

明
な

点
に

つ
い

て
は

，
個

別
に

対
応

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
　

国
・

都
の

基
準

に
基

づ
い

て
市

も
同

等
に

事
業

を
進

め
て

お
り

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
8
3

　
何

故
，

拡
幅

が
必

要
な

の
か

？
　

道
路

は
，

日
常

の
生

活
に

お
い

て
，

移
動

時
の

安
全

性
・

快
適

性
の

確
保

，
住

宅
地

の
防

災
性

の
向

上
，

ま
た

災
害

時
に

は
迅

速
な

避
難

の
一

助
と

な
る

な
ど

，
市

民
生

活
に

欠
か

せ
な

い
公

共
施

設
の

ひ
と

つ
で

す
。

道
路

利
用

者
や

市
民

の
皆

さ
ん

の
道

路
に

対
す

る
様

々
な

期
待

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

，
道

路
の

多
様

な
役

割
を

確
認

し
，

こ
れ

ら
の

役
割

が
十

分
発

揮
で

き
る

よ
う

な
み

ち
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

　
道

路
を

整
備

す
る

時
の

影
響

に
つ

い
て

は
，

路
線

に
よ

っ
て

地
形

条
件

等
が

異
な

る
た

め
，

個
別

路
線

の
事

業
化

段
階

で
調

査
検

討
す

る
の

が
適

切
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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そ
の

他
意

見
1
8
4

　
計

画
案

を
廃

案
に

し
た

場
合

に
生

じ
る

問
題

と
し

て
以

下
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
○

緊
急

車
両

が
通

行
で

き
な

い
。

上
記

に
関

し
て

以
下

を
提

案
し

ま
す

。
１

 消
火

栓
の

増
設

２
 消

火
器

設
置

場
所

の
増

設
３

 近
隣

住
民

に
危

険
や

救
助

を
知

ら
せ

る
手

段
と

し
て

の
声

か
け

　
各

町
会

で
協

力
す

る
４

 防
災

意
識

を
高

め
る

  
市

民
も

協
力

し
防

災
訓

練
な

ど
に

積
極

的
に

参
加

す
る

５
 緊

急
小

型
車

両
を

新
設

す
る

・
初

期
消

火
の

で
き

る
小

型
車

両
を

東
京

都
と

協
力

し
新

設
を

検
討

す
る

。
・

ド
ク

タ
ー

カ
ー

（
お

医
者

様
が

同
乗

す
る

緊
急

医
療

救
助

サ
ー

ビ
ス

・
有

料
で

も
良

い
）

を
東

京
都

と
協

力
し

新
設

を
検

討
す

る
。

　
上

記
の

件
 調

布
市

か
ら

東
京

都
へ

働
き

か
け

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
「

防
災

・
減

災
機

能
の

強
化

」
を

目
標

の
ひ

と
つ

と
し

て
設

定
す

る
と

と
も

に
，

道
路

網
構

築
の

視
点

と
し

て
「

緊
急

時
の

物
資

や
活

動
人

員
の

輸
送

を
支

え
る

道
路

網
の

構
築

」
を

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
道

路
網

構
築

の
視

点
（

広
域

道
路

網
）

で
は

，
災

害
発

生
直

後
か

ら
道

路
啓

開
等

を
早

急
に

実
施

し
，

人
命

の
安

全
確

保
，

被
害

の
拡

大
防

止
，

活
動

人
員

や
物

資
輸

送
を

円
滑

に
実

施
す

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
，

緊
急

時
に

お
け

る
活

動
人

員
や

物
資

を
円

滑
・

確
実

に
輸

送
す

る
た

め
に

，
東

京
都

が
指

定
す

る
緊

急
輸

送
道

路
や

輸
送

拠
点

と
広

域
避

難
場

所
を

結
ぶ

路
線

な
ど

を
抽

出
し

ま
し

た
。

　
道

路
網

構
築

の
視

点
（

地
区

内
道

路
網

）
で

は
，

震
災

等
の

災
害

発
生

時
に

お
い

て
，

消
火

活
動

等
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
行

う
た

め
に

，
消

防
活

動
困

難
区

域
を

解
消

す
る

こ
と

な
ど

が
重

要
と

考
え

，
火

災
時

に
お

け
る

消
火

活
動

等
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
行

う
た

め
，

消
防

活
動

困
難

区
域

の
解

消
に

資
す

る
路

線
な

ど
を

抽
出

し
ま

し
た

。
　

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

今
後

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
8
5

道
路

清
掃

な
ど

の
管

理
　

地
域

の
住

民
に

よ
る

清
掃

，
標

識
な

ど
の

管
理

を
す

る
仕

組
み

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

　
住

民
参

加
に

よ
る

清
掃

作
業

等
は

，
「

ふ
れ

あ
い

の
み

ち
づ

く
り

」
事

業
と

し
て

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

な
お

，
道

路
上

の
標

識
は

，
道

路
管

理
者

か
ら

許
可

を
得

て
設

置
し

ま
す

。
設

置
さ

れ
た

後
，

道
路

管
理

者
や

交
通

管
理

者
な

ど
が

管
理

し
て

お
り

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
8
6

　
車

道
を

自
転

車
が

通
行

し
易

い
よ

う
に

，
路

肩
の

デ
コ

ボ
コ

や
段

差
を

小
さ

く
し

て
ほ

し
い

　
道

路
の

補
修

等
に

つ
い

て
は

，
道

路
パ

ト
ロ

ー
ル

や
市

民
の

皆
様

か
ら

の
連

絡
を

受
け

，
路

面
の

状
況

等
を

調
査

し
た

後
，

適
時

補
修

し
て

ま
い

り
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
8
7

　
住

宅
の

壁
や

植
樹

に
よ

っ
て

，
見

通
し

が
悪

い
交

差
点

に
つ

い
て

は
，

見
通

し
良

く
な

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

　
越

境
し

て
い

る
植

栽
等

は
，

適
時

，
所

有
者

に
剪

定
の

依
頼

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

の
新

設
は

，
周

辺
道

路
や

宅
地

の
利

用
状

況
等

を
総

合
的

に
検

証
し

，
隣

接
す

る
市

民
の

皆
様

の
ご

理
解

が
得

て
設

置
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
8
8

道
路

網
の

維
持

管
理

　
道

路
網

の
新

増
設

・
改

変
計

画
と

呼
応

し
，

維
持

管
理

計
画

も
合

わ
せ

考
え

る
べ

き
で

あ
る

。
　

道
路

パ
ト

ロ
ー

ル
や

市
民

の
皆

様
か

ら
の

連
絡

を
受

け
，

路
面

状
況

等
を

調
査

し
た

後
，

適
時

補
修

し
て

ま
い

り
ま

す
。

　
な

お
，

対
象

と
な

る
道

路
は

管
理

区
分

に
よ

り
所

管
が

異
な

り
ま

す
。

　
こ

の
度

は
，

貴
重

な
御

意
見

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

そ
の

他
意

見
1
8
9

　
説

明
会

等
に

行
け

ず
，

わ
か

ら
な

い
た

め
，

日
ご

ろ
思

っ
て

い
る

こ
と

を
メ

ー
ル

致
し

ま
す

。
　

都
市

整
備

街
づ

く
り

と
し

て
，

街
灯

が
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

　
大

き
い

通
り

は
，

自
動

車
や

，
テ

ナ
ン

ト
の

明
か

り
が

あ
り

ま
す

が
，

脇
に

入
る

と
暗

い
で

す
。

　
つ

つ
じ

ヶ
丘

の
北

口
は

商
業

地
で

栄
え

て
い

ま
す

が
，

南
口

を
出

て
，

滝
坂

小
学

校
か

ら
白

菊
幼

稚
園

に
行

く
道

は
，

人
通

り
が

あ
る

わ
り

に
，

夜
に

な
る

と
暗

い
の

で
，

も
う

少
し

，
街

灯
を

増
や

し
て

ほ
し

い
で

す
。

　
全

体
的

に
，

街
灯

が
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

　
周

辺
住

宅
の

接
道

状
況

や
道

路
幅

員
に

よ
り

，
設

置
す

る
場

所
，

照
度

を
検

討
し

設
置

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

　
街

灯
の

新
設

は
，

周
辺

道
路

や
宅

地
の

利
用

状
況

等
を

総
合

的
に

検
証

し
ま

す
。

何
よ

り
も

，
隣

接
す

る
市

民
の

皆
様

の
ご

理
解

が
得

ら
れ

な
け

れ
ば

設
置

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

そ
の

他
意

見
1
9
0

不
用

歩
道

橋
の

撤
去

　
広

域
道

路
に

所
々

設
置

さ
れ

て
い

る
，

不
用

の
歩

道
橋

は
撤

去
す

べ
き

で
あ

る
。

　
高

齢
化

が
進

み
益

々
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

が
求

め
ら

れ
る

昨
今

，
横

断
歩

道
が

充
実

し
て

殆
ど

利
用

さ
れ

て
い

な
い

。
な

の
に

災
害

対
応

面
か

ら
，

経
年

補
強

も
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

　
対

象
と

な
る

歩
道

橋
は

管
理

区
分

に
よ

り
所

管
が

異
な

り
ま

す
が

，
通

学
路

等
の

指
定

を
受

け
て

い
る

歩
道

橋
は

撤
去

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

こ
の

度
は

，
貴

重
な

御
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

そ
の

他
意

見
1
9
1

高
齢

化
へ

の
対

応
　

交
通

弱
者

と
言

わ
れ

る
高

齢
者

に
対

し
て

，
利

便
性

の
高

い
公

共
交

通
の

充
実

を
図

っ
て

も
ら

い
た

い
。

出
か

け
る

手
段

が
あ

る
こ

と
で

，
健

康
面

や
，

消
費

の
増

大
な

ど
，

い
ろ

い
ろ

な
面

に
メ

リ
ッ

ト
が

生
ま

れ
る

。

　
公

共
交

通
が

利
用

し
に

く
く

，
運

行
要

望
が

高
い

地
域

な
ど

に
つ

い
て

は
，

乗
合

タ
ク

シ
ー

な
ど

地
域

と
の

協
働

に
よ

る
公

共
交

通
機

能
の

導
入

に
つ

い
て

，
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
9
2

　
歩

行
者

の
多

い
道

路
に

お
け

る
禁

煙
を

条
例

化
し

て
ほ

し
い

　
歩

行
者

の
多

い
道

路
に

お
け

る
禁

煙
の

条
例

化
に

つ
い

て
は

，
先

進
自

治
体

の
取

組
状

況
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
9
3

●
 都

道
１

１
８

号
線

の
整

備
（

一
部

区
間

の
拡

幅
）

す
る

よ
う

東
京

都
に

要
望

す
る

こ
と

　
都

道
１

１
８

号
線

に
つ

い
て

は
，

「
道

路
網

計
画

」
の

対
象

路
線

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

，
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
関

係
機

関
に

お
伝

え
し

ま
す

。



２ 結果 
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そ
の

他
意

見
1
9
4

　
現

状
の

段
階

で
は

大
型

ポ
ン

プ
車

の
出

動
を

前
提

に
し

た
，

グ
リ

ン
カ

ラ
ー

道
路

拡
幅

の
必

要
が

な
く

，
初

期
消

火
ポ

ン
プ

及
び

中
型

ポ
ン

プ
の

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

ま
た

消
防

署
で

は
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
は

申
し

訳
な

い
が

行
か

れ
ま

せ
ん

，
消

防
署

を
守

る
の

が
精

い
っ

ぱ
い

と
の

事
。

そ
の

他
意

見
1
9
5

　
災

害
時

に
消

防
車

な
ど

の
大

型
車

両
が

迅
速

に
消

火
活

動
に

当
た

る
こ

と
も

目
的

と
さ

れ
て

い
る

が
，

消
防

車
が

侵
入

で
き

な
い

路
地

は
，

市
内

に
い

く
ら

で
も

あ
り

，
一

部
の

道
路

だ
け

拡
幅

し
て

も
災

害
対

策
に

は
な

ら
な

い
。

住
環

境
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
道

路
拡

幅
で

は
な

く
，

消
防

車
両

の
小

型
化

や
消

火
栓

の
増

設
な

ど
柔

軟
な

解
決

策
を

検
討

す
べ

き
と

の
住

民
の

意
見

を
重

視
す

べ
き

そ
の

他
意

見
1
9
6

　
拝

啓
，

い
つ

も
美

し
い

調
布

の
街

づ
く

り
を

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
　

「
市

報
ち

ょ
う

ふ
」

で
こ

の
計

画
を

知
り

，
ひ

と
つ

提
言

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

１
．

小
田

急
バ

ス
・

新
バ

ス
停

留
所

設
置

の
提

言
・

要
望

長
年

，
小

田
急

バ
ス

さ
ん

の
【

狛
0

1
】

路
線

（
多

摩
川

住
宅

中
央

～
狛

江
駅

北
口

～
慈

恵
第

三
病

院
）

を
よ

く
利

用
し

て
い

ま
す

。
　

多
摩

川
住

宅
を

東
西

南
北

に
周

回
す

る
同

路
線

は
，

多
摩

川
住

宅
周

辺
に

住
む

者
に

と
っ

て
生

活
に

な
く

て
は

な
ら

な
い

も
の

で
す

が
，

残
念

な
こ

と
に

同
住

宅
の

西
側

に
は

停
留

所
が

ひ
と

つ
も

あ
り

ま
せ

ん
。

　
他

の
停

留
所

と
比

較
し

て
も

，
「

多
摩

川
住

宅
南

口
～

多
摩

川
住

宅
中

央
」

の
間

隔
は

，
非

常
に

長
く

感
じ

ら
れ

ま
す

。
同

住
宅

の
西

側
・

染
地

３
丁

目
エ

リ
ア

に
住

む
者

に
と

っ
て

は
，

各
々

の
バ

ス
停

に
行

く
ま

で
の

距
離

が
非

常
に

遠
く

感
じ

ら
れ

，
是

非
一

か
所

そ
の

中
間

地
点

に
バ

ス
停

を
新

設
し

て
い

た
だ

い
て

生
活

の
利

便
性

を
上

げ
て

頂
け

る
と

た
い

へ
ん

有
り

難
く

思
い

ま
す

。
　

昨
年

，
小

田
急

バ
ス

さ
ん

に
要

望
し

た
と

こ
ろ

，
次

の
よ

う
な

返
答

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
　

「
多

摩
川

住
宅

南
口

～
多

摩
川

住
宅

中
央

ま
で

の
区

間
が

６
４

０
ｍ

あ
り

，
通

常
の

停
留

所
間

隔
よ

り
距

離
が

あ
る

こ
と

は
認

識
い

た
し

て
お

り
ま

す
。

新
停

留
所

を
設

置
す

る
に

は
道

路
管

理
者

（
役

所
）

お
よ

び
交

通
管

理
者

（
警

察
）

な
ら

び
に

停
留

所
を

設
置

い
た

し
ま

す
地

権
者

の
承

諾
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

停
留

所
新

設
に

つ
き

ま
し

て
，

今
後

の
検

討
事

項
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
」

と
の

こ
と

で
し

た
。

　
染

地
３

丁
目

エ
リ

ア
は

，
近

年
新

築
住

宅
が

増
え

人
口

が
増

加
し

て
き

て
い

る
地

域
だ

け
に

，
利

便
性

の
良

い
バ

ス
停

を
希

望
し

て
い

る
人

は
少

な
く

な
い

と
思

い
ま

す
。

是
非

ご
検

討
を

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

【
新

停
留

所
を

希
望

す
る

場
所

】
(案

）
　

「
多

摩
川

住
宅

交
番

前
」

の
交

差
点

の
南

側
・

多
摩

川
寄

り
１

２
０

～
１

３
０

ｍ
付

近
　

調
布

市
大

型
案

内
標

識
Ｙ

-
１

３
，

「
J
.P

A
R

K
染

地
」

の
染

地
通

り
付

近
　

（
桜

堤
通

り
か

ら
右

折
し

て
直

ぐ
の

場
所

は
，

バ
ス

の
後

続
車

輌
に

と
っ

て
危

険
な

た
め

避
け

て
頂

き
た

く
思

い
ま

す
）

　
今

回
の

調
布

市
道

路
網

計
画

（
案

）
で

，
小

田
急

バ
ス

新
停

留
所

設
置

も
街

づ
く

り
の

一
環

と
し

て
ご

理
解

さ
れ

，
ぜ

ひ
前

向
き

に
ご

検
討

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

　
御

意
見

い
た

だ
い

て
い

る
区

間
に

バ
ス

停
を

増
設

す
る

方
向

で
バ

ス
事

業
者

と
協

議
を

進
め

て
い

ま
す

。

そ
の

他
意

見
1
9
7

　
道

路
拡

張
に

か
け

る
予

算
が

あ
る

の
な

ら
ば

以
下

の
事

に
充

て
て

く
だ

さ
い

。
１

 調
布

市
内

の
貧

困
家

庭
へ

の
支

援
　

子
ど

も
の

貧
困

が
深

刻
に

な
っ

て
い

ま
す

　
経

済
的

な
問

題
で

進
学

を
諦

め
ざ

る
を

え
な

い
子

ど
も

の
た

め
の

育
英

資
金

に
し

て
く

だ
さ

い
。

２
 教

育
の

充
実

　
先

進
国

の
中

で
日

本
は

教
育

に
充

て
る

予
算

が
た

い
へ

ん
低

い
で

す
。

　
せ

め
て

調
布

市
は

そ
の

レ
ベ

ル
を

上
げ

て
み

ま
せ

ん
か

？
３

 高
齢

者
へ

の
支

援
　

高
齢

者
の

貧
困

も
深

刻
に

な
っ

て
い

ま
す

　
経

済
的

に
苦

し
ま

れ
て

い
る

高
齢

者
の

市
税

・
医

療
費

の
減

額
な

ど
検

討
し

て
下

さ
い

。
４

 保
育

士
さ

ん
介

護
士

さ
ん

の
賃

金
の

値
上

げ
　

道
路

を
作

っ
た

り
道

幅
を

広
げ

た
り

す
る

こ
と

よ
り

も
”

人
”

を
育

て
る

こ
と

に
税

金
を

使
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
将

来
に

と
っ

て
は

そ
の

方
が

有
意

義
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

　
反

対
意

見
を

述
べ

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

の
で

言
葉

が
所

々
き

つ
く

な
り

ご
不

快
に

感
じ

ら
れ

た
こ

と
と

思
い

ま
す

。
た

い
へ

ん
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
　

し
か

し
な

が
ら

「
調

布
市

道
路

網
計

画
（

案
）

」
の

廃
案

を
お

考
え

く
だ

さ
い

。
調

布
市

民
が

い
つ

も
幸

せ
に

笑
っ

て
過

ご
せ

る
市

政
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

　
最

後
に

貴
重

な
お

時
間

を
割

い
て

く
だ

さ
り

読
ん

で
く

だ
さ

い
ま

し
た

こ
と

感
謝

い
た

し
ま

す
。

　
ど

う
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

　
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

今
後

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
「

道
路

網
計

画
」

で
は

，
消

防
活

動
を

円
滑

に
行

う
た

め
に

，
消

防
ホ

ー
ス

の
曲

折
を

考
慮

し
，

震
災

時
に

消
防

自
動

車
が

通
れ

る
幅

員
６

ｍ
以

上
の

道
路

か
ら

１
４

０
ｍ

以
遠

を
「

消
防

活
動

困
難

区
域

」
と

し
て

設
定

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
，

「
消

防
化

活
動

困
難

区
域

」
の

設
定

に
つ

い
て

は
，

「
密

集
市

街
地

の
た

め
の

集
団

規
定

の
運

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」

（
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

資
料

）
な

ど
を

参
考

に
設

定
し

て
い

ま
す

。
調

布
市

内
に

は
，

「
消

防
活

動
困

難
区

域
」

が
点

在
し

て
い

る
状

況
の

た
め

，
「

消
防

活
動

困
難

区
域

」
を

解
消

し
，

防
災

性
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

，
今

後
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。



２ 結果 
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そ
の

他
意

見
1
9
8

　
駐

車
場

の
台

数
３

０
５

台
は

少
な

す
ぎ

る
。

　
南

口
駅

前
広

場
の

地
下

駐
車

場
は

出
来

ま
せ

ん
か

。
　

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

ま
で

に
　

☆
中

央
高

速
の

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

の
整

備
　

☆
甲

州
街

道
拡

幅
　

☆
宿

泊
施

設
が

少
な

い
の

で
は

。

　
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

今
後

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

そ
の

他
意

見
1
9
9

　
当

時
は

過
去

1
0

年
前

に
は

農
地

が
あ

り
，

戸
建

て
の

家
が

，
ぱ

ら
ぱ

ら
と

建
っ

て
い

ま
し

た
。

そ
の

後
建

売
業

者
に

よ
り

，
住

宅
密

集
ブ

ロ
ッ

ク
が

増
加

中
で

す
，

今
後

益
々

増
加

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

　
ご

当
地

は
景

観
条

例
等

の
手

段
を

行
使

し
，

建
売

業
者

に
よ

る
住

宅
密

集
建

設
に

ス
ト

ッ
プ

を
掛

け
る

必
要

性
が

有
り

ま
す

。

　
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

今
後

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

そ
の

他
意

見
2
0
0

　
許

可
し

な
い

。
無

駄
・

無
意

味
　

絶
対

反
対

！
！

　
御

意
見

に
つ

い
て

は
，

今
後

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

※
御

意
見

は
，

原
則

，
い

た
だ

い
た

原
文

を
基

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
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市民参加の取組結果は，それぞれ下記のように，道路網計画の目標と，道路網構築の視点を検討する

ための参考にしました。 

（１）第１回及び第２回みちの井戸端会議及び道路に関するアンケート 

  

意見の分類 
（中分類） 

道路網計画 
の目標 

道路網構築 
の視点 

市内の拠点（駅やスーパー等）へアク

セスしやすくしてほしい 

快適 

安全 

便利 

鉄道駅へのアクセス性向上に資する道路網

の構築 
バス路線を利用しやすくしてほしい 

自転車の駐輪スペースを確保してほし

い 

消防車や救急車が通行できる道路にし

てほしい 

緊急時の物資や活動人員の輸送を支える道

路網の構築 

歩道を安全に，快適に歩けるようにし

てほしい 
救急搬送を支える道路網の構築 

自転車を安全に利用できるようにして

ほしい 

地域の拠点や主要施設への安全で快適な移

動を支える道路網の構築 
自動車を安心して運転できるようにし

てほしい 

遅れることなく目的地に到着したい 

バスが時間通りに運行できるようにし

てほしい 

道路混雑の解消に資する道路網の構築 区部へアクセスしやすくしてほしい 

多摩部へアクセスしやすくしてほしい 

目的地に複数の経路で行ける 

 

３ 道路網計画への反映 

 



３ 道路網計画への反映 
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意見の分類 

（中分類） 
道路網計画 

の目標 

道路網構築 

の視点 

消防車や救急車が通行できる道路に

してほしい 

防災 

減災 

緊急時の物資や活動人員の輸送を支える道路

網の構築 

避難場所へのアクセスを確保してほ

しい 
緊急時の避難を支える道路網の構築 

火災発生時に，燃え広がらないように

してほしい 
火災時の延焼を防ぐ道路網の構築 

にぎわいのある街にしてほしい 

活性化 

中心市街地のにぎわいの創出に寄与する道路

網の構築 

市内の拠点（駅やスーパー等）へアク

セスしやすくしてほしい 
観光振興に寄与する道路網の構築 

遅れることなく目的地に到着したい 

環境 

住環境 

都市の低炭素化を促進する道路網の構築 
自然を残してほしい 

バスが時間通りに運行できるように

してほしい 

居住環境（通風や日照等）の影響も考

慮してほしい 
住みやすいまちを形成する道路網の構築 

道路整備に対する意見 効率性 効率的かつ効果的なみちづくりの推進 

  



３ 道路網計画への反映 

3-3 

（２）道路ユーザーヒアリング 

 道路ユーザーからヒアリングをした意見は，下記の項目でもれがなく検討できているか確認するた

めの参考にしました。 

意見内容の分類 検討項目 

利用者ニーズ 道路に期待される機能 

道路等の利用特性 道路網の構築する際の抽出条件 

個別路線の問題点 優先整備路線の選定 

（３）第３回みちの井戸端会議 

  意見への考え方・対応欄（Ｐ２-５～Ｐ２-１０）のとおりです。 

（４）調布市道路網計画（案）に関する説明会 

（５）第４回みちの井戸端会議 

（６）パブリック・コメント手続（意見募集） 

  意見への考え方欄（Ｐ２-１１～Ｐ２-５５）のとおりです。 




